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　プロローグ







　俺は焦っていた。あれから、かなりの時間が経たってしまっている。

　木の根につまずきそうになり、光る玉で足元を照らした。こんな深い森では月の光も届いてこない。

　近くで草木が揺れた。立ち止まって目を凝らした。まさか、シノだろうか？

「シノ……？」

　草木の揺れが止まったあと、八つ目の魔物が飛び出してきた。驚いて光る玉を落としてしまい、辺りが一気に暗くなった。

　シノではなかった。当たり前だ。シノならば、気配を消しながら近づいてくるわけがない。

　急いで逃げようとしたら、足がもつれてその場に尻しり餅もちをついてしまった。

　飛びかかってきた魔物の生ぬるい息が顔にかかったとき、まったく別の方向から、こっちに駆けてくる足音が聞こえた。

「ラウル師匠、伏せてください！」

　シノの声がしたあと、目の前が白しろ銀がね色に弾はじけた。

　しばらくして顔をあげると、カチコチに凍った魔物の顎あごが、俺の鼻先で止まっていた。

「師匠、大丈夫ですか。お怪け我がはありませんか？」

　現れたシノは、俺の肩にそっと手を置いた。心配そうに下げられた眉まゆの下で、灰紫色の瞳ひとみが俺をじっと見つめていた。

「大丈夫だよ、ありがとうシノ」

　カチコチになった魔物の牙きばをつついたら、指先がじんわりと冷えた。

　シノと俺は、薬草の生えている村へ行くための山道を歩いていた。日も暮れかかってきた時、八つ目の魔物に襲われた。

　八つ目の魔物は群れで襲ってきたため、応戦する暇もなかった。身を隠すために林の中へ飛び込んだら魔物は追ってこなくなった。

　けど、同時にシノが居なくなっていることに気が付いた。魔物に見つかって襲われてはいないだろうかと心配で心配で心臓がちぎれそうだった。

「シノ、大丈夫だった？　手を放してしまってごめんね」

「大丈夫です。ラウル師匠こそ無事で何よりです」

　林の中で魔物たちは俺たちを見失ったのだろう。何はともあれ無事で良かった。

　シノの膝ひざや腕に擦り傷があるのを見つけた。走っている途中で草木などに引っかかったのだろうか。

「シノ、怪我しているね。治すからこっちにおいで」

「いえ、大丈夫です。こんな怪我、治してもらうまでもありません」

「いいから、シノ、おいで」

　渋々といった様子で来たシノの擦り傷を、治癒術で治した。

「もう夜も遅いし、今日はここで休もう」

「はい」

　四方を囲う結界を張り、二人で中に入った。

　落ちていた小枝や葉を集めたシノは、指を鳴らして炎を灯ともした。息をするように魔術を使ったシノに感心していたら、目が合って、はにかんだように微笑ほほえまれた。




　シノと出会ったのは二年前だ。とある資産家の屋敷で、シノが下僕として働いていた時に出会った。

　俺はシノから魔術師の素質を感じとり、屋敷の主人から引き取って弟子にした。あの頃ころよりも少し背が高くなり、肩まで伸びた淡紅藤色の髪が風に吹かれてそよいだ。

　シノは背負っていた布袋から、笹ささの葉で包んだお弁当を取り出した。白い米に、魚の切り身を入れた握り飯だった。切り身の塩加減がちょうど良くて、おいしかった。

「美味おいしいですか？」

「うん、とっても」

「良かった、お口に合ったようで嬉うれしいです」

　俺は料理がうまくはないから、食事は常にシノが作ってくれた。

　師匠をお世話するのは弟子の務めです、と言って、シノは嫌な顔ひとつせず、美味おいしいご飯を作ってくれる。申し訳なくて、俺も手伝いを申し出たりするけれど、いつもやんわり断られていた。

「師匠、見てください。今夜は月が出ていますよ」

　シノが夜の空を眺めながら言った。シノの視線を追うと、確かに月が眩まばゆくこちらを照らしていた。

「そうだね、明るいね」

　瞳に月を映しながら夜空を見上げるシノをじっと見ていた。

　肩まである淡紅藤色の髪がふわふわと揺れている。シノが俺の視線に気付いてこっちを見た。

「なんですか？　じっと見て。僕のことを子供っぽいって思っていますか？」

「そ、そんなこと思ってないよ」

　月を見上げて喜ぶシノが可愛かわいらしくてずっと見ていたかった。だけど、あんまり見ると嫌がられる。

　悟られないように目を逸そらすと、勘違いしたシノは頬を膨らませた。

　こういってはなんだけど、その様子が可愛くて怒られても怖いとは思わない。うん、美少女かと見み紛まがうほどの可愛らしさだ。

　シノは容姿が整っていた。きっと将来は、このまま綺き麗れいに成長するんだろうと想像できる。

　自分の弟子だからといって贔ひい屓きしているわけではなく、ウルルの街のご婦人の間でも、綺麗な少年だと言われている。だけどそのせいで、昔は人さらいの被害に遭ったりもした。苦い思い出だ。

　食事を終えた後、寝る時間まで本を読んでいた。すると、シノが興味深そうに覗のぞき込んできた。香料などつけていない筈はずなのに、シノからは良い香りが漂った。

「それはなんですか？」

「宮廷魔術師が書いた本だよ」

「へぇ。宮廷魔術師って、王宮に住んで、国の政務をお助けしている魔術師ですよね」

　以前教えたことを、シノはそのまま口にした。

「そうだよ。この前、宮廷魔術師試験があったね。今年も、凄すごい盛り上がりだった。今年の合格者は、まだ若い青年だったらしいよ」

「すごいですね。難しい試験を合格してしまうなんて」

　俺たちが生まれたリオレア国は、他国よりも圧倒的に魔術師の数が多く、人口の四割が魔術師の魔術師大国だ。

　リオレア国出身の魔術師たちは活躍が著しく、他の国からも一目置かれている。

　宮廷魔術師というのは、官僚の役職だ。魔術の知識や技術で王を補佐し、国のために働く偉い魔術師。

　年に一度、宮廷魔術師試験というものがある。受験者はかなり居るけど、合格者は毎年一人だけ。この国最難関の試験だ。

　試験を突破し、国に選ばれた宮廷魔術師は、国民から人気があり、憧あこがれる人は多い。試験の時期が近づくと有力候補が噂うわさされるくらい注目も集めている。

　俺も宮廷魔術師は好きだ。昔は憧れもしたけど、攻撃魔法を覚えられなかった落ちこぼれだったので、宮廷魔術師になる道は諦あきらめた。

　治癒魔法と、音魔法だけは使えるけど、それだけでは試験は勝ち上がれない。

「次の年の宮廷魔術師試験の日には、王都に見学に行こうか？　シノも興味があるでしょう？」

「はい、王都へ行くのは久しぶりですね。楽しみです」

　シノはにこにこしながら言った。俺はシノの口元にご飯粒を見つけ、手を伸ばした。

「シノ、ご飯粒ついてるよ。取ってあげる」

「え？　大丈夫です、自分で取れますよ」

「いいから、じっとして」

「ほ、本当に、いいですって」

　俺が取ろうとしたご飯粒を、自分で取って食べてしまった。恥ずかしかったのだろうか、顔が赤くなってしまっている。可愛い。

「師匠は僕を子供扱いしますが、僕ももう十三なんですから。ご飯粒くらい一人でとれます」

「そう？」

「師匠がいつまでも子供扱いするから、サリがからかってくるんですよ。そろそろ大人として扱ってください。僕、背も伸びたんですよ」

　確かにシノは初めて会った十一の頃に比べて背が伸びていた。そろそろ着ている服を新調しなければいけない。

「あの、もしも僕が宮廷魔術師になったら、師匠は嬉しいですか？」

　ん？　さっきの宮廷魔術師の話に戻ったのだろうか。そしてシノがもし、試験に合格して宮廷魔術師になったら？　そういう仮定の話をしているのだろうか。

「とても嬉しいよ」

　自分の弟子が、宮廷魔術師になるなんてとんでもない名誉だ。

「世界中の人にシノのことを自慢するだろうね」

　シノはくすくすと笑った。

「冗談ですよ。僕なんか宮廷魔術師になれません」

「シノが本当に宮廷魔術師を目指しているのなら、俺も協力するよ。シノの魔術の才能は並ではないし、更に修業をすれば合格できるかもしれないよ」

　シノは魔術の上達が早かった。教えている俺が驚いたほどだ。

　いずれ名のある魔術師にもなっていくと思う。今は無理だとしても、将来は宮廷魔術師にだってなれるかもしれない。

　得意の氷魔法も、最近はますます精度をあげているし、さっき襲ってきた魔物も、元からそうであったかのように見事な氷像にしてしまった。

「僕にはそんな気ないですよ。ただ聞いてみただけです、すみません。師匠は宮廷魔術師が好きみたいだからどう思うのかと思って」

「弟子が宮廷魔術師になるなんて嬉しいよ。ただ、宮廷魔術師は王宮に住むから、シノがなったら離れて暮らすことになるね」

「そうなんですか？　だったら僕は宮廷魔術師にはなりません。だって師匠と離れたくないですもの」

「ああ、シノは可愛いなぁ。大好きだよ。だけどそれはもったいないよ。もしもシノが宮廷魔術師になったら会いに行くから、そんなこと言わないでよ」

　俺の軽口にシノが楽しそうに笑った。

　冷たい風が吹いた。シノは腕で体を抱いてぶるりと震えた。

「寒いです、師匠。そっちへ行ってもいいですか？」

「うん、いいよ。おいで」

　俺の隣に座ったシノは、ゆっくりと俺の方に体を傾けた。包むように肩を抱くと、シノは甘えるように頬を俺の胸に押し付けてきた。

　しばらくそうしたままでいると、シノの瞳がとろりとしてきた。眠そうだ。

「もう寝る？」

「はい」

　シノと二人で横になった。シノの吐く息が、首元にかかる。

　寒い日は必ずシノとくっついて寝た。二人で眠った日は、凍えることがないから朝まで暖かく眠れた。

「おやすみ、シノ」

「おやすみなさい、ラウル師匠」

　シノの体温を感じながら、気持ちよく眠る直前、シノの両手が背中に回り、強めに抱きしめられた。少し驚いたけど、甘えられたみたいで嬉うれしかった。




　翌朝、目をあけると、隣にシノがいなかった。

　起き上がってシノの姿を探していたら、結界の隅で本を開いているのを見つけた。本になにかを書き込んでいたから、邪魔しないように静かに見ていた。

　シノは顔をあげて俺に気付くと、ぎょっと目を開いて慌てたように本を閉じた。

「お、おはようございます、師匠。起きていたんですね。いつから？」

「おはようシノ。さっき起きたんだよ。何をしていたの？」

「読んだ魔法書の要点をまとめていたんですよ」

　シノは本を置くと、朝の支度を始めた。

　峠まで来て少し休憩を挟んでいたとき、ふと視線を感じた。すぐに後ろを振り返ったけど誰だれもいなかった。

「ラウル師匠、どうしました？」

「いや、別に……」

　気配を感じたけど、気のせいだったのかもしれない。

「僕が見てきましょうか」

「ああ、いいよ。きっとただの勘違いだから。それよりも急ごう」

「分かりました」

　昼食の干し肉をかじり、休憩を終えて、再び山道を下り始めた。

　上り坂よりも楽になるかと思われた下り坂は、昼間に少しだけ降った雨のせいで、湿気を孕はらんでぬかるんでいた。

　シノは身軽な体をうまく使って、ひょいひょいと下っていたけど、身体能力の低い俺は足を少しずつ踏み出して、ゆっくり慎重に下った。

　魔術師だからといって、ぬかるんだ地面を固められるわけでもなく、空を飛べるわけでもない。腰を突き出し、生まれたての小鹿のように足を震わせる今の俺の姿は滑こつ稽けいだろう。

「師匠、あとすこしです！　この先に広い草地がありました！　今夜はそこで休みましょう！」

　先を進んでいるシノが大きな声で言った。

「分かったー！　うわっ」

　返事をするのに必死になったせいで足が滑ってしまった。慌てて頭上にあった木の枝を掴つかんだ。

　泥まみれになるのは避けられた。安心して息を吐いたら、後ろで笑い声が聞こえた。後ろに人がいたなんて気付かなかった。恥ずかしくてすぐに後ろを向いた。だけど誰もいなかった。

　しばらく呆ぼう然ぜんとしていたけど、シノの呼び声にはっとなり、急いで坂を下った。

　昨日きのうの二の舞にならないよう、魔物の出る日暮れ前に結界を張り、野宿の準備をした。




「師匠、準備は僕がしますから、休んでおいてください」

「ああ、ごめんね、そうさせてもらうよ。魔術師なのに情けないね。魔術師は昔から、不可能を可能にしてしまうと言われているのに、俺は山越えすらままならない」

「師匠は頑張っていましたよ」

　弟子に慰められてしまった。拗すねて膝ひざを抱える。

「あ、僕なんかが生意気なことを言ってすみません」

「山下りにこんなに時間がかかってごめんね。シノ一人だったら、今日にでも麓ふもとに着いていたかもしれないのに」

「そんなことはないですよ。ゆっくりと風景を眺めながら歩くのも良いです。それに僕、師匠の隣を歩くの、好きなんです」

　可愛かわいいことを言う。そんなことを言われたら、拗ねていた気持ちが浄化されていく。

「空でも飛べたら良かったんだけど」

「あ、またその話ですか？　師匠はお空が好きですね」

　魔術で空を飛べるようになったら、体力や筋力は関係ない。体力も筋力も平均以下の俺にとって喜ばしいことだ。

　魔術師は不可能を可能にする力があると言われ、大体のことはできてしまうけど、空を飛ぶことはできなかった。

　まだ誰もその術を考案できた魔術師はいない。俺は日々、宮廷魔術師とかが考案してくれないかなぁと思っていた。

「いつか飛べる日が来たらいいですよね。その時は、僕も師匠の隣で一緒にお空を飛びたいです」

　シノは妙ににこにこしながら言った。

　夕食が終わり、近くの川で水浴びをして帰ってきたら、シノが結界の隅で今け朝さと同じように本に何かを書き込んでいた。

「シノ、何しているの？」

「お帰りなさい師匠。僕も水浴びしてきますね」

　シノは俺の問いかけには答えずに、結界の外へと出て行った。

　シノを待っている間、地図を見ながら明日歩く道のりを確認していると、草陰の奥で音がした。振り向いたけど誰もいない。今日はずっとこんな調子だ。疲れているのかな？

　草陰に背を向けたとき、震えるような気配がして再度振り返った。

　どしん、どしん、と重そうな足音を立てながら、黄金色に輝く竜が姿を現した。

　黄金の竜は、躊躇ためらうことなく結界の目の前まで来て、止まった。

「お、おうごんりゅう……？　なんで、黄金竜が、こんなところに」

　呟つぶやいた声は震えていた。

　黄金竜はリオレア国の神話に出てくる聖なる竜だった。随分昔に死んだと伝えられ、伝え聞く姿は、今まさに俺が見ているものとまったく一緒だった。

　輝く黄金竜、全身を光らせ、夜の空すら、真昼に染める。

　俺の驚きに構うことなく、黄金竜は前足の爪を結界にひっかけた。すると、音もなく結界は崩れた。

　驚いてしまって、一歩も動けなかった。

　黄金竜は目の前まで来ると、鼻先を俺の胸に押し付けた。

　黄金竜の吐く息が体にかかる。生ぬるさを感じて、やっと動けるようになった。

　急いで逃げようとしたとき、水浴びをしているシノのことを思い出した。

　走って逃げたところで、空を飛ぶ竜から逃げられるはずもない。今ここで俺が犠牲になれば、水浴びしているシノに危険は及ばないかもしれない。

　黄金竜の舌が、俺の顔を舐なめた。味を吟味しているのかもしれない。さっき食べたきのこ汁の匂においでもするのだろうか。

　急に風が吹き荒れて、黄金竜が吠ほえた。

　その轟とどろきを聞きながら、感づいたシノが帰ってきてしまうんじゃないかと心配した。こんな場面を見たら、優しいシノは俺を助けようとして無茶をしてしまうだろう。

　黄金竜は吠えるのをやめて、大きな口で俺の胴を挟んだ。そのままびゅうと上空に飛び上がり、翼を広げて飛行した。

　地上を見下ろしたら、近くの川でシノが水浴びしているのが見えた。寒そうに体をさすっていた。

　あの子の成長を、最後まで見届けられなくて残念だった。寒がりな体を温めることは、もうできないのだろう。

　黄金竜の翼がぐん、と動くたびにシノの姿が小さくなっていく。

「ひとりにしてごめんね」

　呟くと、黄金竜がうなった。黄金竜の体から発せられる光が強くなった気がした。その光が温かくて心地よくて、このまま寝てしまいそうだと思った。

　これから食べられて死んでいくことに恐怖はなかった。一人にしてしまうシノへの懺ざん悔げと、まどろむような眠気だけを感じていた。

　どこへ行くのだろう。シノはもう見えなくなった。

　頑張って起きていたけど、眠気がもう限界だ。あの子のこれからが幸せであるように祈りながら目を閉じた。




　　　　＊＊＊




　何かに呼ばれた気がしたシノは、きょろきょろと辺りを見渡した。だけどせせらぐ川の音以外何も聞こえなかった。

（うう、冷たい）

　川の水は冷たく、気温の低いこの季節にはとてもこたえる。我慢しながら肩を水中に沈めていたら、急に夜空が明るくなった。シノは気になって上を見上げた。

　視線の先には黄金の竜がいた。夜空を舞うように飛んでいく姿に感動し、しばらく見ていた。

　シノは今まで竜を見たことがなかった。この国の竜はひとつのところに留まり姿を現さない。だからシノは竜の姿を初めて見た。夜空に輝く竜なんてなおさら凄すごいものに思えた。

（きれいだな……）

　よもや、その黄金竜が自分の師匠をさらっているとは思わず、姿が見えなくなるまで、うっとりと見続けていた。

　川からあがると、急いで水滴を拭ふいて、衣を着てから師匠の元へ戻った。

　だが、そこには誰だれもいなかった。己が考案中の魔法書のみがぽつんと置いてあるだけで、師匠の姿も、師匠が張った結界もなにもかもなかった。

　争った形跡はなかったから、あまり深く考えずにその場に留まって師匠を待った。きっとどこかへ出かけているだけだろう、すぐ帰ってくるだろう、と甘く思いながら。

　師匠は一晩あかしても帰ってこなかった。

　シノは、まさか師匠は先に目的地の村へ行ってしまったのかと、半信半疑で村へ向かったが、そこで彼を見た者は誰もいなかった。だとしたら、ウルルの街へ帰ってしまったのかと、魔術を行使しすぐに戻った。師匠と暮らしていた家へ戻り、ひたすら彼を待ったが、やはり帰ってこなかった。

　師匠が消えた山道を、何日も一人で練り歩いたが、それでも見つからなかった。

　半年間探し続けたが、師匠はどこにもいなかった。

　色々考えたシノは王都へ行くことにした。師匠の言葉を思い出したからだ。

（宮廷魔術師になったら、会いに来てくれると言ってた）

　シノは師匠の言葉を信じて、宮廷魔術師になった。

　あれから随分時が過ぎたが、師匠はいまだ見つからない。ラウルが消えてしまった夜から、ちょうど十年が経たっていた。







　美少年になりました







　ゆっくりと上体を起こした。体が重い……。ここはどこだろう？　美しいところだった。

　周囲は爽さわやかな草原で、澄んだ池の近くには大きな木があり、桃色の果物が実っていた。

　かじると甘そうだ。そういえばさっきから甘い匂いがしている。仰げば、雲ひとつない昼の青い空が見えた。遮る雲がないからか、日差しがきつい。

　顔にかかる日光を避よけようと手を動かしたら、真っ白な腕が見えて違和感を覚えた。

　池の水を飲もうと立ち上がったら、まるで自分の足じゃないように動かしにくかった。

　一歩踏み出して、続けて二歩目の足を出すと真っ白くて小さな膝が見えた。眩しいほど白くて、なんだかしっくりこなかった。

　池の中に手を入れるとひんやり冷たかった。

　水を手ですくおうとしたけど、上手うまくいかなくて何度もこぼした。

　水を飲んだことでぼんやりしていた思考が随分ましになった。この時やっと昨日きのうあったできごとを思い出した。

　黄金竜の食料として俺は連れ去られたはずだった。なんでまだ生きているんだろう。この豊かな場所はどこだろう。少し耳をすませば、獣のような鳴き声が聞こえてきた。生き物がいるようだ。

　お腹なかが空すいた。木になっている桃色の果実を食べても良いだろうか。そこまで考えたとき、眺めていた水面がなだらかになった。そして、水鏡に映し出された自分の顔に驚いた。

　一瞬だったから見間違いかと思って、もう一度水鏡を覗のぞいた。だけど見間違いじゃない。

　水鏡に映っていた顔は俺の顔じゃなかった。

「え……なんで」

　おもわず独り言が出た。水鏡に映っている美少年は、とても驚いた顔をしていた。これが俺？

　驚いた顔さえも美しい。艶つやっぽい唇、筋の通った鼻、そして目の色と髪の色が、見事な金だった。いや、黄金色と呼ぶべきかもしれない。

　昨日までは冴さえない真っ黒な目と真っ黒い髪だったはずなのに、どういうことだろう。

　すぐには信じられずに、しばらく眺めていた。

　視線を腕に移して、生白い色を見つめた。丁寧にこねられた白パンのように、柔らかく白かった。

　顔を触ると、異様に肌がスベスベしていて驚いた。俺の肌はこんなにスベスベでもなく、白くもない。それにこの姿は子供の姿だ。俺は今年で三十なのに。どんな間違いだ。

　もしやこれは夢？　スベスベの頬をつねってみたけど痛みがあり、夢ではないことが分かった。

　何が起こっているのか分からない。どうして一夜で姿が変わってしまったんだ。

　混乱しそうになったけど、それよりもシノのことが気になった。シノをあの山道に置いてけぼりにしたままだ。帰らなければ。

　目の前の岩壁を登ることに決めた。これを登れば帰れるはず。でこぼこの岩を掴つかみながら少しずつ登った。

　おかしな体になっても体力の無さは相変わらずで、すぐに息が上がった。

　手と足が震えはじめている。それでも必死に登っていたら、汗で手が滑った。

「あ」

　真っ逆さまに落ちた。奮戦し、高いところまで登っていたから、このまま地面に激突したらきっとただではすまない。

　そのとき、風が吹いて、竜が飛んできた。

　鱗うろこが真まっ赤かな火竜だった。俺の体を鷲わし掴づかみにした火竜は、旋回しながら下降した。そっと地面に置かれて、呆ぼう然ぜんとしながら顔を上げたら、こちらを見下ろす真紅の瞳ひとみと目が合った。

　おもわず後ずさったら、火竜は距離を詰めてきた。

「ぐるる」

　まるで逃がさないとでも言われているような唸うなり声だった。

　食べられるのを覚悟したけど、火竜は唸るだけで何もしてこなかった。

　火竜は次第に唸ることをやめ、俺に飽きたかのように目を逸そらした。そして、池の傍そばにちょこんと座ると、舌を出してチロチロと水を飲み始めた。

　リオレア国の竜は、竜の棲すみ家かと呼ばれるところで暮らしていた。

　竜の棲家はリオレア国の王の命により、立ち入り禁止区域になっているから普通なら入れない。

　竜使いが自分の竜を捕獲する時にだけ、立ち入りが許されている。だから本来竜使いでもなければ、野生の竜と出会うことなんてほぼ無い。

　三十年生きてきたけど、竜を見たのは昨日が初めてだった。普通ならありえないことだ。立て続けに二度も竜に遭遇することになるなんて。

　もしや、この場所は、竜の棲家だろうか。

　さっきから聞こえる生き物の鳴き声は竜の鳴き声かもしれない。ここが竜の棲家だとしたら、勝手に侵入している俺は処罰の対象になる。だけど竜の棲家がこんなに美しいところだとは知らなかった。

　火竜が水を飲んでいる今のうちに逃げようかと思ったけど、俺が動くと火竜が素早くこっちを見てくるので、どうにも動けなかった。

　しばらくすると火竜は水浴びを始めた。とても気持ち良さそうだった。

　お腹が空いたから、木になっていた桃色の果実をもいだ。その間、ずっと火竜は俺を見ていたけど、見るだけで何もしてこなかった。

　火竜が水浴びしている池で果実を洗い、口に入れたらおいしかった。

　見た目通りの甘い果実だ。足りなかったから何個かもいで、お腹がいっぱいになるまで食べまくった。火竜は相変わらずこっちを見ていたけど気にしないようにした。

　水を飲みたくなった。だけど水浴びしている竜の横でゴクゴクと飲む気にはなれず、ちょっと離れたところに移動しようかと思った。少し歩くと、火竜が池につかりながら隣をついてきた。これじゃあ意味がない。

「ついてこないでよ」

　文句を言ったら火竜はきょとんと目を丸くした。

　再び歩いたら、火竜は相変わらず隣をついてきた。分かっていなそうな火竜に腹が立って、キッと睨にらんだ。

「きみがついてきたら俺は水を飲めないんだ。水浴びしている竜の横でなんて飲みたくないでしょ？　だからついてこないで。それと間違っても池の中でおしっこなんてしないでね。まったくもう、ちょっとは遠慮してよ。竜といっても獣なんだから」

　さっきまで首をかしげていた火竜は、いきなりガウガウと唸りだした。

　明らかに俺の言葉で気分を害した火竜に戸惑った。この火竜……人の言葉が分かる？

　竜の生態はよく知らないけど、こんなに正確に人の言葉を読み取るなんて聞いたことがない。

「ねぇ、きみ、言葉が分かるの？」

　おそるおそる聞いたら、火竜は唸るのをやめた。そして首をかしげながら、そっぽを向いた。

　とても不自然で怪しかったので確信した。この竜は意思疎通ができるらしい。それならば、聞きたいことが沢山ある。

「聞きたいことがあるんだけど」

　火竜は歩き出した。止まらない火竜についていった。

「ここはどこ？　竜の棲家？」

　火竜は僕何も分かりませんというように、わざとらしくあくびをした。

「ねぇ、俺帰りたいんだ。ウルルの街へ行くにはどうしたらいい？」

　シノが心配しているだろう。この不思議な状況のことは気になるけど、とりあえず帰りたかった。

「聞いてる？　どうしても会いたい人がいるんだ。どこへ行けばここを出られる？」

　火竜がこっちをチラッと見た。心を込めて見返したけど、火竜はぶんぶんと首を振った。どうやら教えてくれないらしい。

　仕方がないから火竜に教えてもらうのを諦あきらめて、もう一度岩壁を登った。

　腕をブルブルさせながら登っていたら、火竜が飛んできた。はためく翼の風圧で俺はあっけなく落ちた。

　あー。

　落ちていたら、火竜は背中で俺を受け止めてくれた。このまま地面に戻されるんだろうと思っていたら、火竜は上昇を始めた。どんどん上昇して、岩壁の上まで来た。

「もしかして、ウルルに連れて行ってくれるの？」

「ぐるる」

　火竜はこくんと頷うなずいて、更に上昇した。どういう心境の変化なのか分からなかったけど、連れて行ってくれるのは嬉うれしい。

　滑空し、速度が速くなった。

「わわ」

　風圧で落ちそうになりながら、なんとか火竜の赤い鱗に掴まっていたら、火竜が速度を緩めてくれた。俺に気を遣ってくれたのかもしれない。

　上空から見ると竜の姿がちらほらと見えた。風竜と水竜が頭を突き合わせて眠っていた。やっぱりここは竜の棲家だ。

　火竜の鱗は温かい。上空の空気は薄着の俺にとっては冷えたけど、火竜の鱗に身を寄せていたら、苦にはならなかった。

　というか、この装束みたいな白いピラピラした服はなんだろうか。昨日まで俺が着ていた黒いローブはどこへいってしまったんだろう。

「ヒーくん疲れてない？　大丈夫？」

　話しかけたら順調だった火竜の飛行が初めて乱れた。ギギャッと鳴き、バタバタ暴れ始めたので、鱗を掴んで落ちないように姿勢を低くした。

「ちょっとヒーくん危ないじゃないか。安全に飛んでよ」

　ヒーくんというのは、即興でつけた名前だった。見た目からして、火を噴くだろうからヒーくん。

　いつまでも名無しのままじゃ呼びにくいから勝手につけてしまったけど、もしかして気に入らなかったのだろうか。

「あ、もしかして女の子？　じゃあヒーくんじゃなくて、ヒーちゃんかな」

　もっと暴れた。女の子じゃないらしい。

　ヒーくんは首を動かし、俺をじろっと睨んだ。癇かん癪しやく持もちの竜のようだ。話しかけるときは機嫌を損ねないように気を付けないといけない。

　それからまた長く飛行した。

「あ」

　ようやくウルルが見えてきた。街の近くで降りたら目立ってしまうから、手前のサルム峠で降ろしてもらうことにした。

　ヒーくんがどうして俺を背中に乗せて飛んでくれたのか分からないけど、感謝しかなかった。降ろしてもらった後、心を込めてお礼を言った。

「ヒーくん、本当にありがとう。どうしてヒーくんはここまで連れてきてくれたの？　もしかして俺って竜使いの才能あるのかな」

　ヒーくんは首を振った。才能はないらしかった。

「じゃあね、ヒーくん。ヒーくんのことは忘れないよ。良くしてくれてありがとう」

　名残惜しいけど、シノが心配だ。早く帰ろう。

　踵きびすを返そうとしたら、ヒーくんの前足が俺の襟元にひっかかった。

　行くな、ということだろうか。ここまで送ってくれて、そりゃないよ。ヒーくんは竜の目で俺をじっと見つめてきた。

「なに？　もしかして、お腹空いた？　どうしよう、俺何も持ってないんだけど。木の実でもとってこようか？　俺はだめだよ、食べてもまずいよ」

　ヒーくんは唸りながら背中を向けた。そして後ろ足をババッとかいて、俺の足元に砂をかけると、飛び去っていった。

　なんだか分からないけど、最後ちょっと怒っていた。何か怒らせるようなことを言っただろうか？

　足に撒まかれた砂を払ってサルム峠を降り、だいぶ時間をかけながらも、やっとウルルに到着することができた。

　シノに会ったらなんて謝ろう。きっと心配させてしまったに違いない。この前欲しがっていた魔法書を買い与えたら、機嫌を直してくれるかな？







　史上最年少の試験合格者







　街中ではジロジロと見られた。だけど気にしないようにした。俺だって瞳ひとみも髪も金色の子供が居たら、珍しくてじっと見てしまうかもしれない。

　街の空気が何な故ぜか懐かしかった。どうしてだろう、ほんの数日留守にした程度なのに。

　しばらく歩いていたら、妙な違和感を感じた。人の顔を見るたびに、不穏な気持ちになった。

　自然と早足になって、どこにも目をくれずに、シノと暮らしていた小さな家に帰った。

　家の前は妙な静けさに満ちている。不安に思いながら扉を開けた。

「シノ……ただいま……」

　小屋のような家は簡素な造りなので、中に入るとすぐに全体を見渡せる。シノはどこにもいなかった。

　家の中を歩いたら埃ほこりが舞った。床を指で撫なでたら、指先にこんもりと埃がのった。たった数日留守にした程度の溜たまり方じゃなかった。

　何かがおかしいと思って家を出る。それから街の中をウロウロしてみて、違和感が確信に変わった。

　景観が変わっている。餅もち屋やだったはずの店が、武器屋になっていた。こんなことがあるのだろうか。

　武器屋の主人が、商品棚の整理をしに入口まできた。主人はまだ若い男で、その顔にどこか見覚えがあった。

　主人は俺に気付くと、眉まゆをひそめた。

「武器に興味があるの？　お前みたいな子供が武器を持つなんてまだ早い。やめときな」

　主人はきつく言うと、背を向けて店の奥に引っ込もうとした。俺は慌てて声をかけた。

「あの、ここって餅屋ではなかったですっけ？」

「餅屋？」

　主人は眉をひそめたまま振り返った。

「たしかに六年前は餅屋をやっていたよ。だけど、餅をこねていた俺の親父おやじが死んじまったんで、餅屋は廃業したんだ。今のご時世、餅をこねるより武器を売った方が儲もうかるからな。あんた、前の餅屋を知ってるってことは、以前も来たことがあるのか？　ウルルに住んでいるってわけじゃないよな？　あんたみたいな目立つやつ、見たことないぜ？」

「あなたの亡くなった親父さんって、ダノンさんですよね？」

　主人は不思議そうな顔をした。

「親父を知ってるのか？」

「っ！　やっぱり！　あなたはダノンさんの息子のドノン？」

　主人は怪け訝げんな顔をした。

「おい、俺はお前みたいなガキ、知らないぜ？　どうして俺を知っているのか分からないが、気味が悪いな」

　ドノンが威嚇するように指の関節を鳴らし始めたので、慌てて逃げた。ドノンは追ってこなかった。

　今まで感じていた違和感の理由を知った。俺が黄金竜に連れ去られてから、だいぶ時が経たっているようだ。少なくとも六年。

　どうりで街の景観が変わっていたり、知らない人ばかり見かけるはずだ。

　ドノンはダノンさんの息子で、昔はやんちゃな子だった。怪け我がが多くてよく治してあげていたのを覚えている。

　成長した姿に最初は気付かなかったけど、負けん気の強そうな目は昔から変わっていない。

　六年も時間が経っていたのは分かったのだけど、それではシノはどこへ行ってしまったのだろう。

　二人で暮らしていた家は、人が住んでいなそうな気配だった。

　埃を被かぶった家に帰る気にならなかったけど、他に行くあてもなかった。

　戻ってみたら家の前に誰かがいた。その女の人は俺に気付いてパチパチとまばたきをした。快活そうな瞳に見覚えがあった。

「サリ？」

　思いついた名前を口に出すと、女の人は目を見開いた。

「私を知っているの？」

　サリは、昔よく遊びにきていた女の子だった。シノとは年が近く、二人は仲が良かった。

　子供の頃ころの二人は、よく内緒話をしていた。どんな話をしているのか教えてくれなかったけど、コソコソする姿が可愛かわいくて、見かけるたびに微笑ほほえましい気持ちになったのを覚えている。

　背が高くなり、ずいぶん大人っぽくなっていたけど、確かにサリだった。サリがこれだけ成長しているとなると、シノもだいぶ大人になっているのだろう。今何をしているのだろうか。

　そうだ、サリに聞けばシノの行ゆく方えが分かるかもしれない。二人はほんとうに仲が良かったから、サリならきっと知っていると思った。

「あの、すみません。聞きたいことがあるんですけど」

「なあに？」

　サリはとても親切に、優しく返事をした。

「シノという人が今どこにいるか知っていますか？」

「シノ？」

　サリはちょっとだけ眉をひそめた。

「あなたの言うシノって、宮廷魔術師になったシノのことかしら？　たしかに、十年前はこの街に住んでいた時もあったけど、今はもういないわよ？　宮廷魔術師として王宮で暮らしているはずよ。王宮がどこにあるか知ってるかしら。王宮は王都にあって、ここからじゃ少し遠いわよ」

　シノが、宮廷魔術師？　というか、十年前？　驚きで言葉が出ないでいると、サリが俺を心配してくれた。

「大丈夫？　とても驚いているみたいだけど……。だけどそこまで驚かれるとは思わなかったわ。史上最年少の十四歳で、宮廷魔術師試験を合格した天才シノという名前は、この国で知らない人はいないと思っていたから。あなたは世間知らずなのね」

　十四歳で宮廷魔術師試験を合格？　この国の最難関と呼ばれる試験を、十四歳のシノが合格してしまったというのか？

　別れた時のシノは十三歳だった。十四歳ということは、次の年の試験で合格したのだろう。

　でも、そんなまさか……だってまだ子供だったのに。すぐには信じられなかった。

「サリさんが言っているシノさんって、ラウルの弟子だったシノさんですよね？」

「ええ、そうよ」

　確認したけどやっぱり俺の知っているシノらしい。

　シノならいずれは宮廷魔術師試験にも挑戦できると思っていたけど、十四歳で試験を合格できるとは思っていなかった。驚いていたらサリが不思議そうに首をかしげた。

「あなた、ラウルさまのことを知っているの？」

「あ、えっと」

　一瞬だけラウルだと打ち明けようか迷ったけど、やっぱり黙っておくことにした。混乱させてしまうかもしれない。

　サリはシノと住んでいた家に目を向けた。

「ここには昔、ラウルさまとシノが住んでいたのよ。だけどそれも十年も前の話。もうすっかり寂しくなってしまったわ。家は、潰つぶれないように時々掃除しているの。今回はしばらく来られなかったからだいぶ汚れてしまっているわね」

　そうなのか。サリの優しさがありがたかった。

「ラウルさまが亡くなり、シノは王宮に行ってしまったのだけど、私はこの場所が忘れられないの。昔はとても楽しかったから。だから残しておきたいの」

　サリは今何と言っただろうか。ラウルが亡くなった？

「ラウルという人は死んでしまったのですか」

　サリは悲しそうに目を伏せた。

「ええ。十年前にね。ラウルさまが亡くなって半年後、シノは王都へ行ってしまったわ。シノは宮廷魔術師になると言って街を出て行ったけど、毎年一人しか合格できない難しい試験だもの。彼には悪いけど、絶対に無理だと思っていたわ。だけど予想を覆して合格してみせた。とても驚いたわ。きっと執念がそうさせたのよ」

　執念。

　サリの口ぶりからすると、シノは宮廷魔術師に相当な熱意を燃やしていたようだ。以前のシノは、それほど宮廷魔術師にこだわっていないように見えたけど、遠慮していただけかもしれない。

「シノは、今でも諦あきらめていないのかもしれないわね。私はシノのように生き方まで尽くすことはできなかったわ。ラウルさまが亡くなったと聞いたとき、諦めてしまった。十年の間に新しく好きな人もできて、やっと思い出にすることができた……。ああ、ごめんなさいね。あなたには関係のないことまで話してしまって。あなたを見ていたら懐かしくなったのよ。あなたはとても優しい目をしているわね。私が昔、大好きだった人の目に似ているわ」

　サリはきれいに微笑んだ。

「あら、もうこんな時間。掃除はまたにして今日は帰ろうかしら。あなたは大丈夫？」

「はい。色々聞かせていただいてありがとうございました」

　最近結婚したのだというサリの夫が迎えにきて、二人は仲良く帰っていった。サリを迎えにきた男性は、優しい目が特徴的な人だった。

　幸せそうに微笑むサリの背中を、小さくなるまで見つめて、埃被った家に戻った。







　シノの日記







　埃だらけだった家の掃除を終えて、綺き麗れいな床の上に寝転んだ。

　ベッドはあったけど、変色してごわごわしている敷き布の上で寝る気にはなれなかった。

　割れた窓から見える月明かりが眩まぶしい。

　慣れない体で家中を掃除して疲れているはずなのに、眠ったらまた十年経っていそうで、そう思うと目は冴さえた。

　これからどうしようか。シノには会いたいけど、王都に行ったところで会えるだろうか。会いに行っても、いいのだろうか。

「いや、そもそもこの姿で俺だと気付いてもらえるか？」

　今の俺は姿が違う、年齢も違う。何もかも違う。

　そうだよ、言えば気付いてくれるなんて、どうして思っていたんだろう。

　ラウルだと訴えたところで、信じてもらえるか分からない。頭がおかしいと思われるかもしれない。だってラウルは世間的に死んでいる。

　それに、王宮で、宮廷魔術師として忙しくしているシノに会いに行ったら、邪魔になるかもしれない。

　これからのことを迷っていたら、ふとベッドの方が気になった。

　なんとなく、ごわごわした布を持ち上げたら、本を見つけた。その本は色いろ褪あせていた。古いもののようだ。

　なんだろう、これ？

　本は日記のようだった。

　綺麗な字に見覚えがあった。これはシノの日記だ。読み進めたら、つんと喉のどの奥が締め付けられた。




　ラウル師匠が居なくなって五日目。日記をつけることにしました。一人はとても寂しいです。

　ラウル師匠が居なくなって六日経たちました。師匠はどこにいるんだろう。

　七日目になりました。涙が止まりません。

　八日目、サリが励ましてくれました。ありがとうサリ。




　シノの日記は、俺が不在で悲しいという気持ちが書かれてあった。心を打たれて、目が離せなかった。読み進む手が止まらない。




　一七九日目。ラウル師匠、どこですか？

　一八十日目になりました。こんなことならやれることをやってしまえば良かったと思います。




　シノにはいつも良くしてもらっていた。美味おいしい食事も作ってくれたし、掃除も任せていた。本当に沢山のことをやってもらった。

　それでも健けな気げに尽くそうとしてくれるシノの気持ちに涙が滲にじんだ。




　一八一日目になりました。僕は王都に行くことに決めました。明日旅立ちます。

　もし僕が居ない間にラウル師匠が帰ってきたら、ベッドの上にあるこの日記を読むと思います。これを読んだら会いにきてください。僕は王都に居ます。絶対に会いにきて欲しいです。じゃないと




「じゃないと」の後が黒く塗り潰されていた。書く言葉を間違えたのだろうか。塗り潰しのあとは普通に書かれていた。




　じゃないと、泣いちゃいます。




「シノ……」

　シノを泣かせるわけにはいかない。会いに行くことを決めた。

　シノは俺が死んだと思っていないんだ。もしかしたら、十年経った今でも待ってくれているかもしれない。

　すぐにでも王都に行きたいから、明日ウルルを出ることを決めた。ちゃんと寝て、明日のための英気を養わなければいけない。決断したとたん、冴えていた目がすぐにまどろんだ。

　朝、起きた後、まず魔術を使ってみた。

　体が変わってしまったから使えるか不安だったけど、試してみたら使えた。

　ラウルだった頃ころに考案して《異い袋ぶくろ》と名付けた魔術がある。異次元と自分の体を繋つなげて、無限に物を入れることを可能にした魔術だった。

　物はいつでも取り出せるから、大量の本や、食材や鍋なべや食器など入れて持ち歩いていた。荷物を持ちたくない一心で考案した魔術だ。

　ちなみにだけど、《異袋》という名前は洒落しやれを効かせている。

　初めてシノに聞かせたとき「え、それって……」と呟つぶやかれた。

　それってに続く言葉は出なかったけど、なんとなく察してシノの前ではこの名を使わないようにした。

《異袋》から取り出した数冊の魔法書を、街の古書店で売り払ってお金にした。

　十年後も変わりない古書店の老婦人は、俺が売り払った魔法書に対して「あんたみたいな子供が、こんな希少な魔法書、どこで手に入れたの？」と尋ねてきた。返答に困り、曖あい昧まいに返事をして店をあとにした。

　市場へ行って、保存食を買い込んで、気になっていた白い装束風の衣服も買い換えた。

　俺がじろじろ見られていた理由は、この装束のせいもあったかもしれない。なんかピラピラしていて妙に目立つ。

　動きやすくて軽い素材の栗色の服に着替えると、前よりか人の視線は感じなくなった気がする。ただの気休めかもしれないけど。

　保存食を《異袋》の中に放り込んで、残ったお金を巾きん着ちやく袋に入れ、しっかりと腰に巻きつけると、ウルルの街をあとにした。

　まず目指すのは、ヒーくんとお別れしたサルム峠だった。王都へ行くにはサルム峠を越えなければいけない。

　半日かけてサルム峠に着いた。日暮れ前になってしまったので、サルム峠で一夜を明かすことにした。

　ウルルで買っておいた〈燃える灰〉という道具を投げて枯れ木に火をつけた。

　シノのように指鳴らし一つで火を灯ともせれば良かったのだけど、まともに攻撃魔法を扱えない俺にはそれができない。火を起こすのにも道具を頼らなければいけない。魔術師なのに情けない。

　干し肉を火であぶって食べ、結界の中で一夜を明かした。同じような峠を二つ越えて、三日後にロブ村に着いた。

　ロブ村には、一年に一度だけ茂る薬草があった。ロブ村の周辺にしかない薬草だから、毎年取りにくるのを習慣にしていた。

　黄金竜に連れ去られた夜も、ロブ村の薬草目当てに向かっていた途中だった。

　ロブ村で宿を営んでいる気の良いおじさんがいて、毎年のように「今年も来たね、ラウルさん」と声をかけてくれていたけど、宿におじさんの姿はなく、眠そうな目をした色黒の若い男が座っていた。

　色黒の若い男は「いらっしゃい」と無愛想に呟いた。

　ロブ村の宿で一晩過ごして、保存食を買い足したあと村を出た。次はトオイという村があるのだけど、そこに行くまではかなり遠く、しばらくは平原をひたすら歩いた。

〈燃える灰〉が尽きてきて、ロブ村で買い足せば良かったと後悔してきたとき、やっとトオイ村に着いた。

　トオイ村は陽気な人が多いから、村に入ればいつも明るい話し声が聞こえるのだけど、今日はとても静かだった。

　不思議に思いながら、村の中央に行くと、村には似つかわしくない鎧よろい姿の兵士が、砂すな埃ぼこりをたてながら、村中を駆け巡っていた。

　急げ急げ、とまくし立てる兵士の声が聞こえてくる。

　強烈な血の臭いがした。

　さっきから兵士が重そうに運んでいるものが見えてぎょっとした。兵士は死体を運んでいた。

　兵士たちは死体を一箇所に、ごみでも積むように乱暴に放り投げていた。

　折り重なって団子のようになった死体の手足が、積まれるたびに弾んだ。乱暴に扱われているのを目にして胸が痛んだ。

　兵士たちが忙しそうにしているなか、一人だけ何もせずに、積み重なっていく死体を眺めている青年がいた。

　青い髪の青年だった。ローブを着用している。青年は魔術師のようだ。

　忙しそうに走り回っている兵士には話しかけづらいけど、暇そうな青年には話を聞くことができた。

「あの……これは、何をしているんですか？」

「ん？」

　振り返った青年は美しい顔をしていた。

　ふやけたような柔らかな目め尻じりに色気があって、妖あやしい雰囲気の青年だった。

　青年は目が合うと、藍あい色いろの瞳ひとみを大きくして俺を見つめた。

「うわぁ、きみ、とっても綺き麗れいだね？　金色の髪、そして金色の目。まるで神話に出てくる黄金竜みたいだぁ」

　青年は俺の質問に答えずに、距離を詰めてきた。

　髪に触れようとする青年から、一歩下がって距離を取ると、青年はつまらなそうに手をぶらぶらさせた。

「これはね、死んでしまったトオイ村の人たちを火葬しようとしているところなんだよ」

　青年は垂れ目がちな目尻を更に下げて微笑ほほえんだ。

「死んでしまった？　そこに積まれている人たちは全員トオイ村の人ですか？　だけど、どうして」

「魔物に襲われてしまったみたいなんだ。気付いて駆けつけた時にはもう、全員噛かみ殺されていたんだよ。死体を漁あさっていた魔物どもをついさっき追い払ったところなんだ」

「そうですか……。あの、でもなんでこんなに死体を集めているんですか？」

「ああ、これ全部埋めるなんてめんどくさいじゃん？　だからまとめて火葬することにしたんだよ」

　めんどくさいと言い放った青年に、一人の兵士が近づいて、村人の死体をすべて集めたことを報告した。

「ありがと。じゃあ、皆離れててねぇ」

　青年が言うと、兵士たちは急いで後ろに下がった。

　何をするのかと思ったら、青年は人差し指を弾くように振った。そこから生まれた小さな炎がふらふらと漂いながら、折り重なった死体へと落ちた。

　触れたところがポッと音を立てたとたん、勢いよく燃え広がった。どうやら火魔法を使ったらしいけど、尋常じゃない火力だった。

　にこにこしながら炎を見つめる青年を、並の魔術師じゃないと思ったとき、人の焼ける臭いが強烈に鼻についた。耐え切れなくて鼻を覆ってうずくまった。

「皮膚とか内臓が焼ける臭いってどうしてこんなにくさいんだろうね。せっかく綺麗に燃やしてあげてるのに、恩を仇あだで返してくるなんて、ひどいよね」

　青年の手が、俺の頭をゆっくりと撫なでた。

「僕たちは死体を燃やし尽くすまで、この村に留まる予定なんだ。きみも来るといいよ。とても苦しそうだから、ちょっと休んだ方がいいよ」

　俺は青年の言葉に甘えて頷うなずいた。







　十年後の魔物は凶暴化しているらしい







　青年に連れられて、生前はトオイ村の人が暮らしていたであろう家の中へ入った。

　家の中は魔物に襲われた痕あとが色濃く残っていた。

　布が散乱し、窓も割れ、床には乾いた血ち糊のりがこびりついて荒れ放題だったけど、青年は気にした様子もなくお茶をいれて、俺に飲ませてくれた。

「気分は良くなった？」

「は、はい」

　どこでも座っていいよ、と言われ、物が散乱した床を眺めたあと、隅っこに腰を下ろさせてもらった。

　青年は乾いた血がついたベッドの上に腰を下ろして、味わうようにお茶を飲んだ。

「最近多いんだよねぇ、魔物が凶暴化して近くの村や街を襲ったりするの。こういう村は初めてじゃないよ。魔物の巣が近くにある村は、軒並み襲われているんだぁ。狂ったように人の集団に襲いかかるから困っちゃうよ。これで何回目だろう」

「そんなに何度も襲撃されているんですか？　そのたびに村人全員が殺されて、こうやって死体を燃やしているんですか」

「うん、そうだよ。怖いよね」

　青年は俺のことをじっと見つめてきた。

　そういえばさっき髪色を綺麗だとか言われた気がする。珍しい色をしているから興味を持たれたのかもしれない。

　じろじろと見てくるあからさまな視線に居い心地ごこちが悪くなって、目を逸そらした。

「見られるの嫌だった？　ごめんね。きみの美しさに見み惚とれちゃったんだ。金の瞳と輝く髪。とても綺麗だ。ねぇねぇきみはどこから来たの？　この村に来たのは偶然？　僕にきみのことを教えてくれない？」

「俺は……ウルルから来ました」

　ここに来た経緯を語ろうとしたとき、青年が「あ、ちょっと待って」と俺の言葉を止めた。

「俺って言った？　え、きみ男の子？　女の子じゃなかったの？」

「はい。俺は、男ですが……」

「へえ、男の子なんだ」

　その時、青年は舌を出して、ゆっくりと上唇を舐なめた。なんだろう、ただ唇を湿らせただけだろうけど、嫌な感じがしてぶるっと体を震わせた。

「ねえ、きみが良ければ……」

　と、青年が言いかけたとき、慌てたように兵士が入ってきた。

　そして、この村に再び魔物が襲来してきたことを告げると、飛ぶように出て行った。

　青年は気け怠だるそうに立ち上がると、俺の頭に手を置いて、あやすように撫でた。

「すぐに戻ってくるから絶対にここで待っててね。魔物を全部やっつけてくるから」

　青年は外に出て行った。

　しばらくすると、外で獣の鳴き声と、人の叫び声が聞こえてきた。青年からは待っていろと言われたけど気になる。様子を見るために入口の前まで来た時、後ろで物音がした。

　魔物が家の中に侵入していた。

　尖とがった爪と鋭い牙きばを持った狼おおかみのような魔物が、唸うなり声をあげながら四足歩行で近づいてきた。

　急いで外に逃げた。振り返ると、魔物はまだ追いかけてきていた。

　攻撃魔法が使えない俺は、狙ねらわれたら逃げるしかない。走って逃げた。

　気付けばトオイ村から遠く離れてしまった。どこなのか分からない森の中を走っていた。

　魔物はどこまでも俺を追いかけてきた。自慢じゃないけど俺は体力がない。筋力もない。かなり前から息は上がり、走るのがとても辛つらい。

　ヨタヨタしていたら木の根につまずいて転んでしまった。

　立ち上がる暇もなく魔物が飛びかかってきた。腕で防御したけど、顎あごの力が強くてそのまま食いちぎられそうだった。魔物の牙が腕に食い込んでいく。

　思い切って右足で魔物を蹴けった。右足は良いところに入ったようで、魔物は怯ひるんで逃げていった。

　良かった、永遠に追いかけられるかと思った。安心したら、さっき噛まれた腕が無性に痛くなった。

　こんなとき、治癒術師で良かったと思う。治癒術を唱えたら、腕の傷はすぐに塞ふさがった。

　やっと森を抜けた頃ころには夜になっていた。

　トオイ村であんなことになっていたから、食料を補充できなかった。残り少ない食料をかじって、まだ足りないとわめくお腹なかの音を無視して、無理矢理眠った。

　その日は夢を見た。シノと暮らしていた頃の懐かしい夢だった。夢の中で俺はシノが作った美味おいしい料理を食べていた。だけど、朝起きたら相変わらず空腹だった。

　虚むなしい思いに苛さいなまれたけど、王都までの道のりはあと少しだ。次は夢じゃない本物のシノに会えると思えば、今一瞬の虚しさも耐えることができた。




　それから歩いて二日後に、王都まで一歩手前のアウスフルクという街に着いた。

　アウスフルクは豊かで活気がある街だった。王都に近く、王都より物価が安いので、平民からすれば王都よりも暮らしやすいところかもしれない。

　昔シノと来たことがあったけど、そのときよりも豊かになったようだ。記憶にあるよりも、市場が拡大されていた。

　市場で王都までの食料と道具を買った。

　よし、これで一安心。だけどお金が底をついてしまった。

　王都よりも物価は安いとはいえ、活気がある街は値段が高い。流れるようにお金が逃げていく。ここには住めないなと溜ため息いきを吐ついて《異袋》を唱えた。

　異袋から魔法書を一冊出して、中身を確認した。これは俺が書いた《異袋》の魔法書だ。

　この魔法書を査定に出してみよう。高値で買い取ってもらえるといいな。

　魔法書は、魔術師が自分で考案した魔術の説明を載せた本のことだ。

　魔術師なら誰だれでも魔法書を書いて世に出すことができるのだ。

　自分の魔術を広めたい人や、記録しておきたい人などが魔法書を書く。世に出す方法は簡単で、査定所に持っていけば役人が査定してくれる。その結果、世に出してもいいと判断されたら、魔法書店に並ぶことになる。

　魔法書は、完成度が高ければ高いほど、査定所から報酬が貰もらえた。俺は今、猛烈にお金が欲しい。報酬に期待して、一か八か《異袋》を査定に出してみることにした。

　そういえば魔法書を査定に出すのは初めてだ。

　記録用に完成させた魔法書は沢山あるけど、面倒くさがって査定に出したことはなかった。

　今回は行かせてもらう。俺の生活がかかっているからだ。どうかよろしくお願いします。

　査定所の受付のお姉さんに《異袋》の魔法書を預けようとした。

「あら、坊や、どうしたの？」

　受付のお姉さんは、子供でローブ姿でもない俺を魔術師だと思っていないのだろう。からかうような口調で「迷まい子ご？」と言われてしまった。

「あの、この魔法書を……」

「誰かの落とし物かしら？　わざわざ届けてくれてありがとう」

「いや、あの、査定を」

　お願いします、と続けようとしたとき、外で悲鳴が聞こえた。

　悲鳴は受付のお姉さんにも聞こえたようで「あら、どうしたのかしら」と首をかしげていた。

　悲鳴はどんどん大きくなっていった。俺は預けようとしていた魔法書をひっこめると急いで外に出た。







　治癒術師ラウル







　街は魔物に襲われていた。

　魔物はどうやら西門の方から来たみたいだ。西、というと俺が入ってきた門だ。

　襲ってきた魔物はトオイ村で見た魔物だった。まさか、人口の多いアウスフルクまで襲うのか。

　逃げていた男性が魔物に追いつかれて、目の前で吹っ飛ばされた。急いで男性に駆け寄った。男性は腕をおさえて苦しんでいた。どうやら衝撃を腕で受けたらしい。

「大丈夫ですか？」

　暴れる男性の腕に手を置いて治癒術をかけた。

「ぐ、痛い、触るな、やめろ！」

　男性は叫ぶと、俺の服を乱暴に掴つかんで引っ張りあげた。

「ご、ごめんなさい。腕はもう大丈夫ですか？」

「大丈夫なわけあるか！　俺の腕は折れたんだぞ！」

　男性は両手を使って俺の襟を絞め上げた。

「くそ、最悪だ、なんで街に魔物が……腕は折れるし、折れ……あれ？」

　男性は俺の襟を掴んでいた両手を放し、不思議そうに首をかしげた。

「折れてなかった。でも、さっき」

「あの、痛くなくなったのなら、早く逃げた方がいいです」

「あ、ああ……すまなかった」

　男性は逃げていった。

　俺も逃げた方がいいかもしれない。また追いかけられるのはごめんだ。

　女性の悲鳴が聞こえた。小さな子供を抱えている母親が、魔物に追いかけられていた。

　急いで追ったけど間に合わなかった。魔物は母親の足に噛み付いて、地面に引き倒した。魔物は上に乗ると、大きく口を開いて母親を噛み殺そうとした。

　危ない！

　その時、空から降ってきた雷の魔術が魔物に直撃して、母親を噛み殺そうとしていた魔物は焼け死んだ。

　後ろから、魔術師の格かつ好こうをした数人が走ってきていた。その中の一人が叫んだ。

「きみ、早く逃げるんだ！」

　この街に住んでいる魔術師たちが助けに来てくれたようだ。

　良かった、今のうちに母子を連れて逃げよう。だけど、魔物に噛まれた母親の足はひどい怪け我がだった。立ち上がることもできなそうだ。

「仕方ない。子供だけでも連れて逃げよう」

　魔術師の一人が言った。

　魔術師たちは母親にしがみつく子供を引き剥はがそうとしたけど、子供は動かなかった。

　もたもたしているうちに、周りを魔物に囲まれてしまった。子供を引き剥がすことを諦あきらめた魔術師たちは、魔物との戦いに備えて構えた。

　魔術師たちを率いていた若い男が言った。

「ミナ、俺たちが時間を稼ぐ。その間に母親の足を治すんだ」

　ミナと呼ばれた女性は治癒術師なのだろう。ミナは頷うなずいたけど、その顔は不安そうだった。

「でもこんな深い傷、治るまでに時間がかかるわ。その間に私たちまで全滅してしまいそうよ、ダイゴ」

　魔術師を率いている若い男はダイゴというようだ。

「それでもなんとかするんだ。俺たちで力を合わせてこの場をしのぐ！」

　ダイゴは勇敢に言った。

「よし、行くぞ！」

　ダイゴの言葉でひとつにまとまった彼らは、力を合わせて魔物に立ち向かった。

　ミナはダイゴたちが戦ってる間に母親を治し始めた。だけど時間がかかっているようだった。

「く……やっぱり傷が深いわ。治すまでとても時間がかかる。このままじゃ……」

　苦しんでいるミナの声が聞こえてきてはっとした。

　なんだか今までぼんやりしてしまった。俺も自分にできることをしなきゃ。

「あの、手伝います」

　苦戦しているミナの横に座って、母親の足に触れた。

「え？　ダメよ。あなたみたいな子供が手伝ったところで何も変わらないわ。それよりももっと後ろに下がって」

　治癒の光をかけると、母親の足の傷は縫われたように治っていき、やがて痕あとも残さずに完治した。

「え……」

　ミナは驚いて声も出ないといった様子だった。

　俺は昔から回復速度には自信があった。このくらいの怪我ならすぐに治せる。

「俺も治癒術師なんです」

　ミナは唖あ然ぜんとした様子だった。ダイゴがからかうように口笛を吹いた。

「ミナ、どうしたんだ？　子供に遅れをとるなんて腕が落ちたのか？　それとも動揺して力を出せなかった？」

「ち、違うわよ。私はいつも通りだったわ。この子が尋常ではないのよ。あなた、何者？」

「何者……？　俺はラウルといいますけど」

「ラウル？」

　ミナが言った拍子に、ダイゴが振り返った。気付けば母子も俺を見ていた。

「ラウルって、あの奇跡を使うって言われたラウル？　きみが？　まさかね」

　ダイゴが恐ろしげに言った。

「奇跡を使う？　なんですかそれ」

　身に覚えのない呼び名に首をかしげた。俺は奇跡なんて使わない。使うのは治癒術だけだ。

「でもダイゴ、ラウルは十年前に死んだのよ？　それに生きていたとしたら、もういい年のはず。間違ってもこんな子供じゃないわ。そんなことより、早くここを離脱しましょう」

　そのとき、悲鳴があがった。

　風を操っていたダイゴの仲間の魔術師が、魔物に馬乗りにされて喰くわれていた。

　それを見たミナが悲鳴をあげていた。悲鳴に反応した魔物が、ミナの首に素早く噛み付いて絶命させた。

　火を操っていた魔術師が、狼ろう狽ばいしてむちゃくちゃに乱射した。

　その中の一発がダイゴに当たり、ダイゴは焼け死んだ。最後の一人になった火の魔術師は魔物に噛み殺された。

　一瞬で魔術師たちが全滅してしまった。取り残された俺と母子に緊張が走る。

　正直言って守れる自信は全くない。一緒に逃げても追いつかれるだろう。

「俺が囮おとりになります」

　子供を抱き上げた母親は驚いた顔をした。

「俺が時間を稼ぎますから、その間に逃げてください」

　母親は迷っていたけど「ごめんなさい」と囁ささやくと、子供を抱えて走り去った。

　母親を追いかけようとした魔物の前に立ちはだかったら、体当たりされて地面に倒れた。そのまま上に乗られ、歯を突き立てられた。

　母親は無事に逃げられただろうか。俺もあんなふうにシノを抱いて魔物から逃げていた時もあった。懐かしい。シノを引き取って間もない時の話だ。

　シノと旅していた頃ころ、魔物に襲われることは何度もあった。魔物は子供の柔らかい肉を好むので、シノは狙ねらわれやすかった。襲われるたび、俺は何度もシノを抱えて逃げた。

　その中で、一度だけ死を覚悟するほどの大怪我を負ったことがあった。

　足の速い魔物だった。逃げても逃げても追いつかれた。何度も切り刻まれたけど、そのたびに治癒術で回復してまた逃げた。魔物は、そのうち飽きてどこかへ行った。俺が死んだと思ったのかもしれない。

　俺の命令で隠れていたシノは、出てきたとき震えていた。そのあとは、何を言っているか分からないくらい大声で泣き喚わめいた。きっと魔物が怖くて怯おびえてしまったのだろう。

　泣き喚くシノに痛いところはないかと聞いて、丁寧に治癒術をかけた。

　そのときのシノの顔は、涙で本当にぐちゃぐちゃだった。綺き麗れいな顔が台無しだと思ったけど、何な故ぜだかとても愛いとおしかった。

　思い出して幸せな気持ちになっていたら、いきなりズドンッと重い音がして、上に乗っていた魔物が弾かれたように吹き飛んでいった。

　もう一度ズドンッと音がすると、吹き飛ばされた魔物は炎上し、苦しそうに暴れ始めた。

　トオイ村で嗅かいだ時の焼けた臭いがした。

「ああ、やっと追いついたぁ」

　血と炎にまみれた場に、ふさわしくない間延びした声が聞こえた。それにしてもこの声、最近どこかで聞いたことがあった。

　声の出所を探ろうとしたけど、見渡しても姿が見えなかった。

「あれ。きみ、トオイ村で会った子だよね？　こんなところに居たんだ。よかった、きみも探していたんだよ。絶対にどこにも行かないでって言ったのに居なくなっちゃうなんて。もぉ心配したんだよ」

　頭上で風が吹いた。自然と空を見上げると、トオイ村で出会った青年が、空中に浮かんでいた。

　その光景に驚いて声も出なかった。空を飛んでいる……？

　降下して足を地面に着けた青年は、俺を見ると眉間みけんを寄せた。

「大丈夫？　その血はきみのもの？」

　見ると、魔物に噛まれた際に流れた血で、俺はひどく汚れていた。血の量はすごかったけど、傷は治癒術で完治させた後だった。正直に自分の血と言ってわざわざ心配させるまでもない。俺は首を振った。

「いいえ、魔物たちの血です」

「そうなんだ。血まみれだったからびっくりしちゃった。きみに怪我がなくて良かったよ。ごめんね、トオイ村の魔物が逃げちゃったんだ。これでも急いで追ってきたんだけど、ほんの少し遅かったねぇ。でももう大丈夫だよぉ。これで全部終わりにするから」

　青年が手を空に掲げた。手のひらから炎が噴き出して、やがてそれは大きな鳥に変わった。大きな鳥は、翼を広げると魔物をどんどん貫いた。

　青年よりも少し遅れて到着した兵士たちが、残りの魔物を斬り伏せていき、街から魔物を殲せん滅めつさせた。










　ラル







　魔物に荒らされた自分の家を眺めて、途方に暮れている人の後ろを通り過ぎた。胸が痛む。活気のあったアウスフルクは、数時間前とは全く違う姿になっていた。

　俺は自分にできることをやっていた。負傷した人たちを治癒術で治して歩くことだ。

「あの……魔術師の方ですよね？　こっちに来てくれませんか」

　そっと呼ばれた。若い女の人だった。

　案内されてついていくと、半壊した家の下敷きになっている若い男の人がいた。上半身だけを出し、あとは瓦が礫れきに埋もれてしまっている。

　若い女の人がか細い声で言った。

「すみません、足を怪我しているみたいなんです。どうにか治していただけませんか？　足さえ治れば、自力で這はいだせるって言ってるんです」

　治してあげたいけど、傷口が見える状態でないと、治癒術はかけられない。治すためには瓦礫が邪魔だった。俺と若い女の人の力では瓦礫をどけるのは無理そうだ。

　近くを通った兵士に声をかけたけど、兵士は忙しそうに去ってしまった。

　誰かに瓦礫の撤去を手助けして欲しかったけど、どこも手いっぱいのようだ。

　瓦礫に埋もれた若い男の人の吐く息が次第に小さくなっていく。それを見つめる若い女の人の顔色はどんどん悪くなった。

　その時、あの青年が通った。青年は俺を見つけると、嬉うれしそうに近づいてきた。

「居なくなったと思ったらこんなところに居たの？　探してたんだよ」

「手伝ってくれませんか!?」

　俺は青年の腕を掴つかむと、わけを話した。青年はすぐに風魔法と地魔法を使って瓦礫をどけてくれた。

　若い男の人の足は瓦礫に押しつぶされて血まみれだったけど、治癒術で綺麗に治したら、とても感謝された。そして二人は休めるところへ歩いて行った。

　俺は助けてくれた青年にお礼を言った。

「ありがとうございました」

「ううん、いいんだよ。僕はきみのことが好きだからね。きみのお願いなら、なぁんでも叶かなえるよ。それにしても、きみ、腕の良い治癒術師だったんだね。ますます好きになっちゃったかも。……ねぇ、僕はリュースっていうんだ。きみの名前も教えてくれない？」

「ラ……」

　ラウル、と言いかけて口を閉じた。

　ダイゴがラウルのことを奇跡を使う魔術師だと言っていたことを思い出したからだ。自分がちょっとは名の通った治癒術師だとは知っていたけど、奇跡とまで言われていることは知らなかった。

「ラ？」

「ラウルという人を知っていますか？」

「ええ、なに？　薮やぶから棒ぼうに。知っているよ。十年前に死んじゃった人だよね。彼は有名だし、知り合いにもラウルをよく知っている人がいるから分かるよ。どんな傷もすぐに治してしまうから、敬意を込めてラウルの治癒術は奇跡と呼ばれたんだよね。そのラウルがどうしたの？　その話、今しなきゃだめ？　僕はラウルよりもきみのことを知りたいんだけど」

　十年前に死んだと言われているラウルの名前を俺が使っていたら、どう思われるだろう。

「あ、でもラウルって心臓を貫かれても死なないんじゃないかって言われてたよね。年の割に見かけは若かったらしいから、不老不死の噂うわさもあったとか。もしそうなら、その体、興味あるなぁ。心臓を貫いても死なないんなら、どうやったら死ぬんだろうね。試してみたいなぁ。あ、いや、十年前に死んでるかぁ。まあいいか。僕には関係ないし」

　なにやら物騒なことを言い始めたので、別の意味でラウルの名前は使わない方がいいかもと思った。

　それに、十年後の俺はラウルではない。ラウルはもう世間的に死んでいる。戒め的にも、俺はラウルと名乗らないことに決めた。

「ねぇそろそろ教えてくれないかな？　きみの名前は？」

「ラルです」

「へぇ、ラルくんかぁ。可愛かわいい名前だね。ラルくんはウルルから来たんでしょ？　そこにお父さんとお母さんはいるの？」

「両親はいません」

「そうなんだ！」

　リュースが目を開いて大おお袈げ裟さに相あい槌づちを打った。なんだか嬉しそうだけど、いったいどうしたんだろう。

「ねぇ、ラルくんは何をしようとしていたの？　今からどこに行く気？」

「王都へ行くためにここまで来ました」

「へぇ、そう！」

　リュースがまた大袈裟な相槌をした。

「王都で何をするの？　聞いてもいい？」

　別に隠す事でもないので正直に話した。

「史上最年少で宮廷魔術師になったシノさんという人に会いにきました」

「え？　シノ？」

「はい。あの、宮廷魔術師の人に会うにはどうしたら良いですか？　やっぱり王宮に行かないと会えないんですよね？　俺王宮に行ったことないんですけど、どうやったら入れるんでしょうか？」

　リュースは驚いたように目を見開くと、いきなり笑い始めた。

「ど、どうしたんですか……？」

「いや？　こんなにうまくいくなんて、僕ってついてるなぁって思って」

「うまくいく？　何か良いことでもあったんですか？」

「うん、とっても良いことがあったんだ。ふふふ。ラルくんはシノに会いたいんだねぇ。その気持ち、僕も分かるよ。十四歳で試験を合格するなんてかっこいいよね？　憧あこがれちゃうよね？　でもね、なんのツテもないラルくんが、いきなりシノに会うことは難しいだろうね。そこでなんだけど、トオイ村でも言いかけたんだけどさ、ラルくんが良ければ、僕と一緒に来ない？　大事にするから」

　リュースはにっこり笑いながら言った。

　シノに会うことと、リュースに誘われたことが結びつかなくて、首をひねった。

　俺はシノに会いたいから王宮への行き方を知りたいだけであって、リュースとどこかへ行きたいわけじゃない。

　あと大事にするってどういう意味だ？

「あの、俺リュースさんとは」

「あ、言い忘れてたんだけど、僕宮廷魔術師なんだ。シノとは毎日会ってるよ。もう見飽きたってくらい、毎日。ね？　僕と一緒に来る気になったでしょ？　僕と一緒だとシノに会えるよ。だって僕は王宮に住んでるから」

　リュースは自分のことを宮廷魔術師と言ったけど、すぐには信じられなかった。

　リュースは俺の反応を責めるように口を尖とがらせた。

「ええ？　なに？　信じられない？　でも僕嘘うそついてないよ。あ、ねぇきみ」

　リュースに呼び止められた兵士は、振り返って足を止めた。いきなり呼ばれて困惑している兵士に構わず、リュースは気安く話しかけた。

「ねぇ僕宮廷魔術師だよね？」

「は、リュースさまは宮廷魔術師であらせられます」

「シノとは毎日会ってるよね？」

「毎日……でしょうか。三日前からリュースさまは王宮に帰っていないので、毎日ではないかと」

「きみは真ま面じ目めだなぁ。もう行っていいよ」

　兵士は戸惑いのまま去っていき、リュースは口元をにんまりさせて俺を見た。

「ね？　これで信じてくれたよね？　一緒に来るよね？　僕と一緒だと王宮に入れるんだよ？　きみの大好きなシノと会えるんだよ。これを逃したらきっと一生会えないよ。どうする？」

　さっきの兵士は嘘はついていない様子だった。この人の魔術の火力は凄すさまじかったし、本当に宮廷魔術師なのかもしれない。

　だったらついていけばシノに会うことができる？　俺はすぐに頭を下げた。

「疑ってすみません。連れて行ってください、よろしくお願いします」

「ふふ、やったぁ。謝らなくていいんだよラルくん。僕もいきなり僕みたいな人が目の前に現れたら疑いたくなっちゃうもん。ラルくんが信じてくれて良かったなぁ。ずっと大事にするから、安心していいよ。きみみたいにどこもかしこも綺き麗れいな子、僕初めてだよ、楽しみだなぁ。じゃあもう行こうか」

　リュースは近くにいた兵士に「王宮へ帰るから後は頼んだよ」と言い捨てると、俺を抱き上げて宙に浮かんだ。

　あの空飛ぶ魔術だ。どんどん上昇していく。

　残された兵士は何か言っていたけど、リュースはそれには目もくれなかった。

「リュースさん、兵士の人、何か言ってますけどいいんですか？　たぶん、リュースさんに戻ってきて欲しいんだと思います」

「いいんだよ。彼らは優秀だから僕がいなくてもちゃんとやってくれるよ。そんなことより僕は早く帰りたいんだよね。もうウズウズしているんだ」

　リュースは俺を強く抱きしめて後頭部に頬をすりよせた。

「ラルくんを僕のものにできて嬉うれしいなぁ」

「え？　俺はリュースさんのものになった覚えはないですよ」

「ああ、そうだったね、今のは忘れて忘れて。間違えたよ、そうだねラルくんは誰だれのものでもないよね。大丈夫だよぉ、怖がらないでね～。あ、ねぇ、お腹なか空いてない？　僕飴あめ持ってるんだけど」

「お腹空いてないです。それより、さっきから空を飛んでますけど、これはリュースさんが考えた魔術ですか？」

「え？　何言ってるのラルくん」

　と、リュースは心底驚いたような声を出した。

「フロウはシノが考案した魔術じゃないか」

「フロウ？」

「ラルくん知らないの？　本当にシノに憧れているの？　宮廷魔術師試験に合格したシノは、すぐにこのフロウの魔法書を査定に出したんだよ？　一冊目で空を飛ぶ魔法書なんて出したものだから、シノはすぐに有名になったんだ。あのときのみんなの熱狂ぶりは凄すごかったなぁ」

「シノさんが空を飛ぶ魔術を？」

「そうだよ、空を飛ぶ魔術はシノが考案したんだよ。もうラルくんは疑うたぐり深いなぁ。シノに会ったら本人に聞いてみれば？　本当にあなたがこのフロウを作ったんですか？　って。でも気を付けた方がいいよ。シノは怒ると怖いから。いや、怒っていなくても怖いかもしれないね。いっつも、仏頂面だから、怒っていなくても怒っているように見えるんだ」

　俺はリュースの話を鼻で笑った。

「そんなことありません。シノさんは優しい人です。リュースさんの言っていることは嘘ですね。俺、騙だまされませんよ。分かっているんですから」

「なにその根拠無さそうな自信。憧れがいきすぎてシノに期待しちゃってる？　そういう人多いんだよねぇ。ラルくん、優しいなんて思っているなら考えを改めた方がいいよ。きっと泣いちゃうよ。でもシノはうるさいの嫌いだから、シノの前では泣かない方がいいよ。神経質で潔癖気味なんだ。最悪でしょ？」

　シノを侮辱されて腹が立ちそうになった。どうしてそんな嘘を言うのだろう。

　シノのことは俺が一番よく分かっている。シノと一緒に過ごした日々の思い出が、リュースの言葉を否定する証拠になる。

　リュースが言っていることは全すべて嘘だ。何な故ぜそんなひどい嘘をつくのか分からないけど、信じようとは思わなかった。

　リュースは何を思ったのか知らないけど「ラルくんは心が純粋な子なんだねぇ」と楽しそうに言った。

　さっきからリュースは俺のことを子供扱いしているけど、実際の俺はリュースよりも年上だろうから、子供のように扱われるのは違和感しか感じなかった。

　飴を食べさせようとするリュースの誘いをずっと断っていたら、王都へ着いた。

　リオレア国の王都にふさわしい、大きな黄金色の門だった。ぐるりと王都を囲んでいるぶ厚い壁までもが黄金色だった。

　いつ見ても王都は見み応ごたえがある。街並みは黄金色にあふれていて立派だった。

「リオレア国は建国神話に出てくる黄金竜を祀まつっているから、国の中心地である王都は黄金色に塗られているんだ。綺麗でしょう？　ラルくんも負けないくらい綺麗だよ」

　リュースは俺の髪に顔をうずめた。

　リオレア国では、建国神話という誰でも知っているような物語がある。黄金竜がこの国を創り上げたという物語だ。

　建国神話の中の黄金竜は、最後には亡くなってしまう。だけど、十年前のあの日、俺の前に黄金竜は生きたまま現れた。きっと誰にも信じてもらえないんだろうけど。

「ラルくんよく見て。何か薄い膜のようなものが見えない？」

　リュースの言葉に意識を引き戻されて、目を凝らした。

　確かによく見ると、王都を覆っている薄い膜のようなものが見えた。

　いや、ただの膜じゃない、あれは結界だ。巨大な結界は、広大な王都の街並みをすっぽりと覆っていた。

「結界、ですよね？」

「うん。あれはね、ラルくんの大好きなシノが一人で張っている結界だよ」

「王都を覆うほどの結界を、一人で？」

「びっくりするよね、こんな大きな結界を張りながらシノは日常を過ごしているんだ。凄いよねぇ。さすが天才魔術師、僕には真ま似ねできないよ」

　十年前まで、シノは俺の弟子だったけど、今じゃ天才魔術師と呼ばれ、人々の暮らしを支えるために、居なくてはならない人になっているようだ。

　誇らしいような、寂しいような。シノは俺のことを覚えてくれているだろうか。どうかウルルの家で見つけたあの日記にあったような想おもいを、片隅でもいいから覚えていてほしい。

　王都の門の前で降りたリュースは、俺の手を引いて門の中に入った。

（あの方ってリュースさまじゃない？）

（本当だわ、リュースさまだわ）

（あ、宮廷魔術師さまだ）

　歩き始めてしばらくしないうちに、リュースは視線を集め始めた。

　周囲のヒソヒソ話が、波をうつように大きくなっていく。だけどリュースは気にした素振りを見せなかった。

「ラルくんお腹空いてない？　飴食べる？」

「食べません。王都の人たちは皆リュースさんに注目していますね。有名な方なのですね」

「まあ僕も一応、宮廷魔術師だからね。王都の人たちは宮廷魔術師の顔を知っているし、歩くだけで注目されるんだ。僕は慣れたからあまり気にしないんだけど、シノとかはいまだに噂うわさされたり見られるのを嫌がるんだよ。気にしなければいいのにね。さあ、こっちだよラルくん」

「どこへ行くんですか？　王宮はあっちですよ」

　王都に入った時から王宮の姿は見えていた。白い塗料で塗られた清潔そうな壁で構築されている王宮は、黄金色が散らばる王都の中では異色でとても目立っている。

　てっきり王宮に行くと思っていたのに、リュースは反対方向に行こうとしていた。

　リュースは困ったように眉まゆをひそめて、俺の姿を上から下まで眺めた。そして言いにくそうに口を開いた。

「ラルくんの美しさは、装いなんかでは翳かげらないんだけどね。一応、王宮ではそれなりの恰かつ好こうをしなきゃいけないから、今のラルくんじゃあ入れないんだよ。せめてローブ姿になろうか」

　リュースに申し訳なさそうに言われてしまった。

　今まで指摘されなかったけど、汚れた衣服を着ている俺はみすぼらしかったのかもしれない。

　王都を歩いている人たちは、白い布と金糸がふんだんに使われた綺き麗れいな衣服を着ていた。

「僕が知っている服飾屋に連れて行ってあげるから、そこで着替えよう。ついてきて」

　小こ径みちの突き当たりを右に進むと、幹の太い木が生えていた。

　服飾屋の扉はその木に隠れるようにあった。きっと知らなければ通り過ぎてしまうだろう。

　リュースは扉を開けて中に入った。置いて行かれないようについていった。







　服飾屋のリノさん







　服飾屋の入口には、幾重にも布が天井からぶら下がっていた。顔に張り付いてくる布を手でよけながら進んだ。

　前を歩くリュースを見失えば、どこへ行けばいいか分からなくなるほど、布はぴったりと折り重なっていた。視界が悪い。まるで霧の中にいるみたいだ。

　目を覆うような布がなくなって、視界が開いた。橙だいだい色いろの照明が、店内を暖かく照らしていた。

　若い女性が小さな椅子に座っていた。

　女性は俺と目が合うと、首をかしげ、そしてリュースを見上げると、親しげににっこり笑った。

「リュースじゃないの。いらっしゃい」

「やあリノ、久しぶり」

　リノと呼ばれた若い女性は立ち上がってリュースと軽い挨あい拶さつを交わした。そして気になって仕方がないとばかりに、俺のところまで来ると、視線が同じになるところまでしゃがんだ。しゃがんだ拍子に、良い香りが鼻をかすめた。花のような甘い香りだった。

「ねえねえこの子はどうしたの？　まさか、あなたの子供だとか言わないわよね？」

「まさか。もしそうなんて言ったら倒れるくらいびっくりするでしょ？」

「初めまして、ラルといいます。リュースさんとは他人です」

　若い女性は、興味深そうに俺のことを上から下まで眺め、にっこりと微笑ほほえんだ。

「ラルちゃん、よろしくね。私はリノっていうの。ここの店主よ。とても綺麗な髪色をしているのね、まるで黄金竜が人になったかのようだわ。祭司が見たら感動するでしょうね」

「ねえねえリノ、いい加減さぁ、あの布どうにかしてよ。魔術師じゃない人が来ることを阻むためとはいえ、毎回歩きにくいんだよね」

「入口の重ね布、リュースからはいつも不評ね。でも考案するのはけっこう大変だったのよ？　毎日くぐるのではないのだから我慢して欲しいわ」

　リノさんが笑い、その拍子に長い桃色の髪が柔らかく揺れた。

「それで？　今日はどうしたの？　私にラルちゃんを自慢するためだけに来たわけじゃないでしょう？」

「うん、違うよ。あのね、ラルくんを王宮に連れて行きたいんだ。でも今のままじゃ入れないだろうから、ラルくんに似合うローブを作って欲しいんだ。すぐに」

「王宮に？　どうして？」

　リュースは俺がシノに会いたがっているということを伝えた。リノさんは確かめるように俺を見てきた。頷うなずくと、リノさんはふんふんと納得した様子だった。

「騙だまされて連れて行かれるのかと思ったけど、ラルちゃんは本当にシノに会いたいのね。そういえば、シノは元気にしてるのかしら？　最近顔を見せなくなったのだけど」

「騙すって……ひどいなぁ。僕はそんなことしないよ。シノは元気だよ。ただユマ王子の卒業試験が近いから、忙しそうにしているよ。シノはユマ王子の教育者だからねぇ。じゃあ後は頼んでもいいかな？　僕用事があるから一いつ旦たん出るけど、すぐに戻ってくるよ」

「ええ、大丈夫よ。あなたが戻るまでにはきっと終わっているわ。ラルちゃん、私と一緒に奥へ行きましょうね。さあ、こっちよ」

　リュースが店を出て行ったあと、リノさんに奥へ連れて行かれた。

　店の奥は広い部屋になっていた。

　幅の広い台が置いてあって、その上には作りかけの服と、布を切りやすそうな尖とがった刃物が置いてあった。

　ここはリノさんの作業場なのかもしれない。

　足元に置いてある橙色の照明が、細部まで見えるように、部屋の中を照らしていた。

　リノさんは、整理棚から青色の布を掴つかむと、俺の胸元に押し付け、難しい顔をしながら足元に落とした。今度は別の色の布を棚から引っ張り、さっきと同じように押し付けて、また足元に捨てた。

　それを何度か繰り返して、真っ白な布を掴んで俺に押し付けたとき、リノさんの手が止まった。

「あなたには白が似合うかもしれないわね。その美しい金の髪も更に映えるわ」

　そうなのだろうか。よく分からない。以前の俺は、いつも黒いローブを着ていた。白なんて目立つローブは着たことがない。本当に俺なんかに合うのだろうか。

「ラルちゃん、ごめんなさい。今着ている服を脱いでくれないかしら？　採寸をしなくてはならないから」

　目盛りのついた紐ひもを取り出したリノさんに言われて、しばらくの間硬直してしまった。

　体が子供とはいえ、さっき知り合ったばかりの若い女性の前で裸になるというのはいかがなものだろうか。

　それにさっきから違和感を感じるのだけど、もしかしてこの人。

「あら、恥ずかしい？　大丈夫よ、女同士なのだし、なにも怖いことはないわ。自分で脱ぐのが恥ずかしいのなら、私が脱がせてあげるわ。楽にしててね」

「あ、ちょ、あの、お、お、俺」

　やっぱり女の子だと勘違いされていたようだ。

　誤解を解く前に帯を解ほどかれて、上も下も隠すものがなくなったとき、リノさんは俺の体を上から下まで眺めて「あら」と冷静な声を出した。

　慌てて両手で下を隠した。リノさんは、俺の顔をじっと見つめた。

「あなた男の子だったの？　まあまあごめんなさいね、勘違いしちゃったわ。男の子とは思えないほど可愛かわいかったから」

　顔が熱くなるのを感じながら俯うつむいた。こんな綺麗な女の人の前で裸になってしまうなんて変態みたいだ。

　姿は子供でも心は三十歳の男だ。すべてを晒さらしたままじゃ、恥ずかしくてリノさんの顔を見ることはできなかった。

「私みたいなお婆ばあちゃんに恥ずかしがらなくていいのよ。ほら、固くならないで。俯いていたら、首元を測れないわ。顔をあげて、ラルくん」

　お婆ちゃん？

　顔をあげたらリノさんは笑って「あなたは正直者ね」と言った。

「あなたはまだ若いから意識にないかもしれないけど、魔術師は体内に流れている魔力のせいで、見た目の衰えが遅いのよ。若く間違われるけど私はもう八十に近いわ。だからあなたにとって私はもうお婆ちゃん。恥ずかしがらなくていいのよ」

　魔術師は体に流れる魔力の力で、心臓の動きが遅くなるから、普通よりも老けるのが遅いのは知っていたけど、リノさんの場合はちょっといき過ぎている。完全に二十歳はたちくらいの女性に見える。

　俺も以前はしつこく少年と間違われていたけど、リノさんほどではなかった。リノさんの心臓は一時間に一回しか動かないのだろうか。

「じゃあラルくんがまた恥ずかしがらないうちに、さっさと済まそうかしら」

　リノさんは何も纏まとっていない俺の肩に手を添えて、紐で長さを測った。

　しばらくじっとしていたけど、くすぐったくて身をよじったりしていたら、リノさんに睨にらまれた。

「ラルくん動かないで。ちゃんと測れないわ。ラルくんの好きなシノは、私に脱いでと言われた時、少しの躊躇ためらいもなく脱いで、その後は笑い声ひとつも立てずじっとしていたわよ。ラルくんと同じくらいの年の頃ころよ」

「えっ」

　驚いて跳ね上がってしまったら、またリノさんに睨まれた。だからそれから動かず、できるだけ声を潜めた。

「俺と同じくらいの年で、シノさんがここへ？」

　今の俺と同じくらいの年ということは、俺が黄金竜に連れ去られた直後くらいのシノだ。

　リノさんはお腹なか回りを測り始めた。とてもくすぐったかったけど、動かずに我慢した。

「そうよ。どこでここを知ったか分からないけど、シノは一人で来て私にローブを依頼したわ。私は最初、ラルくんと同じようにシノを女の子と勘違いしちゃってね、脱いでって言ったの。だけど、シノはさっきのラルくんとは違って、まったく恥ずかしがらなかったわ。あの時のことを思い出すと今でも腹が立つのだけど、聞きたい？」

「な、何かあったのですか？」

　リノさんはとても苛いら々いらした様子で俺の足の長さを測った。

「シノが男の子だと分かって動揺した私に、シノは『早く測れ。俺は男だが、心配せずともお前みたいな年とし嵩かさの女を意識したりしない』って言ったのよ！　生意気だと思わない？　女の子と間違えるほどの可愛い顔から、そんな言葉が出てくるとは思わなかったからびっくりしたわ」

　リノさんは乱暴に紐を引っ張りながら、俺の足回りを測った。

「本当にシノさんがそんなことを……？」

「ええそう。そしてそのすぐあとに、宮廷魔術師試験を合格したシノという少年が噂うわさになったわ。憎たらしかったけど、シノの才能は素晴らしいと思うわ。だけど、仕事のやりとり以外では無駄なお喋しやべりはしないし、とっても無愛想よ。ラルくん、シノに会いたいと言ったけど、彼はそんな男よ。気を付けてね」

　いったい誰だれの話をしているのだろう。

　花から生まれたかと思うほど可愛くて、夜になれば必ず訪れる闇やみくらい素直で、乾季に降り注ぐ雨のように優しいシノが、リノさんに暴言を吐いているところなんて想像つかない。

　リュースからも同じようなことを言われたけど、二人して俺をからかっているんじゃないかと思うくらい信じられない。

「シノさんは無愛想なんかではないですよ。とてもよく笑う、明るい人です。それにすごく優しくて、思いやりがあります」

　俺は自分に言い聞かせるように言った。あんなに良い子だったシノが女性に酷ひどいことを言うはずがない。

「……ラルくん、悪いことは言わないから、その考えを改めた方がいいわ。ラルくんが落ち込む姿なんて見たくないもの」

　リノさんは真剣に言うと、紙になにかを書き込んでいった。

　紙に書き終えたリノさんは、指で召喚陣を繫つないで言葉をかけた。

　すると、呼び声に応こたえた妖よう精せいたちが魔法陣から次々に現れて、リノさんと俺の周りを嬉うれしそうに飛び回った。

「リノさんは使役者なんですね」

　使役者は、異界から使い魔を呼べる魔術師だ。

　使役者は誰でもなれるわけではない。使役者になれるのは、使役の適性がある魔術師だけだ。

　俺も魔術師になりたての頃は、かっこよく使い魔を使役する姿に憧あこがれていたけど、適性がなかったから使役者にはなれなかった。

「そうよ、でも契約している使い魔は少ないし、呼び出せるのも小さいものばかりよ。私は昔から服を作るのが好きで、魔術の勉強はおざなりだったもの。ピクシーたちは手先が器用だから、困ったときに助けてもらっているのよ。だけど、一回呼んだら疲れちゃうから、助けてもらうのは急いでいるときだけ」

　小指ほどのピクシーたちに、リノさんは俺の採寸を記録した紙を見せた。すると、ピクシーたちは、小さな両手で針を持ち上げて、素早く飛び回り、白い生地に針を通していった。

　そんなに時間をかけず、どんどんローブが形作られていく。

「ピクシーは裁縫もできるんですね。俺、ピクシーは主に隠密に使われるって聞いていたから、少し驚きました」

　ピクシーは体の小ささを活いかして、密ひそかに敵地へ侵入させる使役者が多い。だけど、リノさんはピクシーの器用さに目をつけ、仕事を手伝ってもらっているようだ。

「そうね。ピクシーに裁縫の手伝いをさせるのなんて私くらいかしら。最初は上手うまくできなかったから、何度も練習したのよ。力の強い使役者は、使い魔と友人のようにお喋りができるけど、私みたいな弱い使役者は、筆談でしか意思疎通ができないから」

　話している間にも、真っ白な布はみるみるうちに、ローブとして完成していく。

「私が取り扱っている生地は、軽い汚れや攻撃魔法なら弾くわ。そういう魔術をかけているの。だから宮廷魔術師にもご贔ひ屓いきにしてもらっているのよ。もちろんラルくんのローブにもその魔術はかかっているわ。さあ、着てみて」

　完成したローブを受け取って袖そでを通した。生地が肌に吸い付く様に馴な染じんで、とても軽い。最後まで袖を通したら、不思議と落ち着いた。

　今までのどのローブよりも、断然に心地ここちが良い。十年前のシノもこんな感覚を味わったのだろうか。

　それからリノさんは更にローブを微調整した。

「よし、いいわね。リュースはもう帰ってきたかしら。ちょっと見てくるわね」

　リノさんがいなくなると、ばらばらに飛んでいたピクシーたちが、一斉に俺の周りに集まって、小さな両手で顔を撫なでてきた。

　くすぐったいけど無下に払えない。そのうち一人のピクシーが目の前に来て、俺の鼻にキスをした。

　店先から名前を呼ばれた気がしたので、飛び回るピクシーたちを置いて戻った。










　冷たい男







　リノさんと話していたリュースがこっちを見て「わあ」と溜ため息いきのような声を出した。

「とても似合っているね。さっきの茶色いボロ布よりも断然いいよ。さすがリノの見立てだね。ああ、リノ、ラルくんが着ていた服は燃やしておいて。なんなら僕が燃やそうか。ラルくん、あれ必要ないよね？」

　さっきまで人が着ていた服をボロ布と呼ぶなんて、失礼ではなかろうか。

「じゃあまた来るよリノ。今回はどうもありがとう。料金はさっき渡したので足りるよね？」

「ええ、大丈夫よ」

　あ、ローブ代。

　そういえばお金なんて殆ほとんど持っていない。どうしよう、払えない。

　それに宮廷魔術師が贔屓にするくらいだから、値が張りそうだ。心配していたらリュースに微笑ほほえまれた。

「ラルくんもしかして、僕にローブ代払わなきゃとか考えてる？　大丈夫だよ、ラルくんからお金を貰もらったりしないから。僕のものを僕がお世話するのは当然でしょ？　さあ、行こう。またね、リノ」

　リュースに手を引かれた。店を出る前にリノさんにお礼を言おうとしたら、リノさんがちょっと変な顔をしていることに気が付いた。

「ラルくん」

　リノさんに呼ばれた。

「何かあったら、私の店に来ていいからね」

「え？」

「やだなぁ、リノ、何かってなに？」

　リュースが言葉を被かぶせてきた。リノさんは、俺に向けていた顔をすっと上げると、リュースを見つめた。

「リュース、あなた、変なこと考えてないわよね？」

「変なことって？　僕はシノに会いたいラルくんを、善意で王宮に連れて行ってあげようとしているだけだよ」

「そう……またね、ラルくん」

　手を振るリノさんにお礼を言ってから、店を出た。店を出るなり、リュースがいきなり長く息を吐いた。

「危ない危ない。リノは勘が良いから侮れないよ」

「なにが危なかったんですか？」

「え？　なんでもないよ。ラルくんは気にしないで。お腹なか空いた？　飴あめ食べる？」

「食べません」

　出しかけた飴を内ポケットにしまったリュースは、俺の手を引いて大通りに出た。

　人とぶつかりそうになるたびに、リュースがさりげなく庇かばってくれた。すれ違う人は、通り過ぎていくときに殆ど俺たちを振り返った。以前通った時はリュースばかり注目されていたけど、装いを新たにして、印象が変わったのだろうか。まず俺を見て、その隣に居るリュースに目を見張る人が多かった。

「みんなラルくんのこと見てるね。ラルくんが綺き麗れいだからだよ」

　リュースが耳元で囁ささやいた。

　王宮の入口の白い門の前まで来た。王都は黄金色の塗装が多かったけど、王宮は白が目立つ。洗練された清浄な気配が、王宮の中を流れているように見えた。

「リュースさま、お帰りなさいませ」

　門番が頭を下げた。俺にも目をくばったけど、何事もなかったかのように逸そらされた。

　王宮の中に入ると、王都で感じていたざわめきが消えた。雰囲気が変わり、凛りんとした空気になる。

　等間隔で白い柱が立ち並んでいる廊下を、若い宮女がすまし顔で歩いていた。

　宮女はリュースに気が付くと、立ち止まって頭を下げた。そして俺たちが通り過ぎるまで、宮女はその場で頭を下げていた。

　リュースは気にした様子なく、頭を下げている宮女の前を通り過ぎた。なんだか無視しているみたいで気まずかった。

　年老いた宮女が近づいてきた。さきほどの若い宮女のように、一度頭を下げると、しわがれた声でリュースさま、と言った。

「宰相がお呼びです。リュースさまが到着なさいましたら、すぐに来るようにと」

「あ、そう。じゃあ、ちゃっちゃと終わらせてくるから、ラルくんはここで待っててね。ついでに、ラルくんが王宮に入る許可を貰ってくるよ」

　俺はもう入ってしまっているのだけど、それはいいのだろうか。リュースは行ってしまった。待っていろと言われたので、ここで待たなきゃいけない。年老いた宮女が、一度俺を見下ろしたけど、何事もなかったかのように踵きびすを返して行ってしまった。

　白い柱にもたれかかってじっとしていた。

　陽気な日差しが心地よくて、待っているうちにうとうとしてしまった。気付いたらすぐ近くで話し声がしていた。

　急いで柱の陰に隠れたけど、別にその必要はなかったと気付いたのは、隠れたあとだった。出るに出れず、そのまま話し声が通り過ぎるのを待つことにした。

「卒業試験者証明書は持ちましたか。証明書がないと、試験を受けることはできません。もう一度確認してください」

「大丈夫だ。まさかそんな大事なものを忘れるはずがないだろう」

　淡々と話す冷たい印象の声の次に、押し殺したような上品な笑い声が聞こえた。

　足音からして近づいてくる人数は二人らしい。話し声も二人分聞こえてくる。

「忘れるはずがない、とおっしゃりながらも、以前高等部にあがるための試験者証明書を忘れたことを、覚えていますか。まさかその記憶を忘れましたか」

　冷たく平へい坦たんな声が、嫌味を含んだ言葉を吐いた。

　聞いているだけで嫌な気持ちになりそうだった。だけどそれを気にした様子もなく、柔らかくて少し高めな声が、つつむように遮った。

　聞いている者を虜とりこにするような、不思議な声だった。

「ちゃんと覚えている。今度ばかりは忘れないように何度も確認したから大丈夫だ」

「最後にもう一度見ておいてください」

　おっとりとした声に被さるように、冷たく平坦な声が、鋭く言った。

「もういい、確認は済んでいる」

「ユマ王子」

「分かった、見ておこう。そう何度も言うな」

　ユマ王子というのは、この国の第一王子さまの名前だった。もしや、この惹ひきつけられるような魅力的な声を出している人はユマ王子だろうか。

　今いる場所からは、柱に遮られて姿は見えない。だけどそうだと思った。

「ユマ王子、初戦で相手をする生徒は覚えていただけましたか。以前お話ししましたが」

　冷たい印象の淡々とした声が言った。さっきから第一王子に強気で絡んでいる人物は誰だれだろう。この声にはまるで感情というものが見えてこない。

「そういえば誰だったかな。水魔法を扱う女子生徒だったか？」

「雷魔法を得意とするシノノメという男です。この男は今までも優秀な成績を収めていて手て強ごわいです。ですが、基礎能力は全すべてユマ王子が上です。負けることはないと思いますが、油断はしないでください。それと余計なことかもしれませんが、ユマ王子に初戦の相手についてお話しするのは、これで五度目です。ユマ王子がなかなか覚えてくださらないので、私の方が詳しくなってしまいました。夢にでも出てきたらどうしてくれます」

　またもや冷たく平坦な声が嫌味な言葉を吐いた。どうしてわざわざ嫌な気分にさせてくるのだろう。

　冷たい声の持ち主に呆あきれた時だった。ユマ王子が発した言葉に仰天することになった。

「あと何度言わせればシノの夢に出てくるかな。登場したら教えてくれ」

　シノ？

　動揺して足音を立ててしまった。しまった、と思ったけど、二人は気にした素振りもなく会話を続けていた。

　その後の会話の内容なんて一切入ってこなかった。

　まさか冷たい声で嫌味を吐いて、俺を嫌な気分にさせていた男は、シノ？

　花のように可愛かわいらしかったはずなのに、どうしてしまったんだろう。子供の頃ころとまるで違う。

　ここに来るまでリュースやリノさんに散々聞かされたシノの話を思い出した。

　リュースは神経質で潔癖と言い、リノさんは暴言を吐かれたと憤慨していた。まさか、本当に？

　もしかしたら、同じ名前の別人という可能性もある。

　確かめるために、二人の姿を見ようと首を伸ばした。それだけでは足りなくて、そろりそろりと足場の移動をした。

　ひとりは、美しい赤髪を綺麗に切り揃そろえて、肩につくかつかないかの長さで伸ばしている美青年だった。おっとりした声に似合わず、意志の強そうな瞳ひとみと、快活そうに笑っている口元が印象的だった。

　この人がユマ王子だろうか。この国の王族は、一様に見事な赤髪をしていると聞いたことがある。ユマ王子が動くたびに、赤髪の光沢が動いて綺麗だった。

　もうひとりは……と視線を動かしたとき、灰紫色の瞳と目が合って、体が跳ねた。

　すぐに柱の陰に隠れたけど、絶対に気付かれた。鳴り響く胸をおさえて、息を殺した。

　人を怯おびえさせるような目をしていた。あれは誰だ。本当にシノ？

「ユマ王子、先に行っておいてください。私もすぐに追いつきます」

「なんだシノ、忘れものか？」

「そんなところです」

　ユマ王子は、くすくすと笑いながら行ってしまった。ユマ王子の足音が消えてから、シノは行動した。

「おい」

　冷たい声で放たれたそれが、俺に呼びかけているものだと分かっていたけど、返事ができなかった。

　おい、なんて言われてびっくりしてしまった。あのシノが乱暴に人を呼ぶのを初めて聞いた。

　しばらくは吐息のような静けさが続いた。

　ゆっくりと足音がこっちに近づいてきた。

　反射的に逃げようとしたら、まさに逃げようとしていた方向からシノが現れて、俺を見下ろした。

　うそ、どうして。確かに足音は逆の方から聞こえていたはずなのに。

　音の発生場所がおかしかった。音魔法の魔術を使ったのだろうか。

「子供か？」

　シノは口元を歪ゆがめて呟つぶやいた。

　十年後のシノをまともに見た。当たり前だけど、背が伸び、十年前よりも大人になっていた。

　顔つきもがらりと変わっていた。女の子と間違うような可愛らしさは無くなっていたけど、その分、美しくなっていた。

　肩までだった淡紅藤色の髪は背中に当たるまで伸び、広がらないように紐ひもで一本に結ばれていた。

　すっかり大人の男になったシノに驚いたけど、なにより変わったのは印象だった。

　いつでも湛たたえていた微笑みは消え、ころころと動き回っていた愛らしい灰紫の瞳は、冷たく俺を見下ろしていた。まるで色のない世界を見ているような瞳だった。

　味気なく、どこまでも冷たいシノの印象に、いったい誰だろうと混乱しそうになる。だけど、美しく整った顔には面影がある。やっぱりこの人はシノだ。

「こんなところで何をしている」

　シノは表情を変えずに口だけを動かした。

「盗み聞きか。お前はどこから来た。なぜわざわざ姿を隠して息を潜めた。言え」

　シノはまくしたてるように言ったけど、その声には抑揚がなかった。感情を見せずに淡々と言う様子が怖かった。

「子供だから許してもらえるとでも思ったのか？」

「あ、あの、おれ、わざとじゃないんです」

「喋しやべれるのか。なかなか話そうとしないから魔物が化けていると思い、叩たたきのめすところだった。もう少し遅かったら危なかったな」

　冗談ではなさそうだった。

「お前は使用人ではないだろう？　そんな派手な髪色は今まで見たことがないからな。王宮にはどういう用で忍びこんだ？　狙ねらいはユマ王子か？　どこの国からだ。隣のレーヴェル国は、お前のような子供でも平気で差し向けそうだ」

「ち、違います。そんな俺、そんなんじゃ……忍びこんだりしていません。ここへは、リュースさんに連れてきてもらって」

　リュースの名前を出したとたん、シノは睨にらむのをやめて、平静な顔つきになった。

「そうか。リュースか。お前はリュースに連れてこられたのか」

　さっきまで敵意を含んでいたシノの瞳が、今度は観察するようにじろじろと向けられていた。

「だがリュースは近くにいないようだが」

「さっきどなたかに呼ばれたようです。すぐに戻ってくると言っていました」

「そうか。……お前は自分の今の状況を分かっているか？　どうして連れてこられたのかを、ちゃんと理解しているか？」

「え？」

　何を質問されているか分からなくて首をかしげた。

「俺は王宮に来たくて、自分からリュースさんにお願いしました。わざわざ連れてきていただいたんです」

　シノの目が蔑さげすむように細くなった。そして「卑しいやつだ」と吐き捨てるように言われた。

「王宮の輝きにでも惹かれたか。そうまでして来たかったのか」

「？　はい」

　蔑む色が、一層深くなった。どうしてシノがそんな怖い目をするのか分からない。リュースに王宮へ連れてきてもらったことは、悪いことなのだろうか。

「あの、俺が王宮に連れてきてもらったのは」

「もういい。せいぜい後悔しないようにな。まあ、お前は自分からここへ来たのだから、後悔するはずもないか」

　シノはさっと翻ると、白いローブをはためかせながら行ってしまった。
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　どうして俺が後悔するというんだろう。

　早足で行ってしまったシノを追いかけようとしたら、後ろからリュースの声がした。振り返るとにっこり微笑ほほえみながら、こっちに歩いてきていた。

「ラルくん。お待たせぇ。あれ、顔色悪いよ？　どうしたの？　何かあった？」

「いえ……」

　シノに会ったことは言えなかった。脅して去っていった男のことを、シノと呼ぶには抵抗があった。

　今でも信じられない。さっきの男は、俺の知っているシノとまるで違った。リュースやリノさんに事前に聞いていなかったら、もっと衝撃はあったかもしれない。

「そう？　疲れたのかな？　さっき宰相に聞いたら、シノはまだ王宮内にいるから探せば見つかるって言ってたけど、どうする？　やっぱり顔色悪いよ。シノに会う前に少し休む？」

　ありがたい言葉に頷うなずいた。道中で疲れていたし、さっきのことで更に気疲れしてしまった。

「うーん、本当に元気がないなぁ。疲れてるなら、甘いものとったほうがいいよ。飴あめ、食べる？」

「いただきます……」

　今まで断っていた飴を素直に受け取って、包みを開いて口の中に入れた。

　思ったよりも甘かった。だけど疲れた体にはちょうど良い。

　リュースがこっちを見ているのに気付いて顔をあげたら、口元に笑みを浮かべられた。

「おいしい？」

「はい」

「ラルくんは可愛かわいいなぁ」

　手を引かれた。どこか休めるところへ連れて行ってくれるのだろう。

　特に行先も聞かずにされるがままに従っていた。途中、すれ違う宮女や、兵士がリュースに頭を下げながら、器用に俺を見ていることに気が付いた。

　見たことない俺が珍しいのかもしれない。視線を気にしないようにしたけど、なんだか歩きにくくて、リュースに寄りかかるようにしてついていった。

「どうしたの？　眠い？　まだ寝ちゃだめだよ。もう少し耐えてね」

「はい……」

　眠いというより、体がきつい。さっきの件で相当疲れたのかもしれない。寄りかかる俺をリュースは抱えるように連れて行ってくれた。

「着いたよ。ラルくんごめんね、しっかり立って」

「え？　ここは」

　お湯の匂においがした。どうやらここは湯場のようだった。今まで入ったことのあるどの湯屋よりも、広そうだった。

「あ、言わなくてごめんね？　まずは汚れを落とすためにお湯に入るのがいいかなって思って。体、綺き麗れいにしようね」

　しばらく入っていなかったからありがたかったけど、今は体を動かすのも億劫おつくうだったから嬉うれしくはなかった。

　ふらつく俺を支えたリュースは、手際よくローブを脱がせていった。

「大丈夫、僕も手伝うから」

　脱いだ衣服を入れておける籠かごがあって、リュースは脱がした俺のローブをそこへ入れた。

　今は誰だれも入っていないのか、籠はすべて空っぽだった。

「ここはね、宮廷魔術師だけが入れるところなんだ。でも、宮廷魔術師は、王宮にいないことが多いし、自分の部屋にも浴槽があるから、殆ほとんど誰も来ないんだよ。僕はね、こうやって誰かと入る時に、たまに使ってるんだけど」

　誰かって誰だろう。

　聞く前にリュースによって体を抱き上げられた。いつの間にか、リュースもローブを脱いでいた。

　リュースも一緒に入るのかな。

　されるがままになっていたら、背中を撫なでられた。リュースの大きな手が、俺の背中を撫でていた。

「白くてスベスベだ。凄すごく綺麗だね。嬉しいな、ラルくんにこうして触れるなんて」

　撫で方がしつこくて、ぞわりと鳥肌がたった。嫌な感じがして、身をよじったら、リュースの手が離れた。

「怖い？　だいじょうぶだよ、痛くしないから」

　痛く……？

　リュースは俺を抱えたまま仕切っている扉を開き、湯場に足を踏み入れた。

　中は広かった。

　剣を携えている騎士の像や、竜が口から湯を出している像などがあったけど、絢けん爛らんな湯場に喜ぶ余裕はなかった。

　リュースは上機嫌に鼻歌を歌いながら洗い場へ行き、座ると、膝ひざの上に俺を乗せた。リュースの固く締まった体がお尻しりと背中に当たった。

「あ、あの、俺、ここ、いやです」

　逃げようとしたら、後ろからお腹なかに手を回され引き寄せられてしまった。

　どんなに鈍くても分かる。ただ汚れを流して終わるわけがない。

「だめだよラルくん。いいこにしてね。洗うだけだから、何もしないから」

　リュースは備え付けてあるじょうろ状の魔法道具からお湯を出して、俺の頭を濡ぬらした。そして良い香りのする液体を頭に垂らすと、大きな手で優しく揉もみ込んできた。

　逃げようとしたけど、力が抜けた。頭皮を隅々まで丁寧に洗われたあと、耳や目にかからないように泡を流された。人を洗うことに慣れているのが分かるような手際だった。

　俺の頭を丁寧に洗っているリュースの動きに、今のところ怪しさは無い。

　もしかして、俺の勘違いだったのかな。リュースは本当に何もしない？

　安心しかけた時、リュースの次の言葉で現実に戻された。

「次は体洗うね。楽しみだなぁ」

「体は自分で洗います」

　刺激しないようにやんわり断ったら、くすくすと後ろで笑い声が聞こえた。

「自分で？　でもさっきからラルくん力入ってないでしょ？　自分で洗える？」

　そういえばそうだ。だけど、ふっと気が付いた。なんだかおかしい。

　いくら疲れてるとはいえ、微かすかにしか手が動かないほど、体の自由が利かないなんてあるのだろうか。

　こんなに疲れてしまったのはいつからだろうか。

「あめ、おいしい？」

　リュースは甘く言った。

　まだ口の中に入っている小さな塊が、舌の上でころころと動いた。その瞬間、俺は気付いて小さな塊を吐き出した。

　吐き出したものが床に落ちる前に、リュースは手のひらで受け止めた。そして、さっきまで俺の口に入っていた飴を、自分の口に入れて舐なめまわした。

「ちょっと甘すぎるかな。でも、飴は甘いほうがいいよね。僕甘いもの大好きなんだ。ラルくんも好きでしょ、甘いもの。さっきまでおいしそうに舐めてたじゃない」

　後ろから顎あごを掴つかまれ持ち上げられた。そのまま無理矢理キスされて、飴を口に入れられた。さっき吐き出したはずの飴が、再び舌の上を転がった。

「最後まで味わってね。おいしいでしょ？」

　後ろでくしゅくしゅという音が聞こえた。見ると、石せつ鹸けんを手に持ったリュースが泡立てていた。

　どうして布じゃなく手で泡立ててるんだろう。逃げようとしたら、リュースに止められた。

「だめだよ、逃げないで。痛くしないから」

　だから痛くってなんだ。

　リュースは白い羊毛みたいになっている手で俺の体を撫で始めた。くすぐるように洗われて、自然と体がねじれた。足先まで丁寧に洗われたあと、這はい上がってきた手が、片方の乳首をひねった。びくんと体が跳ねた。

「あっ」

　乳首を触られただけなのに声が出てしまった。恥ずかしくて口をおさえたら、リュースは楽しそうに笑った。

「きもちいいの？」

「よくないです」

「えぇ、そうなの？」

　リュースは後ろから俺のこめかみにキスをして、耳たぶを舐めた。その際、息がうなじや耳にかかってぞくっとした。

「じゃあ僕もっと頑張るね。ラルくんが気持ちよくなれるように」

　乳首を左右同時に摘つままれて声が漏れた。

　耳の中を舐められながら、人差し指と親指でぐりぐりと擦こすられると、更に漏れた。

「ラルくん声すごいね。本当によくない？」

　必死に首を振って否定した。

　リュースは俺の乳首を散々いじった後、石鹸の泡を足して、ゆっくりと手のひらを下へと持っていった。

　途中、へそを指の腹で舐めるように触られて嫌だった。抵抗のために足を閉じると、優しく割り開かれた。

「だめだよラルくん足閉じちゃ。ちゃんと見せてね」

　足を開くと、立ち上がっている自分の性器がよく見えてしまう。

　無理矢理されているのに、どうしてこんなことになっているのか分からない。目を覆いたかった。

「ラルくん、気持ちよくないって言ってる割には、ラルくんのここ、ぴくぴくしてるよ。乳首もぷくぷくしてるし、ぴくぴくぷくぷくさせながら良くないって言うなんて、素直じゃないよね」

「ち、ちがう。あ、やだ」

　膝裏を持ち上げられて、大きく広げられた。恥ずかしい格好に加え、棒がぷるんと揺れるのが見えてしまった。

　俺はただシノに会いたいだけだった。シノに会えるという嬉しさが先に出て、リュースを警戒できていなかった。

　リュースははじめから俺の容姿に興味を持っていた。リュースが俺を見るときのねっとりした視線に、嫌な雰囲気は感じていたのに。

　シノに会いたい。可愛かった俺のシノに。

「ラルくん、考え事？　ぼーっとしてたら、危ないよ。ほら、ここ触っちゃうよ」

「っ」

　リュースのぬるついた手が尻たぶを掴んだ。スリスリと撫でられたあとは、尻の穴付近を触られた。

　石鹸のぬるつきを利用するように触ってくるから、いつか指が尻の穴に入ってしまわないかと怖くなった。指と穴を気にしていたら、リュースが笑った。

「近づくたびに、固くなるね。ここ、気になる？」

「やめてっ」

　リュースが指で尻の穴をぐりぐりと押した。

　怖くなって暴れたら、片腕でがっちりと腹をおさえられ、引き寄せられた。

　リュースの太ももをまたぐように両足を開かされ、閉じることができなくなった。その間もいいように穴を撫でられた。

　加えて、片方の手で乳首を摘ままれ、耳の中にも舌を入れられ舐め回された。

「う……」

「あれ、ラルくん。溶けてきちゃった？」

　リュースは力が抜けた俺を「かわいい」と言った。

　長い間触られていなかった性器にリュースの手が伸びた。

「あっ……っ」

「気持ち良い？」

「あ、あ、だ、だめ」

　いままでの淡い快感を押しつぶすような強烈な刺激に耐え切れず、喘あえぐ声が止まらなかった。

　他人に性器を触られるのはいつ以来だろう。久しぶりに与えられる直接的な刺激が苦しいほどだった。

「あっ、あ、ん、んーっ」

　リュースの手が性器の先っぽをぐりぐりといじると、感極まって白い液を自分の腹に飛び散らせてしまった。余韻でぼうっとしていたら、汗で張りついていた前髪をかきあげられた。

「ラルくん。いっぱい出たね。いいこいいこ、かわいいよ」

　リュースは嬉うれしそうに俺の頬にキスをした。

　と、その時、ひたひたと近づいてくる足音が聞こえた。足音は近くで止まった。そして、足音の主は冷たい声で淡々と言った。

「うるさい。外まで聞こえていたぞ」

　びっくりして見上げると、思いっきり眉まゆを寄せているシノと目が合った。あまりのことに呆ぼう然ぜんとしていたら、めんどくさそうに目を逸そらされた。

　目の前が真っ暗だ。なにもかもが追いつかない。どうしてシノがここにいるんだ。

　さっきシノはうるさいと言った。俺の声を聞いていたんだろう。

　何をしていたのか既にバレている。加えて俺の腹に飛び散った白い液体はまだぬるぬるしたまま残っている。できたてほやほやだ。

　蔑さげすむようなシノの目を思い出して、何もできないでいる俺を余よ所そに、リュースはあっけらかんとした声を出した。

「あれ？　シノ、まだいたんだ。明日の卒業試験に備えてもう行ったものだと思ってたよ」

「ユマ王子が試験者証明書を忘れてしまわれたので一度戻って来た。今から出ても向こうに着く頃ころには夜になるので、明日の早朝発たつことにした」

　シノは俺たちの隣に腰かけると、お湯を出して顔に浴びた。シノの綺き麗れいな顔と、淡い紫の髪がどんどん濡ぬれていく。

　視線を感じたのか、シノは俺を横目で見た。目が合ったけど、不快げに細められてすぐにそらされた。

「ユマ王子ってしっかりしてるけど、忘れっぽいよね」

「そうだな。昔から忘れっぽい方だったが、そろそろ直してもらわないと、王になったあと、ご自分が困るだろう」

「王になるのはユマ王子だと決まっているかのような言い方だね。王位継承権があるのは、ユマ王子だけじゃないよ。僕以外の人には言わない方がいいね」

「当たり前だ。お前以外に話さない」

「あれ？　それって僕のこと信用してるってこと？　嬉しいなぁ」

「お前が王位のことなど何も考えていない、いい加減なやつだからだ。勘違いするな」

　シノはじろりと睨にらんでリュースを黙らせた。リュースは肩をすくめた。

　さっきから、この二人が普通に会話しているのをおかしいと思う俺は変だろうか。

　相変わらず俺の腹には白い精液が飛び散ったままだし、リュースは俺を放さないで膝ひざの上に座らせたままなのに、二人とも気にした様子なく、会話を続けている。

　もし俺がシノの立場でこんな場面に出くわしてしまったら急いで退散するのだけど、それは普通じゃないのかな。

「そういえば僕、ここで他の宮廷魔術師に会うのは初めてだよ。シノはいつも部屋の方で入るでしょ？　どうしてこっちに来たの」

「生あい憎にくだったな。部屋のものが壊れていた。湯が出なくなったので、こっちに来た。邪魔したか？」

「いや、別にぜんぜん邪魔だと思ってないよ。ただ、珍しいなと思ってさ」

「あっ」

　リュースの手が動いて、俺の性器に触れた。まさかそうくるとは思わなかったので、まったく警戒していなかった。

　声が漏れないように口を手でおさえた。リュースの膝の上から逃げようとしたら、捕まえられて再び足を開かされた。嘘うそだろう。

「あ、そうだ。今日リノに会ったよ。シノは元気かって聞かれたよ。暇があったら顔出せば？　気にしていたよ」

「リノは話が長い。一度行けば、しばらく付き合わされる。あと、昔の話を持ち出して無愛想だなんだと言うから、用があるとき以外は行きたくない」

「昔？　無愛想って昔の話だっけ？」

「そうだな、お前も言うやつだったな」

　上半身を押さえつけられ、性器をしごかれていた。

　声が出ていないのは俺の努力の賜たま物ものだった。我慢していたら、上半身を押さえつけていたリュースの手が、乳首を触った。ひねられて、たまらず声が出てしまった。

「や、いや、やだぁ」

「そういえばアウスフルクに魔物が現れたと聞いたが大丈夫だったのか」

「リュースさ、……いや、あ、あ、っ、ぁっ」

　二度目の射精をしてしまった。

　性器から手を放したリュースは、余韻で震える俺を落ち着かせるように、膝を撫なでてきた。

「最初はトオイ村に現れた魔物を掃除していたんだけど、逃げた魔物がアウスフルクの街を襲っちゃったんだ。さっき宰相に怒られてきたよ。しばらく僕の給与を、アウルフルクの復興にあてるって。まあ仕方ないよね、油断したのは僕だし」

「逃がしてしまったのは兵士だと聞いたが？　魔物をひきつけて戦っていたお前に落ち度はないと報告で聞いた」

「あれ、シノ優しいね。どうしたの？　明日の試験、緊張してる？」

「お前は口が減らないな」

　体から余韻が抜けた頃、リュースの手が再び動いた。萎なえた性器を撫でられて体が反応した。さすがにもうされないだろうと思っていた。

「あ、もう、やだぁ」

　若い体は元気で、足の間から性器が立ち上がった。暴れる俺をおさえたリュースの手が、乳首を触り、性器を触り、ときどき尻しりの穴にも触れた。

「かわいいなぁ、いやだって言っているけど、しっかり反応しているよ。気持ち良いんだよね、何度でもやってあげるからね」

「や、いや、嫌だリュースさん」

　もうシノの前でいきたくない。

　それにしても、誰だれがどう見たって無理矢理されているのだから、止めてくれたっていいのに、シノはまるで俺がいないかのように振舞っていた。無関心を貫くシノが悲しかった。

「アウルフルクの被害はどれだけだったんだ？　すぐに立て直しができそうか？」

「うーん、そうだなぁ。あ、でも、見た目の割に死傷者は少なかったんだよ。外観は派手に壊れてるんだけどね。王宮から来た治癒術師たちがしっかり働いてくれたみたいなんだ」

「あっ」

「アドネが行ったのか？」

「いや？　アドネは来てないよ。シノ忘れてる？　アドネはしばらく王宮から離れてるのに」

「っ、っ」

「そうだったか？」

「っぁ」

「そうだよ」

「あ、ああっ」

「おい、そいつを黙らせろ。声がうるさい」

　リュースの親指に先っぽをいじられて射精してしまった。

　床に飛び散った液を、シノが迷惑そうな顔で洗い流した。目が合うと、汚けがらわしいものを見るような目で見られた。

「黙らせろなんてひどいこと言わないでよ。こういうのは、黙れと言われて黙れるものでもないんだから。ねぇラルくん」

　もう体に力が入らない。ぐったりしていたら、リュースは俺にキスをしてきた。抵抗もできず舌をしゃぶられていたら、どこからともなくシノの舌打ちが聞こえた。

「ばかなやつだ」

「何か言った？　シノ」

「なにも」

　いつの間にか洗い終わったシノは手早く髪をまとめると、立ち上がった。湯を溜ためてある広い浴槽に向かうかと思ったら、そのまま仕切り扉を開いて出て行こうとした。

「あれ、もう行くんだ。浸つからないの？」

「浸かる気が失うせた。リュース、ほどほどにしておけ。さっきも言ったが、外まで声は聞こえている。お前も立場を自覚しろ」

「はーい」

　シノは出て行った。脱衣所のシノの気配が消えるのを待って、リュースを睨んだ。リュースは目を丸くし、きょとんとした。

「あれ？　怒ってる？　なんで？　気持ちよかったんじゃないの？」

「怒るに決まってます！　俺、嫌だって言いました！」

「うんうん、そうだね。嫌だって言いながら、三回も出せたね。気持ちよかったでしょ？」

　反省していないどころか、得意げに言われた。

「俺はシノさんに会いにきたんですよ。次会った時にどんな顔して会えばいいんですか？　見ました？　シノさん、俺のことすごい目で見ていましたよ。もう話してもらえないかもしれません」

「そうだった？　シノはいつでもあんな目で人を見るよ。あれはシノの普通だよ」

「嘘うそだ、そんなわけないじゃないですか」

　向けられた冷たい目を思い出す。あれがシノの普通だというのなら悲しくなる。俺の知っているシノは、あんな目をしない。

「よしよし。大丈夫だよ。シノに会うのが辛いというなら、会わないようにかくまってあげるから。心配しないで」

「俺の言っていること、分かっていますか。そうじゃないと言っているでしょう」

　殆ほとんど無理矢理されている俺を見ても、表情ひとつ変えず、まして追いうちをかけるようにバカだと言った男は誰だろう。

　俺はシノに会いたかった。さっきの見知らぬ男ではない。俺の知っているシノに会いたい。十年前のシノが恋しかった。

「あれ？　ラルくん悲しい顔してる？　どうしたの、心配だなぁ。大丈夫だよ、僕が守ってあげるからね」

「触らないでください」

　俺はいまさらだけど、リュースがどうして快く王宮に連れてきてくれたのかを理解した。










　王宮の少年







　目を覚ますと、リュースの寝顔がすぐ目の前にあった。

　そういえば昨日きのう、抱きしめられながら寝たんだった。嫌だって言ってもリュースは放してくれなかった。

　ここはリュースの部屋だ。俺はシノに会うために王宮まで来て、お風ふ呂ろに入れてもらって、そしてシノの目の前で、リュースに……。ああ、思い出したら気持ちが沈む。

　昨日のあの冷たい男がシノであることは間違いない。面影のある顔がその証拠だ。だけどシノは昔のままではなくなっていた。

　シノの冷たい視線は俺の心を抉えぐった。だけど、十年の間に何も変わらないという方が稀まれかもしれない。

　今までだって昔と変わっていたものを見てきた筈はずだ。

　お転婆だったサリが大人になり、結婚していた。ダノンさんが亡くなり、息子のドノンが餅もち屋やを廃業して武器屋をしていた。ロブ村の宿のおじいさんが亡くなり、知らない誰かが店を継いでいた。

　時が経たてば状況も人も変わる。シノだって変わっていても不思議ではない。むしろ、変わらないものの方が少ないのかもしれない。

　身をよじってリュースの腕から逃れると、音を立てないように部屋を出た。

　これからどうしよう。

　このままリュースから逃げることは簡単だけど、それじゃあここまで来た意味がない。

　俺はシノに会いにきたんだ。生きていたのだと知ってもらいたくて、ここまで来た。だけど、どうしたら信じてもらえるだろう。

　今のシノは警戒心がとても強そうだった。見ず知らずの俺がラウルだと打ち明けても、きっと信じてもらえないだろう。打ち明けるならもう少し様子を見てからにするべきかもしれない。

　水音が聞こえた。

　水場でシノが顔を洗い、清潔な布で水滴を拭ふきとっていた。そういえば昨日、朝早くにどこかへ行くと言っていた気がする。

　シノは俺に気付いた。そして眉まゆをひそめると、不審者を見るような目で見てきた。

「誰だ」

　冗談かと思ったけど、シノはまったく表情を変えず、冗談を言っている顔でも、雰囲気でもなかった。あんな出会いをしたというのに、どうして覚えてもらえてないんだろう。

「あの、俺昨日リュースさんに……」

「ああ、お前はリュースが連れてきた子供か」

　シノは思い出したみたいだ。このまま思い出さなかったら悲しくなるところだった。

「お、おはようございます、シノさん。こんな朝早くから大変ですね」

　恐る恐る声をかけたら、シノは俺を睨にらんできた。そして俺を上から下まで眺めた。厳しい目つきに緊張した。

「あの後リュースに酷ひどいことをされなかったか？　あいつは加減が分からないから、隙を見て逃げた方がいい」

「え？」

　まさか心配するような言葉をかけられるとは思わなかった。思わずシノの顔をまじまじと見てしまったら、不快そうに眉を寄せられた。

「なんだ、じろじろ見るな。昨日の様子でお前はだいぶ嫌がっていたようだから、本意ではないと思ったのだが、もしや、あの素振りは嗜し好こうによるものか？　それなら何も言わないが」

「まさか！」

　ありえないことを言われた。大きな声をあげてしまったけど、シノは気にする素振りもなく、ふうん、というような表情をした。なんにも興味がなさそうだった。

「ならば逃げればいい。今なら逃げられるのではないか？　リュースは傍そばにいないだろう？　なぜまだこんなところをうろついている？」

「あ、道に迷ってしまって」

「……」

　シノはじっと俺を見たあと、周辺を窺うかがうように見渡した。

「王宮は広いからな。迷うのも無理はない。出発まではまだ時間があるから、門まで案内してやろう。こっちだ」

「あ……」

　咄とつ嗟さに道に迷ったなんて嘘をついてしまった。俺はまだ王宮を去るわけにはいかないのに。いま門まで案内されてしまえば、シノの元をむざむざ去ることになってしまう。

　そう思ったら足が動かなくて、シノの背中を追うことができなかった。俺がついてきていないことに気付いたシノは、いぶかしげに振り返った。

「何をしている？　早く来い。もたもたしていたらリュースに気付かれるぞ」

「え、えっと」

　足踏みしていたら、後ろからいきなり抱きしめられた。びっくりして振り返ると、リュースがちょっと怖い顔をしていた。着替えもせずにここまで来たらしい。半裸だった。

「ラルくん？　何してるの？　勝手にどこかに行っちゃだめじゃない」

　前方から、シノの溜ため息いきが聞こえてきた。

「シノも何してるの？　僕のラルくんにちょっかい出さないでよ。ラルくんは僕が連れてきたんだよ。僕のなんだから」

「勝手にしろ。別にそいつに興味はない。腹が減ったと訴えられたから食堂に案内しようとしていただけだ」

「シノが案内？　へぇ、ずいぶん優しいんだね」

　シノはめんどくさそうに眉間みけんをおさえた。

「泣かれたら困るからな。子供の泣き声はうるさい。お前が連れてきたのなら、しっかりしつけておけ。食堂の案内も忘れるなよ」

　そう言うと、シノは背中を向けて去っていった。

　リュースは俺を抱きしめたまま、ふんと鼻を鳴らした。

「僕が連れてきた子を、シノが時々逃がしてるの知ってるんだからね。ああ、それにしても良かったぁ。朝起きてラルくんが居なかったからびっくりしちゃったよぉ。勝手に部屋から出たらだめだよぉ」

　にっこり笑ったリュースに、肩を強く掴つかまれながら部屋に戻った。

　それから何日間か、リュースの部屋で過ごした。言い方を変えれば、リュースの部屋でしか過ごせなかった。

　リュースは用事で部屋を出る時、外鍵かぎをかけて行くようになってしまったので、俺はどこにも行けなくなった。このまま閉じ込められていたら退屈でどうにかなりそうだ。

　シノにも会えないし、どうしようと考えていたら、部屋の窓が開いていることに気付いた。

　恐る恐る近寄ると、窓から吹いてくる風を感じた。罠わなを警戒しながら手を伸ばして、半開きの窓を全開にした。

　開いた……。外に出られる……？

　窓枠に足を通して、部屋を脱出した。

　久しぶりに陽射しを浴びた。心地よい風も気持ち良かった。だけど、外に出られたからといって、逃げるつもりはなかった。少し自由を満喫したら、ばれないうちに部屋に戻ろうと思っていた。

　もう一度シノに会うまでは俺は王宮から出ない。

　道に迷わないように景け色しきを覚えながら歩いていたら、静かな雰囲気の場所に出た。澄んだ池があって、そこでは鯉こいが優雅に泳いでいた。水面には綺き麗れいな蓮はすの花が咲いていた。

　きれいだなぁ。

　眺めていたら、池のふちに誰かが立っているのが見えた。まだ若い少年だった。

　少年は、池の中を覗のぞき込むように、だんだんと蹲うずくまって、そしてゆっくりと水面に顔をつけた。しばらく見ていたけど、なかなか顔をあげないので、不安に思って近寄った。

「あの、大丈夫ですか？」

　声をかけると、少年は驚いたように顔をあげて振り返った。そして濡ぬれた顔を急いで袖そでで拭ぬぐうと、俺を睨んだ。

「おぬし、何者だ！　そのように、いきなり背後に立つなど、何を考えておる！」

　少年は、端整な顔に意志の強そうな赤い瞳ひとみを宿していた。髪色も赤く、着ている衣も鮮やかな赤だった。

　もしかしてこの子は王族の子だろうか。リオレア国の王族は、赤い色を好むと聞いている。それに話し方にも気品を感じる。

「あの、あなた様が、なかなか顔をお上げにならないので気になってしまって……。突然、すみませんでした」

　王族であったら、このように気安く声をかけたのは良くないことなのだろう。頭を下げて、立ち去ろうとした。

「待て」

　少年は、ふてぶてしく命令した。

「おぬし、私と同じくらいの年か？　王宮には子供がいないから、ちょうど良い。少し話し相手になれ」

　困った、どうしよう。断るわけにもいかないので、周辺を窺って、誰だれもいないことを確認してから、うずくまっている少年の隣に座った。

「おぬし、名前は？」

「ラルです」

「ラル、か。ラルよ、おぬしの髪は見事だな。見事な金色だ」

　いきなり俺の髪を触り、わしゃわしゃと撫なでてきた。

　驚いたけど、そんな素振りを出さないように冷静に努めた。

「あなた様こそ、立派な赤色です。美しいです」

　俺が言うと、少年は自じ嘲ちようするようにはっと笑った。

「こんなものになんの意味もない。おぬしも知っているだろう？　私が陰でなんと言われているか」

　もちろん、来たばかりで何も知らない俺は、この少年が陰で言われていることを知る由もないけど、そんなことを言えるような雰囲気でもないので、曖あい昧まいに頷うなずいた。

「魔術の素質があるのに、何な故ぜ魔術を習わないのかと、誰もが不思議がる。そして私を理解しない。おぬしもそうだろう？　私が何故魔術を習わないのか、不思議だろう」

　よく分からないけど、確かに魔術の素質があるのに習わないのは不思議だった。

　素質があるなら殆ほとんどの人は魔術師の道を目指す。リオレア国ではそれが当たり前のことだった。

　魔術は誰もが使えるものではないのだ。生まれた時から、魔力を使える素質があるかは決まっていて、魔力を使えない体に生まれて、魔術師になりたいのになれなかった不運な人もいる。せっかく素質があるのに習わないのはもったいない。

「魔術はお嫌いですか？」

「嫌いではない。魔術は好きだ。不思議な力には憧あこがれる」

　とうとう分からなくなった。だったら魔術を習えばいいのに。ここには宮廷魔術師がいるのだから、標準よりも高い教育が受けられるだろう。

「もったいないです」

「みんな、そう言う。おぬしもそう思うか」

「はい。何故ですか？　あなた様は魔術が特に嫌いでもなく、教育を受けられないお立場ではない。特に理由がないのなら、習うべきです」

「理由は、ある。だが、どうして会ったばかりのおぬしに話さなければならないのだ？」

　睨にらまれてしまった。少し踏み込みすぎたかと後悔し、黙った。

　少年は俺から目を逸そらすと、池の真ん中に咲いている蓮をじっと見たまま、何も言わなくなってしまった。

　帰ろうかなと思ったけど、ふと見た少年の横顔が、寂しそうだと思ってしまった。

　そういえば、シノと初めて出会ったとき、シノもよくこんな顔をしていた。何かを我慢して、すべてを諦あきらめてしまったようなこの顔を。

　少年が十年前のシノと重なる。なんとかしてあげたい。放っておくことはできないと思った。

「あの、よければおれ……わたしが、教えましょうか？　魔術を。どういった理由で習いたくないのか分かりませんが、少しずつでも覚えていきませんか？」

「教えてくれるのか？　おぬしが？」

　少年はいぶかしげに片眉まゆをあげた。

「おぬしは魔術が使えるのか？」

「はい。わたしは魔術師です。基礎ならば、わたしでも教えることができます」

　言ってから少し後悔した。どうにかしたいと思ったけど、少年が提案に乗るわけがないと心の底で思っていた。

　どこの誰かも分からない俺に魔術を習うならば宮廷魔術師から習うだろう。だから、少年が嬉うれしそうににっこりしたとき、とても驚いた。

「そうか！　教えてくれるか。私はまったく知らないから、手がかかると思うがよろしく頼む」

「え……？　本当によろしいのですか？」

「なんだ、教えてくれないのか？　さっきのは嘘うそか？」

「いえ、嘘ではありませんが」

「では、教えてくれ。今すぐでいいぞ。私には時間があるからな」

　本当に俺なんかでいいのだろうか。

　笑顔の少年に驚きながら「はあ……」と返事をしそうになって、慌てて「はい」と言い直した。










　リオレア国の魔術師







　ここには書くものがないので、指から出した魔力を変化させて、空中に文字を書いた。

　文字を見た少年は目を輝かせていた。さきほど、魔術を嫌いじゃないと言ったのは本当のようだ。むしろ、魔術を好いているように思えた。

　何も知らないという少年には、まず基礎中の基礎から教えることにした。

「この世界の魔法にどれだけの種類があるかご存じでしょうか？」

「ああ、それなら知っている。火と、水と、風と、地、だったか？」

「あと一つ、音が抜けています。基本は火魔法、水魔法、風魔法、地魔法、音魔法の五つです。そしてそれらを応用すれば、氷魔法や、光魔法、闇魔法、雷魔法、大地魔法等が使えます。氷魔法は、水と風を応用したもの。大地魔法は、地と風といったように。まずは、基本を覚えていくと良いです。応用魔法は二の次です」

「ああ、分かった」

「説明を続けます。さきほどわたしが言った五つは攻撃魔法の話ですが、系統の異なる魔法があと二つあるのをご存じでしょうか？」

「知らないな」

「先に教えておきましょう。一つは、わたしが使っている治癒魔法と呼ばれるものです」

　池の中に沈んでいる石を一つだけ取り出すと、手のひらにぶつけて傷を作った。

　痛くて涙が滲にじんだけど、我慢しながら治癒術を発動させた。すぐに傷は塞ふさがった。完治した傷を見せつけるように、少年の前に手のひらをかざした。

「傷が治っている」

「これが治癒魔法です。自分や他人の傷を治す術です。治癒魔法は修業すれば覚えられるものではありません。何故なのかは謎ですが、生まれつきで会得できる人間が決まっているからです。誰だれもがなれるわけではないので、魔術師全体で見ると治癒術師は数が少なく、希少な存在と言えます」

「そうなのか。だが、私に見せたいからと言ってさっきのように自ら傷を作るのはやめろ。もっと自分の体を大事にしろ」

「は……」

　思わぬこと言われて、上手に言葉が出てこなかった。どうしてそんなことを言うのだろう。少年がじっと見てくるので、とりあえず頷くと少年は満足そうにした。

「もう一つは使役魔法と呼ばれるものです。これは攻撃魔法とも治癒魔法とも違い、異世界から使い魔を召喚する魔法です。召喚できる使い魔は、敵を攻撃できる使い魔もいれば、味方を癒いやす使い魔もいます。生活を補助してくれる使い魔もいるのです。使い魔は、魔力を注いだ分だけ働いてくれます。使役魔法も治癒魔法と同じで、生まれつきで会得できる者が決まっているので、訓練すれば誰でも使えるというわけじゃありません」

「ふむ、そうか」

　まるで初めて聞いたように少年は頷いた。

　魔術のことを、まったく知らないと言った少年の言葉は本物のようだ。

　もっと教えてあげたかったけど、そろそろ夕刻になりそうだった。

　リュースが帰ってくる時間なので、その前に戻らなきゃいけない。俺が部屋から出たことがばれたら、めんどくさいことになる。

「すみません、今日はこれまでです。そろそろ戻らなくては」

「戻る？　どこにだ？」

「それは……」

　リュースの世話になっていることを言うのは躊躇ためらわれた。この純粋そうな少年に言ってもいいのかと悩んだ。結果、何も言わずに頭を下げて立ち去ろうとした。

「また明日、ここで待っている。来られるか？」

「分かりません。あまり期待せずお待ちください」

　もう一度頭を下げて、早足で元の道を戻った。リュースが戻ってくるより前に戻らなきゃ。

　道筋は覚えていたから迷わなかった。昼間、抜け出した時の窓から部屋の中に入った。その数分後に、リュースが上機嫌で帰ってきた。危なかった、ぎりぎりだった。

「おかえりなさい、リュースさん」

「ふふ、ただいまラルくん。いいこにしてた？」

「はい、とてもいいこでした」

「よかったぁ。ラルくん今日も可愛かわいがってあげるね」

　リュースは食事を持っていた。リュースはおかずを一つずつ俺の口に入れた。

　初日に無理矢理触られた以外、リュースは俺を丁寧に、甲か斐い甲が斐いしく世話した。まるでお気に入りの人形を愛めでるように。

　全すべて食べ終わると、リュースは満足そうに笑みを浮かべ、俺を抱きしめながら眠った。

　昼になり、再び少年に会いに行くために、昨日きのうと同じように鍵かぎのかかっていない窓から外へ出た。少年は既に待っていて、目が合うと嬉しそうにされた。

「来てくれたか。待っていた。魔術を教えてくれ」

　今日の少年は、背中まであった髪を後ろの高いところで結んでいた。昨日よりも顔がよく見えて、その顔が誰かに似ていると思ったけど、誰だったか思い出せなかった。

「今日は魔術師の成り立ちについて勉強しましょう」

「よろしく頼む」

　空中に文字を書いて、順に説明していく。

「この国に生まれた人々は、幼少期に魔力を扱えるかの素質を測る適性検査を致します。これは国民の義務です。よっぽどのことがない限り、全国民が受けます。検査で引っかかった素質のある人は、魔術師として生きるかを選択できます。魔術を覚える気がある者は魔法学校に入って、魔術師になるために勉強します。稀まれに魔法学校に入らず、弟子入りや独学で魔術を覚える者もおります」

　シノは俺と出会うまで、適性検査を受けたことがなかった。だから自分が魔術師の素質があると聞いた時、とても驚いていた。

「うむ、魔法学校のことなら知っている。昔は色々話も聞かせてもらっていた」

　少年は嬉うれしそうににっこりと笑った。誰に聞いていたのだろうと気になったけど、口には出さなかった。

「魔法学校は魔術師を志している同志が集まっているので、刺激的でとても楽しいところですよ」

「ラルも行ったことがあるのか？」

　昔、魔法学校で魔術の勉強をしたけど、それはラウルであり、ラルではない。調べられたらすぐに分かってしまうから、慌てて首を振った。

「いいえ。わたしは一度も通ったことはありません。魔術は魔法書を読んだりして独学で覚えました。魔法学校には通えない事情があったのです」

「そうか。独学で魔術を覚えるなど凄すごいな。私と同じくらいの年なのに、こうして人にも教えられるくらいだ。おぬしは勤勉なのだな。感心するぞ」

　嘘うそをついてしまったことで、良心が痛んだ。

「魔法学校では卒業試験を合格すると魔術師を名乗れます。そして、魔術師としての仕事をできるようになるのです」

　魔術師の力を借りたがっている依頼主と契約して、依頼を完遂させると報酬が貰もらえる。個人で契約してもいいけど、仲介所のような施設もある。

　この国は魔術師に優しい国だ。この国の魔術師は、働き口に困ることはない。

「戦いが好きな魔術師は、魔物の討伐で報酬を得たり、雇われて傭よう兵へいになる者もいます。治癒術師ならば傷を癒した手当て料。使役者の場合は、使い魔の貸し出しをして使用料を得る者もいます」

　あと一つ、魔術師の中には魔法道具を作製することを生業なりわいにしている魔法道具師もいる。手先の器用な魔術師が、自分で作った道具に魔力を込めて特別な道具にするのだ。

　魔法道具は高価だ。だけど魔法道具の購入者は後を絶たない。魔法道具は、魔術師じゃない人でも扱うことができるからだ。

　魔法道具には、水源と繋つなげて水を出すことができる水球や、炎を留めておける炎球などがある。そういえば、王宮までの旅で俺が使っていた〈燃える灰〉も魔法道具だ。

　治癒術師の治癒の光を溜ためておける光球は、かざせば簡単な傷なら治してくれるから、旅人などに好評だった。

「廊下に使われている明かりは、魔術師が生み出した光を魔法道具で閉じ込めたものです」

「なるほどな。興味が湧わいてきた。他にどんなものがあるのか、もっと知りたいな」

「わたしでは全てを説明できません。載っている本があります。王宮の書庫を探せば見つかるでしょう」

　この少年は完全な無知だけど、一度教えると柔らかな布のようにすぐに吸収していく。頭の良い子なのだろう。

　シノも一度覚えたものは忘れなかった。こうして教えていると、昔を思い出して、なんだか懐かしい。

「リオレア国の魔術師は、他国で尊ばれていることは知っていますか？」

「それは知っている。他の国に比べて、リオレア国はなぜか魔術師の誕生率が多い。力が強い者も多いから、そのおかげでリオレアは他国に屈しない大国でいられる」

　俺は頷いた。

「その通りです。リオレア国が大国でいられるのは魔術師の多さからです。そしてもう一つ……宮廷魔術師の存在です」

「……」

　少年の顔がくもった気がした。だけど気のせいかと思い、話を続けた。

「この国においての宮廷魔術師の権限は強いです。宮廷魔術師は師団を与えられ、いつでも自由に兵を動かすことができます。この国の一番偉い人物は王です。その次に宰相、そして次が宮廷魔術師です」

　宮廷魔術師が多くの権限を与えられているのは、高い能力を持っているからだ。その証明として、年に一度の宮廷魔術師試験がある。

　宮廷魔術師試験は、命の危険が伴う試験だ。それでも受験者は後を絶たず、宮廷魔術師の権力を求めて、国中の魔術師が試験を受けにくる。

　多数の受験者と競い、多くの試練を与えられ、全てを潜くぐり抜けた者だけが選ばれる。この国最難関の試験。

　大人の魔術師に混ざりながらも、十四歳だったシノが選ばれた試験。

「宮廷魔術師の合格者が毎年たったの一人なのは、一番優れた者を選ぶためです。そしてもう一つは」

「国の均衡を保つためだろう？　強い権限を持った宮廷魔術師が毎年大勢誕生したら、大変なことになるからな」

　その通りだ。

　少年は顔をくもらせながら呟つぶやくように言った。

「宮廷魔術師は国の財産だ。この国は宮廷魔術師に支えられていると言っても過言ではない」

「そうです。宮廷魔術師のことはわたしなんかよりも、あなた様の方が詳しいかもしれませんね」

「そうだな……」

　何だろう、どうしてさっきから少年は元気がないのだろう。

「わたしなどよりも、宮廷魔術師から習った方が、あなた様のためには絶対よいと思うのですが。特に史上最年少で試験を合格した方は、王都を結界で覆えるほどの腕前とか」

「それはシノのことを言っているのか？」

　少年の眉間みけんに皺しわができた。なんだろう。

「はい。シノさんは素晴らしい魔術師だと思いますが」

「シノはもう教育者についている。教育者は掛け持ちができない」

「教育者？」

「知らないのか。魔術の素質を持った王族は、宮廷魔術師から魔術を教わるのだ。シノは才能を買われてすぐに第一王子の教育者になった。だが第一王子にはその時既に教育者がいた。シノはその教育者を押おし退のけたのだ」

　押し退けた？　なんだろう、少年の言葉には含みがあった気がする。

　気になったけど、それよりも宮廷魔術師に合格した早々、そんな重要な仕事を任されたシノを凄いと思った。そのときのシノは、まだ十四歳という若さだったというのに。

「ではシノさんではない宮廷魔術師に教わればよいのでは。えっと、リュースさんとか」

　シノ以外の宮廷魔術師はリュースしか知らない。少年の眉間の皺が更に深くなった。

「リュース？　あの変人か。断る」

　少年はきっぱりと言った。

「そもそも私は宮廷魔術師に教わりたくない。彼らに教わるくらいなら、無知でいる方がましというものだ」

　少年はそこまで言ってしまってから、はっとしたように振り向いた。

　少年がどうして魔術を習いたくないのか分かってしまった。少年は宮廷魔術師を嫌いなのかもしれない。

　勢いで話してしまった少年は、少しの間狼狽うろたえていたけど、やがてまっすぐに俺を見つめた。

「これで分かっただろう。なぜ私が今まで魔術を習わなかったか」

「宮廷魔術師に習うのが嫌ならば、わけを話せば良かったのでは」

「言えば宮廷魔術師と王族の間に溝を作ることになる。簡単に言えるようなことじゃない。さっきも言ったように、この国は宮廷魔術師に支えられている」

　困ったような笑みを浮かべるまだ若い少年に同情した。

　王族は自分のことよりも常に国を優先させなければいけない。それが王に連なる一族に生まれたことの使命だ。

　綺き麗れいな服を着て、毎日三食食べられて清潔なベッドで寝られたとしても、この少年にとってはそれが絶対に幸せであるとは限らないのだ。

「宮廷魔術師から習いたくないのなら、魔法学校で勉強したり、独学で覚えてしまえば良かったのでは？」

「王族は、魔術を無断で覚えることは許されていない。まず教育者をつけられる。そして教育者から魔術の基礎を習った後、魔法学校で本格的に勉強するのだ。教育者は宮廷魔術師から選ばれる。私が魔術を習うのには、宮廷魔術師が必ひつ須すなのだ。それに、私は魔術を嫌いだと勘違いされているから、放っておかれている。魔術師になりたくないと思われているのだろうな」

「せっかく素質があるのに、とてももったいない話です。どうして宮廷魔術師が嫌なのですか？」

「それは……」

　少年は言いたくなさそうに口を噤つぐんだ。そして、顔を上げると、微笑みをつくった。

「私はこれから用事があるのだ。今日はもうよい。明日また教えてくれるか？」

　少年と別れてリュースの部屋へと戻った。その途中、いつもは静かな王宮が騒がしいことに気付いた。その日のリュースは少し遅く帰ってきた。










　第三王子







　帰ってきたリュースは俺の顔を見ると嬉うれしそうにした。

「ラルくんただいま。いいこにしてたかな？」

「はい、いいこでした。今日はいつもより遅かったですね」

「うん、今日はね、ユマ王子とシノが魔法学校から戻ってきたんだ」

　シノの名前を聞いて胸がざわざわした。シノに会いたい。

「ユマ王子は首席で魔法学校の卒業試験を合格したんだ。卒業試験はとっても難しいのに凄すごいよねぇ。でもまあ、十年前史上最年少で最難関を突破したシノが教育者だもんね。首席卒業なんて当たり前かもしれないね。あのね、ユマ王子はとても優秀だから、国の宝って呼ばれてるんだ。みんな、未来の王はユマ王子だと思って期待しているんだよ。第二王子のソウマ王子は竜にしか興味がないし、第三王子のイルマ王子は何もしてないし」

　リュースが振り返り、俺の顔を見て微笑ほほえんだ。

「あ、ラルくん分からないって顔してる。そうだねごめんね。ラルくんは王宮のことなんて知らなくていいんだよ。こっちにおいで」

　リュースは俺を引き寄せて抱きしめた。そして耳元で喋しやべってきた。

「ラルくん、シノに会いたい？」

　リュースを見上げた。リュースは微笑んでいた。

「シノは少し疲れた顔してたかな。帰ってくるなり、溜たまった仕事をしに自分の部屋に戻っていったよ」

「会いたいです。シノさんに会わせてくれるんですか？」

「うん、いいよ」

　もしかして部屋から出して俺を自由にしてくれるのだろうか。

「じゃあお尻しり触っていい？　そしたらシノに会わせてあげるよ」

　あ、ダメだった。俺はすぐに首を振った。

「いやです」

　お尻を触るなんて、どうなってしまうか想像もつかない。それだけは嫌だった。

「どうして嫌がるの？　痛くしないよ」

　痛くしないと言うけれど、あんな狭いところ、どうにかできる気がしない。出すところであって、入れるところではない。

「もう、しょうがないなぁ」

　リュースは唇を尖とがらせてつまらなそうにした。

　翌日、リュースが部屋を出た後、周囲を確認しながら鍵かぎのかかっていない窓を開けて、外に出た。池に行くと少年は既に居て、俺の顔を見るなり、にっこりと笑った。

「また来てくれたか。そういえば、おぬしは普段どこにいるんだ？　使用人に聞いたが、おぬしのような子供はいないと言っていたぞ」

「それは」

　何も言えずに黙っていたら、少年は「まあいい」と質問を切り上げた。

「今日は何を教えてくれるんだ？」

　きらきらと目を輝かせる少年を見たら、もっと魔術に触れさせてあげたいと思った。きっと今まで気持ちを抑圧していたのだ。もっと少年に喜んでほしい。

「実際に魔術を使ってみますか？」

「え！　そんなことできるのか」

「できるもなにも、あなた様には素質があるのですから、使おうと思えば使えるはずですよ。ここには池があるし、ちょうど良いので水魔法を練習していきましょう。少しこちらへ来てください。そこで見ていてくださいね」

　地面に膝ひざをつけて、池の中に自分の手を入れた。池の中の手首を見つめながら、意識を集中させると、手首の周りで、ぼこぼこと気泡が生じた。覗のぞいて見ていた少年が驚いた声をあげた。

「何もしていないのに泡が出てきた。魔術とは凄いな。本当に不思議な力だ」

「いえ、こんなものは魔術とは呼びません。わたしはただ、魔力を操作して水面に振動を起こしただけです」

　池から手を引いて、濡ぬれた指先を払った。

「わたしは攻撃魔法が使えないので、このくらいしかできませんが、あなた様はもっと色々なことができると思います」

「ほ、本当か？　私は今まで魔術に触れたことはないのだが」

「できます。……まぁ最初は手こずるかもしれませんが。ゆっくりやっていきましょう。まずは、さっきのように魔力を振動させてみましょう。少し手を……触れても、いいですか？」

「ああ、大丈夫だ」

　少年のなめらかな手のひらを握らせてもらい、池の中に浸した。

「意識を集中させてください。わたしが今からさっきのように、振動を起こします。手のひらで、一緒に感じてください」

「分かった」

　ぷくぷく、と気泡が水面に現れた。同時に、ブブブゥ……と気泡の周りが不自然に揺れた。そのとたん、少年は手を引っ込めてしまった。

　少年は俺よりも驚いた顔をして、さっきまで池に入れていた手を庇かばうように胸に当てた。

「すみません。わたしが何か不都合なことでも」

　少年は慌てながら俺の言葉を遮った。

「ち、ちがう。すまぬ。ラルは何も悪くない。魔術とは、本当に不思議だな。じかに触れてみて、その力強さに驚いてしまった。さっきの振動だが、思ったよりも震えるのだな」

　少年は顔を赤くしながら言った。大げさに驚いた自分が恥ずかしいのだろう。その様子が可愛かわいくて、俺の頬は自然と緩んだ。

「どうでしたか？　魔力の振動は」

「すごかったな。おぬしの手は少しも動いてないのに、周りだけが揺れていた。私にはそんな摩ま訶か不ふ思し議ぎなことをできる自信がない。おぬしは息を吐くよりも簡単そうに震わせていたが、私にとっては、笑顔でシノと会話するよりも難しそうだ」

　笑顔でシノと会話することは、ここで引き合いに出すほど、この子にとっては難しいことなのだろうか。いったい何があったのだろう。

「そんなに難しくありませんよ。魔力操作は魔法学校では七つくらいの子たちが練習しています。慣れたら簡単ですよ」

「そうか。そんなに小さな子供がやっていることを私はできないのか。私はだいぶ時間を無駄にしていたようだな。やってみよう、教えてくれ」

「それではさっきと同じように、池のなかに手を浸してください。そして、今は静かな水面を見つめながら、想像してください。魔術は総じて想像することが大切です。こうなればいい、そう思うだけで、自分の中を流れる魔力がきっと水面を震わせます。力をいれずに、集中だけして。そう。集中して」

　少年が池の中に手を入れて、しばらく経たった。

　横を見ると、少年の目は恐ろしいほど水面だけを見つめていた。

　俺が見ていることには気付いていないようだった。凄い集中力だ。少年の額から汗が滲にじんだとき、ぽこ、ぽこ、と小さな気泡が浮かび上がってきた。

「くっ」

　少年は池から手を離すと、長く息を吐いた。

「脳がくらくらする。集中するのは疲れるな。だが、できたぞ。私は魔力を扱えた。ラル、見ていたか？」

「はい。見ていました。一度で成功してしまえるなんて、すごいです。あなた様の素質は素晴らしいですね」

　シノを思い出した。シノも一度で魔力操作を成功させてしまった。

　そのときのシノは、今の少年と同じように頬を紅潮させて喜びを噛かみ締しめていた。

「そうか。そうか。ラルよ、私も兄上のような立派な魔術師になれるだろうか」

「兄上？」

　この少年の兄も魔術師なのだろうか。少年は、俺の顔を見ると、いぶかしむようにした。

「なぜそんな不思議そうにする？　……おぬし、もしかして、何も知らないのか？」

　少年の目が細くなって、どきりとした。俺がこの少年の正体を知らないまま接していたことがばれてしまった。不快にさせてしまっただろうか。

「イルマ！」

　いきなり呼びかけるような声が聞こえた。

　振り向くと、赤髪の青年が晴れ渡るような笑顔で、手を振りながらこちらへ歩いてきていた。その青年は見たことがあった。

　誰だれだっけ、と考えていたら、青年の少し後ろを控え歩いているシノを見つけた。シノも俺に気付いたようで、ついと眉まゆをあげた。

　シノ……。久しぶりに会えた。嬉うれしい。でも、なんだか疲れた顔をしているみたいだ。

　良いとは言えないシノの顔色を心配していたら、俺の前にいた少年が大砲のように走っていって、赤髪の青年に抱きついた。

「兄上！」

「こらこらイルマ。そんなにくっつかれては動けない」

「ユマ兄上。どうしたのです？　今の時間、魔術の訓練の時間ではなかったのですか？」

「少し休憩を挟んだ。昨日きのう、忙しくてイルマとゆっくり話せなかったからな。ちゃんと話をしたかったのだ。しばらく会っていなかったが、元気だったか？　イルマは相変わらずこの場所が好きだな。おかげでイルマに会いに行くとき、迷わなくて助かる」

　ユマ。イルマ。それは、この国の第一王子と、第三王子の名前だった。リオレア国には王子が三人いることは知っていた。

　赤髪の兄弟は、顔が似ていた。前に一度、イルマ王子に既視感を感じたのは、ユマ王子を重ねていたからだと、今思い知った。

　俺が今まで魔術を教えていた少年の正体は、第三王子のイルマ王子だったのだ。

　王族の子だとは予想していたけど、王位継承権を持つ直系の王子だとは思っていなかった。まさか王子がこんなところで一人でいるなんて、誰が思うだろうか。

　さっきからシノの視線を感じていた。王族の子には教育者がつくというイルマ王子の言葉が本物なら、イルマ王子に魔術を教えていたことはきっとばれてはいけない。俺なんかが教えていたことを知れば、宮廷魔術師のシノは怒るだろう。

「さっきからそこにいるおぬしは誰だ？　イルマの友達か？」

　ユマ王子が俺に尋ねてきた。慌てて頭を下げて、そのままじりじりと後退した。

　どうやってこの場から逃げ出そうか考えた。逃げ出せたら、もうここには来ないと誓う。もう余計なことはしないと誓うから、どうにか見逃して欲しかった。

「ラルは私に魔術を教えてくれていたのです。とても分かりやすく教えてくれました。兄上、私は魔術の才能があるそうです。ラルが言っていました」

　あ、終わった。

「イルマに魔術を？　魔術嫌いのイルマに教えることができるなんて、どんな魔法を使ったのだろう。ラルとやら、顔を上げてくれないか」

　ゆっくりと顔を上げると、ユマ王子はほぉと溜ため息いきをついた。

「その目は金か？　美しい。まるで建国神話の黄金竜が降りてきたようだ。イルマが世話になったな。ラルよ、ありがとう」

「も、もったいないお言葉です。わたしなど、そんな」

「イルマ王子に魔術を？　なぜ、そんなことをした」

　今まで黙っていたシノが刺すような声で言った。

「正当な教育者でないと罰が与えられることを知っているか？　知らずに教えてしまったとしても、見逃すことはできない」

「私から頼んだのだ。ラルは悪くない」

　鋭いシノの視線から俺を庇うようにイルマ王子が前に出た。シノは首を振ると、溜息を吐ついた。

「どんな経緯であれ、教育者以外の者が勝手に教えてはならぬと決まっているのです。イルマ王子、王子は知っていましたよね？　知らないはずはない。魔術ならば、この子供に教わらずとも宮廷魔術師が教えます。なぜわざわざそうされたのですか」

「まあまあシノ。あまりうるさく言うな。宮廷魔術師は忙しいから、きっと遠慮したのだ。末のイルマは、そういう配慮ができる弟だからな」

「ユマ王子、私は決まりの話をしているのです。遠慮や配慮などの話をしているのではないのです」

　ずい、とこちらに来ようとするシノを、ユマ王子が柔らかくおさえた。

「シノ。今回は許してやれ。イルマはできた子だ、決まりなど分かっている。きっと寂しかったのだろう。話し相手が欲しかったのだ」

「ですが」

「まだこんな子供を罰するというのか？　私に免じて許せ。頼む」

「……分かりました。一度だけ、目をつむりましょう」

「ありがとう、すまぬ」

　短く謝ったユマ王子を見て、イルマ王子の目が悲しそうに伏せられるのを見た。唇が震え、そのまま泣いてしまいそうだと思った。俺は余計なことをしてしまったと後悔した。

「ところで、どうしてお前はここにいるんだ。リュースはどうした」

　俺に向かってシノが言うと、この場の全員の視線が一気に注がれた。

　シノの目が探るような目つきになり、そしてふっと緩んだ。

「そうか、逃げてきたか」

「リュース？」

　ユマ王子が言った。シノの言葉を不思議そうにしていた。シノが何か言う前に止めようとしたけど、間に合わなかった。

「この子供はリュースが連れてきた子供です。きっと耐えかねて逃げ出したのでしょう。外へ連れ出してきます。来い、こっちだ」

「リュースだと？　ラル、おぬし、リュースの」

　イルマ王子が言った。さっきまでの悲しそうな顔はなく、驚きと困惑の表情があった。どうしてそんな顔をされるのか心当たりがあった。

　純粋そうな少年の視線に俺は恥ずかしくなった。シノに呼ばれたけど、無視してイルマ王子に頭を下げた。

「イルマ王子、すみませんでした。わたしなんかが、イルマ王子に魔術を教えるなんて、身の程知らずでした。あなた様がイルマ王子だと知らなかったんです。今後はそんなこと致しませんので、どうか許してください。失礼します」

　早口で言い訳みたいに言って、最後にもう一度深く頭を下げてから逃げるようにその場を去った。シノに怒った声で呼び止められたけど、振り返らなかった。そのまままっすぐリュースの部屋に戻った。

　しばらくは、外には出ないようにしよう。というか、外に出ていたことがシノ伝いでリュースにばれたら、もう出られないかもしれない。窓の鍵かぎが開いていることがばれて、鍵をかけ直されたら、一生部屋から出してもらえないかもしれない。

　だけどその日、リュースは帰ってこなかった。久しぶりに何もない夜を過ごした。










　第三王子の教育者







　こんこん、と扉を叩たたく音が聞こえて、目が覚めた。隣を見ると、リュースはまだ帰ってきていなかった。

　窓から差し込む朝日が眩まぶしくて、目を細めた。またこんこん、と扉を叩く音がした。

　リュースから、自分のいない間に誰か来ても、返事をするな、と言われていた。

　守る義理はないけど、朝起きたばかりで声が出ない。まぁいいやと思って返事をせずにいたら、外側から鍵の開く音がした。

　なんだ、鍵を持っているということはリュースか。どうしてわざわざ扉を叩くなんて真ま似ねをしたんだろう、俺を試そうとしたのだろうか。

　勢いよく扉が開かれた。俺はまだ眠い目をこすりながら声をかけた。

「リュースさん、おかえりなさい。こんな時間までお仕事なんて大変ですね。お疲れ様です。あ、そうだ。昨日の俺はとてもいいこでしたよ。外になんて出ていませんよ」

　リュースがなかなか返事をしないので、気になって扉の方を見たら、そこに立っていたのはリュースじゃなかった。

「お前は毎日そうやってリュースを出迎えていたのか？」

　シノが立っていて、ベッドの上の俺をじっと見ていた。びっくりして眠気が吹き飛んでしまった。この部屋の中に、リュース以外の人物が入ってきたのは初めてのことだった。

「自分を監禁している男が帰ってくればもっと怯おびえるものだろう？　ましてや労いたわるような言葉などかけない。お前は変わっているな。昨日外に出ていたかと思えば、大人しくリュースの部屋に戻っていることも変だ。今までのやつらは、逃げる機会があればすぐに逃げていたぞ。おかしなやつだ」

　シノはつかつかと部屋に入ってきて、閉まったままの窓を開けた。

　鍵がかかっていないことに気付いて、察したように「なるほど」と言うと、今度はこっちに歩いてきた。

「立て。イルマ王子がお前を呼んでいる。お前はもうここから出ていい。イルマ王子が魔術を覚える条件に、お前の解放を望んだ。そして、お前はこれからイルマ王子に魔術を教える教育者となる」

　突然のことに驚いて声も出ない。俺がイルマ王子に魔術を教える教育者？　シノはいきなり何を言っているのだろう。昨日、勝手に教えていたことを怒られたばかりなのに。

「昨日お前が逃げたあと、すぐにイルマ王子はリュースを問い詰め、お前のことを知った。イルマ王子はお前のことを自由にするようリュースに言ったが、リュースは聞き入れなかった。そこで、イルマ王子は王にわけを話して、お前を解放させるように願った。王は、願いを聞き入れる代わりに、イルマ王子に魔術を学ぶように命じた。イルマ王子はそれを了承したが、条件をつきつけた。その条件とは、お前が教育者になることだ」

　シノは始終面白そうに笑みを浮かべていた。こんな表情のシノは、再会してから初めて見たかもしれない。

「今まで大人しく蚊帳の外にいたイルマ王子の、あのような激しい剣幕は初めて見た。王は怒り、イルマ王子の条件を撥はね除のけていたが、やがて根負けしてお前を教育者に据えることを許した」

「あの、リュースさんは……？」

「リュース？　なぜこの期に及んで気にする？　お前はリュースが好きだったのか？」

「まさか！」

　シノはおかしくもなさそうに鼻で笑った。

「リュースはしばらく謹慎だ。もっとも、お前がイルマ王子の教育者になることを知ったとき、あまりに辛かったのか、喚わめきながら王宮を飛び出していってしまった。恥ずかしいやつだ。まあいずれ戻ってくるだろう。気にするな」

　喚きながら王宮を飛び出していった？

　宮廷魔術師がそんなことになって大丈夫なのだろうか。だけどシノはこんなことはどうってことない、というように言ったものだから、俺も特に構うことはしなかった。

「早く戻ってくるといいですね」

　代わりに適当な感想を言った。

「冷静だな、自由になりもっと喜ぶかと思ったが。もしくは、これ幸いとばかりに、リュースに復ふく讐しゆうを仕掛けるかと期待していた。その傾向は今のところなさそうだな」

「復讐を考えるほど酷ひどいことはされていませんから」

　シノは意外そうに眉まゆをあげた。

「お前がどういうことをされていたのか具体的に知らないが、今までの出来事は酷いに入らないのか。心が広いのか阿あ呆ほうなのか。お前にとって酷いことというのはどういうことだ」

　シノはまっすぐにこっちを見ていたけど、何も言わない俺に興味が失うせたのか、すいと顔を逸そらした。

「お前にも部屋が与えられる。イルマ王子の教育者としての部屋だ。リュースの部屋の近くにするなという命令があったのでここから遠く離れている。あとで案内する」

　シノは部屋を出て行った。慌てて後を追いかけて、シノの後ろをついて歩いた。

「今からイルマ王子のところまでお前を連れて行く。イルマ王子はお前のことで気を揉もみ、何も手がつかないという様子だった。会ったら気を晴らして差し上げろ。悲ひ愴そうな面持ちなどせず、明るくいろ。余計な心配はかけるなよ。まぁ今回のことを不幸と思っていないお前なら、その心配はいらないか」

　シノの伸びた後ろ髪が、歩くのに合わせて馬の尻しつ尾ぽのようにユラユラ揺れていた。なんだか可愛かわいく思えて、手を伸ばそうとしたら、馬の尻尾が弾けたように逃げていってしまった。

　シノは振り返り、伸ばしかけた俺の手を見たあと、睨にらみながら「聞いていたか？」と言った。

「はい。聞いていました。イルマ王子の前では明るく振舞うのですよね」

「聞いていなかったようだな。王はお前のような素性の知れない者が、イルマ王子の教育者になるのをとても心配していた。一応は許したが、お前がイルマ王子に教えている間、俺がお前を監視するように言われた。これは王からの命令だ。二度も言わせるな」

「え……？　あ、そうですか」

「なんだ、嫌そうだな。俺が見ていては不都合なことでもあるのか？　そんな反応をしたら、イルマ王子に変なことを教えようとしているのかと疑われるぞ」

「嫌じゃありません。ただ、シノさんは忙しいのではないですか？　ユマ王子の教育者もされているのでしょう？」

「ユマ王子は、明日には魔法学校へ戻る。俺の仕事量をお前に心配される筋合いはない」

　正直に言うと見張られるのは良い気分ではない。だけど、未来の王になるのかもしれない王子に魔術を教える教育者がどこの誰だか分からない子供だと聞き、心配する思いは分かる。

　一応シノという保険をかけたっぽいけど、王にとっては、なかなか魔術を覚えようとしない息子に魔術を覚えさせるための苦肉の策なのかもしれない。

　冷たい目で見下ろされながらふと思ったけど、イルマ王子はシノを嫌っているようだったのに、大丈夫なのだろうか。

　俺はこれから気まずい雰囲気のなか、イルマ王子に魔術を教えていかなければならないのだろうか。

　シノは目を細くして、俺の考えを見抜いたように言った。

「お前が考えるような心配はいらない。イルマ王子は渋々だが俺が監視することを許した。お前はただイルマ王子に魔術を教えればいい」

　シノは自分がイルマ王子に嫌われていることを知っているようだった。少し意外だった。

「俺もいつまでも暇ではないから、お前の知識がどれだけあるのか、教えられるほどの技量があるのか、俺がそれを認めれば監視は終わる。お互いのためにも、まあせいぜい、頑張ることだな」

「分かりました」

　シノはまた歩き出した。経緯はあべこべだったけど、本来の目的であったシノにも会えたし、監視という名目だけど、一緒にいられる理由にもなった。これは運が良い。

　シノの馬の尻尾がまた目の前でユラユラ揺れていた。今度は掴つかめるかな、と思ってシノの馬の尻尾に手を伸ばした。そのとたん、シノが振り向いたので、また空振りをしてしまった。

　シノは俺の伸びた手を見て舌打ちをし、それから前を見て顎あごを動かした。シノの視線の先にはイルマ王子がいて、目が合うと、イルマ王子は俺に駆け寄り、手を握ってきた。

「ラル、大丈夫だったか？　リュースは嗜し好こうが過ぎると聞いたのでとても心配した。今まで気付かなくてすまなかったな。もう悲しくはないか？」

　イルマ王子は眉を下げながら言った。

　こっちが動揺するくらい顔色が悪かった。なんて優しい人だろうと思った。他人のためにこんなに親身になれるなんて、なかなかできないことだ。

　たった数回会った俺のために、王に交渉し、あんなに嫌がっていた宮廷魔術師を傍につかせるという条件まで呑のんでくれた。

　俺を心配してくれるイルマ王子の土気色の顔を見ていたら、自然と笑みが浮かんだ。

「大丈夫ですよ。わたしなんかのために、ありがとうございます。本当に感謝しております」

　心を込めてお礼を言うと、イルマ王子は照れたようにはにかんで、手を放した。

「よいのだ。私がそうしたかった。私はラルを気に入っているんだ。もっと話がしたい。リュースが隠していては話ができない。それに、ラルは私を第三王子だと知らずに魔術を教えてくれていたのだろう？　つまり損得勘定などなしで、無償で私と接してくれていたのだ。私はそのような優しいやつが好きだ。リュースから解放するためとはいえ、ラルを勝手に教育者にしてしまったが許して欲しい。私はラルが教育者となってくれることを、実はとても喜んでいるのだ」

「わたしも喜んでいます。イルマ王子の教育者になれるなんて、身に余る光栄です」

「よかった、ではこれからよろしく頼む。私に魔術を教えてくれ」

　ふたりで顔を合わせ、にっこりと笑いあった。それを邪魔するように、冷たい声が割って入った。

「ゆっくりしている時間はありません。今までのらりくらりとしていた分を、取り戻していただきます。ラル、にこにこしていないで早く魔術を教えて差し上げろ」

　びっくりしてしまった。シノの言い方もそうだけど、シノが喋しやべったとたん、イルマ王子の顔が豹ひよう変へんし、シノを睨みつけたからだ。

「冷たい声だ。シノ、おぬしはいつもそうだな。冷たく突き放すように言う。知っていたか？　私はお前のことが嫌いだ」

「知っていました。ユマ王子を私にとられたという思い込みによる、幼稚な嫉しつ妬とのせいで嫌われていたことなど、とうの昔に」

　シノが表情も変えずに言った瞬間、イルマ王子の頬がぶわっと赤く染まり、狼狽うろたえ始めた。

「な、な、な……！」

　イルマ王子はもう一度「な」を付け足して、「何を言うのだ！」と叫んだ。

「そ、そんなことで人を嫌うわけがない！　私が、し、嫉妬など、そんなわけがないだろう、よくもそんな顔をしながら言えるものだ」

「そうですか。失礼致しました。ですが、私の言っていることを違うとおっしゃりたいのならば、もっと冷静な態度をとるべきです。感情を表に出しすぎては相手に見破られますよ」

「この、減らず口を……！」

「ちょ、ちょっと、おふたりとも、やめてください。イルマ王子、落ち着いてください」

　イルマ王子がシノに掴みかかろうとしたので、慌ててそれを止めた。

　イルマ王子は思いのほか力が強くて、引きずられるような形になってしまったけど、なんとか腰に手を回して押しとどめることができた。

「図星を突かれたからといって、行動に移すなどもってのほかです。会話のかわし方をこれから身につけていかなければなりませんね。ユマ王子はとてもお上手ですよ」

「シノさんやめて。挑発しないでください」

　顔を真まっ赤かにしているイルマ王子を淡々と見つめていたシノは、心外だと言いたげに眉をあげた。

「挑発？　そんなことはしていない。俺は事実を述べただけだ」

　イルマ王子の力が更に強くなった。

「あ、そうなんですね。でもやめてください。シノさんのお言葉のせいで、さっきまでのお優しいイルマ王子が嘘うそのようになっています」

「そのようだ」

　シノは淡々と頷うなずいた。










　魔術の練習







　イルマ王子がやっと落ち着いた頃ころには、俺は疲れて倒れ込んでしまっていた。

　シノはそんな俺を見下ろして「お前は体力がないな」と言ったけど、誰だれのせいでこんなことになったと思っているんだと言い返してやりたかった。

　それにしても意外だった。イルマ王子がシノを嫌っていた理由が、嫉妬だったとは。そして、それに気付いていたシノにも驚いた。

　十年前のシノならまだしも、今のシノはすっかり変わっていて、人の心が分からなくなってしまったと思っていたものだから。

　昔のシノは、それはもう人の心を敏感に察知できる子だった。今でこそ、傍若無人に振舞っているけど、昔はそんなことなかった。

　昔、シノがよく懐いていた菓子屋の主人がいた。

　シノは頻繁に菓子屋の主人のところへ遊びに行き、夕暮れに帰ってきていた。その頃、俺は毎日寂しかった。

　一度だけ夜遅くにシノが帰ってきたことがあり、その時はカッとなって帰宅が遅くなったことを叱しかった。

　表面上ではシノを心配して叱ったことにしてたけど、俺はシノに懐かれている菓子屋の主人に嫉妬していた。そして、俺が怒った翌日から、シノは主人のところへ行くことをやめた。

　今思えば、あれだけ懐いていた菓子屋の主人のところへ急に行かなくなったのは不自然だった。きっとシノは俺が嫉妬していることに気付いて、主人のところへ行くことをやめてくれたのだ。人の気持ちを敏感に察し、なおかつ大人のような気遣いができる子だった。

　……今言っても誰も信じないだろうけど。

　俺が嫉妬した菓子屋の主人はその後、店をたたみ、違う街へ引っ越していった。シノにそのことを言ったら、シノは「そうですか」とだけ言った。

　その時のシノは背中を向けていたから、どういう面持ちをしていたのか分からなかった。懐いていた人が居なくなったのだから、悲しみを堪こらえていたのかもしれない。声からは、測ることはできなかった。




「では私の勘違いだったのか？　シノは私から兄上をとるつもりがないと？」

　イルマ王子の声で我に返ると、シノがうんざりしたような顔をしていた。

「さっきからそう申しております。何な故ぜイルマ王子がそういうお考えに至ったのか分かりません」

「シノが王宮に来た頃、兄上はシノばかり構っていた。以前は私と遊んでくれていたのに、声をかけても忙しいからと言って私に構ってくれなくなった。そのとき、私は思ったのだ。シノは天才だから、恐ろしい魔術で兄上を誑たぶらかしているのだと」

「ふっ」

　イルマ王子の告白を、シノは鼻で笑った。

「なっ……シノよ、おぬし、今、愚ぐ弄ろうしただろう。私のことを阿あ呆ほうだと思っただろう？」

「ユマ王子がイルマ王子に構わなくなったのは、私が恐ろしい魔術で誑かしたからではありません。魔術の練習で忙しかったのです。私が宮廷魔術師になり、ユマ王子の教育者になった時、お世辞にもユマ王子は魔術の扱いに長たけていたとは言えませんでした。今では国の宝とまで呼ばれていますが、それはユマ王子の努力があったからです。今までイルマ王子と遊んでいた時間を、魔術の練習にあてたせいで、前よりもイルマ王子に構えなくなってしまったのでしょう」

「そ、そうだったのか……」

　イルマ王子は衝撃をうけたようによろめいた。

「まさか、今まで本当に私が魔術で誑かしているのだと思っていたのですか」

「仕方がないだろう、私はあの頃六つであった。考える力などなかったのだ」

「十年間、ずっとですか。誰かに聞いたりしなかったのですか」

「私は宮廷魔術師であるシノが、兄上を誑かしていることなど誰にも言えなかった。恐ろしかったのだ。他の宮廷魔術師もみんなシノの仲間だと考え、あまり近寄らないようにしていた」

「あの頃同僚から爪弾きにされていた私に敵は沢山おりましたが、仲間などおりませんでしたよ。まさか、今まで誰にも魔術を習わなかった理由が、それですか？」

「う、ぐ」

　何も言えなくなったイルマ王子を見て、シノは長く息を吐いた。

「そういうことでしたら、もう誤解は解けましたね？　イルマ王子の教育者には、本来の正当な宮廷魔術師をつけますが、よろしいですか？」

「それはよろしくない」

　イルマ王子はすぐに顔をあげて、シノに言った。

「言っただろう。私はラルが気に入っているんだ。ラルがいい」

　シノは気難しそうに口元を歪ゆがめて、俺をまっすぐに睨にらんだ。

「イルマ王子はこの者に恐ろしい魔術で誑かされているのではないのですか？」

「嫌味なことを言うな。そんなものは存在せぬと、シノがさっき言ったであろう」

　だいぶ遠回りしてしまったようだけど、シノとイルマ王子の長年の確執がとれたようだ。口を挟まず、ずっと話を聞いていただけだったけど、良かったと思った。

「ラル」

　鋭い声が聞こえて顔をあげた。シノが半眼でこちらを見ていた。

「ぼうっとするな。早く魔術を教えて差し上げろ」

「あ、す、すみません。えっと、イルマ王子、昨日きのうの続きからやりましょう」

「昨日の続き？　そういえば、俺たちが来たとき、お前はイルマ王子に魔術を教えている途中だったようだな。どのようなことをしていた」

「あ、はい、えっと」

　周りを見渡した。ここは昨日イルマ王子に魔術を教えていたあの池だ。水面は静かにそこにあった。

「ちょうど良く池があったので、水魔法を練習しようとしていました。まずは、水の中で振動を起こせるようになってから、次の段階に進もうと思っていました」

　シノはふうん、というような表情をして、続きを促すように顎あごを動かした。

「では続きをやります。イルマ王子、こちらへ」

　イルマ王子にこっちへ来てもらい、今からやることを見ているように言ってから、水の中に自分の手を、手首のところまで差し入れた。そしてゆっくり、クルクル、と円を描くようにかき混ぜて、手を引き上げた。

　手を引き上げた後も、発生させた渦は、止やむことなく巻き続けた。

「同じことをできるまでやってもらいます。わたしが良しというまで、渦を保ってください。これができれば、次の段階へといってもらいます」

　イルマ王子は渦をじっと見ながら頷うなずいた。

　いまだ動いている俺の渦の隣に手首を差し込むと、試すような手つきでクルクルとかき回した。そして手を引き上げた。

　渦の流れはやがて落ち着き、静かになった。

　失敗だ。だけど、一度失敗したからといって、しょげることはない。初めて魔術を扱うことは誰だって難しい。一度で出来てしまう人は少数だろう。

　その少数の中の一人だったシノをちらりと見ると、目が合った。そして自然な動きでそらされた。シノはイルマ王子ではなく、俺を見ていたようだ。変なことをしないか監視しているのだろうか。

　イルマ王子は果敢に挑戦し、二十二回目で成功させた。二十二回といっても、もっとかかる人の方が多いだろう。イルマ王子は優秀な方だ。俺はイルマ王子を褒めた。

「すごいですね。普通はもっと時間がかかりますよ。イルマ王子はやはり、魔術師の素質が高いようです」

「そうか。嬉うれしいな。きっとラルの教え方がよいのだ」

　その後も、課題を出し、それをイルマ王子にこなしてもらった。俺が魔術を教えるときの段階は十段階まで用意していて、十にまで達したら完かん璧ぺきに会得できるように考えてあった。

　イルマ王子は今のところ三段階目までこなしていた。何も知らないところから、少ない時間で三まで行けたことをイルマ王子は誇ってよかった。

　三段階目の途中で、シノが口を挟んできた。

「イルマ王子、今日はここまでです。あまり長くやりすぎても疲れてしまうでしょう。私もラルも今日は帰ります。明日また昼から始めましょう」

「シノ、私はまだやれるぞ」

「なりません。魔術の練習は相当集中力を使いますので、今は感じなくとも、あとで疲れを感じます。今日はもうゆっくりとお休みください」

「そうか……分かった。ラル、また明日ここで会おう」

　イルマ王子とお別れして、前を行くシノの後ろをついて歩いた。

　そういえば、俺にも部屋が与えられると言っていたけど、どこにあるのだろう。シノは無言でさっさと足を動かしていた。

　取っ手が茶色い扉の部屋の前で、前を歩いていたシノが止まり、振り返った。

「そこがお前の部屋だ。中は掃除してある。この部屋の世話役に侍従が一人ついているから、何か必要なものがあればそいつに言え。今はいないようだが、明日になれば姿を見せるだろう」

　シノは口を閉じて、真正面から俺を見ると、もう一度口を開いた。

「さっきのお前の教え方は、どこで」

「え？」

　はっとしたように瞬きしたシノは、早口で「なんでもない」と言うと去って行ってしまった。

　シノの後ろ姿はすぐに見えなくなった。言いかけたことは気になるけど、諦あきらめて自分の部屋で休むことにした。

　部屋は広かった。

　中央にベッドがあり、そのベッドは俺が三人集まっても余裕があるほど大きかった。ふたつもある窓からは、暗くなりかけた外の様子が見えた。

　ベッドに横たわって、今までのことを振り返り、ぼうっとしていたら、なんだか眠くなってきた。枕に顔を押し付けて、そのまま眠ってしまった。

　扉を激しく叩たたくようなやかましい音がして、目を覚ました。そして次の瞬間、焦げた臭いがした。

　ぎょっとしていると扉が開き、リュースが入ってきた。目が合うと嬉しそうな顔をされる。

　鍵かぎをかけていた筈はずなのに、どうやって入ってきたのかとびっくりしたけど、鍵穴部分が熱で溶かされ形をなくしていたのを見て納得した。

　リュースは忙せわしそうに駆け寄ってきて俺を抱きしめると、そのままベッドに押し倒してきた。

「ラルくん迎えにきたよ、僕の部屋に帰ろう？」

「リュースさん、王宮を飛び出したのではなかったのですか？」

「ラルくんが心配で戻ってきたんだよ」

「はあ」

　リュースに心配されずとも俺は元気でやっている、と言ったらどうなるのだろう。

「あの、俺リュースさんのところには戻れません。だって、イルマ王子の教育者になりましたから」

「嘘うそでしょう？　どうしてラルくんがそんなことするの？」

「だって、言われましたから」

「やだよ、だめだめ。なんでみんな僕のラルくんにちょっかい出すのかなぁ。僕が最初に目をつけたのに。ラルくんは僕のなのに」

「あの、放してください。あ、ちょっと」

　リュースの手が、服をはぎ取ろうと伸びてきた。

　起きたばかりの力では振り払えずに、首元を開かれた時、入口の方から足を鳴らす音が聞こえた。

　入口を見ると、シノがそこに立っていて、不機嫌そうに腕組みをしていた。

「シノさん」

　俺が言うと、シノは溜ため息いきを吐ついて部屋の中に入ってきた。

「リュース、離れろ。勝手にそいつの部屋を探し当てて襲いかかるなど、イルマ王子に知れたら処罰を喰くらうぞ」

「シノのいじわる。僕に黙ってラルくんを連れ出すなんて、ひどいよ」

「俺の意思ではない。命令だ。言っておくがお前はそいつに触れてはいけないという令旨が下されている。今すぐに離れろ」

「やだやだ」

　リュースの腕に強く抱きしめられて苦しくなった。

「面倒をかけるな。もう一度言う。今すぐに、離れろ」

　リュースが俺を見た。

　じっと見つめ合っていたら、リュースの目が水気を帯び始めた。

　盛り上がった涙が落ちる前に、リュースはくっと目を逸そらすと、思い切るように俺を放した。そしてそのまま部屋を走り去っていった。

　シノの横をすり抜ける時に「シノのばか、遅漏、冷酷魔術師」と悪口を言っていった。

　シノは疲れた顔で俺の前に立った。

「お前ももっと抵抗しろ。俺が来なかったらどうなっていた」

「すみません。力が入らなくて」

　そういえばシノはどうしてリュースが襲来してきたことが分かったのだろう。シノは俺の疑問に答えるように言った。

「俺の部屋は隣だ。あれだけうるさくすれば隣で何かあったと分かる。様子を見に来てみればこれだ。鍵穴を新しくしなければいけないな。まったく、あいつは面倒をかけてくれる」

「え？　隣？　……というか、ずっと起きていたんですか？　今まで？」

　今は深夜だ。王宮はとっくに寝静まっている。こんな時間まで起きているなんて、シノは今まで何をしていたんだろう？

　シノは何も言わず、踵きびすを返した。

「寝ろ、明日は王宮内を案内してやる」










　部屋を満たす光







　イルマ王子の教育者になって数日経たった。

　シノからは相変わらず刺すような監視が続いている。だけど今のところ、教育者を降りろなどは言われていない。あの最初の日に「お前の教え方は、どこで」と問われただけだ。

　イルマ王子の水魔法習得段階は、十段階のうち八段階まできていた。

　たった数日で八段階目までくることができたのは素晴らしいことだ。けれど、イルマ王子はなかなか八段階目を合格できずにいた。上位に行くほど難しくなるから仕方がないかもしれない。あと二つ段階をこなせば水魔法を完璧に扱えるようになる。もう、すぐ目の前だった。

「ああ、また失敗してしまった」

　イルマ王子が悔しそうに言った。八段階目は、指先で跳ねさせた水を十秒間固まらせたら合格というものだった。これがなかなか難しくて、イルマ王子は何度も挑戦しては失敗し、項うな垂だれていた。

「うーん、指先に力を込めすぎかもしれませんね。もっと軽く触ってみては？」

　イルマ王子がちょい、と水を跳ねさせた。跳ねた水はピタリと固まり、形を保った。秒数を数えた。いち、に、さん、し。ここまではいい。

「ご、ろく」

　イルマ王子が呟つぶやいた。なな、と言おうとしたところで、水は形を維持できなくなり、ちゃぽ、と池の中に沈んでいった。

「だめだ、私には才能がない。ラル、どうしよう。ユマ兄上になんといえばいいだろう。こんな不出来な弟で申し訳が立たない」

「そこまで悲観なさらなくとも」

　イルマ王子は自信を失っていた。こんなに消沈していてはできるものもできなくなる。

　迷った挙句、シノを振り返った。珍しくぼうっとしていたシノに声をかけると、今気付いたようにこっちを見た。

「なんだ」

「シノさん、イルマ王子にお手本を見せて頂けないでしょうか。跳ねさせた水を十秒間固まらせることなんて、シノさんなら簡単ですよね。ちょっとやってみせてください」

「なぜ俺が。お前がやってみせればいい。イルマ王子の教育者はお前だろう」

「俺にはできません。三秒保つのだけで精一杯です」

「は？」

　シノはぽかんと口をあけた。言われなくても分かる。なぜだ、なぜだ、と目が語ってくる。

「ラルは攻撃魔法が使えないらしいぞ」

　イルマ王子が言うと、シノは「は？」と再び言った。その呆あつ気けにとられた表情がおかしくて笑いそうになった。

　だめだ、笑っちゃだめだ、今は笑うところじゃない。

「攻撃魔法が使えない？　じゃあなんなんだ？　お前は何な故ぜ魔術師を名乗っているんだ？　どうしてイルマ王子に魔術を教えている？」

「俺は治癒術師だからです。治癒魔法と音魔法なら使えます」

「治癒魔法と音魔法しか使えません、と言い直せ。お前、そんな状態でよく教育者を引き受けたものだな。……イルマ王子、今からでも遅くはありません。ちゃんとした教育者を選びましょう」

「いやだ」

　シノは顔を覆って溜息を吐ついた。なんだか疲れているみたいで心配した。

「だいじょうぶですか、シノさん」

「俺よりも、お前が大丈夫ではないだろう。お前はどうして攻撃魔法が使えないんだ？」

「俺にも分かりません。一度も使えたことはありません」

　シノは再び呆気にとられた顔をした。普段冷静なシノが、何度もこんな顔をするなんて。面白い。

「ふふ」

　ついにこらえきれずに笑ってしまった。すぐに口をおさえたけど遅かった。シノはじろりと俺を睨にらんだ。

「なぜ笑った？　話せ、それがお前の死ぬ理由になる」

　どうしよう、殺される。

　命の危険を感じたとき、兵士がシノの名前を呼びながら慌ただしく走ってきた。兵士は荒く息を吐きながら、俺たちの前で止まった。

「シノさま」

「なんだ、イルマ王子の前だぞ。控えろ」

　兵士は慌ててイルマ王子に頭を下げると、小さな声でシノに耳打ちした。シノは表情を変えずに「分かった」と言って兵士を下がらせた。

「どうしたんです、シノさん」

「なんでもない。イルマ王子、私は少しの間席を外します。ラルとこのままここに居てください。すぐに戻ってきますので、ここを動かないでください」

「分かった」

　シノは行ってしまった。

　しばらくはイルマ王子と大人しく練習していた。だけど、さっきのことが気になってそわそわしてくる。兵士の慌てた様子からして、ただ事ではなさそうだった。危ないことじゃないといいけど。

「ラル、気になるか？　さっきから、シノの消えた方向ばかりを見ておる」

「あ、す、すみません」

「謝らずともよい。私も気になっているのだ。行ってみるか？」

「だけど、シノさんからここを動くなと言われました」

　そんなことをして良いのだろうか。もし動いたことがバレたら、シノは本気で怒るかもしれない。

「大丈夫だ、一緒に行こう。様子を窺って、すぐ戻るだけならばれない」

　立ち上がったイルマ王子は、俺の手を引いて歩き出した。

　イルマ王子は優しい。俺がイルマ王子を置いて行くことができないのを分かっていて、一緒に行くことを提案してくれた。その優しさに甘えて、イルマ王子の手を握り返した。

　いちいち推測しなくても、少し歩くと周囲が騒がしくなったので、すぐに居場所が分かった。

　いつもは静かな王宮内で、怒鳴り声が響き渡っていた。

　兵士たちが「もっと人を集めろ」とか「治癒術師はまだか」と叫んでいた。どうやら演習に出ていた兵士が凶暴化した魔物に襲われたようだ。

　水の入った透明な容器と、清潔そうな布を手にした宮女たちが、次々と吸い込まれていく部屋があった。宮女たちの後をついていき、部屋に入ると、濃厚な血の臭いと、人のうめき声が聞こえてきた。

「これは……ひどいな」

　イルマ王子が恐ろしげに呟いた。腕を失った兵士や、目が潰つぶれて見えなくなっている兵士、他にも重傷を負った兵士たちが叫び、苦しんでいた。

　部屋の中にいたシノが俺たちを見つけて、早足でこっちへ来た。見つかる前に帰るつもりだったけど、あまりの凄せい惨さんな光景に目を奪われて長居してしまった。イルマ王子もシノに気付いて横で身を固めた。

「なぜ来たのですか。待っていてくださいと言ったでしょう。ラル、お前が居ながらなぜ」

「ラルを責めるな。私が無理を言ってここまで連れてきてしまったんだ」

　イルマ王子が庇かばうように前に出た。シノはそれ以上何も言わずに俺をじろりと睨んだけど、諦あきらめたように息を吐いた。

「来てしまったものは仕方ありませんが、ここは怪け我が人が多数いる不浄な場です。イルマ王子はお戻りください。ラル、お前は治癒術師だったな。怪我人を治していけ。まだ王宮の治癒術師団が到着していないんだ。今はお前の手すら借りたい」

「分かりました」

「待てシノ、私は戻らない。兵士の血を、不浄なものなどとは思わない。私にだって手当てくらいできる。やらせてくれ」

　イルマ王子は呻うめいている兵士の前に両りよう膝ひざをつけると、大丈夫かと声をかけた。頭上からシノの溜ため息いきが聞こえてきた。

「ラル、お前がイルマ王子につけ。くれぐれも無理なことはやらせるなよ。イルマ王子の教育者はお前なんだ、頼んだぞ」

「はい」

　シノは忙しそうに部屋を出て行った。

　イルマ王子の隣に座った。イルマ王子は、腹から血を出している兵士に、頑張れと声をかけていた。

　俺は宮女が兵士の腹に布を当てようとしたのを制して、傷の深いところに手をかざし、治癒術を使った。一瞬光ったあと、腹の傷が塞ふさがった。

　塞がったのを確認したあと、宮女から布を貰もらって、腹に残った血を拭ふいて綺き麗れいにした。

「……っえ？」

　俺の様子を見ていたイルマ王子が、隣で驚いたように声をあげた。

「さっき、ラルはなにをしたのだ？」

「治癒術を使いました」

「治癒術？」

「はい」

　イルマ王子は「そうか」と間の抜けた声を出した。

「治癒術とは、腹に負った重傷の傷でも、使えばすぐに治してしまえるものなのか？」

「はい」

　頷うなずくと、イルマ王子は感心したようにふむふむと言った。

　腹の傷を治した兵士は安らかな顔になり、そのまま寝てしまった。次は、腕を庇いながら呻いている兵士の前に膝をついた。腕が折れていたので、ぽんとそこに手を当てて治した。

　次の兵士は全身を打撲している様子だったので、頭からつま先まで撫なでた。完治した兵士は気持ちよさそうに眠った。

「治癒術とはすごいのだな。さっきから触れただけで折れた腕や裂かれた傷が治っていく。人々が治癒術師を重宝する理由が分かった気がする」

　イルマ王子が言ったとき、部屋の中に治癒術師と思われる魔術師の団体が入ってきた。

　あちらこちらで治癒の光があがり始めた。どうやら、王宮に囲われている治癒術師の師団が到着したようだ。

　治癒術師団の力も加わり、重傷だった兵士は殆ほとんど治療を終えた。

　久しぶりに何度も治癒術を使ったので、気力が削そがれた。額に汗が滲にじんだので、手の甲で拭ぬぐった。

　俺が治癒術を使っている間、イルマ王子は一人一人の兵士に励ましの言葉をかけていた。率先して彼らの血や汗を拭き、少しでも負担を軽くしようとしてあげていた。

　兵士はうなされていたので、イルマ王子の言葉に応こたえた者は少なかったけど、俺はイルマ王子の心ある行いをずっと見ていた。

　イルマ王子の手はその時の行いで血に汚れてしまっている。王族がただの兵士のために、自分の手を血に染めるなんて普通ならないことだ。本当に優しい人だ。

　通りかかった宮女から布を受け取り、イルマ王子の手を拭いて清潔にした。

　イルマ王子は顔色が悪かった。気を張って疲れたのだろう。すぐに戻り、休んでもらわねば。

　あとは王宮の治癒術師団に任せて帰ろう。そう思っていたら、イルマ王子が顔をあげて、俺を真正面から見た。

「ラルの治癒術に感服した。素晴らしかった。今にも死に行く者たちの命を救ったのは間違いなくラルだ。横で見ていて誇らしかった。……ラルよ、私にも使えるだろうか？　ラルのように、誰かを治すことをしてあげたい」

　緋ひ色いろの瞳ひとみが輝いていた。唇は意志が固そうに強く結ばれている。とても真剣な表情だった。

　治癒術は誰だれでも使える魔法ではない。適性がないと使うことはできない。シノは適性がないから使えなかった。もしイルマ王子に適性があれば使えるけど、どうだろう。

「イルマ王子に治癒術師の適性があれば治癒術を使うことができます。……調べてみますか？」

「できるのか？」

　強引だけど調べる方法はある。頷いて、イルマ王子の近くに寄った。その時、怒鳴り声がした。

　急いで声の発生場所に行くと、痛みに耐えかねて暴れている兵士がいた。重傷者を見逃していたようだ。

　急いで兵士の傷口に手をかざして傷を塞いだ。傷口が膿うみ始めていたので、布で拭いて綺麗にすると、兵士は気絶したように眠った。

「大丈夫か？　おぬし」

　後ろでイルマ王子の声がした。振り返ると、兵士が暴れた際に、怪我を負わされた宮女が手から血を出していた。

　血が出てるといっても、大した怪我ではなさそうだった。念のため、治癒術で治しておこうと思ったとき、頭の中で閃ひらめいた。

「ちょっと、いいですか？」

　宮女の手のひらを持ち上げて、イルマ王子に握らせた。イルマ王子はきょとんとしていた。

「ラル？」

「そのまま彼女の手を握っていてくださいね。わたしは今からイルマ王子に治癒の光を注ぎます。イルマ王子はわたしの治癒の光を感じながら、彼女に治癒術を施してください」

「しかし、私は治癒術のやり方など知らぬぞ」

「やり方を知らずとも、適性があれば、魔力が変換され、治癒の光が現れるでしょう。いいですか？　まずは、わたしの光を感じてください。体を流れる治癒の光を感じ、そして、その光を手の先に集めるような感覚を持ってください。彼女の手の温度が分かりますか？　イルマ王子の手の温ぬくもりを分けるように、光を与えてください。いきますよ」

　イルマ王子の喉のどが上下に動いた。緊張している様子だった。

　俺はイルマ王子の背中に手を当てると、ゆっくりと光を流し込んでいった。

「ああ、温かい。ラルの治癒術をうけて、気持ちよさそうに眠っていった兵士たちの気持ちが、今ならよく分かる」

　イルマ王子はうっとりと目を細めた。

「治癒の光を感じたら、次は手のひらに意識を集中させてください。今感じている温かさを、彼女にも分けるような気持ちで、魔力を治癒術に変換するのです」

「分かった」

　イルマ王子は宮女の手を見つめ、集中しだした。

　俺はイルマ王子が光を感じやすいように、注ぎ込む光の量を多くした。

　部屋中に治癒の光があふれた。

　うなされていた兵士が、むくりと起き上がって、俺たちの姿に目を丸くした。さらに光を強めると、忙しそうにしていた宮女たちが足を止めて、こちらを見つめた。

　目立ってしまっている様子だったけど、イルマ王子は最初からずっと集中している。周りのことなど見えていないようだ。ならばと思い、俺も人目を気にせずに、更に光を強くした。

　兵士の治療を行っていた治癒術師が、大きくなっていく光に驚いたように声をあげた。俺はイルマ王子の額に、びっしりと汗が浮かんでいるのに気付いて、それを拭った。

「何事だ、なんだ、この光は……っ！」

　部屋に入ってきたシノが、驚いてこっちを見た。

　シノと目が合ったけど、一生懸命なイルマ王子の方が気になって、シノから目を逸そらした。イルマ王子は、大きくなっている光にも、部屋に入ってきたシノにも気付いていないようだった。

　誰もその場から動こうとせず、吐息のような静けさが部屋に満ちた時、イルマ王子に手を握られていた宮女が「あっ」と驚いたような声をあげた。途端、イルマ王子は集中が切れたようにその場に崩れ落ちた。

　急いでイルマ王子の体を両手で支えた。

「成功ですよ。イルマ王子には適性があります」

　宮女の怪我が治っているのを確認したあと、イルマ王子に囁ささやくと、イルマ王子は安心したように頷いた。
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「ラル、さっきの光はなんだ」

　シノが俺たちの前に立った。そして、ぐったりしているイルマ王子を見た。

「イルマ王子はどうされたのだ」

「さきほど治癒術を使われました。だいぶ集中されたようなので、疲れてしまったのでしょう。休んでいただきたいので、失礼してもよろしいですか」

「治癒術？　お前はまた勝手に」

　シノが目を吊つり上あげたとき、背後に控えていた治癒術師がおずおずとシノに話しかけたので、今のうちだと思い、部屋を出た。




　シノに話しかけた治癒術師は、この時「あの、さきほどの光で、兵士たちの傷はすべて完治したようです」と報告していたのだけれど、俺はまだ知らなかった。知ったのは、すっかり元気になったイルマ王子と次の日の昼に再会した時だった。

　シノが「イルマ王子の治癒術のおかげで、兵士たちの傷はすべて完治しました」と報告したら、イルマ王子は身に覚えがない、というような顔をした。内心とても焦った。

　あの時イルマ王子が治した傷は、宮女の些さ細さいな手傷だけだった。兵士たちの傷を完治させたのは俺がやったことだ。

　イルマ王子に注いでいた治癒の光が漏れて、部屋中が光で満たされたとき、兵士たちにも作用したのだろう。イルマ王子の必死な様子を見ていたら俺もつい加減するのを忘れてしまった。

　覚えのないイルマ王子が、次になにを言うかと構えていたけど、イルマ王子は「あまり覚えていないが、そうかもしれない」と言って、自分がやったことにしてくれた。内心とてもほっとした。

　シノが居なくなって、イルマ王子と二人きりになると「ラルはすごいなぁ」と感心したように言われた。

「何がですか？」

「あの部屋にいた兵士を全員治してしまったのはラルだろう？　ラルはすごいな」

　思わぬことを言われてしまった拍子で、喉がつっかえ吹き出しそうになった。

「き、気付いていたのですか。さきほど、ご自分がやったと認めていたので気付いていないと思っていました」

「普通気付くだろう。宮女の手を治すことで精一杯だった私が、兵士たちの傷を全すべて完治させるなど、そんなことできるはずもない。あの時、ラルが兵士たちを次々に治していく手業を普通のものと思って見ていたが、よくよく考えれば、折れた腕が一瞬で治るなど聞いたこともない。王宮が抱える治癒術師でもできないだろう」

　そこまで分かっていながら、どうしてイルマ王子は自分がやったことにしてくれたのだろう。

「ラルが知られたくなさそうな顔をしていたからな。咄とつ嗟さにとぼけてやったのだ」

　イルマ王子は悪戯いたずらに成功した少年みたいに、歯を見せて笑った。

　俺の心情を察して、咄嗟に叶かなえてくれたイルマ王子の優しさに救われたらしい。

　もしもイルマ王子が自分じゃない、と正直に話していたら、シノの目は俺に向くだろう。光の発生源にいた治癒術師はイルマ王子を除けば俺しかいない。そしたら、シノにただの子供じゃないことがバレる。

　バレたところで、ラウルだと言ってもきっと信じてもらえないだろうし、警戒され、今よりも状況が悪くなりそうなのは目に見えている。

「ありがとうございます。イルマ王子がおっしゃる通り、わたしは知られたくありませんでした」

「いったい何な故ぜだ？　力が強いというのは、素晴らしいことだろう」

「知られればきっと王宮の師団に入れられるでしょう。それではイルマ王子に魔術を教える時間が少なくなります。そうはなりたくなかったのです」

　イルマ王子は照れたように頬をかいた。

「それほどまでにラルが私との時間を大切に想おもってくれていたこと、今まで気付かなかった。ありがとう。わ、私も、ラルが好きだ」

　嬉うれしそうに目を細めたイルマ王子の紅潮した頬を見ながら、嘘うそをついてしまったことを申し訳なく思った。







　侍従カウロ







　今日は結界を身につけましょう、と言うとイルマ王子の目が輝いた。

「結界か、知っておるぞ。いつも王都の上空を覆っているものだな」

「そうです。あれはシノさんの張っている結界です。シノさんの結界のおかげで、王都は常に魔物の襲撃から守られています。ちなみにあれだけの大きさを常に張るのはよほどの精神力じゃないとできません」

　シノが俺たちの視線をうけて肩をすくめた。

「別にどう、ということはありません。やろうと思えば誰だれだってできます」

「シノさんなりの謙けん遜そんでしょう。騙だまされないでください」

　あんな大きな結界を張りながら日常を過ごすなんて、やろうと思ったところでできるわけがない。

　イルマ王子に間違った知識を植えつけるわけにはいかないから、シノの言葉遊びをバッサリ否定したら、シノが不機嫌そうに腕組みをして彼方かなたを向くのが見えた。

　なんだ今の。ふてくされたのだろうか。可愛かわいすぎる。十年前のシノも、たまに可愛くふてくされることがあった。まさか今、十年前の面影を見ることになるとは。

　十年後のシノから不意打ちを食らったせいで、心臓に負荷がかかったけど、なんとか顔だけは平静を保った。

「結界は、魔術師の防御盾のようなものです。魔術師は基本的に剣や盾を持って戦いません。そんなものを超越するほどの力があるからです。剣の代わりに攻撃魔法があり、盾の代わりに結界があります。この結界を上手に張れるかで、勝率が変わってきます。どれだけ相手の攻撃が優れていたとしても、盾の結界を上手に使いこなせば、相手の攻撃は届きません」

「では、剣と盾……攻撃魔法も、結界も使いこなすシノは最強の兵士ということか？」

　単純にいえばそういうことだ。俺は頷うなずいた。

「そうですね。シノさんはとてもお強いです。ですがちょっとした判断力と胆力を身につければ、俺でもシノさんとやり合うことはできます。……今から少し面白いものをお見せしますね。シノさん」

「なんだ」

「ちょっといいですか。俺に攻撃魔法を撃って欲しいのですが」

　シノは眉まゆをひそめた。

「そんなことをしていいのか？　死んでしまったとしても、俺を恨むなよ」

「いいですよ」

　シノは立ち上がり、俺から距離を取った。

　シノの腕がすっと持ち上がる。瞬間、バチチ、と閃ひらめいて雷魔法が撃たれた。

　雷撃が迫り来ていたのを肌で感じていたけど何もしなかった。この間に、集中を高めた。

　シノの雷撃が直撃する瞬間、手を前にだして結界を張った。結界はぐにゃんと伸びて、雷撃を覆うように包んだ。集中を切らさずに、包んだ雷撃を、シノに向かって慎重に打ち返した。

　打ち返した雷撃は、まっすぐにシノに向かっていった。

　シノの目がはっと見開くのが見えて、俺はにやりと笑った。

　やった！　シノを驚かせた！　だけど、喜んだのも束つかの間ま、シノは口の端を上げると、俺が打ち返した雷撃を更に打ち返した。

　今度は俺の方が目を見開く番だった。

「っ」

　もう集中は切れていたので、再び打ち返すことは無理だった。

　手を前にだして結界を張り、バチバチと戦慄わななく雷撃をなんとか受け止めた。雷撃は重かった。

　重い雷撃がやっと消えてくれたあと、疲れてその場に座り込んだら、シノが目の前まで来た。

「打ち返すのなら始めから言え。咄嗟のことだったので、手加減ができなかった。よく受け止めたな」

　確かに打ち返された雷撃には手加減など一切なかった。いまだに震えている俺の腕が証明していた。

「すみません、シノさんを驚かせたくて」

「日ひ頃ごろ俺は、お前にはいつも驚かされている。今回も驚かされた。お前の考えが、あまりにもくだらなすぎて」

　イルマ王子が目を輝かせながら走ってきた。

「すごい、すごいな。結界とはあのようなこともできるのだな。二人の打ち合い、見ていてわくわくした」

「ありがとうございます。今回はわたしの負けです。まさか咄嗟に打ち返されるとは思いませんでした。打ち返しは、打ち返した分だけ出力が足され、力が倍になって返ってきます。なので、相手に打ち返す余裕がないと見極めたときだけ、使った方がいいです。打ち返しは不意打ちのようなものです」

「そうか。だから、判断力と胆力か」

「はい」

　その後、イルマ王子に結界の張り方と、打ち返しのやり方も教えた。その際、イルマ王子からさっきの打ち合いをまた見たいと言われたけど、曖あい昧まいに誤ご魔ま化かした。二回分打ち返されたシノの雷撃は、俺の腕の震えをいつまでも長引かせていたからだ。

　シノとは部屋が隣同士だから、帰るときは一緒になることが多かった。いや、一緒という言い方は語弊があるかもしれない。

　シノはいつも早足だからついていくのに必死だし、話しかけても答えてくれないし、目が合ったら煩わしそうに逸そらされてしまうから。

「ラールくんっ」

　廊下を歩いていたら、角から突然リュースが姿を現した。シノが溜ため息いきを吐ついた。

「お前も諦あきらめないな。イルマ王子に見つかったらただでは済まないぞ」

「げぇ、シノもいたの」

　リュースは身を引き、迷うようにシノと俺を見比べた。

「ラルくんは僕のものなのに横からみんなで邪魔するなんて酷ひどいよ」

「もうお前の謹慎は解けただろう？　しっかり働いているのか？　あっちの方はどうなっている」

「あっち？」

「とぼけるな、レーヴェル国だ」

「あー。うんうん、やってるよぉ、えっとねぇ。うーん」

　リュースは迷うようにシノと俺を見比べた。そして、シノに向かって手招きしてから、

「ラルくん、またね」

　と俺に手を振った。

　手招きされたシノは、リュースと一緒にどこかへ行ってしまった。二人は去り際、よく分からない話をしていた。俺はどうやら蚊帳の外にされたようだ。

　一人で部屋に戻ると、扉の前でカウロが待っていた。

　カウロは、俺の部屋についてる侍従だった。シノくらいの年の男性で、子供だからといって俺を見くびらず、言われたことをしっかりとやってくれる好青年だ。

「ラルさん、おかえりなさい」

　カウロは爽さわやかな笑顔で俺を出迎えてくれた。

「お部屋の掃除、やっておきました。あと、新鮮なナナバの実が手に入ったのでお部屋の中に置いています」

「ナナバ？　ありがとう」

　ナナバは、黄色くて細長い果物だった。皮を剥むくと、真っ白な柔らかい果実が現れ、それが甘くて美味おいしい。俺はナナバが好きだった。

「カウロ、このあと時間ある？　一人で食べるのもなんだから、一緒に食べようよ」

「いえ、わたしは」

「あれ？　忙しい？」

「そういうわけではないのですが」

「じゃあ遠慮しないでよ」

　すこし強引だったろうか。カウロは困ったように微笑ほほえんでから、分かりました、と言った。

　部屋の中に入ると、中央の台に置かれたナナバの実が目に入った。さすが王宮に入ってくるだけあって、見事な色をしていた。形もよかった。普通の市場には、おそらく出てこないものだろう。

「ラルさんは、毎日イルマ王子にどのようなことを教えているのですか？」

　カウロが聞いてきた。興味があるのかもしれない。

「今日は結界を教えたよ。はい、カウロの分」

　台の上に載っていたナナバを房から捥もぎ取って、カウロにひとつ渡した。自分の分も捥ぎ取ると、長椅子の上に座ってくつろいだ。

「結界というと、いつも王都を覆っている大きな膜ですか？」

　イルマ王子も結界と聞いた時、すぐにシノの結界を思い浮かべていた。

　王都に住んでいる人は、結界と聞くとシノの結界を思い浮かべるのかもしれない。空を見上げればいつもあるものだから、一番馴な染じみ深いのだろう。

「そうだよ。イルマ王子は教えたらすぐに覚えてくれるんだ。とても優秀なお方だよ。きっと将来は良い魔術師になるんじゃないかな。ユマ王子のように」

「そうですか」

　ナナバの皮を、ひとつひとつ丁寧にめくっていく。甘い匂においが立ち込めて、期待に喉のどが鳴った。と、そこであることに気が付いた。

「あれ？」

「どうしたのですか？」

「なんか、このナナバ。におい、変じゃない？」

「におい、ですか」

　カウロは不思議そうにしながら、自分のナナバの皮をめくり、鼻を近づけた。

「特に変なにおいはしませんよ。甘くて良い匂いがします」

「そうかなぁ。俺のナナバだけが変なのかな」

「まさか、腐っているとでも？　今日の朝届いたばかりの新鮮なナナバなのですが」

「うーん。一応食べないでおこうかな。カウロもやめた方がいいよ」

「そうですか……」

　カウロは悲しそうに項垂れて、ナナバを台の上に置いた。

　変なにおいはとても微量だったから、もしかしたら俺の勘違いかもしれない。もしそうだったら、折角の良いナナバだったのに、食べる機会を奪ってしまって、申し訳なく思った。だけど、確かに甘い匂いに混じって、生臭いような、腐ったような臭いがするのだ。ごくわずかだけど……。

「では、このナナバはわたしが処理しておきますね」

「うん、ありがとう。よろしくね。あ、食べちゃだめだからね」

「そんなことしませんよ」

　カウロは台の上のナナバを持って部屋を出て行った。

　それにしても、さっきのナナバから感じた異臭は、どこかで嗅かいだ気がする。だから気が付いたのだ。どこだっけ？　悩んだけど思い出せなかった。身近ではない、とても意外なものかもしれない。

　部屋の外から声が聞こえた。誰か立ち話でもしているのだろうと思い、最初は気にしていなかったのだけど、だんだんと大きくなっていく声が気になって、確かめるために扉を開けて覗のぞいてみた。

「あ、ラルくん」

　一人はリュースだった。俺を見るとパッと顔を輝かせた。

「だめですよ、リュースさま。わたしはイルマ王子から、ラルさんにあなたが近づくのを阻止せよと命令を受けています。困ります、お引き取りください」

　もう一人はカウロだった。ナナバを手に持ちながら、言いにくそうにリュースへ警告していた。

「ていうか、きみ誰だれ？　さっきからうるさいんだけど。僕の邪魔しないでよ。どっか行って」

「わたしはラルさんの部屋についている侍従のカウロと申します」

「名乗らなくていいよ、べつに聞いてないよ」

「ですが、さっき、きみ誰？　と」

「ねぇ、手に持っているのって、もしかしてナナバ？　僕ナナバ嫌いなんだよね。どっかやっちゃってよ」

　リュースはカウロに背を向け、俺の方へやってきた。

　カウロと目が合い、ぎょっとした顔をされた。

「ラルさん、何しているんですか。早く扉を閉めてください。出てきてはだめです」

　カウロが言うので、急いで扉を閉めた。だけど、少し遅かったようだ。扉が完全に閉じる前にリュースの足先が滑り込んできた。

　リュースの手で扉が勢いよく開かれ、隔ては何もなくなってしまった。

「今ならシノも居ないし、絶好の機会だね。ラルくん久しぶりに遊ぼぉ」

　にっこり笑ったリュースが、足を一歩踏み出し、部屋に入ってきた。と、その時、カウロが勢いよくリュースの腰に抱きついた。

「ラルさん、わたしが止めるので逃げてください！」

「ちょっと、邪魔だよぉ。何するのさ、放してよ」

　リュースは腰に巻きついたカウロの頭をぐいぐい押した。だけどカウロは引かなかった。

「ラルさん！　今のうちに！」

「あ……でも、カウロが」

「わたしのことはいいですから、早く！」

　カウロがリュースを止めている間に外に飛び出た。

　後ろでカウロが俺を鼓舞する声が聞こえる。カウロの勇気を無駄にしないために、振り返らずに走って逃げた。







　新たな宮廷魔術師







　カウロの勇気を無駄にしないためにも走り続けていた。

　止まったらリュースに追いつかれる気がする。せっかくカウロが逃がしてくれたんだから捕まっちゃダメだ。

　走っていたら、角を曲がってきた誰かと勢いよくぶつかってしまった。相手の人と俺は同時に倒れ、お互いに尻しり餅もちをついた。

　どう考えても走っていた俺が悪いので、すぐに謝った。

「す、すみません！　お怪け我がはありませんか!?」

　ぶつかった相手は、薄墨色の長い髪を、後ろに払って立ち上がった。

　その人が立ち上がった時の綺き麗れいな姿勢に見み惚とれた。次に細い腰に目がいきそうになって慌てて視線を正した。

　こんな綺麗な女の人、初めて見るかもしれない。どきどきしていたら、その人は口を開いた。

「どうしたのですか、そんなに王宮を走って」

　その人が発した声が思いのほか低かったから、男の人だということに気付いた。よく見ると喉のど仏ぼとけがある。

　男にしては線の細いその人は「何か困ったことでも？」と親切に聞いてきた。

「いえ、あの、逃げていて……」

「逃げる？　誰からですか」

「その、あの」

　もごもごと口を動かしていたら、くすりと笑われた。

「膝ひざを擦りむいていますね。さっきぶつかった時でしょう。考え事をしながら歩いていたので前を確認していませんでした。私の不注意です。すみません」

　そんなことはなかった。全部、俺が悪いのだ。それなのに、その人は謝ってきた。そして、俺の前に跪ひざまずくと、労わるように、擦りむいた膝の上に手を置いた。

「少し、じっとしていてくださいね。治しますから」

　その人の手から治癒の光が現れて、俺の膝を治していった。驚いた、治癒術師らしい。

「はい、治りましたよ」

　微笑ほほえみかけられ、自然と頬が熱くなった。本当に女の人のように綺麗だ。笑うと更に女の人に見えて仕方がない。シノとはまた違った美しさを持っていた。

　その人は俺の心情が分かっているかのように、くすくすと笑った。

「ぶつかったお詫わびに私の部屋に来ませんか？　温かいお茶を淹れてあげますよ」

　しばらく自分の部屋に帰れそうになかったので、お言葉に甘えて頷うなずいた。

　その人も機嫌が良さそうに微笑んだ。ぶつかった人が、優しそうな人でよかったと思った。

「そうだ、あなたお名前は？」

　部屋に行く途中で名前を聞かれた。これから頂く温かいお茶のことを思い、幸せに耽ふけりながら答えた。

「あ、ラルと申します」

「ラル？」

　前を歩いていたその人が振り返ったとたん、幸せだった心が吹っ飛ぶほどの衝撃をうけた。

　その人は、糞くそ虫むしでも見たかのように、顔を歪ゆがめ、唾つばでも吐き捨てるかのように俺の名前を呼んだ。

「はあ？　あなた、もしかして、イルマ王子の教育者のラルですか？」

「え、あ、はい」

　あまりのことに驚きながらも頷くと、その人は雑に鼻を鳴らし、値踏みするように俺を見下ろした。

「本当に子供がイルマ王子の教育者をやっていたんですね。次代の王になるかもしれない王子の教育者が、こんな頭の悪そうな子供だなんて、ああ、なんと嘆かわしい」

　唖あ然ぜんとしていたら、その人は皮肉るように口の端をあげて笑った。

「おやおや、さっきから黙り込んでいますがどうしたのですか？　まさか言葉を話せないのですか？　まるで人の姿をしたサルのようですね。神聖な王宮内を走り回るなんて、なんと恥知らずなサルなのでしょう。それに人にぶつかっておきながら、お茶をご馳ち走そうになろうだなんて厚かましい。傷なんて治さず、そのままにしておけば良かった。治癒術師であることをこれほど後悔した瞬間はありません」

「ひ、ひどい」

「ひどい？　あらま喋しやべった。サルが人の言葉を喋りました。おお怖い。誰か、このサルをつまんで捨てておいてくださいませんか？」

　馬鹿にするように言われた。名乗っただけなのに何な故ぜこんなことに。

　俺がいったいこの人に何をしたっていうんだろう。

　ぶつかったのは俺が悪いけど、それにしても度が過ぎた嫌がらせだ。どうして俺は悪意で滅多刺しにされているんだろう。さっきまでの優しさはどこにも見当たらない。

　目が合うと、敵意のこもった目で睨にらまれた。治してもらった膝が、まだ痛むような気がする。

　遠くの方で、俺の名前を呼ぶ声がした。振り向いたら、イルマ王子が小走りでこっちに来ていた。

「ラルの侍従のカウロが私を訪ねてきて、わけを聞いた。リュースが懲りずに近づこうとしたそうだな。さっきリュースがこの近くをうろうろしていたので、たしなめて帰らせた。私はラルが心配だったから探していたのだ。リュースは妙なことをしなかったか？」

　カウロ……。俺にはもったいないほど、できた侍従だった。カウロが守ってくれたので、リュースには何もされなかったことを伝えた。イルマ王子はほっとしたように息を吐いた。

「手のかかる教育者ですね。本来守らなければいけないイルマ王子に守られてどうするのです。どうでしょう、イルマ王子。今からでも遅くないので、私を教育者に据えてください。私は治癒術も教えることができますよ」

「アドネ……」

　イルマ王子は今気付いたかのように、その人を見上げた。

「その件は以前も断っただろう。私の教育者はラルだ。アドネに教えてもらうつもりはない」

　アドネと呼ばれたその人に、イルマ王子がきっぱりと言っているのを見て思った。

　アドネは、イルマ王子の教育者になりたいのだろうか。だから、現教育者の俺をあれほどまでに敵視していたのだろうか。

　イルマ王子に断られたアドネは、焦ったように言った。

「ですが、宮廷魔術師の私の方が、そこのおサルさんよりよっぽど魔術のことを知っていますよ。考え直してください」

「サルではない、ラルだ。何度も言うが、私にはラルがいる。それで十分なのだ。ラルの教え方に不満があるのなら、アドネもシノと一緒に見に来ればいい。シノは最近口出ししなくなったぞ」

　アドネはそれ以上何も言わずに、イルマ王子に頭を下げると、俺をじろりと睨んでから立ち去って行った。

　イルマ王子は疲れたように息を吐いた。

「あの人はいったい誰だれなんですか？」

「宮廷魔術師だ。名前をアドネという。ラルも治癒術師ならば聞いたことがないか？　アドネは十年前、一いつ世せいを風ふう靡びしたラウルという治癒術師の噂うわさが途絶えたあと、次に頭角を現した治癒術師だ。攻撃魔法の実力も並ではないが、なんといっても治癒術が得意だ。宮廷魔術師試験では、何度も受験者の命を救い、その腕を買われて試験を合格した」

　有名な人らしいけど知らなかった。当たり前だ、俺は最近目を覚ましたのだから、十年間の出来事なんて、知る由もない。

「今ある王宮の治癒術師団は、アドネがまとめている。アドネはな、私が治癒術の才に目覚めた頃ころから、何回か教育者として名乗りをあげているのだ。私の教育者はラルと決めているからそのたびに断っているのだが、まったく諦あきらめてくれなくてな。ラルはさっきアドネと一緒にいたようだったが、大丈夫だったか？　嫌なことなどを言われなかったか？」

　頭が悪そうとか、悪口を堂々と言われたけど、心配させたくないので黙っておくことにした。

　そんな俺の気遣いもむなしく、アドネは会うたびに俺をいじめた。それはイルマ王子の前でも容赦はなかったから、すぐにイルマ王子に知られることになってしまった。

「はあ、ラル、すまぬな。私のせいで苦労をかける。私にもっとアドネを黙らせるだけの力があればいいのだが」

　イルマ王子の周りを水球がぷよぷよと浮かんでいた。

　水魔法の練習は九段階まできていた。

　今やっている九段階目は、手を使わずに水を浮かせて、王宮の屋根まで飛ばす、というものだ。それができれば最後の十段階目に進める。

「アドネは自尊心が高いです。自分を差し置いて、どこの誰かも分からない子供にイルマ王子をとられたことが悔しいのでしょう。あまり相手にせず好きなだけ暴れさせてやればそのうち飽きるでしょう」

　表情を変えずにシノが言った。

「だが、それではその間にラルが辛い目に遭う。ラルがなんと呼ばれているか知っているか？　サルと呼ばれているのだぞ？　やめさせたいが、うまくいかない」

「イルマ王子、わたしは気にしていませんよ」

　ラルをサルと言い換えられて泣くほど弱くないし、そもそもラルというのは偽名だ。全然気にならない。それでもイルマ王子は俺を気にかけてくれていた。

「シノさんの言う通り、そのうち飽きると思います。それに、アドネさんが言っていることは間違っていません。わたしは宮廷魔術師に遠く及ばない弱い魔術師です。イルマ王子の厚意で教育者をやらせてもらっていますが、本来ならばアドネさんがふさわしい方なのかもしれません」

「ラル、そんなことは」

　イルマ王子が言いかけたとき、シノが鋭く言った。

「では、イルマ王子の教育者をアドネに譲ってさっさと王宮から出て行け。お前がいなくなれば監視する俺の役目も減り、せいせいする。早いとこそうしてくれ」

　シノがじっと俺を見ていた。

　いきなり刃物のような言葉を浴びせてきたシノに驚いたけど、目の下に茶色い窪くぼみを見つけて気になった。

　眠れていないのだろうか。そういえば、最近ずっと疲れた顔をしている。

　心配になり、体調を尋ねようと思った。

「シノさん、あの」

「まったくその通りですね」

　俺の言葉を遮るように後ろから声がした。

　アドネが睨みながらこっちへ歩いて来ていた。相変わらず綺き麗れいな人だけど、それだけに睨む顔は恐ろしかった。

「アドネ、何しに来たのだ」

　イルマ王子が庇かばうように前に出た。

「一度見に来るといい、と言ったのはイルマ王子でしょう。言われた通り、見に来ましたよ。このサルの教育者としての手腕を見定めにきました」

　本当に来るとは思わなかった。

　イルマ王子も俺と同じことを思ったのだろう。表情に後悔が滲にじみ出ていた。

「シノ、そもそもあなたがいながら、なぜまだサルに教育者をさせているのです。さっさとこじつけて、辞めさせればいいものを」

　綺麗な顔して怖いことを言う人だな、と思った。

「イルマ王子がそいつを良いと言うんだ。仕方がないだろう」

　アドネは忌々しげに息を吐くと、シノの隣に腰を下ろした。

　俺を監視する目が二倍になった。シノの目も厳しいけど、アドネの少しの粗も逃さないような目は、それ以上に息苦しかった。

「どうしたのです、早く続きをなさい。サルの分際でイルマ王子の時間を無駄にしてはいけません」

　帰る気配はなさそうだ。

　仕方がないので、水魔法の練習を続行した。

「ではイルマ王子。もう一度、あの屋根のところまで飛ばしてみてください。ゆっくりでいいです」

「それは何をしているのですか？」

　アドネが早口で口を挟んだ。

「水魔法を会得するための練習です。段階は十まであり、今は九までやり遂げています。あと少しで、イルマ王子は水魔法を完かん璧ぺきに使えるようになります」

「段階？　なんですかそれ？　魔法学校の教科書には載ってませんよ。そんなので本当にイルマ王子に教えることができているのですか？」

「だがアドネ。私はラルのお陰で、ここまで水を自在に操れるようになったぞ。ただ、ラルから与えられた課題をこなしていただけなのに」

　イルマ王子は得意げになり、指を動かした。イルマ王子の指の動きに合わせて、水の玉が高速で回転した。

　その勢いのまま、ひゅっと上へ飛び、屋根の上まで吸い込まれるように上がっていった。

　イルマ王子が驚いた顔をした。勢いで九段階目を合格したようだ。

「おめでとうございます。あと残すは十のみです。十段階目は、大量の水を一斉に弾かせることができれば合格です。水を弾かせるというのは、攻撃魔法の一種です。イルマ王子、わたしが良いと言うまで、池の水を持ち上げてください」

　イルマ王子が池の水を操り、宙に浮かばせた。俺は足りない、と首を振った。イルマ王子は更に水を足した。俺はまだまだ、と首を振った。イルマ王子は眉まゆをひそめながら、また足した。

　水が人ひと形がたくらいの量になり、俺はようやく良いと言った。イルマ王子は額に汗をかいていた。大量の水が重いのだろう。

「その量の水を、一斉に弾かせてください。それができれば合格です」

「弾く、とは初めての感覚だな。どうすればいいんだ？」

「わたしにもよく分かりませんが、音魔法の音を鳴らすような感覚らしいです。こう、ぱちんと」

　指を鳴らしてみせた。

　音魔法の練習も同時進行でやっているから、たとえに出しても伝わるだろう。

　水を弾くことを音魔法にたとえる、というのは、シノから教えてもらった感覚だった。この感覚が染み付いたのか、シノが水の魔術を使うときは、指を鳴らすことが多かった。

　視線を感じた。振り向くと、シノが睨にらむように俺を見ていた。

　顔色が悪い。やっぱり疲れているようだった。声をかけようとしたら、アドネが遮った。

「よく分かりません、というのはどういう意味ですか？　よく分からない感覚をイルマ王子に教えているのですか？」

　イルマ王子が、やばい、という顔をした。俺も内心、やばい、と思った。

　誤ご魔ま化かそうと思ったのに、シノが鼻で笑いながら、たいして面白くもなさそうに言った。

「ラルは攻撃魔法が使えないそうだ」

「だけど治癒魔法と音魔法は使えます」

「治癒魔法と音魔法しか使えないそうだ」

　アドネの顔から一切の感情が消えた。そして小さな声で「は？」と言った。その様子が、以前のシノみたいだった。

　シノも俺が攻撃魔法を使えないと知った時、同じような反応をしていた。人は本気で驚いた時、間が抜けたような顔をするらしい。

「攻撃魔法が使えない？　では何な故ぜあなたはイルマ王子の教育者なのですか？　なぜ得意げに、段階というものをイルマ王子につきつけているのですか？　それをしなければいけないのは、あなたでしょう？」

「昔はよく練習していましたが、身につきませんでした。どうやら俺は生まれつき、攻撃魔法が使えないようです」

「昔とは？　あなたはまだ子供でしょう、諦あきらめる前にもっとちゃんと練習しなさい」

　アドネの声が震えてきた。怒りで震えているのか、呆あきれてなのか分からなかったけど、次に言われる言葉は予想がついた。

「イルマ王子、この者は教育者としてふさわしくありません。攻撃魔法の使えない教育者など前代未聞ですよ。私がイルマ王子の教育者になります。それでよろしいですね？」

　イルマ王子はすぐに首を振った。

「いやだ」

「イルマ王子、よく考え直してください」

「無駄だ、アドネ。俺も何度も言ったが、イルマ王子はラルを外す気はない。それに、認めたくないが、ラルの教え方は今のところ問題はない。イルマ王子も、ちゃんと成長している」

「シノまで何を言うのですか。問題はない、ですって？　その根拠はどこにあるのですか？　攻撃魔法の使えない者が教える魔術など、どこに綻ほころびがあるか分かりません。危なすぎて実戦では使えませんよ。もう一度最初から学び直すべきです。今度はちゃんとした魔術師から」

「再度言うが、問題はない。攻撃魔法が使えずとも、人に教えることはできる。それは俺がよく分かっている」

「……どういうことですか？」

　アドネは眉をひそめた。シノは表情を変えずに淡々と言った。

「お前も知っての通り、俺に魔術を教えたのはラウルだ。ラウルはそいつと同じように、治癒魔法と音魔法しか使えなかった」

　アドネは驚いたように目をぱちぱちした。

　俺はシノからラウルという名前が出てきたことに驚いた。十年後のシノの口から俺の話が出るのは初めてのことだ。

「それは本当ですか？」

　アドネの問いにシノは頷うなずいた。

「攻撃魔法を使えない魔術師というのは、稀まれだが一定数いるのかもしれないな」

　アドネは、いきなり、はっとしたように体を震わせ、祈るように手を合わせた。そして、その体勢のまま天を仰いだ。

　どうしたというのだろう。ちょっとびっくりしながらアドネの奇行を見ていた。

「やはりラウルさまは、他とは違う魔術師だったのですね。なんて神々しい」

　ラウル、さま？　神々しい？

「素晴らしいです、ああなんてことでしょう！　ラウルさまがなぜあれほどまでに超越した治癒術をお使いになるのか分かりました。ラウルさまは攻撃魔法を犠牲にする代わりに、その身を治癒術に捧ささげたのですね。力がもたらす穢けがれを嫌い、人々の幸せと、安寧を願ったのです。そして、ラウルさまは超越した存在になられた。きっと、そうでしょう。そうに違いありません」

「いえ、きっと、攻撃魔法が使えなかったので、仕方なく治癒術を勉強するしかなかったのだと思います」

　真実を話したけど、アドネは聞いていない様子だった。

　昔は雷魔法に憧あこがれ、攻撃魔法を一生懸命練習したけど、まったく使えなかった。

　落ちこぼれの俺に残された選択肢は、治癒術を頑張るのみ、だった。それしかできなかった。結果としてそれなりに上達したけど、雷魔法をぶっ放したかった俺にとっては、本意ではない。

　アドネはたった今、攻撃魔法を使えないラウルを認めた。だったら同じく攻撃魔法が使えないラルの俺も許してもらえるはず。俺は機嫌よくアドネに尋ねた。

「あ、俺も治癒魔法と音魔法しか使えませんが許してもらえるでしょうか？　俺も人々の幸せと安寧を願っています」

「あなたは単に努力が足りないだけでしょう。ラウルさまと並ぼうとするなんて、なんて図ずう々ずうしいサルなんでしょう」

「……ラウルだけ特別扱いするのはずるいと思います」

　というかラウルは俺なのに。

「ラウル、さま」

「え？」

「さまをつけなさい。あなたとラウルさまの実力は天と地ほどあるのですよ。治癒魔法の神のような人を、安易に呼び捨てにするとは」

　睨む顔が恐ろしくて、戸惑いながらも「ラウル、さま」と言った。どうしてわざわざ自分を敬わなければいけないのだろう。

「シノ、何故今まで教えてくれなかったのですか。そんな素敵な情報、妄想が膨らんで仕方ありません。今日は筆が進みそうです」

「お前は変な脚色も加えるだろう。だから教えたくなかった」

　シノはなんだかうんざりしている様子だった。

　妄想？

　何を妄想するのだろう。

　手を合わせたまま天を仰いでいるアドネを見て、なんだか変わった人だなと思った。

　そんな中、イルマ王子は黙々と指を鳴らしていた。

　水を弾くことに集中している様子で、こちらのことを気にしていなかった。

　イルマ王子がパチンと指を鳴らした。けれど大量の水は弾けずに、落ちて地面に染み込んでいった。失敗したようだ。

「だめだ、これは難しいな」

　イルマ王子は気落ちしたように言った。

「どうすればいいのだろう。音魔法も一緒に鳴らしてみようか」

　イルマ王子が自信を失くしそうになっている。

　励ましの言葉をかけようとしたら、その前にシノが言った。

「音魔法を指で鳴らすときは、指同士を擦り合わせて音を鳴らしますよね？　水を弾くことを、音魔法と同じような感覚といったのはそういうことです。水同士を擦り合わせて弾くのです。もう一度やってみてください」

　シノはそこまで言い終わって、俺たちの唖あ然ぜんとした顔を見てから、やっと気付いたように苦い顔をした。

　シノは思わず口を出してしまったようだ。だけど教育者以外が、王族に魔術を教えることは禁止されている。シノは自分の行いに気付いて、苛いら立だったように舌打ちをした。

「罰するなら罰しろ。どんな罰でもうける」

　誰だれにでもなく、シノは独り言のように言った。イルマ王子は勢いよく首を横に振った。

「罰することはしない。シノは善意で教えてくれたのだろう。それに、以前ラルを罰しようとして見逃してくれた。これでおあいこだ」

「……ああ、そんなこともありましたね」

　イルマ王子は嬉うれしそうに、縦に何度か頷いた。

「さっき、よく知っているかのように教えてくれたな。もしやシノも私と同じようなやり方で魔術を覚えたのか？」

「……そうですね、偶然にもまったく一緒です」

　イルマ王子の目が輝いた。

「そうだったのか。嬉しいな、私はシノとまったく一緒のことをしているのか。十四歳で宮廷魔術師になったシノと。この段階を踏む教え方というのは、魔術師育成時によく使われるのだろうか？」

　あ、そういえば、と思った。

　この教え方は、シノのために俺が考えたものだった。攻撃魔法のことはよく知らなかったから、人が書いた記録書や、魔法書を寝ずに読んで、やっと編み出したものだった。

　シノの口が動いて「いえ」と言った。そして次の言葉を言う前にアドネが言った。

「一般的ではありませんよ。少なくとも、魔法学校で配られる教科書には載っていません。人に教えるため、誰かが考案したものなのでしょう。順序よく教えていけば最後は会得できるようになっているようですね。素晴らしいことです。さすがはラウルさま」

　さっきはこの教え方を批判していたくせに、ラウルが関わっていたと知るなり正反対に意見を変えてくるなんて、都合の良い口だと思う。

「ラウルか。シノの昔の師匠だったな。この段階、というのはラウルが考えたのだろうか。どうだろう、シノ」

「分かりません。私はただ、ラウルの教えに従っていただけだったので」

「だが、教科書には書いていないという。正規の教え方ではないということだろう？　やはり、誰かが考えたものだろう。ラウルは有名な魔術師だったから、考えたのはラウルなのかもしれないな」

　イルマ王子は今度は俺に聞いてきた。

「ラル、この教え方はどこで知ったのだ？」

「えっと、本で読みました。どの本だったかは忘れましたけど」

　イルマ王子は「ふむ」と言ってそれ以上聞いてこなかった。すると、いきなりアドネに両肩を掴つかまれ、グンと揺さぶられた。

「思い出しなさい。それはラウルさまの本の可能性があります。ラウルさまは世間に魔法書を残さず亡くなってしまった尊いお方。もしも、魔法書が残っていたのだとしたら、それはこの世の大発見です！　思い出しなさい！」

「そんなことを言われても」

　アドネは凄すごんできた。

「そういえばシノからラウルの話を聞くのは始めてだな。十年前、世間を騒がせたラウルとは、どのような人物だったのだ？」

「イルマ王子、無駄話はやめて魔術の練習を再開致しましょう。ラル、お前がしっかりと教えなくてはならないんだぞ。いつまでもアドネと遊ぶな」

「これが遊んでいるように見えますか」

　さっきからアドネに肩を揺さぶられまくっている。思い出しなさいと凄む顔が怖かった。このままだと脳がぐちゃぐちゃになってしまいそうだ。

「アドネ、もうやめろ。お前がそいつを揺さぶった時間だけ、イルマ王子が魔術を習得するのが遅れる」

「シノは気にならないのですか。あなたの師匠のことなのですよ」

　シノは俺をじっと見た。

「俺も最初は疑った。だが、ラウルは魔法書を残していない。そんなものがあるなら、とっくに俺が見つけている。ラルが見た本というのはラウルのものではないだろう。従ってこの教え方はラウルが考案したものではない。分かったらさっさとラルから手を放せ。無意味に時間を浪費させるな」

「どうしてそんなに断言できるのですか？　このサルが見た本は、未発見のラウルさまの魔法書かもしれないでしょう？　あなたに何が分かるのですか」

「うるさい。俺にまで絡むな。俺が何な故ぜ断言できるかなど、どうでもいいことだろう。お前に関係あるか？」

「シノ、まさかあなた、亡くなった師匠のことなど、もうどうでもいいと言うのですか？」

　シノはそれ以上何も言わずに目を伏せた。

　揺さぶられながら、伏せられたシノの目を見ていた。抵抗するのもやめて、ぼうっと見てしまった。そして分かってしまった。

　シノはもう、俺を必要としていない。

　シノにとってラウルは十年前の人だ。思い出が風化し、気持ちが薄れていくのは仕方のないことなのだろう。

　ウルルの家で見つけた、シノが俺に会いたいという悲痛な気持ちを綴つづっていた日記。あれに綴っていた想おもいが嘘うそだとは思わない。だけど、十年は長い。

　宮廷魔術師としての生活が忙しいシノに、昔のことを振り返る時間はすでにないのだろう。だけど別にそれでも良かった。

　ラウルとして傍そばにいられなくても、こうして元気な姿を見られればそれで良かった。名前を呼び、話ができるだけで幸せだ。

　それに、イルマ王子に魔術を教えてあげたいという新たな目標もできた。

　俺は王宮の生活に馴な染じみ、気に入り始めている。ラルとして生きるのも悪くないと思い始めている。今後、シノにはラウルだと明かさず、ラルとして傍にいよう。宮廷魔術師として立派に生きているシノに、昔の師匠など必要ない。

　沈黙の後、アドネはやっと俺を揺さぶることをやめた。揺さぶられすぎて頭がクラクラする。

　酷ひどい目に遭った……。イルマ王子の魔術の訓練を再開させなくては。

　横に置いていた短剣の鞘さやを抜いた。短剣を自分の腕に当てて一気に振り抜いたら、肘ひじから手首にかけて裂かれた傷から、ぴしゃ、と血が跳ねた。

　ちょっと深く切りすぎたかな。

「なっ」

　アドネが驚いたような声を出したけど、気にせずに腕をイルマ王子に見せつけるように前に出した。イルマ王子まで驚いた目で、俺の腕から流れる血を凝視していた。

　そんなに驚くなんて、やっぱり深く切りすぎたみたいだ。

「ひっ、あなた何を！」

「ラル、何をしている！」

　イルマ王子とアドネが叫んだのは、ほぼ同時だった。

　確かにいきなり自傷行為を見せられれば驚くに決まっているけど、これはただの自傷行為じゃない。

「イルマ王子、次は治癒術の練習です。イルマ王子は浅い傷はすぐに治せるようになりましたが、このように血が沢山出る深い傷は殆ほとんど試したことがないでしょう？　わたしの体を使って、やってみてください」

「あなたバカですか!?　他にもやり方は色々あるでしょう！　わざわざ自分の体を使って治させるなど正気とは思えません！」

　アドネが激怒していた。どうしてそんなに怒っているんだろう。

「アドネ、ラルを治してくれ！」

「全くしょうがないですね！　じっとしてなさい！」

　アドネはすぐに俺の腕を治癒術で治してしまった。せっかく傷をつけたのにアドネに治されたら意味がない。イルマ王子に治してもらわないと。

　横にある短剣を持って、綺き麗れいになった肌にもう一度刃を当てようとしたら、イルマ王子が俺の腕を掴んだ。すごく怒っていた。

「ラル！　やめろ！」

「ですが、こういうのは実際にやってみないと」

「あなた、ちょっとおかしいんじゃないですか？　自分の体を切り裂いて治癒術の練習をさせるなんて、狂気を感じさせますね」

「え、でも。……あの、ではアドネさんは、どうやってそこまで治癒術を発展させたのですか？」

「え？」

　俺は、自分の体を使った。

　魔物や動物で実験したりもできたと思うけど、本物の人間とはやっぱり違う。なんども自分を裂き、練習台にしてきたから今の俺がある。

　病原菌も体に取り入れたし、毒も飲み込んだ。命が危ない時もあったけど、こうして生きている。その過程で痛みに強くなったから、我慢強くなれたと思う。痛いのは嫌だけど。

「ラル、言っておくが、また腕を切るような真ま似ねをしたら私は怒るぞ」

「もう切りませんよ」

　イルマ王子はまだ疑いの目で俺を見ていた。イルマ王子の怒気が伝わってきて、ちょっと怯ひるんだ。

「では今日はここまでにしましょう。よろしいですか、イルマ王子」

　今まで黙っていたシノが言った。

　イルマ王子は俺の横にある短剣を見ながら頷うなずいた。憎い仇かたきを見るような目だった。

　イルマ王子と別れ、部屋に戻っていたらシノが話しかけてきた。

「おい」

　振り向くと、シノはいつもの感情のない目を俺に向けていた。

「さっきのような、自分の体を傷つけるやり方は今後やめろ」

　シノまで俺のやり方に意見するのだろうか。俺は自分の体を使う方が効率が良いと思う。だけど、イルマ王子にやめろと言われたのでもうやらない。

「イルマ王子に言われたのでもうしませんよ」

「イルマ王子に言われたから、か。お前はどうしてイルマ王子があんなに嫌がったのか、ちゃんと分かっているのか？」

「血を見るのが嫌だからですよね？」

　シノは、むっと口を曲げた。

「分かっていないようだな。イルマ王子が良いと言ったらまたやるのか？」

　シノは俺を見下ろした。

「俺はお前のために言っているのではない。イルマ王子のために言っている。お前は自分を大事にしないようだが、お前がそうするたびに、お前を大事に想おもっている者が苦しむ。自分のことばかり考えるな」

「どういうことですか？　心配には及びません。俺は治癒術師です。傷ついても自分で治せます」

「治癒術師だとしても無事に済まない時もある。命を軽んじているといつか脅かされる時がくるぞ」

「大丈夫ですよ、俺は死にませんよ。治癒術師なんですから」

「自分が死なないなどいう馬鹿な過信はやめろ。治癒術師だからなんだという。お前には大事なものがないのか？　無茶をしたお前が怪け我がをした時、泣く者はいないか？　自分のことばかりではなく、視野を広げてそういうことまで考えろ。お前が死んだら、きっとリュースは泣き叫ぶ」

　俺に言った言葉の筈はずなのに、シノの目はどこか遠くを見ているようだった。何を考えているのか気になったけど、聞くことはしなかった。







　魔力供給の術







　王宮に来てから二ふた月つき経たっていた。

　イルマ王子の教育者は続けさせてもらっていた。シノの監視も相変わらずだ。

　イルマ王子は少し前に水魔法を会得した。今は火魔法の段階をやってもらっている。だけど相性が悪いらしく、なかなか先へ進めずにいた。

　その代わり、治癒魔法は順調に上達していた。イルマ王子は攻撃魔法よりも治癒魔法の方に興味があるようだ。

　治癒魔法は特に熱心に練習し、深い傷も時間をかければ治せるようになっていた。

　今日は教育者としての仕事は休みだった。

　毎日休む暇なく教育者の仕事をしていた俺を気遣って、イルマ王子が一日の休みをくれたのだ。

　休みを利用して書庫に来ていた。

　意識のなかった十年の間に増えた未読の魔法書を、以前から読みたいと思っていた。

　まとまった空き時間がなかったので今までは読めなかったけど、今日の俺は休みだ。誰だれに遠慮することもなく、夢中になって読んだ。朝から書庫にこもっていたけど、俺以外には誰も来なかった。

　昼も過ぎたとき、静かに扉が開いた。入ってきたのはシノだった。シノは俺と目が合うと、嫌そうな顔をしながら部屋を出て行こうとした。急いで呼び止めた。

「シノさん、待ってください。用があって来たのではないのですか？」

「そうだが、お前の顔を見たとたん不思議とやる気が失うせたので、帰って寝ることにした」

「待ってください」

　嫌がるシノを半分強引に部屋の中に入れた。

「遠慮しないでください」

「俺がお前に遠慮すると思うか？」

「あの、俺のことは気にしないでください。空気と思ってもらっていいですから。シノさんの邪魔はしません。なんなら俺が出て行きますから」

　シノは何も言わずに溜ため息いきだけ吐つくと、棚の方で本を探し始めた。

「あの、何を探しているのですか？」

「お前には関係ない。じろじろ見るな」

　目当ての本を探しながら、シノは上の棚に手を伸ばしたり、下の棚を見るためにしゃがんだりしていた。様子が気になって、見るなと言われても見てしまう。

　うずくまりながら、ぶつぶつと何か呟つぶやいていた。独り言だろうか。かわいい。

　集中している姿が微笑ほほえましくて眺めていたら、シノの腕に抱えられている本が見えた。それらはすべて治癒術に関するものばかりだった。

「シノさん、治癒術のことを知りたいんですか？」

「じろじろ見るなと言っただろう。盗んで見るなんて下品なやつだ」

　本を数冊抱えたシノは、機嫌悪そうにしながら書庫を出ようとした。慌てて呼び止めた。

「ま、待ってください。勝手に見てしまってすみません。お詫わびに俺が治癒術のこと教えますよ」

「必要ない」

「何が知りたいんですか？　あ、手に持っているのは、アウディストの魔法書ですね？　アウディストは、初めて草木を活性化させる治癒術を考案した治癒術師ですね。リリアの記録書も持っていますね。リリアの記録書は、自分に治癒の素質があることを知り、治癒術を習得するまでを日誌にしたものだ。それ、面白いんですよね」

「必要ないと言っただろう。勝手に喋しやべり続けるな」

　シノは俺を睨にらみながら、抱えていた本を台の上に置いた。

　シノが座った椅子は俺のとこから一番遠く離れていた。暗黙に関わるなと伝えられた気がしたけど、それはともかくシノの真向かいの椅子に座った。

　シノは顔を上げると、俺を見て眉まゆをひそめた。

「お前はさっき邪魔をしないと言っただろう。なぜこっちへ来る」

「邪魔はしません。シノさんが何を求めているのか、それを知りたいだけです。俺は治癒術のことなら知っています。力になりたいのでなんでも聞いてください」

「うるさい、邪魔だ」

「シノさん」

　じっと灰紫の瞳ひとみを見つめていたら、やがて観念したようにシノは話してくれた。

「魔力を供給できる術を考案しようと思っている」

「魔力の供給……。魔術師同士で魔力の受け渡しができるということですか？」

「ああ。戦闘で魔力が枯渇し、全滅の危機になったという事例を多く聞く。魔術師には魔力量が多い者と少ない者が居るから、魔力量の多い者が魔力の少ない者に供給できれば、今よりも楽に戦うことができると考えた」

　なるほど、供給の術というのは、治癒術に少し似ている。そのために治癒術のことを知ろうとしていたようだ。

　もしこの術が完成したら、治癒術師は魔力の残量を気にせずに仲間を回復できるし、魔力の量にかかわらずに、魔力を大量に消費するような大技の攻撃魔法もどんどん使うことができる。一人でも仲間に魔力量の多い魔術師が居れば可能だ。

「魔力を与えるというところは、若干治癒魔法に近しいものがありますね。だから治癒術のことを知ろうとしていたんですね」

「そうだ。……ラル、お前はいつも治癒術を使う時、どういう感覚で使う？　治癒魔法のようなこの術を、治癒術師でない者が覚える時の参考にしたい」

「感覚、ですか。そうですね、自分の温度を分けるような気持ちで、治癒の光を出しています」

「温度？　治癒術師というのは、大抵その感覚で光を出しているのか？」

「いえ、違いますね。俺はそういう感覚ですが、リリアの記録書には、抑えきれない衝動があふれるような感覚、と書いてありました。あと、体の水分を取られるような感覚、という人も居ます。あとは、気持ちの良い性行為をするような感覚という人物も居ましたよ」

「っ……そうか。人それぞれなのだな」

　少しだけシノは言葉を詰まらせた。

　性行為という言葉に、衝撃を受けたのかもしれない。でもそれは特殊な事例で、殆ほとんどが当たり障りのないものばかりだ。戦場でいちいち気持ちよくなってしまったら、支障がでるだろう。

　咳せき払ばらいしたシノは、再び本に目を向け、ぱらぱらとアウディストの魔法書をめくった。その様子を見ていたとき、唐突に思い出した。そうだ、あの本ならシノの力になれるはずだ。

　書庫の棚に行き、目当ての本を探し当てたあと、内容を思い出しながらページをめくり、シノの前に広げた。

「昔、アウディストは、自然に降り注ぐ雨を、恵みの光に変える術に考案しようとしたことがあります。結局完成はしなかったのですが、その過程は興味深く、また収集されている情報は、希少なものが多いです。今考案しようとしている供給の術の参考になると思います」

「そうか、分かった」

　シノは興味深そうに頷うなずいた。

　役に立ったことが嬉うれしくて、自然と頬が緩んだ。すると、胡う散さん臭くさげに見られた。

「お前はいつもにやけているな」

「そうですか？　あ、シノさん知っていますか？　豆知識ですが、治癒術を施す時、同じ箇所をこすり合わせると、癒いやす通り道が分かって、治しやすくなるんです」

　たとえば、と言ってシノの手のひらに、俺の手のひらを合わせて撫なでるように擦った。

「こうすれば、手を怪け我がしたシノさんの回復速度が早まるんです。治癒術師にとっては常識のことですけど、治癒術師以外では、けっこう知らない人って多いんですよ」

　シノは、「そうか」と言って手を引っ込めた。俺の手を嫌がっている反応だったので少し落ち込む。

「魔力供給の術でも、これが使えるかもしれませんね」

「だが、魔力供給では特に外傷というものはない。その場合はどこを合わせる？」

　確かにそうだ。俺は少し考えて、唇に手を当てた。

「唇を合わせるのがいいかもしれませんね」

「唇だと？」

　シノは眉を歪ゆがめた。

「特に外傷のない人を治癒する時……あ、たとえば、体に入った毒を取り除く時などは、唇を合わせて喉のどの奥を吸い出したりしますよ。緊急の時や、意識のない人だと、そうしますね。あの、唇を合わせるのって気持ち良いですよね。刺激が強いから、治癒の光が届きやすいんです」

　シノはますます眉を歪めた。

「刺激が強いと光が届きやすい？　よく分からないな。どんな理屈だ、それは」

「刺激が強ければ強いほど治癒術が効きやすいのは、昔の実験で証明されています。傷んだ内臓を治癒させる実験で、外側から治癒した時と、性行為をしながら治癒術を使った時、性行為をしながらの方が早く治ったという記録があります」

「……お前は本当に子供か？　よくも平気な顔でそういうことを言えるものだ」

　シノはぎゅうと眉を寄せ、苦い声で言った。

「唇を合わせて治癒術を施す行為は、危険が迫った時や、時間がない時に止やむを得ずやるものです。余裕がある時に無理にする必要はないです。供給の術ならば、体に触れるだけで十分でしょう」

　シノがあんまり顔をしかめるものだから、最後に付け足した。必ずやらなくてはいけないことではない。嫌ならやらなくていいのだ。







　空を飛ぶ魔術







　アウディストの本に集中し始めたシノを邪魔しないように、大人しく自分の本を読んでいた。

　しばらく経たったあと、視線を感じて顔をあげた。シノは俺が読んでいる本の背表紙をじっと見ていた。

「お前が見ているそれは」

「ああ、これ」

　ラウル伝記と書かれたその本は、書庫の目立つところにあった。気になって読んでみたら、俺の生き方や噂うわさなどがまとめられた本だった。

　それは良いのだけど、八割くらい、いや、もう全部と言って良いほど、内容が誇張されていた。

　ラウルがこの世界の神とでもいうような書かれ方に、読んでいて何度か恥ずかしい思いをした。まだ途中だけどそろそろ読むのをやめようかな、と思っている。

「それはアドネが書いた本か。その本の八割くらいは嘘うそで固められているから信じるな。ラウルには吐息だけで夜の星を動かす力はない」

「でしょうね」

　この本が誇張された内容であることは、俺が一番よく分かる。

　あれ？　というかさっき、シノはこの本を誰だれが書いたと言った？　アドネって言った？

「アドネさんがこの本を……？」

「著者を見ろ」

　よく見ると、小さく「著者アドネ・アリアドネ」と書かれてある。少し驚いたけど納得した。演劇かと思うような繊細な表現の文章は、あの人の特徴を強く顕あらわしている。

「アドネは重度のラウル信者だ。治癒術師は大抵ラウルに敬服しているが、アドネは特にその傾向が強い。アドネの前でラウルを悪く言うと後ろから刺されるぞ」

　分かったような言い方が気になる。昔そういうことが実際にあったのだろうか。

　そういえば以前、まるで神のようにラウルのことを語っていた。俺は自分の名前を、さま付けで呼ばされた。

「昔その本を書くにあたって、ラウルのことを色々聞かれたが殆ど活いかされていない。ラウルの一言で悪魔王がひれ伏したと書かれてあるが、それは嘘だ」

「そうでしょうね」

　悪魔王と話したこともない。

　ラウルの従者という表現をされている小人はシノのことだろうか。ラウルの飯炊き係で、ラウルの指先からあふれ出る蜜みつより甘い雫しずくを、毎日舐なめ取って暮らしていたらしい。そんな奇妙な液体出したことはない。

　最終章で、ラウルが大地と会話を始めた時点で本を閉じた。もうお腹なかがいっぱいである。

　シノを見ると、集中しながら読んでいた。傍には山積みの本があった。もしかしてこれ全部読むのだろうか。

「あの、それ、もしや一日で全部読もうとしているのですか？」

「当たり前だろう。やっととれた休暇だ。無駄にするつもりはない」

　シノにとっての息抜きは、大量の本を読むことらしい。

　俺もよく本を読むけど、一日でこんなには読まない。というか読めない。沢山の本を集中して読めるシノに感心した。

　目が疲れたから、休憩のためにしばらく窓の外を見ていた。今日は良い天気だ。

　シノがページを捲めくる音がした。その時唐突に、ああ、そうだ、と思い出した。

　今まで読んだ本を棚に片付けて、新しく魔法書を一冊拝借する。シノは俺が持ってきた魔法書をちらりと見た。

「フロウか」

　シノは自分が書いた魔法書の表紙を見て言った。

　綺き麗れいな文字で書かれたフロウの魔法書は、シノが宮廷魔術師になって初めて世間に公表した魔術らしい。フロウの魔法書でシノは名を広め、一気に有名になったそうだ。

　そんなことを、以前リュースから聞いた。

「お前はまだフロウを覚えていなかったのか？」

　シノは、まるで意外だとでもいうように眉まゆをあげた。

「はい、ずっと忙しかったから覚える暇がありませんでした。今日覚えようと思います」

「そうか、頑張れよ」

　シノはそれだけ言うと、再び本を読み始めた。まあ、教えてくれるわけ、ないよね。

　期待はしていなかった。諦あきらめて、本に目を移した。

　フロウの存在は、けっこう前から知っていたけど、なんだかんだ魔法書を見るのは初めてだ。シノの書いた魔法書にウキウキしながら読み進めた。

「へえ。内側に魔力を溜ためるんですね、てっきり大気を操る風魔法の類かな、と思っていました」

　シノから返事はなかったので、大きな独り言になってしまった。

「重力を操る大地魔法とも違いますね。原理は、なんだろう。分からないなあ」

　ちらりとシノを見たけど、反応はない。諦めてページをめくった。

「え！　音魔法!?　フロウの原理は音魔法なんですか!?」

「うるさい」

　驚いて大声を出すと、シノに睨にらまれた。

「音魔法なのは意外でした」

「正しくは生命の振動だ。俺たちの体は、普段何もしていない時でも音を発している。蠢うごめく臓器や、心臓の音、脈拍、瞬き、呼吸、細胞の応答。フロウはそれらの音を束ね、空間と組み合わせることによって、空間を支配することを可能にした振動術だ」

「へぇ、凄すごいですね。さすがシノさん。俺なんかには思いつきもしないことです」

　シノは呆あきれたような顔をしたあと、再び本に目を落とした。

「音魔法かあ。これなら俺でも覚えられる。ああよかった」

　攻撃魔法が使えない俺は、原理を風魔法などにされると、覚えるのが難しかったりもする。音魔法ならば習得するのにそれほど時間はかからないだろう。風と土の応用術の、大地魔法なんて、もってのほかだ。

　俺の独り言に反応したシノは、目を本に向けたまま言った。

「風魔法や、大地魔法になどするわけがない。これは、お前のような攻撃魔法を使えない魔術師のために考案したのだから」

　どきりとした。

　あの時、シノの身近にいた攻撃魔法が使えない魔術師というのは、俺しか思い浮かばない。

　……もしかして、俺のために考案してくれたのだろうか。いや、自うぬ惚ぼれてはいけない。きっと、俺のためじゃない。

「お、俺のために考案してくれたんですか？」

　だけど抑えきれずに、期待を込めた言葉が、口から勝手に出てしまった。

　シノはうんざりしたように半眼になった。

「お前のためではない」

「そ、そうですよね」

　会話が終了したあと、今の俺はラウルじゃなかったと気付いたけど、再び聞く勇気はなかった。

　フロウを読み終わったあと、習得の練習を始めた。

　フロウの魔法書には、習得のやり方が事細かに書かれていた。

　魔法書を書くのが下へ手たな魔術師だと、何が書いてあるのか分からないことが多いけど、シノの魔法書は丁寧な挿絵もあり、分かりやすかった。

「おい、ここでやるな。外でやれ」

　集中するために瞑めい想そうをしていたら、苦情を言われてしまった。しぶしぶ外に出た。

　しばらく一人で練習していたら、シノが来て「フロウを教えてやる」と言った。さっきは一人でやれと放り出されたのにどうして気が変わったのだろう。

「お前には治癒魔法のことを教えてもらった借りがあるからな。それに、書庫の窓からお前の姿がチラチラと視界の端に映る。目障りだ。早く習得して、俺の視界から消えろ」

　なんとも乱暴な言いようだった。だけど、かつての弟子から魔術を教えてもらうという嬉うれしさと照れ臭さもあって、まったく気にならなかった。







　果たされた約束







「すぐに済ませたいから一度で覚えろ」

　シノはとん、と足先を蹴けると、俺の眉上くらいまで飛び上がった。

「さっきも言ったように、フロウは音の振動魔法だ。内臓が働き、心臓が血を巡らせ、瞬き、呼吸音、細胞の応答。それらを、空間の音と組み合わせることによって、重力すら支配する。まあ、言わずとも、魔法書を読んだのなら、分かっているとは思うが」

　シノは地面に着かないくらいに下降し、手を伸ばしてきた。

「フロウを発動している時は、常に体の周りで振動が発生している。触ってみるか」

　手に触れると、シノの手は動いていないのに、見えない何かが震えていた。俺の手を拒むような、強い弾力のある震えだった。これが振動だろうか。

　普通だったら、シノは触るのを許してくれないけど、今は何も言われなかったので、それを良いことに撫なでまくった。

　つるつるした爪を撫でても、シノは何も言わなかった。

「綺麗な手ですね」

「気持ちの悪い感想はいらない。もういいか？」

　頷うなずいて手を放した。

「お前は音魔法が使えると言ったな。鳴らしてみろ」

　ぱちん、と指を弾いた。鳴った音が、周囲に響き渡ってこだました。シノは確認するように頷いた。

「フロウを習得するには、体内の音に集中しなければいけない。そのための瞑想をしてもらう」

　その時、遠くの方で竜の咆ほう哮こうが聞こえてきた。

　王宮には、竜使いの部隊があり、たまに訓練している。今日は訓練日なのだろう。

「ここじゃうるさいな。雑音が届かないところまで飛ぶぞ。しっかり掴つかまっていろ」

　え、と思う間もなく、腰を引き寄せられた。

　足が地面から離れた。

　ふわりと浮いたかと思うと、シノに引っ張られてどんどん上昇した。気付いたら、王宮の屋根くらいまで上がっていた。

　下を見ると、地面がとても遠くにあった。ここから落ちたら即死だ。

　頼りになるのはシノだけだった。強くしがみついた。

「お、落ちる」

「下を見るな。上を見ろ。俺が支えているから大丈夫だ。落としたりしない、安心して景け色しきを眺めろ」

「景色って言われても」

　俺は今シノにしがみつくことで精一杯だ。

　支えているといっても、シノは添え木のように俺の腰に手を当てているだけだ。しかも、音の振動の弾力で押し戻されるから、とても不安定だ。俺がしがみついているお陰で落ちていないだけ。こんなんじゃ安心できない。

「そんなに強く掴まずとも、落ちたりしない。俺が支えている」

「あの、一度地面に降りません？」

　お伺いを立てたら手を放された。声を出す暇すらなかった。

　一瞬の浮遊感の後、背中から落ち始めた。シノとの距離がどんどん離れていく。怖くて夢中で手を伸ばした。

　シノがやっと動き始め、俺に向かって手を伸ばした。

　両腕にしっかり背中を抱かれた。急いでこっちからもしがみつくと、耳元で笑い声が聞こえた。

「う、うそつき。さっき落としたりしないって言ったのに。ひ、ひどいじゃないですか」

　震える唇でシノを責めた。

「お前が何も見ようとしないから、少し驚かせてやろうと思った。ちゃんと見ないと、また落とすぞ」

　酷ひどい脅迫に怯おびえ、顔をあげた。

「うわあ」

　見入った。青い空が、際限なく広がっていた。目下には、王宮と、王都の街並み広がっていた。

　王都の狭い道の中に、人がいっぱい敷き詰められているのが見えた。だけど、狭い道なんかではなく大通りだと気付いた。

　空から見れば、大通りも狭い道に見える。どこもかしこも空の上からでは小さく見えた。箱庭を眺めているようだった。

「口が開きっぱなしだ」

　呆れたようにシノが言った。

　光景に感動して、口を閉めることを忘れていたみたいだ。

　昔はよく、空が飛べたらいいのにと愚痴をこぼしていた。シノにも言ったことがある。そういえば、シノはその時、俺と一緒に空を飛びたいと言ってくれたなぁ。

　シノはもうそんな昔のことなんて忘れていると思う。だけど、人知れず叶かなった約束を愛いとしく思った。

　自然と涙が出てきた。

「シノさん……俺、今とても良い気分です」

　以前、リュースに抱えられて空を飛んだことがあったけど、あの時は何も感じなかった。隣にいるのがシノというだけで、こんなに心が震える。

「大丈夫か。さっきから黙り込んでいるが」

　なんで泣いているのかと問われることを恐れて、すぐに涙を拭ふき、シノに向かって微笑ほほえんだ。

　シノはその時、何故かぎくりとした表情になった。

「このフロウは、考案にどれくらい時間がかかったんですか？　シノさんは、宮廷魔術師になったすぐ後に、フロウの魔法書を出したんですよね？」

「数年はかかったな。宮廷魔術師試験の前には殆ほとんど完成していたが」

　シノは俺と居た頃ころから、フロウの考案に勤いそしんでいたのだろうか。だけど、シノからはそんな素振りを一切感じなかった。
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「このフロウは、本当は公開する気はなかった。だが、名を広めたくて査定に出した」

「名を広めたかったんですか。思ったよりも野心家なんですね」

「その理由など、お前には一生分からないだろうな」

　なんだか含みをもった台詞せりふだ。野心家以外に、なにか理由でもあるというのだろうか。

「怯えなくなったな。では、今からはフロウの習得に集中しろ」

「はい」

「体中が奏でる音に意識を集中させろ。心臓の音、血液があがったりさがったり、脈打つ音、息を吸う時の喉のどが収縮する音」

　言われて、想像してみた。体内の音を。

　目を閉じて集中した。時折、風の吹く音がしたけど、特に気にならなかった。

　心臓が鳴り、脈拍の音が、トクトクと聞こえた。息を吐いて吸うときの音が、頭の中で響く。

　腰を掴んでいるシノの手のひらからも、脈の音が聞こえ始めた頃、シノの声が、そっと耳を撫でた。

「音魔法を発動させろ。ゆっくりでいい。感じている音を忘れず、外側へ、操るように。そう、それでいい」

　心臓が鳴る音と同時に、音魔法を発動させた。息を吸うと、見えない膜が、うねった。

「目をあけろ」

　目をあけたら、青い空が見えた。

　瞑めい想そう中、体の感覚を感じなかったけど、瞑想を解いたとたん、感覚が戻ってきた。

「お前は今、自分の体から出る音を知った。次は空間を流れる音を知り、自分の体から出る音と、組み合わせなくてはいけない」

　シノは、ぱちんと指を鳴らした。何度かそれをしてから、俺の顔を見て言った。

「歌え」

「え？」

「なんでもいいから歌え」

「歌は得意じゃありません」

「得意かどうかは聞いていない。さっさと歌え」

　仕方がないから適当に歌った。相変わらず音痴だった。

「顔に似合わず下手くそだな」

　だから言ったのに。

「今、何も問題なかった空気中の周波を狂わせた。どのように狂ったのか聞いてみろ。ただし、耳に届く音ではなく、自分を包む音魔法の振動で聞け」

　なんかよく分からなかったけど、集中のために目を閉じた。すると、不思議なことに、自分を包む振動が、鈍くなった。

　鈍くなったと思ったら、速くなり、また鈍くなった。この現象が、さっき言っていた狂った周波だろうか。

「シノさん、振動が鈍くなったり速くなったりしています」

「そう、それが狂った周波だ。たとえ無音だとしても、音の波というのは、流れ続けている。空間に漂う音を、意識できたか？　フロウを使って空を飛びたいのなら、空間に漂う音と、自分の体に流れる振動をうまく合わせなければいけない」

「はい」

「フロウを覚える場面で、一番苦労するのがここなのだが、空間の音に合わせるには、必然的に自分の体から流れる音を意識して変えなければいけない。自然に流れる空間の音を変えることはできないからだ。魔力操作が上手な魔術師には簡単なことだが、下へ手たな魔術師には難しい。自らの波長を変えるということは、慣れていない魔術師には大変なのだそうだ」

　シノはまるで他人ひと事ごとのように言った。シノにとっては、簡単なことなのだろう。

　ちょっと試しにやってみた。

　空間に流れる周波は、まださっきの下手くそな歌が効いているのか、乱気流のようになっていた。荒れた周波に合わせるように、自分の体が奏でる音を、柔らかいものに変えていく。

　荒れた時は、弱めにして、鈍くなった時は、強めにして。

　ふと、体が軽くなったと思ったら、弾けるようにふわりと浮かんだ。

「驚いた」

　言葉とは裏腹に、シノは淡々と言った。

「お前は魔力操作が上手なのだな」

　滑るように体が傾き、足が宙を蹴けった。浮かべるようになったといってもまだ扱い方が分からない。

　体を丸めたまま一回転したところで、シノに抱きとめられた。

「少し集中しただけで浮かぶことができるとは。ユマ王子でも、習得するときはしばらくかかったというのに」

　年の功だった。培われた月日が、俺の魔力操作を磐ばん石じやくのものにしていた。

　魔術を使えば使うほど、魔力の操作というものは上達するから、俺にとってはそれほど驚くことでもなかった。

「まだ改善の余地はあるが、初めてでここまでできれば上出来だろう。慣れるには、地上を歩くように足を進めてみればいい。そのうち、鳥のように飛べるようになる。足を一歩ずつ踏み出せ」

　シノが手を持っていてくれたので、安心して、空中散歩した。

「そうだ、上手だ」

　褒められて嬉うれしくなる。

　俺に魔術を教わっていた時、シノもこんな気持ちだったのだろうか。

　俺は特にシノの才能を褒めていたから、そのたびにシノは嬉しい思いをしてくれたのかな。そうだといいけど。

　空中散歩をしなくても空を飛べるようになったとき、シノの手が離れた。俺は一人で浮かべるようになっていた。

「ここまで世話をしてやればもういいだろう。治癒魔法のことを教えてもらった借りは返した。あとは一人で練習しろ。お前は魔力操作が上手なようだから、もっと速く飛べるようになる」

「はい、ありがとうございました」

　シノは王宮に帰っていった。

　出会った時は魔術なんて知らなかったシノに、魔術を教えてもらう日が来るとは思わなかった。

　十年前、俺を頼りにしていたシノはもういないのだ。だってシノの力は、師匠だった俺を、既に越えている。

　そして、俺と一緒に空を飛びたいと言ってくれたシノも、もういない。今のシノは、昔交わした約束なんて覚えていないだろう。

　シノにとって俺は遠い昔の過去の人だ。切ないけれど、それでも良かった。

　思い出は、シノが覚えてなくとも俺が覚えている。シノには何も望まない。ただ傍に居られるだけでいいんだ。







　ラルのお料理奮闘記







　王宮の廊下を歩いていたら、大きな籠かごを持ったカウロと会った。籠の中には、尋常ではない数の卵が入っていた。真っ白な卵に目を奪われていたら、カウロがにっこり笑った。

「今け朝さとれたばかりの新鮮な卵です。今からこれを使ってリンプというおやつを作りますね。あとでラルさんにも持っていってあげます」

　リンプというおやつは、牛の乳と鳥の卵を混ぜ合わせ、固めたお菓子だった。とても滑らかで、甘味があり美味おいしい。俺はこれが大好きだった。

「リンプを作るの？　俺も一緒に行っていい？　手伝うから」

「え？　そうですか？　でも侍従の仕事をラルさんに手伝ってもらうわけには」

「じゃあ、見てるだけだから」

「分かりました、いいですよ」

　カウロは引き下がらない俺がおかしかったのか、くすりと笑った。

　作り始めてしばらく経たったあと、カウロは他の侍従に呼ばれてどこかへ行ってしまった。待っていたけど、なかなか帰ってこなかった。

　調理の途中で行ってしまったから、このままじゃリンプの生地がしぼんで固くなってしまう。もったいないな、と思った。

　そのとき、頭のなかで閃ひらめいた。

　カウロが用事を終えて帰ってきたとき、完成したリンプがあったらとても喜んでくれるんじゃないだろうか。

　カウロが目を輝かせながら「ラルさんすごい、ありがとうございます」と言ってくれる場面を想像して、やる気が出てきた。生地はできているようだし、後は入れ物の瓶に入れて冷やすだけだろう。それくらいなら俺にだってできる。

　調理場に立ち、カウロが残していった作りかけのリンプを見た。これを瓶に入れるだけ。難しくない。

　瓶は八つ並んでいた。

「あれ、でも、八つの瓶に入れるとしても、この量じゃ少ないな」

　とてもじゃないけど、五つ分しかなさそうな量だった。カウロは分量を間違えたのだろうか。

　カウロもうっかりしたところがあるようだ。うっカウロ、なんてね。あはは。

　卵と牛の乳はまだ残っていた。一瞬だけ躊躇ためらったけど、すぐに決めた。卵と牛の乳を混ぜるだけ、難しくない。足りない分を補ってあげよう。

「一人分って、卵何個だろう。三個くらい使っていいかな」

　卵を持って、生地の上で握りつぶした。

　殻が入り込んでしまわないように、握った拳こぶしから慎重に中身を垂らした。だけどやっぱり手からあふれた殻が、大量に入ってしまった。取り出すのに時間がかかった。

　いつも思うけど、料理している人はどうして全すべての卵の殻を取り除けるんだろう。

「殻はもうこれくらいでいいかな」

　残った分は仕方ない。

　よし、次は牛の乳を入れよう。卵は九つ足したから、牛の乳は九秒間入れればいいかな。

「いーち、にーぃ、さーん……」

　秒数を数えながら、牛の乳を注いだ。

「なんだか、妙に水分量が多い気がするけど気のせいかな」

　気のせいだろう。

　カウロがやっていたように混ぜたけど、いつまでも経っても理想のふわふわ生地にならなかった。

　もっと、こうトロふわになっていた気がする。生地は液体のまま、チャプチャプ鳴るばかりだ。

　よく分からないけど、卵を足してみようか。卵はまだあるから、いくらでも足して大丈夫だ。

　三つ足した。まだチャプチャプしていたから、五つ足した。

　中身が容器からあふれてしまった。少し捨てて、その分、牛の乳を足した。

「あれ」

　俺なんで今牛の乳を足したんだろう。足した分の牛の乳を捨てて、卵を足した。卵ばっかりで不平等に思えたから牛の乳を足した。

　あれ、足してもいいんだっけ？　俺は今何してるんだろう。

　容器いっぱいになみなみ入っている黄色と白が混じった液体が、お前は何をしたいんだと言っているようだった。

「なんか変な臭いがするが、何をしている？　……なんだ、これは」

　いつの間にかシノが調理場に入ってきて、俺の作っていたリンプを覗のぞき込んでいた。両腕で隠したけど遅かった。

「なにか作っていたのか？　何を作っていた？　異臭がするが、大丈夫か」

　異臭？　シノは何を言っているんだろう。

　異臭なんてするわけない。ただ、卵と牛の乳を合わせていただけなのに。

　そういえば、シノは甘いものが好きではなかった。俺は甘味のあるリンプが好きだったけど、シノは好んでいなかった気がする。甘い匂においを異臭と言っているのだろうか。それなら仕方ないけど。

「腐ったような、生臭い臭いがする」

「生臭い？　そんなわけないですよ。ただリンプを作っているだけなんですから」

「リンプ？　……これが、か？　このどろどろしたものがリンプか？」

　どろどろ？　確かに、ぬちゃぬちゃしてるけど、どろどろはしてない。

「ぬちゃぬちゃもどろどろも変わらないと思うが」

　俺は声に出していたようだ。シノが冷静に突っ込みをいれてきた。

「どうしてお前がリンプを作っているんだ。誰かに強要されたのか」

「さっきまでカウロが作っていたのですが、呼ばれて出て行ったまま戻ってこないので、俺があとを引き継ぎました」

「あとを、引き継いだ？　カウロに頼まれたのか」

「いえ、忙しそうだったので、あとは俺がやっておいてあげようと思ったんです」

「やっておいてあげる？　何をやろうとしたんだ？」

「最初は瓶に詰めてあげようとしていたのですが、分量が足りないことに気付いて、足してあげようと思いました」

　シノはちらっと視線を下げて、並んだ八つの瓶を見た。

「足りなかったのか？」

「はい。瓶五つ分しかありませんでした」

「五つ分しかなかった？　もしや、瓶いっぱいに注ぐなどと思っていないだろうな？」

「違うんですか？」

　シノは瓶の中程を指して、大体入れる量はこれくらいだ、と言った。

　俺は勘違いしていたようだ。カウロは分量を間違っていなかった。余計なことをしてしまったらしい。

「それで？　さっきリンプを作っていると言っていたが、どう見てもそのどろどろした液体はリンプの生地には見えない。お前はなぜカウロが残したリンプの生地を生臭い液体に変えているんだ？　そうしろとでも言われたのか？」

「生臭い筈はずないですよ。だって、卵と牛の乳を混ぜ合わせていただけなんですから」

「お前はずっと嗅かいでいるから気付かないのかもしれないが、外まで臭いが漂っていたぞ。……おい、卵の殻が大量に入っているではないか」

「これでも頑張って取ったのですが、途中で疲れてしまいました」

「途中で疲れた？　疲れたから殻を取り除く作業をやめたのか？　というか、この入り方は尋常ではないぞ。一体どういう割り方をしたんだ」

「殻を食べたからといって死ぬわけではないですし」

　珍しくシノが頭を抱えた。そして焦ったように言った。

「もう何もしない方がいい。カウロには謝って最初から作り直してもらえ」

「ええ、そんな。カウロに悪いですよ。もういいです、これで完成させます。瓶に入れて冷やします」

「待て。カウロが作ったものは、宮廷魔術師の部屋にも運ばれることがある。間違って俺の元へ来たらどうしてくれるんだ」

「食べてくださいよ」

「薄々感づいていたのだが、お前は物もの怖おじしないな。そして図太い。たまに無神経だ」

　シノは何を言いたいんだろう。

「自分で分かっているか？　お前は料理が圧倒的に下へ手たくそだ。もはや下手という次元ではない。全てを破壊している。犠牲になった食材が哀れだ。もう何もするな。それは全て捨てろ。今後こういう機会があったときは、余計なことを考えず、誰かに任せろ」

「はあ」

「俺はお前が手を加えたリンプなど食べたくない。運ばれてきた瞬間、闇魔法で消してやる」

　確かに料理は得意じゃない。だから昔はシノに作ってもらっていた。分かってはいたけど、もっと言い方があるだろう。闇魔法で消すなんて言い方、少し傷つく。

　なんの前触れもなしに、ぞわり、と鳥肌が立った。強烈な刺激臭がして、思わず手で鼻を覆った。なんだ、この生臭さ。

　リンプを混ぜていた手が熱くなり、すぐに放した。

　リンプの生地から、湯が沸騰するようにぼこぼこと青色が湧わき、湧いたところから、青く染まっていた。ちょっと意味が分からなかった。

「どうした」

　俺の反応を見たシノが覗き込んで、ゆっくりと振り向いた。

「お前、何したんだ？　さすがに引いてしまう。どうしたら青なんて出せる？」

　シノは俺がやったと思っているみたいだけど、こんなの身に覚えがなかった。

「いや、俺こんなの知りません。青なんて色のつくもの入れてません」

「どうだか。お前の料理下手は破壊的だ。どこかで入れてはいけないものまで入れたのだろう。この生臭さといい、どうかしている」

　信じてくれないようだ。既に俺は料理に関して信用を失っている。

　じっとリンプを見つめた。

　身に覚えのない青色に興味が湧いて、味見をするために指を入れようとしたら、シノに止められた。

「やめろ。こんな危ないもの、食べたら倒れるかもしれない」

「大丈夫ですってば」

　シノは俺からリンプを奪うと、容器をひっくり返した。どろどろした青がぜんぶ流れていってしまった。

「ひどいです」

「ひどいのは俺か？　何も問題なかった生地を、ここまで不気味にしてしまったお前ではないのか？」

「カウロになんて言えば」

「正直にお前がやってしまったと言えばいい」

　ドロドロのぬちゃぬちゃにしてしまったとしても、俺なりに頑張ったのに。それに、もしかしたらすっごく美味おいしかったかもしれない。

　恨みがましくシノを見続けた。

「なんだその目は」

「流す前に一言欲しかったです」

「一言言ってなんになる？」

「あの青い色は、カウロが事前に入れていた隠し味かもしれなかったのに。カウロに聞いてからでも遅くなかったです」

「あんな禍まが々まがしい色の隠し味なんてあるか？　間違いなく劇物だった。お前特製のな」

「ひどいです。帰ってきたカウロになんて言えばいいんでしょう。シノさんが流しちゃったと言ってもいいですか？」

「なぜそうなる？　お前は馬鹿なのか。俺が流すに至った経緯まで言え。流したところだけ言おうとしているだろう？　経緯も知ればカウロは納得する」

「結果から言うとそうなります」

「結果だけ言うな」

　シノは溜ため息いきを吐ついた。

「カウロが帰ってくる前にリンプの生地を元通りにしておけばいいんだな。俺が教えてやるから、さっさと動け」

「え？　教えてくれるのですか？　優しいですね」

「お前が脅すようなことを言うからだ。まず卵を割れ」

　シノはまっしろな卵を指差して言った。

　卵を三つ取り、握力のままに握りつぶそうとしたら、シノが後ろで聞いたことないような声をあげた。

「まて、何をしようとしているんだ？」

「なにって、卵を割ろうと思って」

「割る？　俺にはどう見ても、手の握力だけで潰つぶそうとしているように見えるのだが」

「はい」

「はい、じゃないだろう。……ああ、だから殻があんなに……」

　シノは立ち上がって、卵をひとつ掴つかむと、容器の角に二回ぶつけた。ぶつけたところに親指を軽く当てたら、殻が真っ二つに裂け、中身がぽとりと容器に落ちた。

「すごいですね。魔術を使ったんですか？」

「本気で聞いているのか？　お前には身近に料理をする人物はいなかったのか。そいつは教えてくれなかったのか」

　シノは俺が手伝うと言っても、手伝わせてくれなかった。

　じっとシノを見つめていたら、じろじろ見るなと言われてしまった。

「お前はさっき卵を三つ掴んだが、リンプの一人分は、卵二つだ。一人分ずつ作っていこう。次は牛乳を入れろ」

　牛の乳が入った瓶を掴んだ俺を、シノはじっと見ていた。そんなに見られていたらやりにくいなと思いながら、瓶を傾けた。

「いーち、にぃ……」

「待て」

　まだ途中だったのに、シノは俺から瓶を乱暴に奪って、元の位置に戻してしまった。

「なんだ？　なぜだ？　分からない。なぜ数え始めた？」

「え、だって。卵を二つ入れたので、二秒ですよね？」

「当たり前のような顔をして言うな。卵を二つ入れたから二秒？　意味が分からない。どうしてそうなるんだ。五つ入れたら五秒か？」

「そうです」

　シノは顔を覆ってしまった。

「……もういい。俺がやるからお前はそこで見ていろ」

「はあ」

　やってくれるというのならありがたいけど、一体どういう心境の変化だろう。

　シノがリンプの生地を作るのを、椅子に座って眺めていた。動きに合わせて揺れ動く淡紅藤色の髪が可愛かわいい。触りたくなり、手を伸ばした。

「触ったら帰る」

　どうやら気付かれていたようだ。相変わらず気配に敏感な子だ。しばらくは眺めていたけど、途中で眠くなってきてしまった。やってくれているシノには悪いと思ったけど、眠気を我慢できずに寝てしまった。

　久しぶりにシノが料理をしている姿を見たからだろうか。夢に子供の頃ころのシノが出てきた。

　短かったけど、懐かしい夢だった。甘いものが好きではなかったシノは、菓子屋に連れて行くといつも塩辛い菓子を買っていた。

　そういえば、どうして甘いものが好きではないのか一度聞いたことがある。シノはなんて言ったんだっけ。夢の中のシノが、理由を口にした。あ、思い出した。

　体を揺さぶられて起きた。シノの顔は、不機嫌そうに歪ゆがんでいた。

「人に作らせておいて、自分は昼寝とは良い身分だ。お前が口をあけて寝ている間に終わったぞ。これはひとつ貸しだからな」

　甘い匂においが鼻についた。

「そういえばカウロはまだ帰ってこないな。長いな、どんな用事なんだ」

「ありがとうございました。シノさんは甘いものが嫌いなのに無理をさせてすみません。確か匂いを嗅かぐのも嫌でしたよね？　甘いものを食べ過ぎてお腹なかを壊したことを思い出すからって」

　寝起きでぼうっとしながらシノの返事を待っていたけど、いつまでも返事がなかった。

　気になって顔をあげたら、目を見開いたシノに真正面から見つめられていた。

「俺は……お前に甘いものが苦手だと言ったことがあったか？」

　はっと意識が冴さえた。

　夢を見た直後だったから、注意せずに喋しやべってしまった。最近王宮に来た俺が、シノの苦手な物を知っていたらおかしい。

「リュースさんから聞きました」

　誤ご魔ま化かすため、試しに言ってみた。

「リュースは知らない。弱みになるようなことを、わざわざあいつに言うはずがない」

「じゃあ、えっとアドネさんから」

「アドネも知らない」

　あとは誰だれだろう。ユマ王子？

「ユマ王子です」

「お前はユマ王子とまともに話したことないだろう」

　俺の交友関係は、俺を厳しく監視しているシノに全すべて知られている。

「い、イルマ王子」

「知っていると思うのか？」

　シノは高圧的な態度で言った。もう後がない。

「どうした？　目が泳いでいるな」

　うまい言い訳が思いつかない。焦っていたら距離を縮められた。

「お前はよくそういう顔をすることがあるな。気付かれていないとでも思っていたか？」

「え？」

「ずっと怪しいと思っていた。お前は隠していることがあるだろう？」

　まさかシノは、俺がラウルだということを分かっていたのだろうか。

　シノは冷徹に笑った。

「ふ、その顔は当たりということか？　レーヴェル国は、やはり非人道的な国だな。お前のような子供まで差し向けるのか」

「ん？」

　レーヴェル国？　なんの話だ？

「今からお前に洗脳のまじないをかける。知っていることを洗いざらい話してもらうぞ。容赦はしない」

「まじない……」

　まじないは闇魔法の一種だ。他人の体を縛る悪の魔術で、魔術師同士の拷問などに使われる。よって、まじないを忌み嫌う人は多い。

　まじないで代表的なのは、洗脳や、強要、他にも、体の一部の感覚を奪ったり、魔力を封じ込めるものまであった。

　シノはいつまじないを覚えたのだろう。俺はまじないが嫌いだったから、シノに覚えさせることはしなかった。

　まじないの存在を教えた時も、シノは興味無さそうにしていたはずだ。この十年間で覚えたのだろうか。

「昔はよく使ったが、しばらくは必要がなかったので使っていなかった。久しぶりだから、壊れないように注意しないとな」

　まじないは、人体に影響を及ぼす魔術だから、加減を間違えれば酷ひどい苦痛を与えることもできた。俺はまじないが好きではない。こんなものは禁忌になればいいと常に思っている。

　シノは薄く笑った。その微笑みが冷徹で、ぞくりとした。顎あごを上に向けられ、目を覗のぞき込まれた。

　灰紫色の瞳ひとみが妖あやしく光ると、糸が張り巡らされたように、体が動かなくなった。

「大丈夫だ、何も怖くない。俺の目を見ているだけで全て終わる」

　まじないを防ぐ方法はある。まじないは万全な術ではない。もし失敗すればそれなりに危険を伴う。

　防ぐ方法、それはまじない返しといって、相手から受けたまじないを弾き、元の主に返すというものだった。

　相手にまじないをかけられても、まじない返しを発動させることができれば返すことは可能だ。

　シノは子供の俺にまじない返しができると思っていない。全く警戒していない様子だった。強力なシノのまじないでも、無警戒なら返すのは容易たやすい。

　だけどまじない返しをして、シノの体になにかあったらと考えると躊躇ためらってしまう。でも、今返さないと手遅れになる。

　動けない俺をからかうように、シノは金色の髪をすくった。

　今だ。今やらなきゃダメだ。

　……シノ、ごめんっ！

　心のうちで謝りながら、まじない返しを発動させた。俺の体から飛び出た光が、シノに飛び込んでいった。

　シノの目が驚きに見開かれた。次の瞬間、シノはその場に倒れた。

「まじない、返しだと……っ。ラル、きさま」

「先にやったのはシノさんですからね」

　動けないシノの体を起こして、目を合わせた。

「シノさん、よく聞いてください。シノさんはリンプを作った後、寝ている俺を起こさずに、調理場を離れ、自分の部屋に戻りました」

「ラルを起こさずに俺は部屋に戻ったのか……」

「ええ、そうです。俺を起こさずに帰ったシノさんには、俺を疑う理由はありません」

　シノの表情が虚うつろになってきた。洗脳のまじないが効いているみたいだ。

「……ごめんね」

　シノの体をぎゅっと抱きしめた。

　小さな腕ではすべてを抱きしめることはできなかったけど、できるだけ包み込んだ。虚ろな目が静かに俺を見上げた。

「お前は」

　囁ささやくように言った後、シノはそのまま目をつむってしまった。次起きた時には全部忘れているだろう。眠ったシノに、お休みと呟つぶやいた。

「うわ、シノさんが寝てる。珍しい」

　カウロが帰ってきて、じろじろとシノの寝顔を眺めた。俺はシノの寝顔が見られないように微妙に体をずらしたあと、カウロに言った。

「申し訳ないんだけど、シノさんを部屋に運ぶの手伝ってくれないかな？　なんだか疲れてるみたいだから、起こすのは可か哀わい想そうなんだ」

「いいですよ」

「それとさ。隠しておいてもバレるから言うね。カウロが途中まで作っていたリンプ、俺がダメにしちゃったんだ」

　わけを話すと、カウロは笑って許してくれた。

「あ、そういえば、リンプが途中で青色になったんだけど、あれって隠し味？」

「青色？」

　カウロはぴくりと肩を震わせたあと、不思議そうに首をひねった。

「隠し味なんて使ってないですよ。リンプが青色になるなんて、初めて聞きました。そんなことってあるんですね」

「え、うん」

　カウロの隠し味でもないとしたら、あれは一体なんだったんだろう。

　カウロはにっこりと笑って、シノの体を優しく持ち上げた。







　降臨祭







　今日の夕暮れ時から夜遅くにかけて、降臨祭と呼ばれるお祭りが行われる。

　降臨祭は、建国神話に出てくる黄金竜が由来になっているお祭りだ。

　昔、何百年も前の今日に黄金竜は亡くなったそうだ。昔の人々は、黄金竜の命日を忘れないように、この日を祭日と決めたらしい。

　亡くなった日なのに、どうして降臨祭という名称なのかというと、この祭りには逸話があって、降臨祭の最中だけ、大昔に亡くなった黄金竜が降臨し、人に混じってお祭りを楽しむといわれているからだ。

　それに、昔は降臨祭という名前ではなかったらしいけど、月日が流れ、降臨祭と呼ばれるようになったらしい。

　降臨祭中は、黄金竜が迷わないように、黄金色の灯あかりをつけて道を照らすという慣わしがあった。灯りを家の前に置いたり、焚たいたりして、黄金竜を導かなければいけないのだ。

　祭り用に売られる燃える灰は、黄金色をしている。黄金色の灯りは、それはそれは綺き麗れいな灯りだ。

　降臨祭中は、国全体が黄金色に染まる。その素晴らしい景け色しきを見るために、この祭りを楽しみにしている人は多い。

　王宮でも降臨祭は行われるらしい。

　黄金竜が亡くなった日というのは、同時にリオレアの初代王が現れ、建国を宣言した日でもあった。建国神話にはそのような記述がある。

　自分たちの先祖の大切な日だから、王宮では厳かな式と共に宴うたげを行う、とイルマ王子から聞いた。

　宴の準備のために、宮女たちは朝から小走りで準備に勤いそしんでいた。

　いつも優雅に歩く彼女たちも、今日ばかりはそうではないらしい。

　できるだけ邪魔をしないように、隅っこを歩いていたら、忙しそうに兵士に指示を出すアドネを見つけてしまった。

　目が合うと、ぎりぎりと睨にらみつけられたけど、この前読んだラウル伝記を思い出して、複雑な心境になった。

「ラールくんっ」

「うわっ」

　いきなり後ろから抱きつかれて驚いた。体重をかけられたせいで、重くて腰が曲がる。

　苦しくて、さきほどアドネにされたように、ぎりぎりとリュースを睨みつけた。

「リュースさん、重いです」

「久しぶり、僕のラルくん。元気だった？　こんな隅っこでどうしたのぉ？」

「宮女さんたちの邪魔をしないように、隅を歩いていたんです」

「隅にいたところで、ラルくんの可愛さは隠せないよ？　僕の目は誤ご魔ま化かせないんだからね」

「意味分かりません。あの、重いのでそろそろどいてくださいませんか？」

　頬ずりしてくるリュースの顔を、手で押しのけた。

「ラルくんも今日の宴参加するでしょ？　僕たち宮廷魔術師も警護を兼ねて参加するんだよ。王宮の宴って毎年同じことするからつまらないんだ。だから、飽きたら一緒に抜けない？」

「聞き捨てなりませんね」

　俺たちの会話を聞いていたのだろう。いつの間にか近づいていたアドネは、ぎりぎりとリュースを睨みつけていた。

「リュース、真ま面じ目めにやりなさい。宮廷魔術師としての誇りはないのですか」

「誇り？　よく分からないけど、宮廷魔術師の誇りって王宮の宴がつまらないことと関係あるの？」

「堂々とつまらないなんて言うんじゃありませんよ」

　俺の肩を抱こうとしたリュースの手を払ったアドネは、嫌がるリュースを無理矢理引きずって、どこかへ行ってしまった。

　すぐに戻ってきたアドネは、大きな袋を両手に抱えていた。

　ドスン、と重そうな音を立てて、袋を俺の前に置いた。

「あなたは暇でしょう？　私が仕事を授けてあげましょう。頭の悪いサルにでもできる簡単なお使いですよ」

　アドネは偉そうに言いながら、一枚の紙きれを渡してきた。その紙には、地図が描かれてあった。

「その袋を紙に描かれている店の場所まで運んでください。そこの店主は大変お世話になっている人なので、失礼のないように」

　アドネは口の端を持ち上げて、くすりと笑った。

「ちゃんと運ぶのですよ？　宴が始まるまでに、戻ってこられればいいですね」

　意地の悪そうな笑い方だった。きっと嫌がらせに違いない。だって、こんなに大きくて重い袋を、子供の俺一人で運ぶなんてどう考えても無理だ。

　アドネが高笑いをあげながら去って行った後、近くに誰だれも居ないのを確認して、荷物を《異袋》のなかに放り込んだ。

　こうしてしまえば、楽に運べる。

　空を飛んで、紙に描かれた場所を上から探した。

　王都は詳しくないので、人に尋ねながら飛び回っていたら、日が暮れてしまった。

　結局宴が始まるまでには戻れなかった。王都のお祭りも、既に始まってしまっている。

　やっと書かれている場所へ辿たどり着つくと、その店は、前にローブを作ってもらったリノさんの店だった。

　そういえばリノさんの店は宮廷魔術師御ご用よう達たしだった。もっと早く気付いていれば、こんなに時間はかからなかったかもしれない。店に入ると、リノさんは俺の来訪を驚きながらも歓迎してくれた。

「ラルくんじゃない、元気だった？　今店じまいをして、王都の祭りに参加しようとしていたのよ。入れ違いにならなくて良かったわ」

「リノさん、お久しぶりです。すみません、いきなり来てしまって」

「いいのよ。急ぎの用事かしら？」

「アドネさんにお使いを頼まれたんです。この袋をリノさんに届けなさいと」

《異袋》から大きな袋を出すと、リノさんは少し驚いていた。気を取り直したように袋の中身を見ると「ああ、これね」と言った。

「ありがとう。でもこれは、明日届く予定になっていた筈はずだけど……。まあ、いいわ。早く届いて困るものでもないし」

　てっきり、今日の宴に関係があるから、今日中に届けなきゃいけない物だと思っていた。

　思えばアドネは一度もそんなことを言っていない。

　ただ俺に嫌がらせをするためだけに、運ばせたのだろう。こんな忙しい日にわざわざそんなことをするなんて。

　アドネの、信念のような執念を感じてうんざりした。

「ラルくん、ここまで来るのに疲れたでしょう？　少しゆっくりしていって。それとも、すぐに王宮に戻らなくてはいけない？」

「いえ、もう王宮の宴は始まっているので、今から戻っても遅いでしょう。王都の祭りを見てから帰ろうと思っています」

「そういうことなら私と一緒に行かない？　私もちょうど王都の祭りへ行こうと思っていたから」

　断る理由がないので、リノさんと一緒に祭りを見ることにした。

　中心街に行くと、奏者が弾いている曲に合わせて、踊り娘こが体を揺らしていた。その近くでは、男女が手を叩たたきあいながら踊っている。

　酒瓶を片手に、良い気分になっているおじさんもいた。

　その周りを、子供たちが笑い合いながら走っていた。様子だけで、俺まで楽しくなってくる。

　配られているお酒を貰もらいに行こうとしたら、リノさんにりんごの果汁が入った杯を渡された。

　子供みたいな飲み物に不満を感じたけど、甘い匂においに惹ひかれて、一口飲んだらすごくおいしかった。

　ウルルの街でも降臨祭をしたことがあるけど、こんな派手なお祭りではなかった。玄関先に黄金色の灯りを焚いて、降臨した黄金竜が道に迷わないように照らしてあげるだけだ。

　街の大人たちで一つ残らず歩道に灯りをつけたあとは、明日に備えてすぐに解散をしていた。

　王都では毎年こんな盛大に祝うなんて知らなかった。

「ラルくんは、王都のお祭り初めて？　凄すごいでしょう？　毎年こんな感じなのよ。踊って歌って、沢山騒いだあと、明日になったらすっかり元通り。黄金竜はこんな騒ぐだけの日に、現れてくれるのかしらね」

「きっと、大丈夫です。黄金竜も喜んでくれますよ。だってさっきから、凄く楽しいです。心臓がどきどきしています」

「あら、ラルくんが楽しいと黄金竜が喜んでくれるの？　確かにラルくんは黄金竜の化身のような姿をしているけど」

　リノさんがおかしそうに笑った。その顔は少し赤らんでいる。

　さては、俺には果汁を渡しておいて、自分はお酒を飲んでいるな。そう思った。

　金の塗料を体に塗りつけた踊り娘が、さっきよりも激しく体を揺らした。歓声の口笛がそこら中であがった。

　顔の赤いリノさんが、踊り娘へ、賞賛の言葉を叫んだ。盛り上がっているようだ。

　楽しいけど、ちょっと疲れてきた。相変わらず俺には体力がない。一いつ旦たん休憩するために場を離れた。リノさんは相変わらず踊り娘を褒め称たたえていたので、声をかけることはしなかった。

　離れたところでは、王都の警備兵が羨うらやましそうに中心街を見つめていた。二人の警備兵の話し声が聞こえてくる。

　二人のうち、片方の警備兵が、機嫌悪そうに言った。

「あーいいなぁ、酒飲んで踊って、騒いで。ちぇ、俺も混ざりてぇよ。今日は仕事休もうと思ってたんだけどなぁ。他に休むやつらが多くて俺はダメだって言われちまった」

　こんな楽しい祭りを、指を咥くわえて見てなきゃいけないなんて、ちょっと可か哀わい想そうだなと思った。

　警備兵二人は、そのまま話し続けた。

「降臨祭はみんなが休みたがるから、休みの申請はもっと前にしておかないとだめなんだぜ？　まぁ俺は、この日働くといつもより給料がいいから休んだりしないんだけどな。来年はもっとうまくやれよ」

「そうするよ。それにしても、王都の警備兵になってからけっこう経たつけど、一度も魔物に侵入されたことなんてないよな。俺たちの警備に意味なんてあるのか？　せいぜいゴロツキの相手をするくらいだ」

「シノさまの結界は一度も破れたことはないからなぁ。まあ俺は、楽に仕事できて給料も貰もらえて嬉うれしいけど」

「でも、なんだかこうも毎日安泰だと、この世に魔物なんかいないって気になるな。実際、王都から出たことない子供は、魔物の存在をおとぎ話だと思っている。魔物は結界の外にうじゃうじゃいて、常に王都を狙ねらっているっていうのに。……たまに不安になるんだ」

「不安？　何でだ？」

「王都の周りには魔物がうじゃうじゃいて、俺たちが外に出たとたんに攻撃してくる。その魔物たちが、一気に攻め込んできたら……どうなる？」

「そんなこと考えるなって。ありえないぜ。シノさまの結界がある限り大丈夫だ。なんたってシノさまの結界は、張られてから一度も破られたことはないんだぞ？」

「なあ知ってるか？　アウスフルクの街が襲われたって話。人も建物もぐちゃぐちゃに潰つぶされたらしいじゃないか。もし結界が破れて、魔物が襲ってきたら、ここもアウスフルクみたいに」

「やめろってば。たまに弱気になるのはお前の悪い癖だぞ。結界を張っているのはシノさまだぜ？　シノさまは宮廷魔術師さまだ。シノさまの結界が破れるわけない。そんなことあるはずが……」

　警備兵が、突然話すことをやめた。

　周囲の気配が、ぷつん、と糸を切ったように変わった。

　中心街で流れていた曲が止まった。同時に、人の歓声も聞こえなくなった。

　王都は、不自然なほど静まり返った。

　夜空を見上げた。夜の空に散らばっている星たちが、不気味なほどよく見えた。

　どこかで、瓶の割れる音がした。動揺した誰かが、手に持っていた酒瓶を落としたのかもしれない。

「結界が……王都を覆っていた結界が、消えた」

　警備兵が、震えた声で、呟つぶやくように言った。







　王宮の降臨祭







　降臨祭は、王都では飲んで踊って騒ぐだけの楽しい祭りだ。

　だが、王宮では、この地に黄金竜が降り立ったのを感謝する言葉で始まり、次に建国神話になぞらえた演劇を見つめながら宴うたげを進行していく、とても厳かで物静かな祭りだった。

　リュースはこの宴をつまらないと言うが、その気持ちは分からないでもない。俺もこの宴を楽しんだことは一度もない。

　宴が始まり、終わるまでの内容は全すべて黄金竜への感謝だ。祈りを捧ささげてばかりで面白みがない。

　王の祈りが終わり、静かな目をした宰相が次の祈りを捧げ始めた。

　王族が連なる席では、祈りの最中だというのに、魔法学校から一時帰郷したユマ王子が退屈そうな顔をしていた。

　ユマ王子は隣に座っているイルマ王子に話しかけた。イルマ王子が嬉しそうに応こたえるのが見えた。

　相変わらず仲の良い兄弟だ。

　昔からユマ王子は、第二王子のソウマ王子よりも、イルマ王子を特別に可愛かわいがっていた。

　イルマ王子は気付いていないが、ユマ王子はいくつかある王宮の派閥に巻き込まれないようにイルマ王子を守っている。

　国の宝と呼ばれるまで腕を磨いたのも、後継者争いからイルマ王子を守るためだ。ユマ王子の願いを、俺は知っていた。

　十年前、ユマ王子は、俺を教育者に、とわざわざ頼んできた。

　この性格が災いし、周りの人間から嫌われまくっていた俺に頼むなど、物好きな奴やつだと思ったが、あの時のユマ王子の境遇を考えれば分からないでもない。

　ユマ王子が何か面白いことを言ったのだろう。イルマ王子は笑いをこらえ切れないというように、手で口をおさえた。イルマ王子を見つめるユマ王子の目は、慈愛に満ちていた。

　隣にいたリュースが欠伸あくびをした。相変わらず緊張感のないやつだ。

「あーめんどくさい。こんな退屈な宴なんて抜けだして、早くラルくんといちゃいちゃしたいよ。ていうかラルくんどこにも居ないんだけど。シノ、ラルくん知らない？」

　そういえば、あの見事な金髪が見えない。どこへ行ったのだろう。

「きっとアドネが何かしたんだ。もーアドネったら、僕のラルくんをいじめてばっかりなんだから。可哀想な僕のラルくん。今度会った時は、優しく抱きしめてあげなきゃね」

「そんなことをすれば、イルマ王子が怒るぞ。お前はあの子供に触れることを許されていない」

　リュースが横目で俺を見た。

「シノはいいよね、毎日のようにラルくんといちゃいちゃできるし」

「いちゃいちゃなどしていない」

　あんな子供のどこが良いというんだろう。

　外見は子供だが、まったく可愛げがないし、脅しても睨にらんでも物もの怖おじしない。そしてなにより、じろじろと俺を見てくるあのしつこい視線が煩わしい。目が合うと微笑ほほえんでくるところも鬱うつ陶とうしい。

　ことあるごとに俺に話しかけ、擦り寄ってこようとする。だがそれは、媚こびてるということでもないようだ。目的がイマイチ不明で、気持ち悪い。あいつは奇妙で不気味なやつだった。

　宰相の祈りが終わった。

　祈りの後は、建国神話に出てくる黄金竜を主役にした演劇が繰り広げられる。毎年これを見るたび、俺はあの日の夜を思い出す。

　笛の音が鳴った。演劇が開始される合図だった。

　演劇はまず、人間と黄金竜が出会うところから始まる。リオレアの大地に降り立った黄金竜は、初めて見た人間に興味をひかれて、積極的に親交を深めていった。

　第一章が終わり、建国神話第二章が始まった。俺は夜空に黄金の竜を見たことがある。

　建国神話では、黄金竜はとっくに滅んだと言われている。だが、あの日見たものはきっと見間違いでもなく、夢でもない。俺は確かに黄金竜を見た。

　昔、リュースにそのことを漏らしたことがあったが、腹を抱えるほどに笑われて以来、誰だれにも話したことはない。

「シノ、ぼうっとしていますね。大丈夫ですか？」

　アドネから気遣わしげに声をかけられてしまった。俺は心配されるほど気を逸そらしていたのか。

「あ、ねぇ。アドネ。ラルくんにまた意地悪したでしょ？」

　リュースがアドネに言った。

「はぁ？　どんな言いがかりですか？　人聞きの悪いこと言わないで欲しいですね」

「ラルくんがどこを探してもいないんだよ。僕犯人はアドネだと思うんだけどなぁ」

「知りませんよ。拾い食いでもしてお腹なかを壊したんじゃないですか？　そもそもなぜあのサルがいないだけで私が疑われるのですか？」

「うわあ、意地悪そうな顔。やっぱり何かしたんだね。あまりいじめないでよ。ラルくんは僕のなんだから」

「ふん、あの地図は思いっきり難解に描きましたからね。今いま頃ごろ迷まい子ごになって泣いてるんじゃないですか？　いい気味です」

「もお、そんなんじゃイルマ王子に嫌われちゃうよ？」

　演劇は第四章にまで入っていた。この国の王となるリオレア国初代国王が、黄金竜と友好を深めていた。本格的な建国は、ここから進んでいく。

「シノさま、お飲み物はいかがですか」

　給仕が杯を差し出してきた。

　その給仕はラルの部屋についている侍従のカウロだった。

　カウロとは、ラルの侍従になったことをきっかけに、よく話すようになっていた。そして、この前のリンプ事件では、一方的な被害者だった。

「お二人も、いかがですか？」

　カウロが、アドネとリュースにも杯を渡してきた。受け取り、礼を言うとカウロは頭を下げて去っていった。

「あの人、前に見たことあるなぁ。誰だろう」

　リュースが言った。以前、リュースがラルの部屋の前まで行き、そこでカウロと口論になったことを知っていたので「ラルの侍従だ」と教えてやったが、リュースはイマイチ思い出せないでいるようだった。

「警備を預かっている私たちが頂くわけにはいかないのですが……あの者は知らないのですね」

　アドネが杯の中身を覗のぞきながら言った。

　杯の中身は薄い青だった。青色の飲み物とは珍しい。試しに匂においを嗅かいでみたら無臭だった。

「シノ、口にしてはいけませんよ。私たちは警備を預かっているのですから」

　元々飲む気はなかったが、アドネに睨まれて杯を置いた。建国神話が、最終章に入った。

　黄金竜は、国を侵略しようと襲来した魔物と戦い、傷つき倒れた。物語では亡くなったことになっているが、昔見た黄金竜は確かに生きたまま、悠然と夜空を泳いでいた。

　あの真昼のような輝きは忘れることはできない。同時に、あの夜の絶望は俺の心に強く刻まれている。そして、その絶望はいまだ続いている。あの夜は、あの人が消えた夜でもあった。

　十年間、今もずっと探し続けている。宮廷魔術師になれば会いに行くから、という冗談のような台詞せりふすら頼りに宮廷魔術師になった。けれど現れなかった。

　俺は何か見落としているのだろうか。勘違いしていることはないだろうか。

　本当にあの人はどこかへ行ってしまったのだろうか。あんなに俺を愛していたのに、自分からどこかに行くだろうか。

　なんだかすっきりしなくて、もやもやした。

　考えたら喉のどが渇いた。一いつ旦たんは置いた杯を持ち上げた。

「あ、こらシノ、ダメだと言ったでしょう」

　アドネが何か言ったが無視した。

「シノが飲むなら僕も飲んでいいよね？」

　青色の飲み物を喉の奥に入れたとたん、焼け付くような痛みを感じた。

　息苦しさに苛さいなまれながら、杯に口をつけようとしていたリュースの手を素早く叩たたき落おとした。

　硝子がらすでできていた杯は、リュースの手から落ちると、派手な音を立てた。割れた欠片かけらが四方に飛び散った。

「ええっ！　ちょっとなんなの？　ひどいよ。八つ当たり？　イライラしてる？　僕のせいだったらごめんね？　でも口で言って欲しかったな。ぐちゃぐちゃに割れちゃったよ。これ誰が掃除するの？　僕はしないよ？」

　喉が強烈に痛み、言葉が出てこなかった。口に当てていた手が震え、震えは足にも到達し、膝ひざから崩れ落ちた。

「げほっ」

　激しく咳せきをしたら、おさえていた手のひらが、血に濡ぬれた。

「え、シノ……？　血が」

「シノ、大丈夫ですか」

　アドネが駆け寄り、俺の背中をさすった。

「もしやあなた、毒を飲んだのですか？」

　二度頷うなずくと、アドネが焦ったように俺の喉に手を当てた。

「とても熱くなっている。早く取り除かないと手遅れになりますね。今、治癒術を使います」

　安心した。アドネが傍にいてくれて良かった。

　アドネはこの国で一番腕が良い治癒術師だ。毒を取り除くことなど容易たやすいだろう。

　爽さわやかなアドネの治癒術が全身を包み始めた。身を任せていたが、すぐにそれは消えてしまった。

「あ、くぅ……っ」

　アドネが苦しそうに呻うめいた。

「アドネ、どうしたの」

　リュースがアドネに触れようとしたが、アドネはその手を撥ね除けた。

「触らないでください。毒が感染するかもしれない。シノ、申し訳ありません。この毒、私には取り除けません」

「え？　取り除けない？　なんで？　そんなに強い毒なの？」

「分かりません。ただ、この毒、様々な成分が組み合わさっています。本来の単純であった毒を、禍まが々まがしく改造したものでしょう。まるで呪のろいです。この複雑な構成が分かれば取り除けるのですが、私は勉強不足で……すみません。見当がつきません」

「え、でもさ。アドネはさ、リオレア国で一番腕の良い治癒術師だよね？　そのアドネが治せないならさ、誰が治せるの？」

　珍しくリュースが狼狽うろたえた。顔がひきつっている。突っ伏している俺たちを見下ろし、何もできないでいるようだ。

　口からあふれる血が止まらない。目の前が赤く染まってきている。

　目からも血が出ているのかもしれない。まだそんなに時間は経たっていないというのに、巡るのが速い。恐ろしく強い毒だ。

　アドネを見ると、アドネの口からも一筋血が出ていた。目が合うと、アドネは顔を伏せた。

「すみません。さっき治癒術を使ったとき、下へ手たに毒素を触ってしまったので、私にも感染したようです」

「アドネ、俺のせいですまない。陣を張れるか？　以前言っていたな？　毒の巡りを遅くする陣を考案したと。それをやってくれ」

　喋しやべるたびに、あふれた血が床に落ちた。喉が変形しているのだろうか、声が出しにくい。アドネは青ざめながらも頷いた。

　アドネが地面に手をつけると、体の下で赤い光が浮かび上がった。

「なに、この陣。これで二人共助かるの？」

「ただの時間稼ぎです。毒がなくなるわけじゃありません。取り除かないと、私もシノもいずれ死にます」

　二人の声が遠くなる。そうだ、俺たちはいずれ死ぬ。

　死んだらどうなるのだろう。あの人に会えるのだろうか。あの人は世間が言うように死んでしまっているのだろうか。もしも、死なずに生きていたとしたら、俺は一人で死ぬことになる。

　毒を飲んで死ぬことは怖くなかった。死んでもなお、あの人に会えなかったらと思うと、それだけが怖かった。

「シノ、シノ……っ！」

　目の前が赤く染まっていく。もう意識を保っていられないほど、毒がまわってしまったらしい。

　このまま俺が倒れれば、王都の結界が消えてしまう。

　なんとか立ち直ろうとしたが、気力だけでどうにかできるものでもなく、アドネの呼びかけを耳に受けながら、引きずられるように意識を手放した。




　──シノ。

　声がした。

　その声は、俺の名前を、どこまでも優しく呼ぶ。何な故ぜ今あの人の声がするのだろう。

　目をあけると、見覚えのある景け色しきがあった。

　迷いの森、突き抜けた荒野、険しい山、迷路のような谷でひっそりと暮らしていた民族、日によって変わる青い空、夕暮れ、星いっぱいの夜空。

　すべて覚えている。あの人と、ラウルと旅をした日々は、とても幸せな時間だった。

　ラウルは俺を初めて愛してくれた人だった。愛に満ちた目で俺を見つめ、その全すべてで俺を愛してくれた。

「俺は大丈夫だよ。すぐに治せるから」

　そう言ってラウルは、俺を庇かばい、よく怪け我がをしていた。

　魔術を覚えたての俺は、人や魔物に攻撃魔法を向けることを躊躇ためらっていた時期があった。魔術を誰かに使うと、死んでしまうことが分かっていたからだ。

　そんな時、不注意から、凶暴な魔物に襲われた俺を、ラウルが身を挺ていして庇ってくれたことがあった。

　足の速い魔物だった。逃げても逃げても追いつかれた。

　ラウルは逃げることを諦あきらめ、俺を草むらに隠したあと、自分を囮おとりにした。

　今思い出しても酷ひどい光景だった。それは魔物が飽きるまで繰り返された。死んでもおかしくないほどだった。

　魔物が居なくなったあと、恐怖に震えて一歩も動けない俺を、ラウルは優しく労った。

　血にまみれたラウルは「シノ、大丈夫？　痛いところはない？」と囁ささやきながら、俺のかすり傷を大事そうに治した。

　ラウルは俺のどうでもいいかすり傷が治るまで、自分を治そうとしなかった。

　治癒術を使えば、瞬時に自分の傷を塞ふさぐことができるのに、それよりも大事なことがあるとでもいうように俺に構った。

　それがとても、とても恐ろしくて、俺は泣き喚わめいた。ラウルは困ったように微笑ほほえむだけだった。

　怖くなった。

　このままではいつか、俺を守り、果て、ラウルが死んでしまう。

　俺を一番に優先するラウルを死なせないためには、俺もラウルを一番に優先することだった。

　俺はその日から覚悟を決めた。ラウルのためなら、誰だれが傷ついても良いと思うようになった。襲ってくる魔物は容赦せず殺した。

　ラウルは俺を愛していた。それゆえに俺を優先し、自分を後回しにする悪癖があった。だから、俺自身がラウルの庇ひ護ごを必要としないくらい、早く強くならなくてはいけなかった。

　上達するために、魔術の修業はとても真剣にやった。そのおかげか、俺はどんどん力を付けた。

　ラウルは自分の魅力に無む頓とん着ちやくで、無関心だった。それどころか、卑下する悪癖があった。だからラウルは狙ねらわれやすかった。

　ぼーっとしているようにも見える雰囲気は、悪いことを考える連中の格好の的だった。

　今までどうやってあしらっていたのか疑問に思う程絡まれやすく、そのたびに俺は裏で工作した。ラウルにバレないように、言い寄ってくる連中を片っ端から追い払った。

　中には、優しい人柄と、治癒術の腕が素晴らしいラウルに魅了されて、誘惑しようとする奴やつもいた。

　しつこい者には、ラウルに内緒で覚えたまじないを使って、脅しをかけた時もあった。やる時は必ずバレないようにやった。

　素直で大人おとなしい子は、可愛かわいく思われ好かれると、子供ながらに知っていたので、ラウルの前ではそのように振舞い、本当の自分を隠していた。だから、大人の男相手に脅しをかけ、洗脳しているなんて知られたら、どう思われるか分かったものじゃない。

　ラウルの前では、相手方に懐いているように見せ、実際は毎日少しずつ洗脳していき、追い詰めて、自分からラウルの元を去るように仕向けた。大抵うまくいった。

　俺の手は黒く汚れている。だが、それでも問題はなかった。俺はラウルがいれば何もいらなかった。

　セカイなんてものも、日々の暮らしも、ラウルがいればどうでもよかった。

　ラウル以外の生き物なんて、生きていても死んでいても良かった。

　ラウルの愛がなくなるくらいなら、俺はなんでもやれた。冷徹な化け物にだってなれた。

　初めて人を殺した日は、今でもよく覚えている。あの時以上に感情を揺さぶられたことはなかった。

　ウルルの街に定住する前、ラウルは俺に世界を見せてくれた。色々な所へ連れて行き、様々な体験をさせてくれた。俺にとって毎日が奇跡のような日々だった。

　その旅の途中で、ラウルの治癒術は沢山の人を救った。リーヤ村も、そんな村の一つだった。







　リーヤ村







「いやあ、噂うわさ通りの手腕、感服致しました。まさか、あの高名なラウルさまに救って頂けるとは思いませんでした。このことは、リーヤ村で代々受け継いでいきましょう」

　でっぷりとした腹を突き出し、脂の乗った顔でにんまりと笑った男は、調子の良いことを言った。

　少し前まで、俺とラウルを村から追い出そうとしていた男──リーヤ村の村長は、今では駄犬のように汚い尻尾しつぽを振っている。

　昼間立ち寄ったこの村で、ラウルは病にかかった女を見つけた。

　ラウルはすぐに治療させて欲しいと村長に頼んだ。だが、村長はラウルを乱暴に突っぱねた。

　病にかかっていた女は村長の娘だった。村長は、自分の娘が病にかかっていると信じなかった。

　それでも治療させて欲しいと頼み込んだラウルに、村長は村から出て行けと喚いた。

　怒鳴られるラウルを見てられなかった俺は、出て行きましょうと進言したが、ラウルは諦めなかった。

　そのうち、娘が苦しさを訴え出し、村長が狼狽うろたえている間にラウルは娘を治療した。あっという間だった。

　苦しさから解放された娘を見て、村長はやっと、自分が村から追い出そうとしていた相手が、奇跡の治癒術師として高名になっていたラウルだと気付いたようだった。

　ラウルは他の村人にも発症の兆しがあることに気付き、治療させて欲しいと村長に頼んだ。

　コロリと態度を変えた村長は、全てをラウルに託した。

　発症の兆しのあった村人は全員、ラウルに救われた。その後、経過を見るために、宿の部屋を借りて休んでいた。

　村長はそんな俺たちの元へ来た。

　村を救ったラウルは疲れていたので、村長には遠慮して欲しかったが、俺が止めるのも無視して、ずかずかと部屋に入ってきた。

　ラウルを突き飛ばし、口汚く罵ののしったことを忘れていない俺は、村長の横顔をじろりと睨にらんだ。

「娘も村人もとても感謝しております。どうぞラウルさまのお疲れが取れるまで、ずっとこの村に滞在なさってください」

　ずっとなんて居るか。こんな村すぐに出て行ってやる。

　魔術で沸騰させた湯の中に、清潔な布を浸して両手で絞った。

　絞った布を持ったまま、ラウルの元へ行き、上半身をはだけさせた。特に抵抗しないラウルは、筋肉のない柔らかくてスベスベした肌を俺に託した。

　布をラウルの腕に当てて、ごしごしと擦った。綺き麗れいになるように丹精込めた。田舎いなか村に風ふ呂ろがあるなんて期待していなかったけど、疲れたラウルを労らずにはいられなかった。

　これは、俺ができるせめてもの行いだ。

　遠慮なく拭ふいていたら、村長が顔を歪ゆがめたがあえて無視した。村長は気を取り直すように咳せき払ばらいをした。

「ラウルさま、今回のお礼をしたいと思うのですが……私の娘をどう思いましたか？」

　どこか含みのある言い方に、そういえばあの娘は年頃だったな、と思った。

「どう、とは？」

　村長の言いたいことをまるで分かっていないラウルの純粋さに思わず頬が緩んだが、何も口出しはせずに、黙って手を動かした。

　脇わき腹ばらに触れたとき、ラウルの体がピクリと跳ねた。思わず手を止めた。

　……脇腹が弱いのだろうか。

　変なことを考えそうになったので首を横に振って、無心になるように努めた。

「私の娘は今年で二一になりますのに、まだ嫁の貰もらい手がないのです」

「そうなのですか？　とても美しい方でしたのに」

「そうなのですよ。親としても勿もつ体たいなくて……ですが、今この村に娘を預けられる男はおりません。私は、ラウルさまが良ければ娘を貰って欲しいと思っているのですが、どうでしょうか？　娘も助けていただいたラウルさまにとても心酔しています」

　ラウルは話の意図が分かったようで「ああ」と閃ひらめいたように言った。

「申し訳ないのですが、辞退致します。俺はシノを立派な魔術師にするために旅をしている途中です。今はそれしか考えられません。とても、ありがたい申し出なのですが」

　踊りだしたくなるくらいの優越感を感じた。

　村長に「こいつがシノか」という目で見られた。

　不快な視線だったが、優越感で満たされている俺は、人好きのする笑みで村長に応こたえた。

　慌てて村長が頭を下げてきたので、素直で可愛いシノは、子供のように拙いお辞儀を返した。

「ラウルさまほどの魔術師さまと私の娘が釣り合う筈はずはありませんね。出過ぎたことを申し上げてすみません」

　ラウルは慌てたように手を振り、首を振った。人を傷つけないように気遣うラウルは、どこまでも優しい。

「い、いえ、決してそのようなことは。誤解を与えてすみません、俺はただシノと一緒に旅をしているうちは、この子と二人で過ごしたいんです」

　村長は不服そうに鼻を鳴らした。

　なんという身の程知らずだろうか。お前の醜い娘など、ラウルにふさわしくない。何な故ぜ、ラウルへのお礼と称して、自分の娘を差し出してくるのか甚だ疑問だ。理解ができない。礼を尽くしたいのならば、金目の物を持ってくればいい。

　村長は不服そうな表情のまま、引き下がっていった。

「師匠、明日にはこの村を出ましょう。本当はもう次の目的地についてる筈です。遅れを取り戻さないと。長居している時間はありません」

　というか、もうこの村にいたくない。また駄犬がしつこく娘を差し出してくる可能性がある。ラウルの気が変わらないうちに出ていきたい。

　拭き終えたラウルの上半身に、服を着せて整えた。

「うん。シノはしっかりしているね。シノが俺のお嫁さんみたいだ」

　ラウルは、冗談のように笑いながら言った。

　本当にそうなれたらいいのに。俺が女だったら、色々なやり方で、ラウルの傍を離れない方法があっただろうに。

　今は、師匠と弟子という関係を続けることができているが、いつ別れを告げられるか分からない。それまでに、ラウルとずっと居られる方法を考えなくては。

　闇魔法に閉じ込める系の魔法があった筈だから、習得してみようか。

「シノ、今日はありがとう。シノが昼間手伝ってくれたから、とても助かったよ」

　ラウルに頭を撫なでられて、気持ちが落ち着いていった。心が浄化されていく。やっぱり闇魔法はやめよう。ラウルが傷つくようなことはしたくない。

「シノ、眠い？」

　俺の浄化されていく様を、眠気を感じていると勘違いしたようだ。ラウルは可愛く首をかしげた。

「今日は色々あったから疲れたよね。もう寝てしまおう、おいで」

　ラウルが手を広げたので甘えるように胸の中に飛び込んだ。

　一つしかないベッドの上で、温かな腕に抱きしめられた。さっきのことを思い出して脇腹に手が伸びたが、既すんでのところで思いとどまった。




　肌寒くて目をあけた。大きな腕に体を担がれている。毛むくじゃらな、汚い腕だった。

　どうして今まで気付かなかったのだろう。己の迂う闊かつさにイライラして、舌打ちしたら、担いでいた男が気付いてこっちを見た。

「おお、起きたか。なんだお前、珍しくて変な目をしているな。こりゃ高く売れそうだ」

　言動から察するに、人さらいだろうか。ラウルは無事なのかと心配に思った。

「おい村長さん。本当に連れて行っていいのかい？　こいつはこの村の子供じゃないのか？」

「ああ。大丈夫だ、早く連れて行ってくれ。顔が綺麗だからきっと良い値段で売れるだろう」

　男の隣には駄犬村長がいて、俺を売り飛ばす算段をしていた。

　すぐに怒りが湧わき上がった。声変わりの終えていない声はまだ高かったが、できるだけ低く威嚇した。

「一体なんのつもりだ？　覚悟はできているのか？」

　村長は肩を跳ね上がらせて驚き、俺をまじまじと見た。が、すぐに脂まみれの顔でにやりと笑った。

「お前は邪魔なんだよ。娘が心底ラウルさまに惚ほれてしまった。大事な一人娘だ、願いを叶かなえてやりたい。それに、婿があの有名なラウルさまとなればここら一帯にも顔がきくようになる。私は村の村長などという肩書きで一生を終えるつもりはない。そのために、今まで邪魔な奴らをこうして売り飛ばしてきた。そして次はお前の番だ」

　駄犬の野心に興味はないが、そういうことならラウルに危害は加えていないだろう。案外、まだリーヤ村で気持ちよく寝ているのかもしれない。

　ラウルの無事を確認した。では、もうこいつらに用はない。

「お前がいなくなればラウル様も気が変わり、私の娘と夫婦になるだろう。あれだけおひとよしな人柄だ。籠ろう絡らくするのは容易たやすい」

　やはり誰だれが見てもラウルは気が優しく、おひとよしに見えるらしい。俺もそう思う。だが、こいつはひとつ思い違いをしている。

「浅はかだな」

　俺が笑ったのと、周囲に冷気が漂い始めたのはほぼ同時だった。

「ラウルは俺を一番に愛している。お前の醜い娘と俺、天てん秤びんにかければ、お前の醜い娘など、ラウルの視界に入らない。俺が居なくなったと分かれば、ラウルは俺を探すため、すぐにでも村を出るぞ」

　咲いていた草花が氷を纏まとってパキ、と音を出した。異変に気付いた村長と人さらいの男は、辺りを見渡した。

「ラウルが愛しているのは俺だけだ。籠絡する？　できると思うのか？　お前の娘の言葉はラウルに届かず、お前の野心は叶わない」

　顔を真まっ赤かにした村長が何かを言う前に、俺を抱えていた人さらいの男がぎゃあと叫んで俺の体を放した。

　乱暴に地面に落とされたが、綺き麗れいに着地できた。辺りは氷で覆われていた。

「こいつ、魔術を使うのか!?」

　人さらいの男が、凍りついた腕をかばいながら叫んだ。

「魔術師の弟子だ。当たり前だろう」

　俺はなんでもないように言うと、驚きで目を見張っている二人に歩み寄った。

「お前たちはここで終わりだ、せめて美しい氷像にしてやろう」

　パチン、と指を鳴らして吹雪ふぶきを呼び出した。

　寒さにぶるぶると震えだす村長がおかしくて笑っていたら、不意に他人の魔力を感じた。

　黒いローブのフードを深めに被った男が横から現れて、ぐいと腕を引かれた。抵抗すると、顎あごを掴つかまれて上を向かされた。

「俺の目を見ろ」

　無精ひげの生えた男と目が合った。奥の方がきらりと光った気がして、まずいと思ったが既に遅く、体が麻ま痺ひしたように動かなくなった。

「お前の体を流れる魔力を断ち切るまじないをかけた。お前はもう魔術を使えない。大人しくしていろ」

　魔術師らしいフードの男は人さらいの仲間だろうか。

　まじない返しをしようとしたが、うまく発動できなかった。時間が経たちすぎたのか、それとも俺のまじない返しが拙いせいで発動しなかったのか。

　どちらにしろ、魔力が封じられてしまえば魔術は使えない。

　悔しいが、魔術が使えなければ、俺はただの子供だった。呼び出した吹雪は消えてしまった。

　後頭部に衝撃が入り、意識を失った。







　捕らわれる







　顔に水をかけられて意識が戻った。

　どうやら泥水だったようで、口の中に入った砂利をぺっと吐いた。

　目隠しをされているらしく、何も見えなかった。

　音は拾えた。馬の蹄ひづめの音と車輪が回る音が聞こえた。

　突き上げるような不規則な振動を感じる。どうやら、荷馬車で運ばれているようだ。

　体を動かそうとしたが、手足を縛られていて動くことができなかった。

「起きたな？　お前、名はなんという？」

　声に聞き覚えがあった。俺に魔力を断ち切るまじないをかけたローブの男のものだった。

　何も言わずに黙っていると、ローブの男が笑う気配がした。

「教えてくれないのか？」

「教える訳ないだろう」

　突き放すように言えば、ローブの男が口笛を吹いた。

「可愛げがない子供は好かれないぜ？」

「好かれたい人にはそれなりの態度をとる。お前には好かれなくていい」

「はは、そうかい。気が強いねお嬢ちゃん」

　安い挑発をしてきたローブの男を無視した。

「ずいぶん冷静なんだな。お前はこれからどうなるか分かっているか？　教えてやろうか？」

「分かっている」

「へぇ。分かっていてその反応か？　もっと動揺したりはしないのか？　なぁ？　つまらねぇなぁ」

　つまらないと言う割には声が弾んでいる。心底楽しそうだ。

「お前は高く売れそうだなぁ。容姿が麗しくて、おまけに魔術を使える。お前は俺たちの酒代になる」

「下げ衆すめ」

　吐き捨てるように言えば、はっはっと笑われた。

「恨むならラウルを恨め。あいつはお前がさらわれていた時も、口をあけてぐっすり寝ていたぞ」

「ラウルは関係ない。俺が迂う闊かつだっただけだ」

「ふーん」

「お前は何でこんなことをしているんだ？　魔術師ならば、野盗に堕おちなくても生きていけるだろう」

　その時、目隠しされている瞼まぶたの裏に光が差し込んだ。いきなり入ってきた光がまぶしくて顔をそらす。荷馬車にかけられてある布を誰かが覗のぞいたようだ。

「お頭かしら。そのガキ、大丈夫ですか？　相当強い魔術師のようですけど」

　聞こえてきた声は、リーヤ村で俺に氷像にされそうになった男のものだった。

「大丈夫だ、俺のまじないで魔力を抑えているからな。しばらくは魔術を使えない」

「まじない……？」

「ああ、大丈夫。とりあえずは大丈夫だ。こっちのことは気にするな。このガキは俺に任せろ」

「へい、分かりやした。ありがとうございやす」

　眩まぶしかった光が消えて、再びローブの男と二人だけになった。

「魔術師じゃない人間はまじないも知らない。時折めんどくさくなるな。そう思わないか？」

「めんどくさいなら、野盗などやめればいい。お前くらい力の強い魔術師だったら、真っ当に生きていける。そして俺を解放しろ」

　認めたくないが、ローブの男の不意打ちは見事だった。気配を消し、俺が隙を見せる機会を窺っていたに違いない。

　さっきからローブの男から魔力の匂においを強く感じる。きっとまじないをかけられていなくても、今の俺の力では敵かなわなかったかもしれない。

「真っ当に生きたいとは思っていない。俺は人の嫌がる顔が好きなんだ。それを見るために色んなことをした。気付いたら野盗の頭なんてもんに堕ちてた。だがな、これは俺の天職だ。こんな面白いことやめるかよ。なぁ、売られたくないだろ？　泣いて嫌がってくれよ。そんで俺を楽しませてくれ」

「うるさい下衆め」

「はっはっ、何言ってんだ。お前もこっち側の人間だろう。この下衆が」

　ローブの男は笑いながら乱暴に物音を立てた。

「なぁ、さっきの氷魔法、良かったぜ。生きたまま氷像にしようなんて残酷なことを考えるやつだ。お前は普段から人を脅し慣れてるな。今までどれだけ悪いことをしてきたんだ？」

　ラウルに近づく奴らをまじないで追い払ってきたことを言われているのだろうか。俺はそれが悪いこととは思わない。ラウルの愛は俺だけのものだ。俺からラウルを奪おうとする奴らが悪い。

「お前の腐った息以上に悪いものなどこの世にはない。さっきから臭いがきつい。近寄るな」

　後ろ髪をぐいっと引かれ、限界まで喉のどが仰のけ反ぞった。

「生意気な奴やつだ。まあそう力むな。運が良かったら金持ちに買われて一生楽できるかもしれないぞ？　運が悪かったら変態に買われて泣きながら暮らす羽目になるかもしれないがな」

　楽しそうに言われた言葉を見下し、笑った。

「俺はお前のまじないの効果が消えたら逃げる。金持ちに買われても変態に買われても俺には関係ない」

　子供を買うような変態は、後悔させてから逃げてもいいかもしれない。

　ローブの男によるまじないの効果さえ消えれば、魔術を使って逃げられる。

　金さえ貰もらえばいいこいつら野盗は、俺が買主のところから逃げても追いかけてこないだろう。

　逃げ延びた後は何事もなかったかのようにラウルの元に帰るだけだ。

　ローブの男は俺から手を放した。

「なるほど。お前の余裕はそういうことか。確かにそうだな。金を受け取った後は、買主に管理が移るから、お前が逃げようが俺は追いかけない。たいした自信だが、狡こう猾かつなお前なら逃げられるだろう」

　言い方は気に入らないがそういうことだ。

「だが」

　ローブの男は言った。

「気が変わった。お前は誰だれにも売らない。俺が飼おう」

「は？」

　思わず間抜けな声を出してしまった。なんだ？　何を言っている？

　唖あ然ぜんとしていたら、ローブの男があっはっはと笑い出した。

「いいねえ、その顔！　可愛かわいいとこもあるじゃないか！　いつもそう可愛かったら、うんと優しくしてやるよ。夜は寒いからな、たまには一緒に寝てやる。抱きしめてイイコイイコしてやるぜ？」

「くっやめろ！　触るな！」

　目隠しの上から目玉を生ぬるいものが這はった。ローブの男の舌だと分かり吐き気をもよおした。

「……っぅえ」

「おいおい吐くなよ。そんなに嫌か？　傷つくなぁ」

「くそ、くそ、気持ち悪い！　お前、今に後悔させてやる、俺を飼うなんて、できると思うな！」

　ありったけの憎悪が届くように叫んだ。

「ははっ。どうやって後悔させるんだ？　お前は俺に何もできないだろう？」

　耳の近くでローブの男の声がした。顔に息が当たる。気持ち悪さで心が荒れた。気持ち悪い、くそ、しね。

　怒りが湧わいた。ラウルと俺を引き離し、思うままにできると思っているこいつの考えを踏みにじってやりたい。

「ママと離され最初は寂しいかもしれないが、じきに慣れるさ。なんなら、ママも一緒に飼ってやろうか？　お前で釣れば、勝手にやってきそうだ」

　その瞬間、キィン、と耳鳴りがした。体が熱くなり、うちから何かがあふれて制御がきかなくなる。膨らんだ何かが弾けてしまいそうだ。

　ローブの男の声が遠くなって、視みえているものが分からなくなりそうになった時、荷馬車が大きく揺れた。

　揺れで意識が戻った。かいていた汗に気付くと謎の疲労感にぐったりした。

「おい、どうした。何で止まったんだ？」

　そんな俺の様子に気付くことなく、ローブの男が外の仲間に状況を聞いている。

「前の方で異常があったみたいです。ちょっと見てきます」

　仲間の野盗が、馬を走らせて前列に向かう音が聞こえた。

　体が辛くてはあはあと息を吐いた。額から汗が流れる。さっきのはなんだったんだろう。あのまま意識をもっていかれていたら、どうなっていたんだ。

　戻ってきた仲間の野盗が、荷馬車の布をめくったようで、まぶたの裏に光が差し込んだ。

「どうやらそのガキの師匠とかいう男が現れたようです。どうしますか？」

「……！」

　俺は聞こえた言葉に顔をあげた。

「へぇ、よくここが分かったもんだ。お前、愛されてんなぁ。ママが迎えに来てくれたぞ。良かったな」

　ローブの男がからかうように言った。

「さっき俺が言ったこと、覚えているか？　お前で釣れば、ラウルを飼えるって話。現実になったな。こりゃ面白い」

「やめろ、そんなこと許すわけが……」

　さっきの反動で体が重い。出した声に力が足りていなかった。

「自分のせいで師匠が酷ひどい目に遭うかもしれないっていうこの状況はどうだ？　辛いよなぁ悲しいよなぁ。俺はそういうのが大好きさ」

　ローブの男は笑った。

「さて、どうしてやろうか。そういえばこの前のは格別に楽しかったなぁ。夫婦で旅をしていた奴らを襲ったんだ。そんで、最初は気分良く、女を男の前で犯していた。そしたら男の方が、やるなら俺をやれ！　て叫び始めたんだ。面白いだろ？　だからお望み通り男を犯してやった。男の方、ありゃ感じてたな。俺は新しい扉を開けてしまったらしい。最後はどうなったと思う？　女が発狂して、男を殺した後に自分も死んじまった。うけるだろ」

　胸むな糞くそ悪わるい話を聞かせられながら、猿さる轡ぐつわを噛かませられた。

「ああ、思い出したら興奮してきた。ありゃ良かった。女の絶望した顔は今でも思い出せるし、昇天しながら殺された男の顔も見ものだったぜ」

　ローブの男は俺の足の拘束を外した。

「もう一度味わいてぇなぁ」

　ローブの男の声が愉快そうに弾んだ。荷台から降ろされ、歩かされた。

　足の拘束は外されたが手は縛られたままだ。目も見えず、声も出せず、方向感覚も分からないまま、背中を押された。

　歩かされている途中、何度か逃げようとしたが、全すべて阻止された。

　しばらくして、背中を押していたローブの男の手が離れた。

「……っシノ！」

　ラウルの声がした。もう聞けないと思っていた声に喜びで震える。

　ラウルが居る、すぐそこに。駆け寄ろうとしたらローブの男が俺の肩を掴つかんだ。そして、耳元で囁ささやくように言った。

「へぇ、お前シノちゃんって言うの。可愛い名前じゃん」

　思いで殺せるのなら、ローブの男は既に何度も死んでいる。ラウルの凜りんとした声が周囲に馴な染じんだ。

「あの、あなたが頭領ですか？　その子を返してもらってもいいですか？　俺の弟子なんです。リーヤ村の村長からあなたたちにさらわれたと聞いてここまで来ました」

　やはり駄犬村長の目もく論ろ見みは失敗したようだ。ラウルは脇目も振らず俺を探しにきた。

　ラウル、ああ、嬉うれしい。

　姿を見たいのに、目隠しが邪魔だった。

「うーん、返してって言われてもなぁ。人さらいにさらわれた人間は、もう人さらいのもんだ。この子の権利はこちらにあるんだが」

　ローブの男がクソみたいな声で、クソみたいな台詞せりふを言った。

　人さらいにさらわれた人間は人さらいのもの？　頭がおかしすぎる。まともに話し合うことはできない。

「もちろんただでとは言いません。必要なものは用意してきました」

　周囲に聞かせるように、ラウルは大きな声で言った。

　ちゃりん、と硬貨がぶつかる音がした。他の野盗たちの感嘆の声が広がった。

「すげぇな、あの金貨の量。見ろよ。ああ、お前は見えないか。とにかく凄すごい量だ。あれだけあればしばらく遊んで暮らせるな」

　ローブの男が耳元で囁いた。

　相当な金貨の量をラウルは差し出したようだ。その金貨はどこから持ってきたのだろう。

　昔もこういうことがあった。

　下僕だった俺を屋敷の主人から引き取るとき、ラウルは今のようにとてつもない量の金貨を主人に差し出した。

　後で知ったが、その金貨は、ラウルが大事にしていた魔法書を売って準備したものだったらしい。今回もそうなのだろうか。俺はまた、ラウルに迷惑をかけてしまった。

「あー、でもなぁ。シノちゃんは、俺が引き取って弟子にすることに決めたからなぁ。それだけの金貨は惜しいが、諦あきらめてくれ、ラウルさん」

　ローブの男が言ったら、様子を窺っていた野盗たちが喚わめきだした。ラウルが出した金貨に目が眩くらみ、俺をラウルに返せと言い始めている。だが、ローブの男はそれを一いつ蹴しゆうするように言った。

「うるせぇ。金貨なら、同じ額をお前らにやる。これで文句はねぇだろ」

　喚いていた野盗たちが、何も言わなくなった。

「困ります。シノは俺の弟子です。お金が足りないなら、また作って持ってきます。返してください。お願いします」

「いやだから、どれだけ積まれても返せないって。話、聞いてなかったのか？　シノちゃんは俺の弟子になったんだって。シノちゃんの方が言ってきたんだぜ？　俺の弟子にしてくださいって」

　最低な嘘うそだ。誰だれが好んでお前の弟子になるというのか。声が出せない代わりに何度も首を横に振った。

「もしもそうだとしても、シノを返して欲しいです。俺にはシノだけなんです。お願いします、シノを返してください」

「だめだめ、土下座してもだめだ」

　悔しくて仕方がなかった。俺を取り戻すために、ラウルが野盗なんぞに土下座した。俺のために。俺のせいで。

「ではどうすればシノを返してもらえるのでしょう？　お願いします。俺にできることならなんでもしますから」

「ふーん、なんでも？」

「はい」

「へえ、いいねぇ」

　俺はその時気付いてしまった。ローブの男は、ラウルのこの言葉を待っていたに違いない。

　それまでつまらなそうにしていたローブの男の声が、弾むように高くなった。

「だったら、あんたを俺の好きにさせてくれよ」

　やっぱりそうだ。ローブの男は、俺を利用してラウルに手を出す気だ。このまま話をさせちゃいけない。

「んー！」

　喋しやべれないのをもどかしく思いながら首を横に振ると、後ろから肩を引っ張られて、喉のどをおさえられた。息ができなくなった。

　尻しりの間に何か違和感を感じた。硬いものが当たっている。その正体を探ったとき、すぐに思い当たった。ローブの男が、俺の尻にこの世で一番汚いものを押し当てていた。気持ち悪くて吐きそうになった。

「ラウルさんが断れば、シノちゃんやっちゃうよ。どうするんだ？」

　硬いものが上下に揺れた。ありったけの呪のろいを心の中で呟つぶやいた。

「……分かりました」

「んんー！」

　ローブの男の笑い声が耳元で聞こえ、更に、はあはあという荒い息が首にかかった。

　こいつ、発情してやがる。気持ち悪い、今すぐしねばいいのに。

　興奮したローブの男が、うなじを強く噛んできた。噛まれたうなじから、生ぬるい液体が流れて、血の匂においがした。

　痛かったが、それよりも怒りが猛烈に湧わいた。振り向いてローブの男に反撃しようとしたら、頬を殴られて地面に転がった。

「ラウルさんは、治癒術の達人だから、手加減なんてしなくていいよな？　俺、一回死ぬほど人を犯してみたかったんだよ。血まみれセックス楽しもうな」

「それが終われば、シノを返してくれるんですよね」

「ああ。いいぜ？　終わればな。終わる前に死んだら返すものも返せないけどな」

「何をされても俺は死にませんから」

　ローブの男は笑った。

「いいね、じゃあ服を脱ぎな。今すぐやろうぜ」

「え……いま、ここで……？」

　ラウルの声が戸惑ったように震えた。

「嫌ならいいんだぜ？　代わりにシノちゃんやっちゃうし」

「で、でも。あの、子供の前ですし」

　ローブの男の声が興奮したように弾んだ。

「だからなんだってんだ？」

　ラウルが小さく「う……」と呻うめいた。

「お願いします、シノの前では」

「仕方ねぇなぁ。荷馬車の中に連れて行ってやるよ。シノちゃんには見えないように布も降ろしてやる。これでいいか？　俺は優しいなぁ」

「あ、ありがとうございます……」

　律儀にお礼を言ったラウルを、ローブの男は笑った。

「いつまで正気を保ってられるかな。逃げるなよ」

「逃げません」

　頬に柔らかいものが触れた。ラウルの指だと分かり、はっとした。

　目隠しの布と、猿さる轡ぐつわを外された。現れた目の前のラウルは優しく微笑ほほえんだ。そして、地面に転がっていた俺の体を抱き起こすと、両手で抱きしめてきた。

　束つかの間まラウルに大人しく抱かれた。さっきまでの身を焦がすような怒りは消え、穏やかな気持ちのまま、ラウルの胸に頬ずりをした。

　ラウルは俺の耳元で囁いた。

「目を閉じて、耳を塞ふさいでいなさい。しばらくは離れたところに居てね。終わったら迎えに行くから、待ってて」

　ラウルの指先が、殴られた頬と、噛かまれたうなじに触れた。治癒術を使われ、痛みが消えた。

「なあ、ラウルさん。俺いいこと思いついちゃったよ。両手と両足切断してもいいか？　いいよな？　どうせ治癒術で治せるんだから」

「どうぞ、ご自由に」

「いいね、ラウルさん最高。早くやろうぜ」

　聞こえてきた恐ろしい会話に、消えていた怒りが再び湧いた。

「師匠、逃げましょう。二人なら逃げられます」

「おい、聞こえてんぞ。逃がすわけないだろ。空を飛べるってんならともかく、走ってもすぐに追いつくから。こっちには馬があるんだぜ？」

　呆あきれたようにローブの男が言った。

「シノ、大丈夫だよ。俺は大丈夫。シノは離れたところに居て。絶対にこっち来ちゃだめだよ」

「いやだ、行かないで！」

　ラウルの腰に抱きついた。離したら行ってしまう。強くしがみついた。

　ローブの男が俺を邪魔だとばかりに突き飛ばした。そして乱暴にラウルの肩を抱いて連れて行こうとした。

　追いかけようとしたら野盗の一人に拘束された。

「ラウル！　そんな、待って、いやだ、ラウル！」

　必死に叫んだら、ラウルが振り向いて微笑んだ。

　そのまま二人は荷馬車の奥へと消え、備え付けの布が降ろされると完全に見えなくなった。

　俺を拘束していた野盗が溜ため息いき混じりで言った。

「ありゃ行かない方がいいぞ。坊主には酷だ。それに、お前が行ったところで何もできないだろう？　師匠の決意を無駄にするんじゃねぇ。お前を守るためとはいえ、立派なやつじゃねぇか」

　他の野盗たちも、行かない方がいい、と口々に言った。

　こいつらは何も分かっていない。俺を抱きしめたラウルの体は震えていた。ラウルは怖いんだ。

　魔物に体を切り刻まれ、死にかけていた時だって震えていなかったラウルが、初めて震えていた。

　このままじゃだめだ。助けなくちゃいけない。

　暴れる俺に苛いら立だったのか、野盗が頬を叩たたいてきた。だが不思議と痛くはなかった。

　自分でもはっきりと分かる。なにかが内側からあふれてきて止まらない。少し前に荷馬車の中で感じた感覚と同じものだった。我が身を忘れていく。視えているものが分からなくなり、体が熱くなっていく。ばらばらと点滅して、目の前が真っ白になった。

　殺してやる、こいつら全員殺して、刻んでぐちゃぐちゃにしてやる！

　ローブの男の四肢を千切り、残酷な笑い声をあげている自分が視える。膨らんだなにかが、ぱんと弾けた。

　気付いたら、静かになっていた。誰だれの声も聞こえず、人の気配もしない。

　少しだけ周囲の空気が冷えていたが、何な故ぜと思う間もなく、すがりつくように荷馬車に駆け寄った。

　夢中でよじ登り、急いで荷馬車の布をめくると、ラウルは居た。

　衣服が若干乱れていたものの、まだどこも汚されていないようだった。腕も足も無事だった。

　ラウルの名前を呼んだけど、何故か応答しなかった。

　そういえばさっきから、目を閉じたまま動かない。胸に耳を当て、心音を聞いてみると動いていた。良かった、ただ眠っているだけのようだ。

　眠っているラウルの頬を撫なでていたら冷静になってきた。そこでようやく肌寒いことに気付いた。気温が氷点下ぐらいにまで下がっている。冷たくなった自分の体をさすった。

　そういえばローブの男が居ない。仲間の野盗は？　どこへ消えたのだろう。なんとなく後ろを振り向いて驚いた。

　ローブの男は氷のように冷たくなっていた。衣服を脱ごうとしたまま凍っていたのでマヌケのようだった。

　死んでいるのだろうか。一いつ旦たんは確かめようとしたがやめた。それよりも、この寒さはラウルの体に影響が出る。場を離れるために、ラウルを背負うと荷馬車を降りた。

　予想はしていたが、他の野盗も冷たくなり、動かなくなっていた。氷像がそこら中に出来上がっていて、体感温度とは別に薄ら寒いものを感じる。氷像と目が合いそうで気持ち悪かったので、あまり見ないようにしながら離れた。

　ラウルを安全な場所まで運ぶと、荷馬車まで戻った。いつの間にか使えるようになっていた魔術に魔力をたくさん込めて、風魔法を全体に放った。

　巨大な風の鎌が、命を刈り取るように、野盗たちの氷像を乱雑に破壊していく。ローブの男の氷像は、俺が直々に四肢を切断してやった。

　気が済んだ後は火魔法を操って荷馬車に火種をつけた。すぐに勢いをつけ、炎は燃え広がった。最後まで見ることはせず、踵きびすを返して、一度も振り向かずにラウルの元へと戻った。

　ラウルは眠り続けていた。

「ラウル、探しにきてくれてありがとう。嬉うれしかった」

　眠っているラウルにキスをし、目が覚めるのを待った。

　しばらくして目を覚ましたラウルは、事の顛てん末まつを聞いてきたので、通りかかった旅人が助けてくれたと説明した。ラウルは納得していない様子だったが、それ以上は聞いてこなかった。

　きっと、野盗の男やローブの男を氷像にしたのは俺がやったことなのだろう。自分でもよく覚えていないが、冷静じゃない怒りの中で、感情が揺さぶられ、魔力が暴走した。俺の中でそう結論付けた。

　この後、俺は更に魔術を上達させた。

　失態を繰り返さないために。ラウルを危険に晒さらすような奴やつを排除するために。そのために俺は強くなった。

　俺はラウルのためなら何でもできた。初めて人を殺した日は今でもよく覚えている。ラウルを失うくらいなら、冷徹な化け物にだってなれた。

　ラウルを奪おうとする奴は、どこの誰でも許さない。

　それがたとえ、野盗だろうと、神だろうと。




　──シノ。

　声がした。

　その声は、俺の名前を、どこまでも優しく呼んだ。

　──よかった。

　子供みたいな高い声だった。この声は。







　結界が消えた王都







　王都の結界が消えた。

　誰かが悲鳴をあげたのを皮切りに、王都中で混乱が始まったようだった。いろんなところから悲鳴が聞こえてくる。

　俺は結界の消えた夜空から、目が離せないでいた。

　結界が消えてしまった。誰かの肩が、俺の肩にぶつかっていった。

　結界が、消えてしまった。子供の泣き声がする。結界が消えてしまった。どうして。

　結界が。

「ラルくん！」

　シノ。結界は、シノが張っていた。その結界が、消えてしまった。

「ラルくん！」

　どうして。まさか、そんな。

「ラルくん、こっちを向いて。ラルくん！」

　肩を揺さぶられた。

　頬を叩かれて正面を見ると、リノさんが目の前にいた。心配そうな顔をして、俺を見ている。いつの間にこっちに来たんだろう。

「ラルくん、顔が真っ青よ。大丈夫？」

　大丈夫じゃなかった。俺よりもシノが大丈夫ではなかった。結界が消えたということは、シノが結界を張れない状態になったということだ。意識を失い倒れたか、最悪の場合は。

　その答えに行き着くのを、頭が拒否した。

「王宮の方で、シノに何かあったのかもしれないわね」

　リノさんが言った。震えだしそうなくらい怖かった。

「リノさん、俺、王宮に戻ります」

　すぐにでも帰って、シノの無事を確かめたかった。だけど、リノさんは俺の肩から手を放さなかった。

「ラルくん、待って。落ち着いて。結界がなくなって、今危険に晒されてるのは、王宮よりも、王都の人たちよ。私たちは普通よりも戦える魔術師なんだから、襲ってくる魔物と戦って、王都に住んでいる人を守らなきゃ」

「だけど」

　シノが。

　その時遠くで悲鳴が聞こえた。魔物が王都の中に入ってきたのかもしれない。悲鳴はどんどん大きくなっていった。

「お願いラルくん。ラルくんは治癒術師なんでしょ？　きっと負傷している人もいると思うわ。王都の人たちのために戦ってちょうだい。シノなら大丈夫よ。シノがそう簡単にやられる筈はずはない。だって、リオレア国最強の魔術師なのよ？　きっと結界もすぐに戻るわ」

　……そうだ、十年後のシノは、リオレア国最強と言われている魔術師だ。十年前、俺が守っていた子供じゃない……。

　本当は、シノのところへ行きたかった。だけど、王都の人の悲鳴を無視することもできなかった。リノさんの言葉を信じて、シノを信じて、王都に留まり戦うことにした。

　シノはきっと大丈夫だ。十年後のシノはとてもしっかりしている。危ないことなんてきっとない……。

　リノさんの後を追って、正門まで来た。既に王都内に侵入した魔物と魔術師が戦っていた。

　リノさんと別れて、傷ついた魔術師に治癒術を使った。潰つぶれた目が元通りになった魔術師は、再び前線へと向かって行った。

　傷ついた魔術師たちを治癒術で治している間、何度も王宮がある方向を振り返った。王都のために戦うと決めたけど、シノのことがやっぱり気になる。それに、今までだいぶ戦ってきたけど、結界はまだ復活しない。

　その時、前線をくぐり抜けた魔物が、俺を狙ねらって鋭い爪を振り下ろしてきた。

　引き裂かれると覚悟したけど、魔物の爪が届く直前、現れた美しいフェンリルが魔物に体当たりした。魔物は吹っ飛んでいった。追撃するように、フェンリルが魔物に飛びかかっていった。驚いていたら、リノさんがやって来た。

「ラルくん。大丈夫？」

　さっきのフェンリルはリノさんの使い魔なのかもしれない。

「ぼうっとしちゃだめよ」

「すみません……。助けていただいて、ありがとうございます」

　その時、正門近くの壁が、轟ごう音おんをあげて破壊された。壁を壊して現れた体の大きい魔獣は、唸うなり声をあげて前線の魔術師をなぎ払った。

　誰かの放った火魔法が魔獣へ飛んで行ったけど、あっさりと打ち払われた。圧倒的に攻撃力が足りていなかった。

　リノさんのフェンリルが、跳躍して魔獣の背に跨またがり、毛で覆われた体に噛かみ付いた。魔獣は痒かゆそうに頭をぶるぶると震わせるだけで、効いていないようだった。

　フェンリルは、攻撃が効かないと分かると、あっさりと魔獣から距離を取った。

「あれは体が硬そうね。威力の高い攻撃でないと傷なんて負わせられないわ。まずいわね」

　今居る魔術師の中で、威力の高い攻撃を出せる人はどうやらいないようだった。いたら、とっくに攻撃しているはずだ。

　前線が崩壊した。

　魔獣は俺たちを嘲あざ笑わらうように、王都へ侵入してきた。その後ろから子分のように、小さな魔物も入り込んでくる。

「もうだめだ」

　誰かが言い、諦あきらめかけたその時、空から炎の魔弾が降ってきた。魔弾は魔獣に直撃した。それまでまったく動じることのなかった魔獣が、初めてよろめいた。炎の魔弾は止やむことなく、次々と魔獣に命中した。

　空には、遥はるか高いところから魔弾を撃っているリュースが居た。リュースは俺たちに気付くと、空から手を振った。

「あれ、ラルくんこんなところにいたんだぁ。いいこにしてた？　リノもいる～。大丈夫だったぁ？」

　相変わらず緩い喋しやべり方をするリュースは、魔弾で倒れた魔獣を気にする様子もなく、俺たちの前に降り立った。

　後ろから、リュースに飛びかかろうとしている魔物が見えた。

「リュースさん後ろ！」

　リュースは後ろに目でもついているかのように炎をぽいっと投げて、飛びかかろうとしていた魔物を燃やした。

「よく耐えたね。こっちも色々あってさ。来るのが遅れちゃったんだ」

「シノさんは大丈夫なんですか！」

　詰め寄るように言ったら、リュースは首を振った。

「僕は分からない。シノは毒を飲んで倒れたんだ。アドネはそれを治そうとして、毒が移っちゃった。僕は王都に魔物が侵入したって聞いたから、急いでここまで来たんだ」

「毒……？　倒れた……？」

　目の前が真っ暗になった。

「結界は今、王宮にいる他の宮廷魔術師たちが頑張って張ろうとしているみたい。だけど、凄すごく手間取ってたよ。もうしばらく時間かかると思う」

　王宮に行くことしか頭になかった。王都の防衛にはリュースが来てくれたからいいだろう。俺は王宮に行くことにした。

「リノさん、すみません。俺、行きます」

「ちょっとラルくん？　行くってどこへ？」

「王宮へ」

「待って。待ちなさい、ラルくんが行っても何もできないわ」

「そうだよラルくん。リノの言う通りだ。アドネにどうすることもできないのに、ラルくんが行っても何もできないよ。それに今、王宮は混乱しているから、危ないことに巻き込まれるかもしれないよ」

　一気に空に飛びあがった。

　リュースとリノさんが何か言っていたけど、振り切るように速度を上げた。

　夜空は凍えるように寒かったけど、そんなこと関係なかった。王宮へ急ぐことしか頭になかった。

　前から、大きな翼をはためかせた魔物がこちらに向かって来た。加速して避け、更に速度を上げて王宮へと急いだ。







　闇やみの中の戦闘







　王宮はリュースの言う通り混乱していた。

　その中で、異様に整列していた部隊があった。誰かが指示を出し兵士をまとめていた。ユマ王子だった。

　俺は一目散にユマ王子のところへ飛んだ。

「お前たちは、南門へ向かい、魔物を迎えうて。お前たちは中央へ行き、女子供を優先して避難させろ。決して怯ひるむな、普段の訓練通りにやればいい。行け」

「ユマ王子！」

　ユマ王子が振り返った。

「ラル」

　ユマ王子は俺を見て目を見開いた。

「ユマ王子、シノさんを知りませんか？」

「シノは……宴うたげが行われていた部屋にいる。アドネもだ」

　目を伏せたユマ王子の様子から、状況はよくないことが伝わってくる。素早くお礼を言って、すぐに向かおうとした。だけど、ユマ王子に引き止められた。

「ラル、イルマを見なかったか」

「イルマ王子？　……すみません、見ていないです」

「そうか……イルマはこんな時にどこへ行ったんだ。ラル、イルマを見つけたら、私の元に来るように言ってくれないか」

「分かりました」

　宴の会場に繋つながる廊下を通ったら、魔力の匂においがした。

　夜の闇に混じって、ばち、という音と、激しい閃ひらめきが見える。そして、悲鳴が聞こえた。

「──！」

　怒鳴るような声がした。逃げろ、と誰かが言っている。何度か、激しい衝撃音がして、小さな光が瞬いた。気になり、廊下から外に出た。

　兵士数人に守られながら、人影から逃げているイルマ王子を見つけた。

「イルマ王子！」

　声をかけると、雷撃が轟音をあげながらこちらに向かってきたので、すぐに結界を張った。雷撃は重かった。イルマ王子を追いかけているのは腕のある魔術師のようだ。

「ラル！」

　イルマ王子が俺に気付いてこっちを向いたと同時に、激しい光がイルマ王子の方へ飛んでいった。

　兵士たちがイルマ王子の盾になり、光に蹴け散ちらされた。俺は、その光でイルマ王子を攻撃している魔術師の正体を見た。

「……カウロ？」

　さっきのは間違いなくカウロだった。夜の闇の中で、カウロは残酷な表情をしながら、雷撃をイルマ王子に向けていた。

　どうしてカウロが。とにかく今はイルマ王子を助けなくては。

　カウロが再び雷撃を放った。イルマ王子の盾になってくれる兵士はもういない。俺がお守りしなければ。だけど、ここからでは遠い。イルマ王子が雷撃から逃げているその背中に向かって叫んだ。

「イルマ王子、結界を！」

　イルマ王子がはっとしたように振り返り、手を前にかざした。ぴん、と張られた結界が雷撃を阻み、イルマ王子を守った。

　カウロはもう一度雷撃を放ち、イルマ王子を休まず攻撃した。イルマ王子の結界が揺らぐ。なんとか防いでいる様子だった。結界は今にも壊れそうだ。

　加勢してお守りしたかったけど、カウロはこっちにも雷撃をうってくるので、なかなか近づけなかった。

　イルマ王子がカウロの雷撃を打ち返した。

　あのまま耐えていても結界が壊れるのは目に見えていたから、なんとか打開したかったのだろう。だけど、まったく隙をついていなかった。

　隙をついていない打ち返しは対処され、威力が二倍になって返ってくる。

　案の定、イルマ王子の打ち返しは、カウロに打ち返された。

　二回打ち返された雷撃の威力は凄すさまじかった。膨らんだ雷撃がイルマ王子を襲った。

　だめだ、やられる！　今のイルマ王子ではあの威力を防ぐことはできない！

　けれど、予想に反してイルマ王子は防ぐどころか打ち返した。俺は驚いた。だけどカウロも、イルマ王子の打ち返しを、再び打ち返した。

　既に四回打ち返された雷撃の出力はとんでもないことになっていた。

　俺を攻撃していたカウロの雷撃はやんでいた。イルマ王子との打ち返し合戦に備えて集中しているようだ。その間にイルマ王子の傍へ近づけた。

「イルマ王子！」

　イルマ王子の後ろから声をかけると、イルマ王子は泣きそうな顔で振り返った。

「ラル、どうしよう！　もう返せない！」

　イルマ王子の手のひらは火傷やけどしていた。今までの打ち返しがどれだけ必死なものだったか窺える。

　混乱した様子のイルマ王子をなだめるために、肩に手を置いて大丈夫です、と囁ささやいた。

「わたしが後ろにいますから安心してください。もうこうなってしまっては、この打ち返しを続けていくしかないです。どちらかが打ち返せなくなるまでやりましょう。来ましたよ。構えてください」

　イルマ王子は頷うなずき、手を前にやって雷撃を受け止めた。衝撃が凄く、びりびりとした波動がここまで来る。じかに対たい峙じしているイルマ王子は余程のものだろう。イルマ王子は今回も打ち返した。

　闇のむこうで閃きがあり、カウロも打ち返しに成功したことを悟った。雷撃がまたこっちまで来る。

「も、もうだめだ」

　イルマ王子が泣き言を言った。火傷しているイルマ王子の手のひらに治癒術をかけ、その腕を後ろから支えるように持った。

「まだ大丈夫です。打ち返せないほどではありません。やりましょう」

「でも」

「今ここでやめても死んでしまいます」

　イルマ王子の顔が青ざめ、覚悟を決めたように頷いた。

　イルマ王子の手のひらが雷撃を受け止めた。じじじ、とイルマ王子の手のひらが焼かれていく。

　六回も打ち返しがあった雷撃は相当重いようで、イルマ王子はなかなか返せずに、膝ひざを地面につけた。気力も体力も限界に近いのかもしれない。

「く……っ。もう無理だ！」

「まだ返せます。嘆くよりも、集中を」

「だが……」

「腕が下がっています。しっかり前にだしてください。足を踏み込み、お腹なかに力を入れてください。わたしが支えています。イルマ王子は打ち返すことだけに集中してください」

　イルマ王子の体が押される。片手で背中を支え、もう片方の手でイルマ王子の震える腕に、手を添えた。

「合図を出します。力を込めて一気に打ち返してください。いきますよ、いち、に」

　さん、の合図でイルマ王子の背中をぽん、と叩たたいた。イルマ王子は自分を鼓舞するように、大声をあげながら雷撃を打ち返した。

　雷撃が離れていく瞬間、魔力を注いで増幅させた。ひどく膨れ上がった雷撃は、カウロの結界を粉砕し、呑のみ込んだ。そしてカウロはその場に倒れて動かなくなった。

　地面に座り込んだイルマ王子は、安心したのか「うう、怖かったぁ」と言いながら、頭を膝につけてしゃがみこんだ。

　王子といっても、まだ十六の子供だ。命を狙ねらわれる恐怖に直面して、だいぶ気力を削そがれたのだろう。

「あ、そうだ！」

　しゃがんでいたかと思うと、イルマ王子は素早く立ち上がり、倒れている兵士たちの生存確認をした。

　イルマ王子の盾になってくれた兵士たちは、気絶していただけのようだった。イルマ王子は安あん堵どし、今度はカウロの元へ行った。

「カウロも生きている」

　あれほどの雷撃をくらったのだけど、カウロも無事だった。微かすかに息をしているカウロを見下ろしながらイルマ王子が言った。

「ラル、カウロはレーヴェル国の密偵だったのだ。カウロがシノに毒入りの杯を渡しているのを見ていたので、カウロを追いかけ、正体を吐かせた。だが、いきなり豹ひよう変へんし、攻撃してきたのだ。まさか、魔術師だったとは知らなかった。ラルは知っていたのか？」

「わたしも知りませんでした」

　カウロからは魔術師っぽさを感じなかった。魔力の匂いもしなかった。匂いを抑える薬や魔術でも使っていたのだろうか。

「そうだ、私はラルのことも探していた。シノとアドネが毒を飲んで死にそうなのだ。アドネには取り除けない毒らしいが、ラルなら取り除けると思って探していた。一緒に来てくれ」

　もとからそのつもりだった。

　起き上がった兵士たちにカウロを任せ、イルマ王子と二人でシノのところに急いだ。

　宴うたげの会場だった部屋に着いたけど、シノとアドネはいなかった。どこかへ移動したのだろうか。だとしても毒に侵された体では遠くへ行けないだろうから、近くにいるはずだ。

　探していたら、床に爛ただれたような跡を見つけた。青色の跡はこびりついたようになっていた。まだ新しい跡らしく、肉を焼くような、ジュウゥという音を出していた。四よつん這ばいになり鼻を近づけたら、ひどいにおいがした。このにおい。どこかで嗅かいだ気がする。どこだっけ……。

　あ、と思い出した。以前、俺が手を加えてしまって青色に変化したリンプと同じ匂いがする。

　それにもうひとつあった。ナナバだ。カウロが持ってきたナナバに感じた腐ったような匂い。

　どちらもカウロが関わっていた。もしも、リンプもナナバも、レーヴェル国の手先だったカウロが毒を仕込んでいたとしたら。この毒の正体はきっと。

「ラル、こっちだ！」

　イルマ王子が、シノとアドネを見つけたようだった。二人は、会場の奥にある部屋にいた。

「イルマ王子……？　と、何な故ぜあなたまでここに」

　アドネが覇気のない声で言った。

　部屋の中は、大きな赤色の光を放つ陣で覆われていた。陣の中心には、膝をつき、なんとかこらえているアドネと、横たわったシノがいた。







　解毒







「アドネ、ひどい状態だ。大丈夫か」

　駆け寄ろうとしたイルマ王子を、アドネが止めた。

「イルマ王子、私に近づいてはなりません。毒が伝う染つるかもしれません。この部屋に来てはだめです。不浄な場です。御身が穢けがれてしまいます」

　急いでシノの無事を確かめた。

　……微かだけど、呼気がある。ほっとして腰が抜けそうになった。

　赤い陣が気になった。この陣の上に来たら、脈拍がゆっくりになった気がする。

「アドネさんがこの陣を敷いたのですか？　この陣には、どういった効果が？」

「血の巡りを遅くさせ、体内に入った毒の進行を遅くする効果があります。私が考案しました」

「そうですか、意識を保つのは辛いでしょうが、なんとか陣を消さないように頑張ってください」

「はい、言われずとも……というかなんなんですか、あなた。状況分かってます？　なにのんびり私と話してるんですか。そんなことよりも、イルマ王子と共にこの部屋から出て行ってください。いつ毒が伝染るかも分かりませんよ。……あなたさっきから何してるんですか」

　顔色は悪いけど、怒るくらいの気力はあるらしい。

　さっきから俺はアドネやシノに起きている症状を確認していた。

　口からこぼれる大量の血、目からも涙のように流れる血と、耳の穴からも出血がある。鼻からはない。

「アドネさん、視界はどうですか、ちゃんと見えていますか」

「真まっ赤かですよ。残念でしたね、あなたの自慢の髪色も、私には血の色に見えます」

　視えるものがすべて赤くなる症状。

「ちょっと失礼します」

　アドネの前にしゃがんで、手を伸ばした。

「な、やめなさい。触ると伝染りますよ、もが」

　アドネの口内に指を入れたあと、自分の口に含んだ。血液が混ざったアドネの唾だ液えきを舐なめ、味を確認した。微かな甘味のあとに、渋柿を煮詰めたような苦味が広がった。

「し、信じられない。私の血には毒があるのですよ。今すぐ吐かなければ侵されますよ」

　アドネのローブを掴つかんで、胸元を剥はいだ。変色した青と黒のまだら模様の皮膚が目に入り、触れたら「きゃあ」と叫ばれた。

「なにを考えているのですか。ちょっとやめ」

　顔を近づけて、まだら模様の皮膚を嗅いだら、すこし臭った。ああ、やっぱりこの毒は知っている。

　俺は昔、レーヴェル国に行ったことがある。その時、この毒に侵された少年を治療したことがあった。一度治療した毒だから、二人から取り除くことは簡単だった。よかった。

　治癒の光を灯ともした手を喉のどに当てて、ふっと息を吐いた。さっきアドネの血を飲んだときに、俺の体内に入った毒が、吐いた息と共に霧散した。見ていたアドネが驚いたような声をあげた。

「イルマ王子」

「どうした」

「毒を取り除きます。アドネさんをおさえていてください」

「分かった」

「な、な、やめなさい。力が足りず、自分が毒に侵されますよ。イルマ王子、だめです。触ると感染ります」

「この毒は触っただけでは感染りません。安心してください」

　毒がアドネに感染ってしまったのは、治癒術で毒素に触ったせいだろう。

　アドネの顔が引きつった。

「あなたに何が分かるというのですか」

　イルマ王子がアドネの肩を後ろからおさえた。

　毒を取り除く手段で一番手っ取り早いものは、口を合わせて吸い取ることだけど、そんなことをしたらアドネが激怒しそうだ。

　仕方がないからアドネの唇を指でこじあけて、もう片方の手で引き寄せた。引き寄せられた毒は、アドネの口からどんどん出てきた。アドネの体内から出し尽くした大量の毒に、治癒の光をかけたら霧散した。

　すっかり顔色のよくなったアドネは、俺を見つめて唇を震わせた。

「どうしてあなたがこの毒を取り除けるのですか」

「次はシノさんです」

　紫色のシノの唇に自分のを重ねた。後ろでアドネが息を呑のむ気配がした。治癒術を発動させ、シノの喉奥を意識しながら、勢いよく吸い上げた。

　シノの体内の毒が口の中にどんどん溜たまっていく。全すべて吸い終ると、飲み込まないように注意しながら、ぷっと空中に吐いた。吐いた毒は霧散し、跡形もなく消えた。

　血の気のなかったシノの顔色は、ほんのりと色づいていった。

　ひとまず危機が去ったことに安あん堵どして、真下にあるシノの頬をゆっくりと撫なでた。

「シノ……よかった」

　誰だれにも聞こえないように小さく呟つぶやいた。

「ラル、シノはもう大丈夫なのか？」

「はい、体内の毒は取り除きました。いずれ目を覚ますでしょう」

「そうか、良かった」

「そういえば、ユマ王子がイルマ王子を探していましたよ」

　すっかり伝えるのを忘れていた。今更だけど、ユマ王子が心配していたことを知らせた。

「そうか。シノとアドネも良くなったし、私は兄上にそのことを言いに行く。ラルは二人を見ていてくれ」

「はい」

　イルマ王子が部屋を出て行った。

　しばらく静寂が流れた。試しにアドネを横目で見ると、睨にらむように俺を見ていた。

　シノの瞼まぶたが震えた。そして、ゆっくりと目をあけた。

　俺は急いでアドネの後ろに下がった。シノは寝ぼけたように周りを眺め、アドネを見つけると、何かを悟ったように「ああ」と言った。

「そうだな。俺を救ったのは、やはりアドネか……。すまない、俺の不注意で迷惑をかけたな」

「あ、いえ、私ではなく」

　その後に続く言葉を予想し、アドネの裾すそをぐいと引っ張った。アドネが振り向いたので、人差し指を口に当てて、首を横に振った。

　言わないで、と念じながら手を合わせてお願いすると、アドネは戸惑いながらも、何も言わなくなった。

「何な故ぜお前までいるんだ」

　俺に気付いたシノが言った。

「アドネさんのお手伝いをしていました」

「そうか、お前にも世話をかけたな」

　アドネに睨まれた。

「今の状況を教えてくれないか？　俺が倒れてからどれくらい経たった？」

「まだそんなに経っていませんが、シノが倒れたことによって、王都の結界が消えました。王都に魔物が押し寄せていますが、こちらはリュースが食い止めているようです。複数の宮廷魔術師が結界の修復を試みていますが、今のところうまくいっていません」

「そうか、分かった」

　シノは立ち上がったけど、目め眩まいがしたのか、少し体がよろけた。体を支えようと、咄とつ嗟さに手がでそうになる。
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「シノ、どこに行くのですか」

「結界を張り直す。すぐに終わる」

　シノは部屋を出て行ってしまった。

　心配だ。さっきまで死にかけていたのだから、無理をして欲しくない。だけど、結界はシノしか張れないようだから、俺のワガママで引き止めるわけにもいかない。

「あなた、一体どういうつもりですか」

　二人きりになったとたん、アドネが胡う散さん臭くさそうに話しかけてきた。

「私に情けをかけたのですか？　宮廷魔術師のくせに、子供に助けられたなんて恥ずかしいことですものね」

「ち、違います」

　慌てて首を振った。アドネは勘違いしている。アドネに情けなんてかけていない。だって俺は自分のことしか考えていない。

「あの、申し訳ないのですが、俺が治したということをシノさんには言わないで欲しいです。シノさん以外の人にも言わないでください。アドネさんが治したということにして欲しいです」

「嫌です」

「お、お願いします」

　アドネはさっきまで死にかけていたとは思えないほどの迫力で、俺を見下ろした。

「ならば理由を言いなさい。それ次第では、受け入れましょう」

「理由は言えません」

「即刻シノにばらします」

「待って、待ってください」

　やむを得ず土下座をしようとしたら、止められた。そして、溜ため息いきを吐つかれた。

「分かりましたよ。そこまで必死に頼むのですから、相当な理由があるのでしょうね。あなたの頼みは、私が情けを受けているようで非常に屈辱ですが、あなたがいなければ私とシノは死んでいました。私は、命の恩人からの願いを断るほど非情ではありません。受け入れましょう」

「すみません……ありがとうございます」

「これっきりですよ、次はありません」

　その後、シノによってすぐに結界が張り直され、混乱は収まった。王都内に入り込んだ魔物は、リュースと他の宮廷魔術師が片付けたらしい。魔物にやられて怪け我がした人はいたようだけど、死者はいないようだった。

　王宮は以前の静けさを取り戻した。







　毒の検証







　王宮は静けさを取り戻した。だけど、俺の部屋の侍従はもう居ない。カウロは、拘束する兵士を振り切り、自害したそうだ。

　新しい侍従が来る予定だったけど断ってしまった。次の侍従がどんなに潔白で良い人だとしても、信じることができそうにない。

　カウロに裏切られたことは俺の心を抉えぐった。何も気付けなかった自分の愚かさが嫌になる。

　イルマ王子は俺を気遣って、教育者の仕事をしばらく休んで良いと言ってくれた。そんなとき、アドネは訪ねてきた。

　アドネは俺の顔を見て驚いたように目を丸くした後、すぐに睨んできた。

「酷ひどい顔ですね。本当に生きてるんですか？」

「……何しに来たんですか」

「イルマ王子の教育を放り出し、塞ふさぎ込んでいると聞きました。それは私にイルマ王子の教育者を譲るということですか？」

「放り出してなんかいません。お休みを貰もらっているだけです。すぐに復帰します」

「もう三日目ですよ。教育者の仕事は遊びではないのですよ。侍従に裏切られたくらいで休まれては困ります」

　裏切られた〝くらい〟？

　軽視するような言い方が許せなくて、扉を閉めようとしたらアドネに邪魔をされた。

「やることがないのなら一緒に来なさい。どうせ暇でしょう」

「嫌です」

「いいから来なさい。何もせずじっとしているだけの今のあなたに、私の誘いを断る権利はありません」

　有無を言わせないアドネの剣幕に押され、連れて行かれた部屋には、シノとリュースが居た。ふたりとも、俺を見て驚いていた。

「アドネ？　ラルも呼んだのか？　なぜだ」

　シノが言った。

「ラルは解毒を手伝ってくれました。ラルも参加させます」

「わぁ！　ラルくんだぁ。こっちにおいでよ、僕の隣空いてるよ」

　リュースが自分の隣の椅子を叩たたいて俺を呼んだ。

　アドネに肩を押され、リュースを素通りしたあと、シノの隣に座らせられた。リュースがつまらなそうに「ちぇ」と言った。

「あの、俺はどうして呼ばれたんですか。皆さん、どうして集まってるんですか」

「先日のカウロが起こした事件を今から検証するのです。あなたにも参加してもらいますよ。なんたって、毒を取り除くのを手伝ってくれたのですから」

　睨にらみながら言われた。

　シノとアドネを侵した毒は、表向きアドネが解毒したことになっている。そうしてもらうように頼み、アドネは不服そうだったけど約束してくれた。

　あの夜、俺が二人を救ったことは、アドネとイルマ王子しか知らない。

「まあ、検証っていっても、相手の正体は分かっているんだけどねぇ。レーヴェル国だ。カウロの遺品から、あの国の紋章の入った持ち物が見つかったから、間違いないと思うよぉ。イルマ王子も、カウロがレーヴェル国の手先と白状したって証言しているし」

「……すみません、カウロのことは俺が気付くべきでした。こんなことになってしまったのは俺のせいです」

　カウロは俺の侍従だった。俺が見破れていれば良かったのだ。周りのことを気にかけ、もっと注意していれば、こんなことは起きなかった。

　王宮での生活が楽しくて、シノと居られることが嬉うれしくて舞い上がっていた。

「私たちはずっと、レーヴェル国の密偵を警戒し、網を張っていました。それに引っかからなかったカウロがうわてだったのです。私たちが気付けなかったことに、あなたが気付く筈はずがありません。だから、思い悩むのはやめにしなさい」

　アドネは俺の目を見ながら強く言った。アドネの気遣いを感じた。

　俺はもしかして心配されていたのだろうか。部屋から無理矢理連れ出されたのも、俺を思ってのことだったのかもしれない。

　少し驚いた。アドネには今まで意地悪ばかりされていたから。

「そうだよぉ。ラルくんが責任感じなくてもいいんだよぉ。それに、シノがカウロから渡された飲み物をよく確認もせずに飲んだのがいけないんだよ。あの時のシノ、すごくボケーってしてたよねぇ？　何考えてたの？」

「別に、何も考えてない。ただ、ラルの部屋付き侍従になったカウロとは、最近よく関わることが多かったからな。渡されたものを確認もせず、無意識に大丈夫だと思いこんでしまったことは、確かに不用心だったかもしれない」

　やっぱり俺のせいだ。俺が王宮に来てカウロを侍従にしなければ、シノはもっと用心していたのに。今回は俺の存在が、シノを危険な目に遭わせた。

「また頭を下げるのか？　お前は案外めんどくさいな」

「シノさんが毒を飲んでしまったのは俺のせいです。本当に……すみません」

「……お前が気落ちしているのは俺が原因なのか？」

　シノが紫色の唇で横たわっているのを見たとき、本当に心臓が止まりそうだった。俺がもっとシノの周りを警戒しておかなきゃいけなかった。

　シノはリオレア国の中でも強い魔術師だ。何かあった時に命を狙われやすい。俺がちゃんとシノを守らなければいけなかった。

　少しの間、静寂が流れたあと、シノは静かに言った。

「不快だな」

「え？」

「不愉快極まる。何な故ぜ俺が毒を飲んだことで、お前が自分自身を責めるんだ？　俺が今回毒を飲んだことは俺がやってしまったことだ。わざわざ気にかけようとするな。お前は俺の何を気取っている？　保護者か？」

「ちょ、ちょっとちょっとぉ、ラルくんはぁ、シノが毒を飲んだことを自分にも責任があると思って自身を責めてるんじゃないか。そんな酷いことを言わずに、ラルくんのせいじゃないって優しく悟らせてあげればいいんだよぉ。シノはそういう心遣いがないよね」

「俺は一度もそいつのせいだと思ったことはない。なのに、何故勘違いをしてウジウジしているんだ。めんどくさい。これ以上関わると、俺の体調が悪くなりそうだ」

「ねぇラルくん。シノもこう言ってることだしさぁ、今回のことはまったく気にしないでいいよ。一番悪いのはラルくんを騙だましたカウロと、ぼーっとしてたシノだよ。というか、本当に誰だれもきみのせいだなんて思っていないから。むしろ、どうしてそう思ったの？」

　アドネがいきなりパンッと手を叩いた。

「もういいですか？　本題に入りたいのですが。ラル、これで分かったでしょう？　もう悩むのはやめにしなさい」

「……はい」

「では、話を戻しましょう。今回、シノに毒を飲ませたカウロが、レーヴェル国の者だと分かったことは収穫が大きいです。このことを周囲の国に公表すれば、レーヴェル国に侵攻する立派な理由になります。リオレア国の財産ともいえる宮廷魔術師を毒で暗殺しようとしたとなれば、たとえかの国が滅んだとしても他の国は口出ししないでしょう」

　国同士では一応、不可侵という世界の約束がある。

　同時に不可侵を破ったとき、報復として攻め込まれても文句は言えないというのも世界の約束だ。

　今回レーヴェル国はしくじった。シノに毒を飲ませたカウロがレーヴェル国の者だとバレてしまった。これでリオレア国は小細工を使わずに、堂々とレーヴェル国に攻め込む名目を手に入れたことになる。

　小国のレーヴェル国に、大国のリオレア国の侵攻を阻めるとも思えない。下へ手たしたら滅ぶかもしれない。

「賛成だね。あそこの王様大嫌い。もう滅ぼしちゃおうよ。国民を人体実験に使う国なんて滅んだ方がいいよ」

　リュースが言った。

　レーヴェル国の現王は、小国にもかかわらず血気盛んな王だ。

　他国を侵攻することが好きで、その果てに強い魔術や兵器を求めて、国民を人体実験に使うという話は有名だった。

　シノが飲まされた毒も、人体実験の末に開発された毒だった。俺はそのことをよく知っている。昔、レーヴェル国へ行ったことがあり、現状を見たこともあった。

「そうだな、レーヴェル国のような道徳心の欠如した国は、王と共に一度滅んで立て直した方がいい」

「分かりました。次の会議のときに、レーヴェル国侵攻の提案をしましょう」

「そういや、シノとアドネが飲んだ毒の正体って結局なんだったの？　あれはカウロがレーヴェル国から持ち込んだ毒なの？」

　アドネの動きが止まり、そして俺を見た。目が俺になんとかしろと訴えている。

　アドネはあの毒の正体を知らない。ここで黙ってしまえば、アドネが毒を取り除いたという前提が崩れてしまう。

「俺から説明してもいいですか」

「なぜお前なんだ。リュースはアドネに聞いたのだが」

「いいよラルくん。その小さなお口で頑張ってくれるの？　唇ぷるぷるしてるけど大丈夫？　そのまま落っこちちゃわない？　落とさないように僕がチュッてしてあげようか？」

　この際リュースの台詞せりふは無視した。シノもアドネも表情を変えなかった。

「この毒はカウロがレーヴェル国から持ち込んだ毒で間違いない、と思います。この毒はレーヴェル国が開発した毒ですから」

「軍事開発か」

「そうです。この毒は、呪のろいのようなものです。単純な毒を複数組み合わせ、成分を分からなくしたものです。普通に解毒しようとしても無理だったでしょう。この毒には特徴があります。色は濃い青色で、体内に取り込むと胃が荒れ腐り、吐血から始まり、目からも血が出て視界が赤く染まります。耳の穴からも微量の出血。そして、ひどく腐った臭いがし、毒を体内に取り込んだあとの血からは、微かすかな甘味の後に強烈な苦味。皮膚は青と黒のまだら模様になり、そこからはカエルの腹のような臭いが」

「なんか聞いているだけで気持ち悪くなってくるような症状だね。シノ、アドネ、お疲れ様」

　シノもアドネも、こめかみをおさえながら難しい表情をしていた。聞いているだけで、気持ち悪くなってしまったのだろうか。

「ラルくん偉いね。そんなことよく知ってたね」

「は、はい、でも俺はアドネさんから聞いたことを話しただけですが」

「さすがアドネ。最初は治せないって言うからびっくりしたよお。でもやっぱりアドネに治せないものはなかったね」

「ちっ」

「え？　今舌打ちした？　僕怒るようなこと言った？　むしろ褒めたと思うんだけど」

　アドネに睨にらまれてるのが分かっていたので、目を合わせないように努力した。

　シノはいまだにこめかみをおさえて下を向いていた。まださっきの毒の説明を引きずっているのだろうか。

「シノさん、大丈夫ですか」

「大丈夫だ」

「大丈夫じゃないよね？　シノ、さっきから顔色が悪いよ」

　リュースも気付いていたようだ。

「もしかしてまだちゃんと眠れていないの？」

「リュース、余計なことは言うな」

「え？　シノ、満足な睡眠がとれていないのですか？　珍しいですね、体調管理のしっかりしているシノがそんなことになっているなんて」

　シノは機嫌悪そうにアドネの視線から逃げた。

　心配になった。シノが眠れていないのは今に始まったことではないことが、リュースの言葉から推測できた。

　シノは長い間、睡眠障害を起こしていたのだろうか。だとしたら、とても苦しんでいたのだろう。

　治癒術師としてどうにかしてあげたいけど、俺にはどうすることもできなかった。治癒術では安らかな眠りを与えることはできない。睡眠薬を処方できれば良かったのだけれど、睡眠薬の調合が書かれた魔法書は昔売ってしまった。貴重なものであったから、再び見つけて買い戻すことは難しいと思う。

　俺はシノのように一度覚えたものは忘れないという脳ではないから、調合のやり方は忘れてしまっている。

　売ってしまったことは後悔していないけど、今回のような出来事に直面すると、何かに書き付けておけば良かったなぁと思う。

　なにせ、あの魔法書を売るときは急いでいたから、そんなことを考える余裕はなかった。

「では、今回はここまでにしましょう」

「そうだねぇ」

「おい、俺は大丈夫だ」

「大丈夫ではないでしょう？　そんなに疲れた顔をして。部屋に戻ったら仕事なんかせずにちゃんと寝なさい。いいですね？」

「あはは、アドネお母さんみたい」

　アドネとリュースは一足先に部屋を出て行った。シノは黙ったまま不ふ貞て腐くされていた。

「……」

「あ、あの、シノさん」

　声をかけようとしたら、機嫌悪そうに部屋を出て行ってしまった。

「あ……！　待ってください」

「ついてくるな」

　シノの後を追ったら振り返らずに言われた。

「どこへ行くんですか？　そっちはシノさんの部屋じゃないですよ。帰って安静にするんじゃないんですか？」

「俺はそんなことを言ったか？　ちっ、アドネの余計な気遣いのせいで時間が空いてしまった」

「アドネさんはシノさんの体調を心配して、休んでもらう時間を作ったんですよ。せっかくそうしてもらえたのですから、シノさんはお部屋に戻って休んでください」

　シノはさっきから自分の部屋とはまったく別の方向へ向かっている。どこに行くのだろう。

　とても疲れた顔をしているのだから、部屋に戻って休んでもらいたかった。

「気遣いなど無用だ。誰も俺の心配などしなくていい」

「シノさん、だめですってば。どこへ行くんですか」

「お前には関係ない」

　シノは王宮を出て、王都へ行った。早足でさっさと行ってしまうシノの後ろを、見失わないように必死でついていった。何度か人にぶつかって睨まれた。シノは全く後ろを振り返らなかった。やがてシノは古い魔法書店に入っていった。

　その魔法書店は、珍しい本ばかりあった。普通は見かけることができない、有名な魔術師が書いた日誌、もう既に絶版されている魔法書。ちょっと夢中になりそうなくらいだ。

　奥から声が聞こえてきた。シノは店主のお爺じいさんと話し込んでいるようだった。

　古本の匂においに咽むせそうになりながらも眺めていたら、光る一冊を見つけて思わず両手で掴つかんだ。

　本当に光っていたわけではない。だけど今の俺にとっては、光る宝石のような一冊だった。

　レミラの睡眠薬と書かれた魔法書を両手で持ち上げ、かかっていた埃ほこりをゆっくり払った。

　レミラという女性は、素晴らしい治癒術師だった。治癒術に関する本はあまり残さなかったけど、彼女は調薬が素晴らしかった。短命だったけど、数多くの調薬を魔法書に残した。

　レミラの薬の効果は絶大で、治癒術を必要としないくらいの力があった。だけどそのせいで、悪心を抱いた心無い治癒術師たちに燃やされたことが過去にあり、今では数が少ない。それゆえに貴重だった。

　俺は昔、レミラの本を売ってしまったことがある。その本には気持ち良い睡眠を得られる調薬の仕方が書いてあった。

　本を売った時は、大量の金貨がすぐに必要な時だったから、価値のある彼女の本は、高値で売るのにちょうど良かった。

　もう手に入らないと思っていたのに、一番必要としている時に再び手に入れることができるなんて、とても幸運だ。

　レミラの魔法書を胸にあて、大事に両腕で抱えながら店の奥へと行った。シノと話していた店主のお爺さんが、俺を見ておや？　というような顔をした。

「お買い上げかい？」

「はい。レミラの魔法書を」

「レミラの魔法書か。なかなか渋いものを買うね。若いのに、調薬なんてできるのかい？」

「できます」

　レミラの魔法書を、いったんお爺さんに渡した。お爺さんは目をすぼめて、本を確認した。

「『レミラの睡眠薬』ね。金貨五枚だよ」

「……？　ご？」

　おかしい。レミラの魔法書の相場は、金貨二枚だったはずだ。五枚は高い。首をかしげていたら、お爺さんは困ったような顔をした。

「金貨五枚だよ、持ってないのかい？」

「えっと、あの、レミラの魔法書の相場は、金貨二枚の筈はずですよ」

「確かに以前はそれくらいだったけど、今では跳ね上がって五枚になっているよ。二年前に治癒術師がレミラの魔法書を破いて歩く事件があっただろう？　それでまた数が減ってしまって、魔法書の相場が上がったんだよ」

「え？　そんなことが？」

「おや？　知らないのかい？　最近、魔術師の力が弱まっているだろう？　それで、レミラの調薬の力に嫉しつ妬とした治癒術師が、いろんなところでレミラの魔法書を破り捨ててまわったんだよ。レミラも災難だ。二度もこんなことになるなんて」

　そんなことになるほど、魔術師の力は弱くなってしまっているのだろうか。

　貴重な魔法書を破り捨ててしまうなんて酷ひどい話だった。昔の偉人が残してくれた財産を自ら捨てにいくなんて。

「噂うわさのラウルが魔法書の一つでも残してくれれば、ここまで治癒術師の力は衰えずに済んだかもしれないのになぁ。なぁ、シノ？」

「俺に振るな」

　俺が考案した魔法書は、俺が全すべて持っている。今は異次元空間の《異袋》の中だ。

　そういえば、ラウルは世間的に死んでしまったから、俺は後世に何も伝えず逝ったことになるのか。

　レミラは以前の俺と同じ年の頃ころに死んでしまったけど、何冊も魔法書を出していた。俺は魔法書の査定をめんどくさがり、怠っていた。その結果がこれだ。もっとちゃんとしておけば良かった。

「それで、どうする？　金貨五枚だけど、払うかい？」

　お爺さんが話を戻してきた。

　金貨五枚なんて持っていない。せいぜい三枚だ。一度引き返して、お金を作ったあともう一度来よう。

　そのとき、シノがすっと前に出てお爺さんに何かを渡した。お爺さんの手には金貨が五枚載っていた。

「金貨五枚、俺が払おう。その代わり、お前は王宮に帰れ。もう俺の後をついてくるな」

「えっ、いや、いいですよ。そんな。悪いです、本当に」

「気にするな。お前が俺の前から居なくなってくれるなら、金貨五枚くらいは安いものだ」

　金貨一枚でも安くないのに、それを五枚も出してしまえるほど、シノは俺のことが嫌なのだろうか。悲しかった。

「だめです。俺、もう一度ここに金貨五枚持って来ますから」

「レミラの魔法書というのは希少なのだろう？　次来たときに、まだあるという保証はどこにある？　今買わないとなくなるぞ」

「だ、だけど」

「爺さん。金貨五枚確かに渡したぞ」

　シノは踵きびすを返してさっさと行ってしまった。

　慌てて追いかけようとしたら、お爺さんに『レミラの睡眠薬』を渡された。納得できないけど、とりあえず受け取って、シノを追いかけた。

「シノさん！　シノさん！」

　魔法書店を出たシノは、きっと俺の声が聞こえている筈なのに無視をした。人混みに紛れながらさっさと行ってしまうシノを見失わないようにするのは至難の業だった。

「うぐ、シノさん、待って！　……わっ」

　体格の良い男に肩を押され、前につまずいた。地面に倒れると思ったけど、その前に腕を引かれた。

　シノだった。シノがむっとした顔をしながら、俺の体を支えてくれていた。

「こんな人の多いところで俺の名前を呼ぶな。宮廷魔術師のシノという名は王都では有名なんだ。正体がばれる」

「そ、そうなんですね。すみません。あの、さっきの金貨五枚なのですが」

「だから気にするなと言っただろう。お前には関係ないが、レミラの魔法書にはちょっとした縁があるから払ってやろうと思っただけだ。俺が勝手にやったことだから、金は返さなくていい」

　シノはレミラの魔法書とどこでそんな繋つながりが？　調薬をできる治癒術師でもないシノが、レミラの魔法書を読むことはないはずだけど。

「ただし、さっきも言った通りお前はこのまま王宮に帰れ。目障りだ」

「そんな」

「そんな、ではない。さっさと帰れ。俺の前から消えろ」

　突き飛ばすように、体を押された。

　その時、周囲に聞かせるような大声が響いた。

「若くして亡くなった調薬の達人レミラ、幻獣王オルドレイ、闇魔法を生み出した闇の魔術師ブダル、禁忌に手を出したユルルク、奇跡の人と呼ばれたラウル。名のある偉人たちの魔法書を売っているよ。早く手に取らないと、なくなるよ」







　リオレア国の偉人







　声をあげている男の周りには、柱みたいにして大量の本が積まれていた。

　まさか、あの大量の本が、さっき言った偉人たちの本だというのか。既に興味を持った人たちが集まり始めていた。

　男があげた名前のなかに、俺の名前もあった。だけど俺の本は、俺が全て持っているから、あんなところにある筈はない。そもそも、レミラの希少な本や、値の張る偉人たちの本が、あんなに一極集中する筈がない。

　たまにこういう輩やからはいる。人を騙だまして金かね儲もうけをしようと企たくらむ悪い連中。あの男も悪い奴らの一人だ。

「ああいうの、許せません。誰かを騙して利益を得ようなんて、最低な行いです。それに、もし彼らをよく知らない人が手にとって、偽物の本を本物だと信じてしまったら悲しいです。そう思いませんか、シノさん。……シノさん？　あれっ、シノさん？」

　俺の隣にいた筈のシノは、ふらふらと引き寄せられるように、男の元へ歩いていっていた。そして、あろうことか、人だかりに紛れ込むと、一緒になって本を読み始めた。

　急いでシノのところまで行った。シノは偽物のラウルの本を読んでいた。そこへ、ニヤニヤした詐欺師の男がやってきた。

「お兄さん、お目が高いね。それは十年前に奇跡と呼ばれ、一いつ世せいを風ふう靡びしたラウルの本だよ。手に入れるのはなかなか大変だったんだが、やっと入手できたんだよ。一冊金貨五枚だよ」

「……ごっ!?」

　詐欺師の男はなんと言った？　俺の本が金貨五枚？　レミラの本と並ぶ値段に目玉が飛び出そうだ。俺なんかの本が、金貨五枚という高値で売れるのだろうか。

　急いで偽物の本を手に取り、中身を確認した。あまりに酷い内容だったので、唖あ然ぜんとしてしまった。

　文字は書いてあるのだけど、なんて書いてあるのかまったく分からない。もしも俺のことをよく知らない魔術師がこれを読んだら、ラウルとは酷い本を書く魔術師だったのだな、と誤解されてしまう。

　次はレミラの本を手に取った。ラウルの本と同様酷い内容だった。調薬の仕方が書いてあるけど、何をどうすればいいのかまったく分からない。レミラの美しい構想力には遠く及ばなかった。

　シノを見ると、さっきから俺の偽物の本に目を落としたまま動こうとしなかった。

　だんだん不安になってくる。まさかシノ、こんなのを本物なんて思わないよね？

「シノさん、どうして黙っているんですか？　シノさんなら、全部偽物だって分かりますよね？　そのラウルの本だって、本物ではないですよ。本物なわけ、ないじゃないですか。どうして何も言わないんですか？　シノさん」

　腕を掴つかんで揺さぶったけどシノは反応しなかった。ただじっと、本を眺めている。一体どうしてしまったんだろう。

「おい。お前、さっきなんと言った？　本が偽物？　酷いこと言ってくれるじゃねぇか。そんな証拠どこにあるってんだ？　商売の邪魔をすると、ただじゃおかねぇぞ」

　さっきまでにこやかに笑っていた詐欺師の男が、鋭い目をして俺を睨にらんでいた。

　こうなったら俺が暴いてやる。

「証拠……じゃないですけど、俺は今、本物のレミラの本を持っています。内容を見ていただければ分かりますが、まったく違います。本物とは比べ物になりません。あなたの売っている本は酷い内容です。今すぐ売るのをやめてください」

「なぁにぃ？」

　詐欺師の男は、俺からレミラの本を奪って中身を見たあと、ぽいっと地面に投げ捨てた。

「あっ何するんですか！」

「お前が持っているレミラの本が本物だって証明できるのか？　それができなきゃ、お前みたいなガキの言うこと、誰だれが信じるかよ」

　悔しかった。俺の言っていることが真実なのに、子供だからと侮られる。

　周りの客たちは、こちらを気にしてはいたけど、手に取るのをやめなかった。

「いまどき子供だってもっと上手に魔法書を書きます！　あなたの売っているものは偽物だ！　一目見ただけで分かります！」

　大声をあげると、本を手に取っていた客が、さっと引いていった。詐欺師の男はそれを見て口元を引きつらせ、俺の前まで来ると、指の関節を鳴らしながら怖い顔をした。

「いい加減にしないと、すこぉし痛い目に合わせるぞ？　口をきけなくしてやろうか？　あ？」

　男が拳こぶしを振りかぶった。衝撃が来るかと思ったけど、拳は目の前で止まった。

　溜ため息いきが聞こえた。シノだった。俺に殴りかかろうとしている詐欺師の男の腕を掴んで、溜息を吐ついていた。

「まあ、期待はしていなかったが……。それにしても、汚い字だ。書いたのはお前か？　一文字も読めはしなかった」

　シノは読んでいたラウルの偽物の本を地面に投げ捨て、更に足で踏みつぶした。

　拳を止められた詐欺師の男はしばらく呆ぼう然ぜんとしていたけど、やがて顔を真まっ赤かにしてシノに掴みかかった。

「てんめぇ！　何してんだ！」

「どうした？　顔が真っ赤だぞ。汚い字だと言ったから怒ったのか？　ふむ、すまない。しかし、あまりにもお粗末すぎないか？　騙すならもっとうまく書かないと、これでは誰も買わないぞ。まずは汚くて読めない字の練習からだな」

「うるせぇ！」

　詐欺師の男は顔を赤くさせたまま、ぐぐっとシノの胸ぐらを掴み首を絞めた。そんなに怒ってしまっては、もはや偽物の本を自分が書いたのだと認めているようなものだった。

　シノは表情を変えず、男を見下ろし続けた。その態度も詐欺師の男を刺激したのか、男は興奮したまま声を荒らげた。

「ここにある本は全部本物だ！　そんなことも分からない三流魔術師は黙ってろ！」

「ほお。俺が三流か」

　シノはわざとらしく笑ってみせた。

「宮廷魔術師の胸倉を掴みながら三流とはよく言えたものだ。俺が三流ならお前はなんだ？」

「きゅ、宮廷魔術師……？」

　男ははっとして辺りを見渡した。客たちは、既に遠巻きでこちらを見ていた。

　男は場の雰囲気が変わっていることにようやく気付いたようだ。驚きながらシノから手を放した。

　シノは乱れた胸元を直すと、詐欺師の男に向かって、素早く手を突きだした。シノの掌底が顎あごに当たった詐欺師の男はよろめいて、後ろにあった山積みの本の上に背中から倒れた。

　騒ぎを受けてようやく駆け付けた王都の警備兵に、シノは詐欺師の男を捕まえろと命じた。

「逃がすなよ。暴れるなら全員で拘束しろ」

「シノさま。この男、気を失っているようです」

「……ああ、そうか。ならいい。連れて行け」

　詐欺師の男は警備兵二人に肩を貸してもらいながら連れて行かれた。騒ぎは静まった。本を手に取る客も、遠巻きに見ていた人たちも居なくなった。

「あの、シノさん。助けていただいてありがとうございました」

「お前を助けた覚えはないが？」

　そうは言うけど、殴られそうだった俺を助けてくれた。

「宮廷魔術師として偽物の魔法書が売られているのを見過ごせなかっただけだ。俺はお前のためには動いていない。あの男の暴力を止めたのはついでだ。従って礼は不要だ」

　そうだとしても、わざわざそんな言い方をしなくてもいいのに。十年前の素直だったシノはどこへいったのやら。

「この大量の本、どうするんですか？」

　詐欺師の男が残した、無尽蔵に積まれた偽物の本を見ながら言った。

「使い道がない。全すべて破棄するだろうな」

「紙がもったいない……。それにしても、よくこれだけ多くの偉人の本を作ろうと思いましたよね。その努力を他のところに回せばいいのに、って思います。ラウルの本なんて、めちゃくちゃだ。俺はこんな酷ひどい本書かない」

「俺？」

　シノがいぶかしげに眉まゆをひそめた。つい口を滑らせてしまった。慌てて繕う。

「あ、いや、俺だったらこんな酷い本作らないって言いたかったんです」

「まあ、誰でもこんな酷い本は書かないだろうな。あまりに酷かったので、思わずよく見てしまった」

　ああ、シノが最初無反応だったのはそういうことだったのか。あまりにも酷かったから、唖然としてしまったということか。

「期待して損したな。帰るか」

　期待？

　言葉の意味を問う前に、シノは踵きびすを返してさっさと行ってしまった。

　王宮へ帰ってきて、すぐに部屋へ戻ろうとしたシノに声をかけた。シノはめんどくさそうに立ち止まってくれた。

「シノさんはいつも何時くらいに就寝しますか？　教えてください」

「断る」

　一言いっただけで、扉を閉めようとしたので、慌てて扉に手をかけた。

「お願いします、教えてください」

　シノは見下げるように、はっと笑った。

「俺が眠れていないことがそんなに気がかりか？　俺よりも自分の心配をしろ。明日からイルマ王子の教育者に復帰するんだろう？　魔術の打ち方は覚えているか？　ああ、お前は攻撃魔法が使えないんだったな。打ち方などそもそも知らないか」

「シノさん」

「毒を飲んだことを自分のせいだと言ったり、眠れていないことをしつこく気にかけたり、お前は俺のなんなんだ？　気持ち悪くつきまとうな。何な故ぜ俺が寝る時間を気にするんだ？　お前が添い寝でもしに来てくれるのか？」

「分かりました、もう教えてくれなくてもいいです。後でシノさんの部屋に行きますね。居留守を使わず、ちゃんと出てきてくださいね」

「うるさい」

　廊下に音が響くほど、シノは強く扉を閉めた。

　レミラの睡眠薬は、普段の睡眠時間に合わせて分量を調整すればもっと効果があるのだけど、教えてもらえないのなら仕方がない。

　シノは随分と気が立っている様子だった。睡眠不足で攻撃的になっているのだろうか。それとも、小さい頃ころに素直だった分、今反抗期が来ているのだろうか。

　俺も自分の部屋に戻って準備をした。夜までに間に合うようにしないと。







　まだ愛という名前を知らない







　魔力供給の術を、魔法書に仕立てるために、手順を書き記していた時だった。扉が二度叩たたかれた。そして、ラルの声がした。またお前か。

　昼間、あれほど素っ気なく接したというのに、奴やつはまるで気にしていないようだった。

　返事をせずにいたら、「シノさん、居ますよね？　開けてください」と扉越しに大きな声で言ってきた。

　それでも無視していたら声が大きくなった。扉を激しく叩く音も追加される。

　仕方なく扉を開けたら、図々しい子供が目を輝かせながら入ってきて、キョロキョロと俺の部屋を見回した。

　散歩でもしているかのような足取りで、ズカズカと侵犯する姿に苛いら立だちが湧わいた。早く出て行って欲しい。いったい何の用だ。なぜそんな我が物顔なんだ。

　こいつ、本当に添い寝でもしに来たのか？　疑っていたら、呑のん気きにも「シノさんの部屋、俺のところよりも広いですね」と言った。

　当たり前だ。宮廷魔術師の部屋が、お前と同一である筈はずがない。早く出て行って欲しい。

「早く用件を言え」

　抑えきれずに言うと、ラルはやっと思い出したように、ローブの隙すき間まから白い包み紙を三つ取り出した。

「シノさんのお陰でレミラの魔法書が手に入ったので睡眠薬を作りました。レミラの睡眠薬は、効き目が凄すごいです。朝までぐっすり眠れますよ」

　調薬のことはよく知らないが、こんな短時間で作れるものなのだろうか。ラルと別れてあまり時間は経たっていないように思える。ラルから包み紙を受け取ると、嬉うれしそうににっこりと微笑ほほえまれた。

「今夜はきっと、良い夢を見ながら眠れますよ」

　ラルは唇を閉じたまま目を細め、髪を耳にかける仕草をした。

　俺が眠れなくなった境目は、こいつが王宮にやって来た時くらいだ。何も知らない子供は、俺を見つめたまま優しい表情を浮かべた。

　ラルが部屋から出て行きしばらく経つと、飲んだ睡眠薬の効果が現れてきた。

　本当に効果が出てきたことに驚きながら、書きかけの本を閉じてベッドの上で横になった。既にまどろんでいたので、すぐに眠ることができた。




　俺は追いかけられていた。

　目先にまで迫った黒い手のひらに、頭を掴つかまれそうになった瞬間、目が覚めた。粗末な服に汗が張り付いていて、気持ち悪かった。

　小さな手で、震える体をぎゅっと抱きしめた。この震えは、寒さから来るものではなかった。

　隣で寝ている人物に気付き、そういえばそうだった、と昨日きのうのことを思い出しながら、朝日が昇ったばかりの透き通るような空を見上げた。きれいだった。

　しばらくそうしていると、隣のラウルがもぞもぞと動いて、薄く目をあけた。

「おはよ」

　当たり前のように言われ、戸惑いながらも返事をした。

「おはよう……ございます」

「よく眠れた？」

　悪夢のせいで、夜中に何度も目が覚めた。全然眠れなかった。

「はい、ぐっすり眠ることができました」

　俺が言うと、ラウルは満足そうに頷うなずき、上体を起こした。そして、唇を閉じたまま目を細めて、髪を耳にかけた。

「お腹なか空すいたよね？　朝ごはん、今作るからちょっと待ってて」

　ラウルは鼻歌交じりで朝の支度を始めた。いまだ信じられない気持ちでそれを眺めながら、昨日のことを思い出した。

　俺を弟子にしたいと言ったラウルが、大量の金貨と引き換えに、主人から俺を買った。そしてそのまま街を出た後、暗くなったので一晩を外で過ごしたのだった。

　あの街から出ることができたなんて、まだ信じられなかった。俺は安心しても良いのだろうか。もうあの日々は終わったのだと、喜んでも良いのだろうか。

　いや、喜ぶのはまだ早い。気を抜いたら、主人がやってきて俺を折せつ檻かんするのだ。主人は俺を逃がさない。

　それにしてもさっきから焦げ臭いが、どこかで山火事でもおきたのだろうか。

「シノ、朝ごはんできたよ」

「はい、ありがとうござ……っ」

　言葉を失ってしまった。真っ黒な炭が皿の上に載っていた。何も言わない俺を見て、ラウルは気まずそうに目を逸そらした。

「ああ、やっぱり失敗したと思う？　俺もそう思うよ」

　そんなことはないと言いたかった。だけど、失敗どころでは済まされそうにない炭を見て、なんと言えばいいか分からない。

　とりあえず一口食べた。苦いのと生臭いのが口の中に広がり、倒れそうになった。

「ラ、ラウル師匠、次からは僕が作りますね。師匠のお世話をするのは弟子の役目です。そうですよね？」

「え、でも」

「遠慮しないでください。次からは僕がやります。やらせてください。弟子としてのお役目を果たしたいんです」

「うーん、そうだね。分かったよ、よろしくね」

　内心ほっとしながら頷いた。

　季節は冬だったから、野外の夜は寒かった。けれど、特に苦ではなかった。こんな寒さどうってことない、慣れている。だけど、その寒さに混じって悪夢を見てしまうのには参っていた。

　屋敷で折せつ檻かんされたことや、凍える夜に一晩中外に放り出されたことを夢に見てしまう。

　最後には、どんなに隠れても、屋敷の主人に見つかって目が覚める。ラウルには黙っていたが、夜は殆ほとんど眠れてない。

「シノ、よく眠れた？」

　もう一晩山の中で過ごした次の日の朝、目覚めてすぐ、ラウルが聞いてきた。俺は寝不足で頭痛がする頭を頷かせた。

「はい、よく眠れました」

　山を下って川伝いにひたすら歩き、数日かけて街に着いた。

　物心ついた時には屋敷で下僕として飼われていた俺にとっては、初めての知らない街だった。

　ラウルの後ろをついて歩いていたら、じろじろと見られた。視線を気にしていたら、俺と同年代くらいの女が近づいてきてラウルに話しかけた。

「ラウル、その子だれ？」

「サリ、久しぶり。この子はシノっていうんだよ。つい最近、俺の弟子になったんだ」

「ええー！　弟子？　わたしを弟子にしてって頼んでも断ったくせに、こんな見ず知らずの子を弟子にしたの？　ひどい！　ラウルのばか！」

　うるさい。舌足らずな上、声を張り上げるものだからとても不快に感じる。

　眉まゆをしかめていたら、女と目が合った。女の眉が吊つり上あがり、俺を人差し指でさしてきた。

「ちょっと！　その子、さっきわたしのこと睨にらんでた！　睨んでたよラウル！」

「そんなわけないでしょう。シノは初めて会うサリに緊張してるんだよ。もっと優しくしてあげてね。あと、サリからは魔力を感じないから弟子にはできないんだよ。何度も言ってるのに諦あきらめてくれないんだから」

　ラウルは困ったように俺に笑いかけて「いきなりごめんね？」と言った。

　ああ、そうか、ここはラウルを知っている人が沢山居る場所なんだ。最初に感じた視線は、ラウルが知らない子供を連れ歩いていたから、興味を持って見ていたものだったんだ。

　女がこっちをチラチラ見ながら、甘えるように、ラウルにしがみついた。ラウルは女の思惑に気付かずまんまと引っかかり、「サリは甘えんぼだね」なんて言いながら女の頭を撫なでた。

　ラウルは俺の師匠だというのになんて図々しい女だ。

　腹が立ったので、ラウルの手のひらを握り、渾こん身しんの上目遣いで見上げた。

「師匠、ぼく、お腹が空きました」

「あ、そうだよね。朝からずっと歩き詰めだったからペコペコだよね。じゃあご飯にしようか。シノ、おいで。サリ、またね」

　ラウルに優しく手を引かれた。後ろで唖あ然ぜんとしていた女に向かって、ベエと舌を出したら、女が喚わめきだした。喚きを無視しながら「あの子、怖いです」と怯おびえたフリをしたら、ラウルは困ったように笑った。

「気は強いけど、サリはいい子だから、仲良くしてあげてね。シノがかっこいいからきっと構って欲しいんだよ」

　そんなわけないだろ。そう言いたいのを我慢して頷いた。

　昼時を過ぎていたので飯屋には殆ど人はいなかった。

「シノ、何か食べたいものある？」

「いえ……僕は……」

　字が読めない。品書きを見せられても分からないので曖あい昧まいに首を振った。ラウルは気にした様子なく料理をいくつか注文した。

　ラウルはこの街がウルルという名前の街だと教えてくれた。

　ラウルは基本的に旅を続ける根無し草らしいが、薬草の生える山が近辺にあるから、ウルルへはちょこちょこ帰ってくるらしい。納得した。だから知り合いが多いのか。

　一泊し、食料などを買い込んだら、すぐにここを出て王都へ行きたいとラウルは言った。

「王都はリオレア国の王が直接治めているから、とても繁栄しているんだ。まったく違う雰囲気だからびっくりすると思うよ。王都は遠いから、道すがら魔術も教えていくからね」

「そのことなんですが、僕は本当に魔術が使えるのですか？　今まで少しも魔力というものを感じたことがないのですが」

　ラウルはきょとんとしたあと、すぐに笑った。

「大丈夫、シノはとても強い素質があるよ。魔術師はね、不可能を可能にする力があるんだ。覚えておいて、これからシノはどんなこともできるよ。俺が全部教えてあげる。だから、不安に思わないで」

　運ばれてきた料理を一口食べると美味おいしくて、続けてがつがつと食べてしまった。

　どうしてただの米に味がついてるのだろう。この白くてふわふわした食べ物はなんだろう。中にとろりとしたひき肉が入っている。凄すごい、美味しい。

　視線を感じて顔を上げると、ラウルがこっちを見ていた。優しく微笑ほほえんでいた。どきりとした。

　ラウルの指が、俺の頬についていた米粒をとっていった。

「あんまり急いで食べると詰まらせるよ。ゆっくり食べなさい」

　俺をあやすように、ふふ、と笑った。幸せそうな表情をしていた。何故かラウルの顔を見られなくなり、一度視線を落とした。

　白くてふわふわしたものをかじりながら再度見上げると、ラウルは頬ほお杖づえをつき、どこまでも優しく俺を見つめていた。

　飲み込むことができず、しばらく呆ぼう然ぜんとした。食べ物が喉のどに詰まりかけた。

　この気持ちはなんだろう。とても泣きたくなった。

「ラウル、久しぶりじゃないか」

　さっき料理を持ってきた老婆が、俺の隣の椅子に座って言った。

「お久しぶりです。お元気そうですね」

「元気なもんか。もう耄もう碌ろくし始めてるよ。年には勝てないねぇ。あんたもいつまでもフラフラしていないで、ここに住み着いたらどうなんだい。私の息子はあんたを気に入ってるんだけど、どうだい？」

「最近菓子屋を始められた息子さんですか？」

「そうだよ、この店を継いでくれるかと思ったら、菓子屋なんて始めやがったバカ息子だよ。で、どうだい？」

「どうだいってなにがですか？」

　老婆はラウルから視線を外すと、俺をじっと見た。

「この子は？」

「俺の弟子なんですよ。とても可愛かわいい子でしょう？　こう見えて、魔術師の強い素質があるんですよ」

　俺をじっと見つめていた老婆は口を曲げて、眉をきゅっと歪ゆがめた。

「あんた今年でいくつだっけ？　そろそろ身を固めたらどうだい？　子供なんて引き取って育てていたら、いつまでも経たっても家庭を持てないよ」

「シノはただの子供じゃなくて、弟子なんですよ。魔術師は弟子を引き取って、育てながら魔術を引き継がせていくんです」

「はあ、よく分からないが、他人の子供を引き取るなんて変わっているねぇ」

　老婆が居なくなったあと、ラウルは「ウルルの人たちは皆良い人たちなんだ、誤解しないであげてね」と言った。

　別に不愉快にはなってないが、菓子屋の息子のことは覚えておくことにした。ラウルは気付いていないが、老婆の目は本気だった。さっきのサリという女といい、ラウルは人の好意に疎うといのかもしれない。

　何はともあれ料理はおいしかった。こんなにお腹いっぱい食べたのは初めてかもしれない。店を出たあとは、市場へ行き買い物をした。

　ラウルの隣を歩いていたら物珍しそうにじろじろと見られた。何度かちょっかいを出されそうになったけど、そのたびにラウルに庇かばわれた。

　ラウルは、街の人たちと話をしながらも、目が合うと微笑んできた。そのたびに喉の奥がじんじんした。

「ラウル、聞いてくれよ。弟が魔物に丸まる呑のみにされた時の悪夢を毎日見るんだ。もう随分深く眠れていない。あの薬、また作ってくれないか？」

　餅もち屋やの店主は暗い顔で言った。頬がこけて目が淀よどんでいる。あの薬とはなんだろう。でもきっと、ラウルは名のある治癒術師だから、すぐに作ってしまうのだろう。けれどラウルはそれを断った。店主は絶望したような顔になった。

「そんな、どうして」

　ラウルはちらりと俺を見たあと、店主に耳打ちした。店主はそうか、と呟つぶやいた。なんだか釈然としなかったけど、気付かないふりをした。

　夕暮れ時になって、どこかへ行ってしまったラウルを、噴水広場の前で待っていた。

　立っているのも疲れてきた。座ろう。

　よっこいせと座った時、声をかけられて顔をあげた。

　ラウルがサリと呼んでいた気の強い女が目の前に立っていた。サリは腰に手を当てながら偉そうに言った。

「あんた、えっと、シノだっけ？」

「はい、そうですけど。僕に何か用ですか？」

「何かようですか、ですって？　さっきわたしに、あっかんべぇしたでしょ！　わたし、知ってるんだから！　いまさら、はい、そうですけど、僕に何か用ですか、って言っても遅いんだから！」

「うるさいな、さっさと用件を言えブス」

　めんどくさくて悪態をついた。

　サリはケラケラと笑い、「あんたみたいなの、わたし知ってるよ。しょうわるって言うんでしょ？　ラウルはおひとよしだから騙だまされてるけど、わたしは騙されないから」と言った。

　最初に思った通り、うるさい女だ。

「ねぇあんたラウルの弟子なんでしょ？　魔術つかえるの？　つかってみてよ」

「弟子になったばかりだ。まだ魔術を使うまで至ってない」

「魔術師の弟子なのに？　弟子になったら使えるんじゃないの？」

「弟子になっただけでは使えない。ラウルにはまだ何も教えてもらっていない」

「何よ、ラウルのせいにする気？　あ、分かった！　あんたおひとよしのラウルに嘘うそをついて弟子になったんでしょ。ほんとは魔力なんて持ってないんだわ。うそつき、わたしのラウルを返してよ」

　話が通じない。

　溜ため息いきを吐ついたら、サリが「なんなのよ、その態度」と喚いた。

「わたし、ダノンさんたちが話しているのを聞いたんだから。あんたのせいで、ラウルは大事なレミラの本を売ったんでしょ？　ダノンさんがレミラの薬を頼んだら、本をなくしたから作れないって断られたって。なくすなんてあんまりにも急だから、きっとあの子のために手放したんじゃないかってダノンさんたち言ってたわよ。あの子ってあんたのことでしょ？　ラウルに迷惑をかけるなんて、あんたって最低ね！」

　初めて聞く話だった。

　ラウルが俺のために、本を手放した？　ダノンというのはさっきの餅屋の店主だろうか。確かに、ラウルが屋敷の主人から俺を引き取る際に、大量の金貨を差し出したのは気になっていた。その金貨を作るために、ラウルはレミラという本を手放したというのか。

　あれだけの金貨だ。手放したのはきっと一冊だけではない。

「……知らなかった」

「あっきれた！」

　サリは大きく肩をすくめた。

　続けざまに何かを言おうとした瞬間、突然激しく咳せき込んだ。地面に這はいつくばって苦しそうにするサリに、どうすればいいか分からなかった。

　とりあえず背中をさすってやると、サリは涙目になり、俺を見上げた。

　泣き始めるサリに大丈夫か、と声をかけたけど、咳せきは止まらなかった。どうすればいいのだろう。

「サリ！」

　困り果てていると、俺を迎えにきたラウルが走ってきてサリの喉に手を当てた。

　ラウルの手から光が出て、喉にまとわりついたかと思うと、サリの咳は止やんだ。

「サリ、だめじゃないか。また興奮して大きな声を出したでしょ。ちゃんと薬は飲んでる？　まだ完治していないんだから薬は飲み続けなきゃいけないよ」

「ラウルゥ」

　サリは泣きながら、ラウルの首に手を回してしがみついた。甘えるようにしゃくり上げるサリの背中を撫なでながら、ラウルは俺を見た。

「ごめんねシノ。ちょっとサリを家まで送ってくるよ。宿をとっておいたから先に行っておいて。分かるかな、この道をまっすぐ行って、左に曲がったところにあるんだけど」

「はい、大丈夫です。僕のことは心配しないでください。ラウル師匠、サリさんをよろしくお願いします。きっと大声を出したの、僕のせいだと思うから」

　ラウルは少し目を見開いたあと、うんと頷うなずいた。そして、サリを腕に抱いて行ってしまった。その後ろ姿を見送ったあと、宿へ向かった。

　宿までの道中、苛いら々いらしっぱなしだった。

　ラウルは俺の師匠なのにどうしてあいつばかり。そりゃ、サリは大変そうだった。俺も容体が急変したサリを心配した。だけど、なんだかイライラする。

　今ここで膝ひざをついて咳き込んだら、ラウルは戻ってきてくれるだろうか。

　宿に着いてだいぶ時が経ったが、ラウルは戻ってこなかった。二つあるベッドのうちのひとつは、いつまでも空いたままだ。おおかた、サリが駄々をこねてラウルを帰らせないようにしているのだろう。想像すると腹が立つ。

　これ以上起きていても疲れるだけなので先に寝てしまうことにした。

　静かな部屋で、布同士が擦れる音だけが聞こえる。その静けさは屋敷にいた頃ころを思い出させて、ああ、今日もきっと悪夢を見るだろうなと思った。




「……ノ、シノっ、シノ！」

　体を揺さぶられて起きた。心臓が速く鳴っていた。

　主人に追いかけられる夢を見ていた。視線が定まらなくて、今、瞳ひとみが何を映しているか分からない。

「シノ！」

　ぐい、と腕を引かれた。

　はっとしたら、ラウルの唇が見えて、次に黒目と視線が交わった。目の前には焦ったようなラウルの顔があり、ほっとしたような表情をされた。

「シノ、とてもうなされてたよ。嫌な夢を見たの？」

「大丈夫です。ただ、この部屋が暑くて汗をかいてしまっただけです」

　額に浮かんでいたぬるりとした汗を拭ぬぐって、ラウルに笑いかけた。部屋は寒く、暑くなどなかった。ばればれの嘘だったけどこんな些さ細さいなことで心配されたくなかった。

　ただの悪夢だ。別に病気でも怪け我がでもない、ただの悪夢だ。生きていくことに支障はない。だけどラウルは眉まゆ尻じりを下げた。

「シノ、嘘をつかなくていいんだよ。毎朝シノに元気がないのを気にしていたんだ。俺が無理矢理連れ出したようなものだから、もしかしたら故郷が恋しいのかなと思っていたのだけど……ちゃんと眠れていなかったんだね。気付かなくてごめんね」

「いえ、僕は」

　ラウルに抱きしめられた。ポカポカと、陽ひだまりのような匂においがした。そのまま頭をゆっくりと撫でられた。

　言おうとしていた言葉も忘れて腕にしがみついた。故郷なんてまったく恋しくないと言うつもりだったのに、今はこの腕の温ぬくもりに浸っていたいと思う。

　眠くなってきて、目をつむった。「あれ？　シノ寝るの？」と聞かれたけど、返事をする余裕はなくてそのまま寝てしまった。

　翌朝、珍しく悪夢を見ずに目覚めた。自分の体がラウルの腕に包まれたままなことに気付いた。冷たいベッドの上なのに、まったく寒く思わないのは、ラウルとくっついているからなのだろう。

　寝顔をじっと見ていたら、ラウルが寝ぼけながら起きた。先に起きていた俺に気付いて笑顔になった。

「おはよお。今度はうなされなかったようだね。すっきりした顔をしている。良かった」

　ラウルは目をこすりながらベッドから出た。

「シノ、今日はこの街を出て山を越えるよ。そのための食料は昨日きのう買い集めたけど、夜の寒さをしのぐための毛皮は買えなかったんだ。悪いんだけど我慢してね」

　夜の寒さくらい平気だった。

　街を出る時、サリが見送りにきた。サリは俺に何かを言いたそうにしていたけど、結局何も言わずに見送った。

　夜になり、野宿の支度をしている最中、ラウルはずっと何かを悩んでいた。分厚い石皿に、乾燥した葉を並べてぶつぶつ呟つぶやいていた。

「ラウル師匠、どうしたのですか？」

「ん？　いや、なんでもないよ」

　ラウルは出していた葉などをしまって、俺に笑いかけた。

　サリから何も聞いていなかったら、ふうんで済ませたかもしれないが、きっと手放した魔法書のせいで何かができなくなっているのかもしれない。レミラという薬だろうか。

「そろそろ寝ようか」

　ラウルは俺に考える暇を与えずに就寝を促した。

　ウルルの街で調達した薄い生地の布は、暖かくはなかった。だけど、こんな寒さなど、どうってことはない。それよりも、襲いくる悪夢の方が体調を悪くさせた。夜中に何度も飛び起きるのは疲れる。

　また、夢の中で追いかけられて飛び起きた。

　ウルルで寝た日は悪夢を見なかったから、解放されたと一時は思った。けれど、偶然だったようだ。やはり、主人は俺を逃がさない。

　ラウルは眠れない俺を心配してくれたけど、きっとこればっかりはどうにもできない。それから数日間山を歩き回ったが、悪夢は毎日見た。

　今日はいつもよりも底冷えのする夜だった。寒くて震えていたら、ラウルが傍に寄ってきた。

「今日はとても寒いから一緒に寝ようか。おいで」

　両手を広げたラウルの胸の中へ自分から入るのは、甘えているようで恥ずかしかったが、おずおず入ると優しく包み込んでくれた。ラウルからは、陽だまりのような香りがする。

　ぎゅうと抱きしめられたら、温かさが心地よくてすぐに眠気が襲ってきた。

　目を覚ましたら、朝日が昇っていた。

　悪夢を見なかったことに自分でも驚いた。熟睡できて、気分が良かった。

　今までの悪夢が嘘うそのようにすっきりしていた。どうして今日は悪夢を見なかったのだろう。悪夢を見る日と、いったいなんの違いがあるのだろう。

　俺を抱いているラウルが、むにゃむにゃと寝言を呟いた。そして気付いた。

　俺はどうやら自分で思っていたよりも単純らしい。ラウルの腕を見つめながら、一人で笑ってしまった。

　その日から、一緒に寝て欲しいと頼んだ。ラウルは驚いていたけど了承してくれた。

　ラウルと一緒に寝た日は、悪夢を見ずに眠れた。ラウルの腕に抱かれると、守られていることを実感し、心が安らかになった。

　日が経たつにつれ、安心感は深くなった。やがてラウルを愛すようになり、その時にはもう一人で寝ることがあっても悪夢を見ることはなくなっていた。

　そう思っていたのに、俺はここしばらく悪夢を見続けている。
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　自然と目が覚めた。

　窓から見える王宮の外は明るく、目覚めるのにちょうど良い時間になっていた。あまりに熟睡しすぎて、若干寝坊したかもしれない。レミラの薬というのは絶大な効果だ。

　悪夢はあの頃と違い、屋敷の主人に追いかけられるものではなかった。今の俺にとって、屋敷の主人など恐れの対象にならない。たった一つ、俺が恐れるとしたら、ラウルがこの世にいないと確信してしまうことだ。

　最近、ラウルが出てくる夢をよく見る。それは今回のように、思い出を辿たどるような幸せな夢ではない。いつも結末は悲惨なものだった。

　ラウルが遠いところで、俺の知らないところで……闇やみの底のようなところで、ひっそりと消えていく夢を、繰り返し見た。

　俺はその結末を見るたび、飛び起きてどうしようもない不安に苛さいなまれる。

　まるで警告されているようだ。早く見つけないと手遅れになる、そう言われている気がする。

　そんな夢を見始めたのは、ちょうど三み月つき前からだ。なぜか、王宮にラルが来た日と被る。

　隣の部屋で物音が聞こえた。ラルが起きたのかもしれない。その時ふと、昨日のことを思い出した。

　詐欺師の男が書いた、下手くそで難解な文章を解読していたら、ラルがやってきて売られている本を偽物だと見破った。

　あの時はどうも思わなかったが、よくよく考えると、どうしてあいつはあんなにも断言できたのだろう。

　……いや、考えすぎか。まともな魔術師なら、一目見れば偽物だとすぐに分かる。

　あいつのことは苦手だ。話していると、まるで蜃しん気き楼ろうに化かされているような気分を味わう。それがなんなのかはっきりと明言できない。だが、実体の分からないものを相手にしているような気分になる。

　子供のくせに、リュースの悪戯いたずらや、アドネの小言をそつなく躱かわし、イルマ王子の教育者という立場を冷静に請け負っている姿に、違和感を持っているからかもしれない。

　カウロが裏切りの末、自害した時、ラルはカウロを悼んで自分の部屋に引きこもってしまったと思っていた。だが、話を聞くと、あいつは俺が毒を飲んだことを防げなかったことを悔やみ、塞ふさぎ込んでしまっていたことが判明した。

　嫌な気分だった。俺に左右されるラルを薄気味悪く思った。

　ラウルの魔法書を見かけたら、必ず言うように頼んでいる爺じいさんの店で、ラルはレミラの魔法書を買い求めた。そして当たり前のようにレミラの薬を俺に持ってきた。

　レミラの本は成り行きで俺が金を出したが、そうじゃなかったら、きっと俺のために安くないレミラの魔法書を買おうとしたのだ。再び嫌な気分を味わった。

　俺からラルのために何かをした覚えはない。俺はあいつに優しくした覚えなどない。むしろ厳しく接している方だと思う。なのにどうしてあいつは俺に構おうとするのか。

　宮廷魔術師という称号に惹ひかれて俺に近づこうとする奴らは、これまでにも居たことはあるが、俺の態度に全員去っていった。だがあいつは全くその傾向がない。

　ラルが部屋を出た音がした。朝食に向かったのだろう。続くように支度をし、部屋を出た。







　疑い







　朝食をとりに食堂へ行くと、アドネが一人で食べているのを見つけた。

　目が合うと、嫌そうな顔をされてしまった。アドネの正面の椅子を引いたら、ぎろりと睨にらまれた。

「何な故ぜここに来るのですか。他にも席はあるでしょう。あっちへ行きなさい、しっしっ」

　アドネは野良猫でも追い出すように手を振った。

「ご飯は誰かと食べた方が美味おいしいんですよ」

「では、私ではない他の誰かとお食べなさい。私の他にも人はいますよ」

「俺、王宮の友達少ないんですよ。今この場で知っている人は、アドネさんくらいしか」

　カウロの件もあって、今は人間不信気味でもある。知らない人とは話したくなかった。

　スープをすくおうとして視線を感じた。顔をあげたら、アドネが口をあけて呆ぼう然ぜんとしていた。

「ともだち……？　私はあなたの友達ではありませんよ……？」

　ん？

「あれだけいじめてやったのに、よく私のことを友達だと言えますね」

　どこで勘違いされてしまったのだろう。俺もアドネを友達なんて思っていない。

「もしや、私がラウル様に憧あこがれるように、あなたも私に憧れているのですか？」

　そんなことはない。だけど否定したらしたで面倒くさくなりそうなので、黙っていた。

「やはりそうですか。いいのですよ別に。誰かに憧れる気持ちはとてもよく分かります」

　アドネはさっきから一人で喋しやべっていた。もはや余計なことは言うまいと思いながら、パンをちぎって口に入れたら「おや？」と不思議そうにアドネが首をかしげた。

「ラル、トマトは貰もらってこなかったのですか」

　ビクリと肩が震えた。確かにトマトはあった。今け朝さ、王宮の畑から出荷された、とれたて新鮮なものが並んでいた。

　ご丁寧に、ご自由にどうぞという添え書きまでされていた。

「頭が悪くて文字が読めなかったのですか？　私は二つ頂きましたよ。あなたは今が育ち盛りでしょう？　なんでも食べておいた方がいいですよ？」

「朝はすぐにお腹なかがいっぱいになるから遠慮しているんです」

　早口で言ってから、パンを口の中に入れて牛の乳で流し込んだ。

「……」

　アドネの視線を感じていたけど、ずっと無視した。するとアドネは、自分の皿のトマトを俺の皿に入れた。そして楽しそうに笑った。

「ラル、あなたはまだ子供です。今が大事な時期です。なんでも食べないと大きくなれませんよ。私のを差し上げますので、どうぞお食べなさい」

　俺の体の心配なんてしていないくせに、心配しているように言われた。卑ひ怯きようだ。アドネを睨んだ。

「アドネさん、分かってやっていますよね？　こういうことやめた方がいいですよ。いじめっていうんですよ」

「失敬な。好き嫌いはよくありませんと言いたいだけです」

「俺のトマト嫌いは筋金入りなので余計なお世話です」

「小さいうちから偏食は直しておいた方がいいですよ。大きくなってから後悔します」

　確かに言っていることは間違っていない。俺も偏食は直した方がいいと思っている。だけど、邪悪な心で言ってくるアドネの言葉には、素直に頷うなずく気にならない。

　俺がトマトを嫌いなのは昔からだ。きっともう一生直らない。直らなくてもいいと思っている。トマト分の栄養は違う食べ物でとればいいんだ。それなのに、さっきから赤い悪魔が俺を見ている。食べないとだめだぞ、と言われている気がする。こっちを見ないで欲しい。アドネめ、余計なことを。

　緑色の葉っぱを三つ重ねて思い切り突き刺した。

「お前たちが一緒に食事をしているのは珍しいな」

　白い皿の上で転がるトマトを、どうにかできないかと考えていたら、頭上で声がした。

　俺の隣に朝食を置いて座ったシノと目が合った。シノは見据えるように目を細めた。

「シノこそ、あなたの朝はもっと早いでしょう？　こんなに遅くなるのは珍しいですね」

「久しぶりにまとまった睡眠をとったからな。起きるのが遅れた」

「そうですか、ゆっくり眠れたのですね。よかったです」

「ああ、まぁな」

　昨日きのう渡したレミラの睡眠薬、飲んでくれたみたいだ。シノの顔色は昨日に比べて格段に良くなっていた。肌にも艶つやがある。本当に良かった。

「心配をかけたな、気も遣わせた。すまなかった」

「そんなことはいいんですよ。体調が悪ければ遠慮なく言ってくださいね。治癒術で治せるのなら、治しますから」

「ああ」

　シノはパンをちぎって口に運んだ。もぐもぐと動く口を見ながら、昔はよく口元についたご飯粒をとってあげていたのを思い出した。懐かしい。

「じろじろ見るな」

　見ていたことに気付かれ睨まれてしまった。

　王宮に来てから、さっきの台詞せりふを言われるのは何回目だろう。シノが特別、見られるのを嫌っているのではなくて、俺がシノを見すぎなのだろうと、最近気付き始めていた。

「ラル、いつトマトに手をつけるのですか。早く食べてしまいなさい」

「も、もうちょっと後で」

　どうやって食べずにこの場をしのげるかと考えていたら、シノの視線を感じた。

「お前は、トマトが苦手なのか」

　隠さずに頷くと、シノは気にした様子もなく、白い皿ごとトマトを取っていった。

　え？　まさか、食べてくれるのだろうか。見ていたアドネが目を吊つり上あげた。

「ちょっとシノ。甘やかしてはいけませんよ。偏食は直さなくては」

「トマト嫌いの人間は、どうやっても直らないから、食べさせない方がいい。その方が片付けも早く済む」

「はぁ？　なんですか、それ」

「経験談だ」

　経験談……。思い当たる節があった。

　昔、シノは俺のトマト嫌いを知り、色々と創意工夫してトマトを食べさせようとしてくれた。

　甘く煮付けてくれたり、飲み物のようにどろどろにしてくれたり、粒になるほど細かく切ってくれたり。だけど結局、どうしても食べることができなかった。果てにシノはトマトを買わなくなった。

　俺を助けてくれたシノを、半ば睨むように見ていたアドネが、イライラした様子でナッツを噛かみ砕くだいた。

「あなたといい、リュースといい、ラルに甘いのではないのですか？」

「どこがだ？」

「イルマ王子の教育者を続けさせていることも、トマトを食べてあげる優しさも、私にはどうしてなのか分かりません」

「俺はただ、トマト嫌いな人間にトマトを食べさせるのは無理だと分かっているから処理しただけだ。教育者の件は、イルマ王子がラルがいいと言い張るから仕方がない」

「ふんっ」

　アドネは拗すねたようにして、何も言わなくなってしまった。シノは俺を見てきた。

「昨日はお前のおかげでよく眠れた。あれの効果は絶大だった」

「良かったです。調薬は久しぶりだったので緊張しました」

「そうなのか」

　綺き麗れいな灰紫色の瞳ひとみがこっちを見ていた。いつもは目が合ったとたんに嫌そうに逸そらされるのに、今はそれがなかった。

　この瞬間をどうすればいいのか分からなくて、見続けてしまった。シノの灰紫は揺るがなかった。

「あ、あの……？」

「すまない。お前の金の瞳を間近で見たのは初めてだったから、つい見み惚とれてしまった」

　嘘うそだと思った。

　さっきのシノの目は、見惚れているものの目ではなかった。何かを探っているような、そんな目つきだった。

「シノ、あなたまでリュースみたいになるのですか？　だいたい、ラルはそこまで美しいとは思いませんが。あなたなんかよりも、ラウルさまの方がよっぽど素敵です」

「そ……そうでしょうか？」

「ラル、あなた、喧けん嘩か売ってるのですか？　それはどういう意味ですか？」

「アドネさんの言うラウルって」

「ラウルさま」

「アドネさんの言うラウルさまってどんな姿をしているんですか？」

　ラウルよりも、ラルの方が綺麗だ。本当に。本人が言うのだから間違いない。

　断固としてラウルを推すアドネの中の俺は、一体どんな姿をしているのだろう。気になった。

「仕方ないですね、教えてあげましょう。ラウルさまは、常に全身が光輝いているのですよ。私が書いた伝記にはそう記してあります」

「そんなわけないじゃないですか。そんな人間いませんよ」

「ラル、アドネの前でラウルのことを悪く言うな。刺されるぞ」

　気付くとアドネが両手でフォークを握っていた。まさかあれで刺すというのか。

　朝食を食べ終わった後、書庫で本を読んでいた。

　王宮の書庫には普通では手に入らない珍しい本が置いてある。貴重なものばかりだ。空いた時間は殆ほとんど書庫で過ごしていた。

　歴代の宮廷魔術師が書き連ねた日誌を読み終わり、棚に戻した。次は何を読もうか眺めていたら、後ろから声がした。

「お前はよくここにいるな」

　驚いて振り返るとシノが立っていた。いつの間にこの部屋に入ってきたのだろう。まったく気付かなかった。よっぽど本に夢中になってしまったようだ。まさか、シノが気配を消して入ってきたわけではあるまいし。

「シノさんも、本を読みに来たのですか」

「ああ、まあな」

　シノは後ろから手を伸ばし、俺の頭上の本を取ると、座って読み始めた。

　俺も目当ての本を手に取ると、シノの正面の席に座って読んだ。しばらくしてシノが話しかけてきた。

「さっきも宮廷魔術師の本を読んでいたな。お前は宮廷魔術師に興味があるのか？」

「え？」

　宮廷魔術師は好きだ。ラウルでいた頃ころも、よくシノの前で宮廷魔術師の本を読んでいた。

「好きですよ。殆どの人はそう言うのではないですか？　宮廷魔術師は、この国の人の憧あこがれですし」

「憧れなど過ぎた感情だ。宮廷魔術師になるやつなど、ろくな人物ではない」

「どうしてそんなことを言うのですか？　確かにリュースさんは変な人ですが」

「リュースのことを言っているのではない。ろくな人物でないという言葉は、全すべての宮廷魔術師に当てはまる」

　シノは自分も宮廷魔術師だと分かって言っているのだろうか。シノが自分をそんな風に言うのは悲しかった。

「宮廷魔術師試験のことは知っているな？　あんな試験をくぐり抜けた奴やつがまともであるはずがない。あの試験はよくできている。躊躇ためらう奴らから脱落するように仕向けられている。俺は躊躇わなかった。躊躇わずに全て捨てた」

　宮廷魔術師試験の過酷さは聞いたことがあるけど、シノの言葉には重みがあった。シノは宮廷魔術師になるために、本当に数多あまたの試練をくぐり抜けたのだろう。

「それはそうと、お前は魔法書をよく読んでいるのだな」

「え？　はい、魔法書を読むことは好きなので」

「そうか。感心する。出回っていないラウルの魔法書を、一目見ただけで偽物だと分かるのだから、色々読んでいるのだろう。その知識はどこで身につけたんだ？」

「え……」

　一瞬何を言われたか分からなかった。もしかして、昨日きのう俺がラウルの本を偽物と断言したことを言われているのだろうか？

　確かに俺の本は世間には出ていない。だから見破れることはおかしいかもしれない。けど、そこまで気を付けていなかった。だってシノがそんなことを気にするなんて思わなかったから。

　宮廷魔術師のシノが、十年前にたかが二年間師匠であったラウルのことを、今更気にするとは思わなかった。

　本に目を落としていたはずのシノが、俺をじっと見ていた。思いっきり怪しい人物を見るような目だ。

　俺は本人だから、ラウルの本が偽物だってすぐに分かった。だけど、それをシノに言っても信じるかどうか……。

　姿形が違うラルが、実はラウルでした、なんて、俺を真剣に睨にらんでいるシノが信じると思えない。心のうちで、溜ためた息を吐いた。

「すみません。本当は確証があったわけじゃないんです。なんか、勢いがついちゃって……レミラの魔法書が偽物だったので、他のも全部偽物だと思ってしまったんです」

　シノは睨むのをやめて、息を吐いた。ピリピリしていた空気が、一気に和らいだ。

「まあそんなことだろうと思っていた。レミラの魔法書が偽物だとしても、他の魔法書が本物だったら、俺はお前の方を牢ろうに入れなきゃいけないところだった。お前はイルマ王子の教育者なのだから、勢いに乗るという軽はずみな行動は慎め」

「はい、すみません」

　シノは読み始めていた本を棚に戻すと、まっすぐに出口へ向かった。まさか、その注意をするためだけにここへ来たのだろうか。シノは、書庫の扉を開けて出て行く直前「違ったか」と呟つぶやいた。







　第二王子の帰還







　イルマ王子に魔術を教えるため、いつもの場所に行ったけど、そこにはシノしか居なかった。イルマ王子はどうされたのだろう。

　不思議に思っていたらシノが言った。

「ラル、今日の分は中止だ。イルマ王子はここに来ない」

「あれ？　どうしてですか？」

「第二王子のソウマ王子が帰ってくることになった。イルマ王子は兄を出迎えなくてはならない。俺も色々とやることができた。今日はもう帰れ」

「分かりました」

　ソウマ王子は、イルマ王子とユマ王子に挟まれた第二王子だ。なんとなく名前は聞いていたけど、どんな方なのかは知らなかった。シノの口ぶりだと、王宮を離れてどこかへ行かれていたようだ。

「長い遠征だったのですか？」

「竜の棲処すみかへ自分の竜を獲とりに行っていた。ソウマ王子は魔術師の素質はないが、有望な竜使いだ。だいぶ時間がかかったが、ようやく納得できる竜を捕獲できたようだ。報告では立派な火竜らしいが」

「へえ、火竜ですか」

　火竜といえばちょっとした思い出がある。俺を背中に乗せて飛んでくれたヒーくんは元気だろうか。

「お前はソウマ王子が発った後に王宮へ来たから会ったことはなかったな。ユマ王子やイルマ王子のような普通の王族を想像していると、手痛い反撃をくらうぞ」

　どういう意味だろうか。

　昼間、王宮はずっと騒がしかった。昼前に帰ってくる筈はずのソウマ王子が帰ってこなかったらしい。

　ソウマ王子のお供をしていた兵士は帰ってきたけど、肝心のソウマ王子は、王宮の領土に入った途端行ゆく方えを晦くらましてしまったらしい。一足先に帰ってきた兵士たちは、泣きべそかきながらすみませんと謝っていた。

　一斉にソウマ王子探しが始まり、俺もそれを手伝っていた。と、いってもなんのあてもない。そもそも顔を知らないから、見かけても分からないかもしれない。

　天気が良かった。陽気に混ざって、微かすかに良い匂においがする。

　花の香りだろうか？　甘い匂いだった。ずっと嗅かいでいたいと思った。

　匂いに誘われて、いつの間にか静けさが目立つ場所にいた。模様のような木漏れ日が、風に合わせて躍っていた。

　来たことがない場所だった。こんなところが王宮にあったんだ。ぐる、と猫が喉のどを鳴らすような音が聞こえた。

「よしよしいいこだ。気持ち良い？　良い天気だね。このまま寝てしまう？」

　ささやかに揺れる木の葉のような声が聞こえてきた。声の出所はすぐに分かった。

　地面に寝そべった火竜の頭を、ゆっくりと撫なでている赤髪の青年を見つけた。

　俺は、もしやこの青年がソウマ王子だろうかと思った。この国の王族は、見事な赤髪をしていると聞く。短く切り揃えられた青年の赤髪は見事だった。

　気持ち良さそうに閉じられていた火竜の目が開いた。首を動かしたあと、正面からまっすぐに俺を見てきた。火竜の動きによって、ソウマ王子も俺に気付いた。

「あれ？　きみは？　誰だれだい？」

　およそ王族とは思えない砕けた口調だった。

　ソウマ王子はこっちに近づいてきた。急いで膝ひざをついて名乗ろうとしたとき、顎あごをすくわれた。

「顔を上げてごらんよ」

　恐る恐る顔を上げると、ソウマ王子の赤い瞳ひとみと目が合った。

　精せい悍かんな顔つきをされていた。口調は柔らかく、砕けているけど、しっかりした体格と、キリリとあがった眉まゆから、侮ることが許されない人だと思った。だけど、厳しそうな印象はなく、どちらかというと柔和だった。口元は微笑ほほえんでいた。不思議だった。

「とても綺き麗れいな目をしているね。よく見せて。ああ、瞳の奥まで金だ」

　ソウマ王子はうっとりと目を細めた。

「きみはとても不思議な気配をさせているね。人、だよね？　匂いは……」

　と、言いながらソウマ王子は俺の耳元に鼻を寄せた。

「良い匂いだ。不思議だな、いつもは人なんて気にならないのに」

　満足そうに言ったあと、髪を一房持ち上げてそこにも鼻を寄せた。

「きみ、名前は？」

　ソウマ王子は俺のうなじに鼻を寄せながら囁ささやいた。その間もいたるところを嗅がれた。緊張で体が動かなかった。

「あ、ラ、ラルと申します。あの、挨あい拶さつが遅れて申し訳ありません。わたしは、イルマ王子の教育者をしておりまして」

「え？　イルマの？　ふぅーん。あ、俺のことは知ってるかい？　イルマの兄のソウマだよ」

「は、存じております……」

　キュウウゥ、とどこからか聞こえてきた。

　寝そべっていた火竜が、こっちを見ながら不満そうな鳴き声をあげていた。

「ああ、ごめん。浮気はしてないよ。ただ、ラルの持つ不思議な雰囲気に興味を抱いただけ。きみ以上の誰かなんて居ない。人も、竜も」

　ソウマ王子は火竜の元へ行くと、両手を広げて火竜の首を抱きしめた。火竜は目を細めて、ソウマ王子に寄り添った。

　その光景にどきっとするほどの愛を感じた。種族なんて関係なしに、一人と一匹は愛し合っていることが分かった。

「ここに長くいすぎたね、そろそろ帰ろうかな」

　ソウマ王子が言った。そこで俺は今の状況を思い出した。

　ソウマ王子が居なくなったことで、全員が探し回っていることを告げると、ソウマ王子は少し反省したように、片目をつむった。

「帰ったら、しばらくこの子と会えなくなると思ったんだ。だけど、皆に迷惑をかけてはいけないよね。この子とも沢山触れ合えたし、もう帰ろう。ラルも一緒にどうだい？」

　お言葉に甘えて火竜の背中に乗せてもらうことにした。先にソウマ王子が背中に跨またがり、次に乗せてもらおうとしたら、火竜が突然ドゥルルと唸うなった。

「あれ？　どうしたんだい？　よしよし」

　ソウマ王子がなだめるように、火竜の首元に手を置いた。

「わたしは乗せたくないのでしょうか」

「いや、そんな感じじゃないな。どうしたんだろうね」

　火竜がじぃっとこっちを見ていた。思わず見つめ返したら、すっと瞼まぶたが降りて、薄目になった。

　……な、なんだろう？　胡う散さん臭くさいものを見るかのような視線だ。

「ラルのこと、凄すごく意識しているみたいだね。俺と同じように、この子もラルの不思議な雰囲気を感じ取っているのかも」

「そ、そうでしょうか」

　そんな風には思えなかった。ぐっと細められた目は、内面を探るように俺を上から下まで眺めた。

「警戒されている気がします」

「そんなことないよ」

　ソウマ王子においで、と言われ恐る恐る近づいた。火竜は今度は唸ることはなかった。

　背中に乗ると、ソウマ王子の合図で火竜が高く飛んだ。火竜の翼がはためく度に、風圧でグインと体が持っていかれる。鞍くらにつかまるので精一杯だ。

　そんな俺とは違い、竜使いのソウマ王子は、動じることなく鼻はな唄うた交じりに空の飛行を楽しんでいた。

　ソウマ王子が首を回してこっちを見た。

「竜に乗るのは初めてかい？」

「いえ……一度だけ、前にも」

「そうなんだ」

　火竜のヒーくんに乗せてもらった。火竜を見ていたら、ヒーくんが懐かしくなった。ヒーくんに乗せてもらった時も、赤い鱗うろこがこんなふうに温かかった。

　あの時は鞍なんてなくて、竜にも乗ったことがない俺のために、ヒーくんはゆっくりと飛んでくれた。

　不意に火竜の飛行速度がゆっくりになった気がした。

「ラルのことを心配してゆっくり飛んでくれているのかもね」

　ソウマ王子が言った。そうなのだろうか。

「この子は人の感情に敏感なんだ。人が話している言葉も分かる。賢いんだ。姿も綺麗だろう？　竜の棲処で一ひと目め惚ぼれしちゃってね。口説き落とすのに、三月もかかった。竜にはけっこう好かれる方だと思っていたんだけど、あんなに苦労したのは初めてだったなぁ」

　そういえば、ヒーくんも、人の言葉が分かるようだった。ソウマ王子の口ぶりからして、そのような竜はとても珍しいのだろう。

　王宮にはすぐに着いた。みんな待ち焦がれたような顔でソウマ王子を出迎えた。

　その中には、イルマ王子やシノたちもいて、なんで一緒にいるんだ？　という顔をされた。







　真紅の髪の男







　ソウマ王子は、会うと必ず俺に声をかけてくれた。

　はたから見たらそれはとても奇妙に映るのかもしれない。

「ラルはソウマ兄上とどうやって仲良くなったのだ？」

　魔術を教えている最中、本当に不思議そうな顔をしたイルマ王子に聞かれた。

「なかなか人に興味を示さないソウマ兄上が、ここまで関心を寄せるのは珍しい。弟である私以上に構われているかもしれぬ」

「そんなことないですよ」

「そんなことはあるだろう」

　シノが言った。

「俺も昔からソウマ王子を見ているが、竜以外には興味がないお方だ。いったいどういう誘惑をした？」

「人聞きの悪いことを言わないでください」

　誘惑はしていないけど、ソウマ王子は俺の匂においに興味を持っていた気がする。俺もソウマ王子の匂いは甘くて好きだった。匂いの相性でもあるのだろうか。

　思い出して、腕をくんくん匂っていたら、シノに呆あきれたような目をされた。

「なんだ、昨日きのう湯に入っていないのか？　不潔は嫌いだ、今日は近くに寄るなよ」

「違います。以前、ソウマ王子が俺の匂いに興味を持ってくれていたので、ちょっと気になって」

「におい？」

　イルマ王子が俺の耳元に顔を寄せて、くんと嗅かいだ。続いてシノも、反対側に顔を寄せて俺の匂いを嗅いだ。二人に挟まれて緊張する。しばらく二人はくんくん嗅いでいた。

「特に不思議な匂いはしないな。だがラルはいつも陽ひだまりのような優しい香りがして、私はその匂いが好きだ」

「あ、ありがとうございます」

　自分の体臭の感想ってちょっと緊張する。シノは特に言うことはないようで、ずっと黙っていた。

　イルマ王子の教育が終わって帰る途中、柱にもたれて、じっと地面を眺めている人がいた。少し長めの襟足と、燃えるような真まっ赤かな髪が目立っていた。

　赤髪だったので、王族かと一瞬思ったけど、乱暴な所作で立っていたので、そうではなさそうだ。それに微妙に髪色が違う。赤髪は赤髪だけど、イルマ王子たちよりも、深紅のように濃い赤だった。

　前を通り過ぎたら、下を向いていた深紅の髪の男が顔をあげた。鼻筋のすっきりした綺き麗れいな顔立ちだった。けれど目つきが鋭く、顔全体に険しい雰囲気が漂っていた。怖そうな人だ。

　燃えるような赤い瞳ひとみと一瞬だけ目が合ったけど、そのまま通り過ぎようとした、その時、深紅の髪の男は、俺の前ですいと片足を上げた。

　咄とつ嗟さのことだったので避けることができず、真紅の髪の男の片足につまずいて、顔を地面にぶつけた。

「え、え、なんで」

　混乱しながら、すりむいた鼻をおさえて、深紅の髪の男を見上げた。

「っく、はは、あはは」

　俺を転ばせた深紅の髪の男は、腹を抱えて笑っていた。

　足をひっかけて転ばせたのに、どうして謝りもせずに笑っているんだろう。なにがおかしいのだろうか。

「すっげぇ、前から勢いよくこけて……くっ……はは、まるでお手本のようなこけ方だったな、はは、お前ちょっとは警戒しろよ、俺を笑い殺す気かよ、あははっ。いてぇ、笑いすぎて腹いてぇ」

　脇わき腹ばらを痛そうにおさえる深紅の髪の男に、何か文句でも言ってやりたかった。けれど驚きすぎてさっきから何も言えてなかった。

「お前って、なんか抜けてる感じがするな」

「はあ？」

「よくそう言われない？　なあ」

「い、言われ」

「あ、ラル」

　偶然にもソウマ王子が通りかかり、片手をあげながらこっちに来た。

　ソウマ王子は俺が地面に這はいつくばっているのを見て驚いた。

「ラル、どうしたんだい？　こけてしまった？　おかしいね、ここには何も突っ張りなんてないのに。大丈夫かい？」

　ソウマ王子が手を差し伸べてくれた。

「違うんです。この人にさっきつまずかされて」

「この人？　誰だれのことだい？」

　さっきまで居た深紅の髪の男は、いつの間にか居なくなっていた。俺に告げ口されるのを恐れて逃げてしまったのかもしれない。一体誰だったのだろう。なかなか威圧感のある男だった。王宮の兵士だろうか。

「もう逃げてしまったようです……」

「そうなんだ。災難だったね。ねぇ、気晴らしにあの子の背中に乗せてあげようか。一緒に空を飛ぼう」

　ソウマ王子の提案で、火竜の背中に乗せてもらえることになった。

　竜舎には、王宮お抱えの、竜使いたちの竜がいる。

　竜の世話は竜使いたちが自分でするから、ここには竜使いしか出入りしない。俺のことが珍しいのだろう。竜たちは、異端な者を見るような挙動で警戒していた。

「ごめんね、視線を感じるかもしれないけど、知らない人が珍しいだけなんだ」

　奥の方にソウマ王子の火竜はいた。鼻を鳴らして出迎えてくれた。ソウマ王子が柵さくの中に入って首を撫なでたら気持ち良さそうに目を薄めた。

「本当は柵なんかに閉じ込めず、ずっと一緒にいたいんだ。だけど王宮は狭いから、この子は入れないんだ。この前部屋に入れようとしたら父上に止められてしまった。悲しいね」

　そりゃ立派な巨きよ躯くの火竜が王宮に侵入してきたら止めもするだろう。

　この前種族が違っても愛し合っている姿に感動を覚えたけど、ソウマ王子はもしかしたら種族という概念がないのかもしれない。興味を持てるもの、愛したものが、たまたま竜だったというだけなのかも。

　火竜に乗せてもらって空を飛ぶ予定だったけど、その前に雨が降ってきたので中止になった。また今度という約束をして、王宮に戻った。

　夕食を終えて自分の部屋に帰ったら、見知らぬ男が俺のベッドの上で寝ていた。

　いや、見知らぬ男じゃない。昼間会った、深紅の髪の男だった。どうして勝手に人の部屋に入っているんだろう。

　深紅の髪の男はベッドの上に寝そべって、すやすやと気持ち良さそうに寝ていた。俺の気配に気付いたのか、むにゃむにゃと寝ぼけながら目を覚ました。

「あ、おかえり」

「……おかえり、じゃないんだけど」

「なんか怒ってる？」

「ここ、俺の部屋なんだけど。勝手に入らないでよ。あと、昼間のこと、謝ってよ。おかえり、とか言う前に」

「昼間のこと……？」

　深紅の髪の男はまるで覚えがないというふうに悩んでいたけど、しばらくして「ああ」と言った。

「雨は俺のせいじゃない」

「は？」

「え？　あ、足ひっかけたこと？　まだ怒ってんの？」

「怒ってるさ」

「どっか怪け我がした？」

「鼻擦りむいた」

「ああ、ごめんごめん。でもあんた治癒術師じゃん。治癒術でぷわぁと治せばいいじゃん」

　俺が治癒術師だとどうして知っているのか。

「ていうかきみ、どうして俺の部屋を知ってるの？　誰かに聞いた？」

「ああ、レ……。いや、俺さ、お前に会いにきたんだよ。ちょっと言っておくことがあってさ」

「言っておくこと？」

「うん、あのさ」

「ラル、いるかい？」

　ソウマ王子の声がした。扉に顔を向けた時、パリンと何かが割れる音がした。

　嫌な予感がして窓の方を見ると、二つあるうちの一つの窓が割れていた。深紅の髪の男は居なくなっていた。床には硝子がらすの破片が飛び散っていた。

　ここ、二階なんだけど、まさか窓から出て行ったのだろうか。ていうか、誰が掃除すると思っているんだろう。

「ラル？」

「あ、すみません。どうぞ」

　ソウマ王子が入ってきて、割れた窓を見るなり、驚いた顔で「どうしたの？」と聞いてきた。

「さっきまで、昼間俺をつまずかせた男がいたんですけど、窓を割って出て行ってしまいました」

「え？　窓を割るなんて、けっこう乱暴なんだね。酷ひどいことされなかったかい？」

「大丈夫です、なんか、そういう感じじゃなかったです。俺に言いたいことがあるって……」

「へえ。ラルと友達になりたかったのかな」

　そういう感じでもなかった気がする。ソウマ王子は割れた窓に寄っていき、散らばった破片を眺めた。

「素手で割ったんだろうね。破片に血がついている。これはけっこう切れてるよ。痛そうだなぁ」

　ソウマ王子は突然、窓枠に付着していた血に鼻を寄せた。血なんて嗅いでどうしたのだろう。ソウマ王子はしばらくそうしていた。

「あの、ソウマ王子」

「ああ、ごめんね。ちょっと気になって……。明日、天気が良かったら、空を飛ばないかい？　ということを言いに来たんだ。今日飛べなかった埋め合わせをしたくて」

「はい、喜んで。イルマ王子の教育者を終えたあとならば、時間があります」

「うん。じゃあその頃ころに迎えに行くから」

　ソウマ王子が部屋を出て行ったあと、破片の掃除をした。

　ソウマ王子が気にしていた血を、真ま似ねして嗅いでみたけど鉄臭いだけでなんの匂いもしなかった。







　再び真紅の髪の男







　迎えに来てくれたソウマ王子と、竜舎へやってきた。竜舎にいる竜の数が、昨日よりも少なくなっていた。

「今日は訓練の日だから、みんな出ているんだ」

「え？　訓練？　俺帰りましょうか？」

「いいよ、人を乗せるだけでも十分訓練になるから」

　竜舎の奥で、ソウマ王子の火竜がしきりに一箇所を舐なめていた。

　よく見ると鉤かぎ爪づめから腕にかけて、一直線の裂傷があった。血は止まっているようだったけど痛そうだ。

「あれ？　昨日までこんな傷なかったんだけど、どこかに引ひっ掛かけちゃったかな」

「痛そうですね」

　ソウマ王子は火竜が舐めている傷を見ながら、しばらく黙っていた。何か考えているようだった。

「ラルは確か治癒術師だったよね？　可か哀わい想そうだから、治してもらってもいいかい？」

「はい」

　治癒の光を練りながら火竜に近づいたら、俺の体を鼻先で押して、ググゥと唸うなった。

　まるで、治さなくいい、と言われているようだった。

　どうすればいいんだろう。振り返ったら、ソウマ王子が困ったように微笑ほほえんでいた。

「竜は自己治癒能力が高いから、自分で治せるのかもしれないね。ラル、やっぱりいいや。ありがとう」

　竜舎を出て空を飛ぼうとしたら、またもや雨が降ってきて結局乗れなかった。二日続けてとは運がない。

　ソウマ王子は苦笑して、また今度、と言った。

　雨はすぐにあがったので、外で魔法書を読んでいた。すると、いつの間にか、あの深紅の髪の男が目の前に立っていた。

　没頭して気が付かなかった。驚いていたら、深紅の髪の男は、何も言わずに俺の隣に座った。

「きみ、なんでここに」

　声をかけたら深紅の髪の男はめんどくさそうにこっちを向いた。

「なんだよ、居ちゃ悪いか？」

「そういうことじゃないけど。どうしてこの間から俺の前に現れるの？」

「お前も運がないな。二日続けて雨だなんて。水竜でも怒らせたか？」

「なにそれ」

「なぁ、それ何読んでんの？」

「さっきから俺の質問に答えてないよね？　話聞いてる？」

　と、言っておきながら俺は、いや、聞いてないだろうな、と諦あきらめた。

　深紅の髪の男は、俺が読んでいる魔法書を指差して、「それ何？」と再び聞いてきた。

「魔法書だよ。魔法書読んでるの」

「マホウショ？　ああ、魔法書ね。へー」

　深紅の髪の男は興味なさそうに魔法書の表紙を眺めたあと、俺がおやつとして用意しておいたおにぎりを、一つ掴つかんで食べ始めた。

「いや、何食べてるの。それ俺のなんだけど」

「はあ？　けちけちするなよ。あと一つあるからいいじゃん」

「いや、一つじゃ足りないから二つ用意してたんだけど」

「へー、一気に二つも食うんだ。けっこう食うのな。お前」

　深紅の髪の男は、悪びれる様子もなく、人のおやつをむしゃむしゃ食べ終わった。

　俺はもう無視して魔法書に集中することにした。

「さっきからめっちゃ読んでるな、それ。面白い？」

「……」

「なあってば」

「……」

「あれ？　無視すんの？　そういえばさぁ、お前ってなんでラルって名乗ってんの？　お前の名前、ラウルじゃねぇの？」

「へ？　ちょっ……」

「ラウルだろ？」

　反射的に、深紅の髪の男の口を、両手でおさえた。

「それどこで知ったの。どうして俺がラウルだって知ってるの」

「え？　知ってちゃおかしいか？　お前、もしかして自分の正体隠してんの？　なんで？」

「な、なんでって」

　というか、なんでこの男は俺がラウルだと知っているんだ。俺がラウルってことは誰も知らない筈はずだ。知られる要素がない。姿も年齢も何もかも違う。信じろと言われても無理だろう。だからこそ俺は、打ち明けずに黙っているのに。どうしてこの男には、俺がラウルだと分かってしまったんだろう。

「人前でラウルって呼ばないで。ここではラルと呼んで」

「えーどうしようかな。じゃあこれ、もう一つちょうだい」

　深紅の髪の男は、残り一つのおにぎりを指差した。

　おにぎりくらい仕方ない。約束を守ってもらうために献上しよう。

　そのとき、男の手の甲に、一直線に伸びた裂傷があることに気付いた。

「それ、痛そうだね」

「ああ。昨日お前の部屋の窓を割った時に、な」

　深紅の髪の男は、手で庇かばうように傷をおさえた。人の部屋の窓を割って怪け我がしたことは深紅の髪の男の自業自得だけど、見えた傷は深く、自然に治るのには時間がかかりそうだった。

　治癒術で治してあげることにした。けれど、深紅の髪の男は避けるように体をひねった。

「別にこんくらい、舐めときゃ治る」

「舐めても治るわけないでしょ。獣じゃあるまいし」

「獣じゃねぇし」

「いや、だからそう言ってるじゃんか。早く手、貸して」

　深紅の髪の男はしぶしぶ手を俺の前にだした。

　治癒術を発動させている最中、なんかこういうやりとり昼間もやったな。と思った。ソウマ王子の火竜も、俺が治癒術を使うのを拒否した。

　あれ？　そういえば、深紅の髪の男と、ソウマ王子の火竜、同じところに傷が……。

　深紅の髪の男を見た。男は、傷が治っていくさまを珍しげに眺めていた。いや、そんなまさか。ありえない。

　突然、深紅の髪の男は顔をあげた。辺りをきょろきょろ見渡し、座っていた長椅子から立ち上がると、走り去ってしまった。

　とても慌てて、急いでいる様子だった。まだ治療も途中だったのに、どうしたというんだろう。

「やあラル」

　入れ替わるようにソウマ王子が来た。

「相変わらずラルは不思議な気配をさせているね。こんなに俺が興味を惹ひかれるなんて、いったいラルはなんなんだろうね」

　聞かれても分からない。ソウマ王子は立ち止まり、辺りを窺うように見渡したあと、考えるように顎あごに手を当てた。

「さっきまでここに誰か居た？」

「ああ、はい。例の、最近俺の前に現れる変な男がいました」

「そうなんだ。……俺も会ってみたいな」

「その内会えると思いますよ。よく来るんです。どこからか」

「どこからか？　その男はどこから来てるんだい？」

「分かりません。神出鬼没で、いつも気付いたら居ます。どこから来てどこへ帰って行くのか、まったく分かりません」

　ソウマ王子はふぅんともへぇともとれるような返事をして、行ってしまった。







　真紅の髪の男の正体







　夜、レミラの睡眠薬を届けるためシノの部屋へ行った。そろそろ薬がなくなる頃ころだろう。

　扉を叩たたいたけど、シノは居ないようだった。また来ようと思って振り返ったら、真後ろに深紅の髪の男がいた。肩が跳ねるほど驚いた。

「な、な、また来たの？　びっくりした、音もなく後ろに立たないでよ」

「お前に言っておくことがあるんだよ。昼間、邪魔が入ったから言えなかった」

　昨日もそんなこと言っていた気がする。俺に言っておかなきゃいけないこととは、なんなのだろう。

「ラル、俺の部屋の前で、どうした」

　そこへシノが帰ってきた。深紅の髪の男がうっかり俺のことをラウルと呼ばないか警戒した。

「シノさんにレミラの睡眠薬を届けにきたんです」

「ああ、そうか。すまない」

「シノ？」

　突然、深紅の髪の男がシノを呼び捨てにした。

　シノは、今気付いたかのように深紅の髪の男を見た。

「こいつは誰だ」

　聞かれたけど俺にも分からないので首を振った。というか呼び捨てにされたことで、シノは静かに怒っていた。あまり関わりたくない。

「お前がシノか」

　深紅の髪の男は、またもやシノを呼び捨てにした。

　シノは、真紅の髪の男の方は見ずに「ラル、こいつは何なんだ」と俺に聞いてきた。

「へぇ。あんた、シノにもラルって名乗ってんのか」

「シノさん、これ、レミラの薬です！　三日分あります！　ちゃんと用法用量お守りください！　それじゃあ俺はこれで！　失礼します！」

　シノにレミラの薬をぎゅうと押し付けて、深紅の髪の男を急いで自分の部屋に連れ込んだ。

　耳をすまして、シノが隣の部屋に入ったのを確認してから、深紅の髪の男に向き直った。

「どういうつもり？　シノの前であんなこと言うなんて。人前で言わないでって言ったよね？」

　隣の部屋に聞こえないよう、小声で深紅の髪の男を責めた。男はへらへらと、何がおかしいのか笑っていた。

「ラウルだとは言ってねぇよ？」

「隣に聞こえる。もっと声を小さくして」

「シノにラウルだとばれたらだめなのか？」

「だめっていうか……信じると思う？」

「どうだろうな。信じるかもよ？」

「適当なこと言わないでよ。信じてもらえなかったら？　俺はそんな賭かけみたいなことしたくない」

「それでいいのか？　お前、シノに会いにわざわざウルルに行ったんじゃねぇのか？」

「え？」

　なんのことを言っているんだろう、と考えた。

「せっかく送ってやったのに」

　深紅の髪の男は、腕を組んでふんと鼻を鳴らした。

「忘れたのか？　あんなに良くしてやったのに。竜使いでもないお前が竜の背中に乗れるなんて、貴重な体験だからな」

　俺には覚えがあった。まさか、と思った。だって信じられなかった。

「もしかして、きみ、ヒーくん？」

　竜が、人になれるなんて。ヒーくんはニヤリと笑った。

「ようやく思い出したか。ていうか、ヒーくんじゃねぇし。ヒーくんって呼ぶな。俺にはちゃんと格好良い名前があってだな」

　ヒーくんは俺のベッドに腰かけた。

「え？　本当に？　ヒーくんなの？　ヒーくんって竜じゃないの？」

「俺は特別な竜だからな。特別な俺は、特別に人間の姿になれるんだ」

　ヒーくんは得意顔で、フンと鼻を鳴らした。ってことは本当にヒーくんなんだ！

「ヒーくん久しぶり！　会えて嬉うれしいよ！」

　ヒーくんの手を握って上下に振った。俺の勢いに驚いたのか、ヒーくんは目を丸くした。

「ヒーくんって呼ぶなってば！　俺そのヒーくんっていうの、すげぇ嫌い！　どうせ火を噴くからヒーくん、とかだろ？　発想が貧困すぎる。馬鹿みたいだ」

「ヒーくん、あの時はありがとう。俺、ヒーくんが居なかったらまだ竜の棲すみ家かで足止めされてたかもしれない」

「だからヒーくんやめろって」

　ヒーくんはウウと唸うなった。

「でもヒーくん。どうしてここにいるの？」

「お前に会いに来てやったんだよ。言うことがあるって言っただろ？　本当は俺、ウルルでもお前についていく気だったんだぜ？　だけど、ちょっと用事があったから一いつ旦たん帰ったんだ。そしたら、あのぼけぼけ王子が……」

「ぼけぼけ王子？」

　ぼけぼけ王子とは、一体誰のことだろう。

「あいつに見つかって、三月も追いかけ回されて。でもまぁお前も王宮にいるから、別にいいかと思ってあいつの竜になってやったんだ」

「ちょっと待って」

　まさか、ヒーくんが言うぼけぼけ王子ってもしかして。

「ソウマ王子？」

「あ？」

「ヒーくんってもしかして、ソウマ王子の火竜？」

「そうだけど？　気付いてなかったのか？」

　気付くわけないだろう。竜使いじゃない俺には、竜の見分けなんてつかない。でも、よく考えたら、ヒーくんが俺の前に現れたのと、ソウマ王子が帰ってきた時期は被る。

　さっきからどうしてヒーくんはソウマ王子のことを悪く言うのだろう。ぼけぼけ王子だなんて……二人は愛し合っていたんじゃないのだろうか。

「ソウマ王子は、ヒーくんが人になれる竜だってことを知っているの？」

「あいつの前で人になったことはないから、知らないと思う。俺も絶対言わないし」

　絶対言わないだなんて……何か理由があるのだろうか。

　普通は、竜が人になれるなんて想像しないから、ヒーくんが言わないとソウマ王子は分からないと思うのに。

　割れた窓から、湿った空気が入ってきた。昨日きのうヒーくんが素手で割った窓だ。外では雨が降り出していた。

　ヒーくんが、俺のことを詳しく知っていそうなのはなぜなんだろう。あとさっき、シノのことも妙に知っているようだった。ヒーくんに聞きたいことはまだあった。

「ヒーくん、あのさ、聞きたいことが」

「ってかさ。ヒーくん呼びいい加減にしろって。……あ」

　ヒーくんが扉の方を見た。そして、いきなり窓に向かおうとした。

「え？　ちょっと待ってよ、どこ行くの？」

　慌てて腕を掴つかんだ。逃げようとしてる？　今までだってそうだ。ヒーくんはいつの間にか居なくなることが多かった。

　聞きたいことが沢山あるんだから、今回は逃がさない。

「おい、放せ」

「逃げないでよ。そうだ、あの窓弁償してよね。ヒーくんが割ったんだから」

「今それどころじゃねぇって。放せってば」

「行かないでよ」

「おい、やめろ放せ、くる、あいつがくる」

　窓に向かっていくヒーくんを、渾こん身しんの力を使って引き止めた。けれど、ずるずると引きずられてしまう。

「ヒーくん待って……！」

「分かったから、とりあえず俺を逃がせ。また後でくるから、あいつが居なくなったらまた現れるから。とりあえず、な、放せ、ほんとに、放せ、お願い！」

「っ逃がさないから……！」

「おい！　また来るって言ってんじゃん！　放せバカ、まじで、放せ！」

「聞きたいこと、いっぱいある！」

「分かった分かった！」

　ヒーくんの手が窓枠にかかった。片足をあげて、窓から出ようとしたそのときだった。

「ラル？　いる？」

　ソウマ王子の声がした。

　いきなりヒーくんが本気を出し、窓を乗り越えようとしたので、俺も意地になって引き止めた。腕を掴んで放さなかった。

「ラル～？」

　焦じれたようなソウマ王子の声がした。

「放せって！　いい加減にしろ！」

「ヒーくんが逃げないならね！　ていうかなんでいきなり逃げるのさ」

「逃げるに決まってんだろ！　くそぉ、あのやろう、なんで狙ねらいすましたようにくるんだよ……！　おいって、なんでそんなに力強いんだよお前」

　俺の力なんて、全然強くない筈はずだ。そういえば、さっきからヒーくんの力が弱くなっている気がする。

　ヒーくんはそれに気付いていないのか、頬を真まっ赤かにしながらも、窓枠を必死に乗り越えようとしていた。

　扉の方で「ラル、開けてもいいかい？」と声がした。

「く、くそ、だめだ。力が入らねぇ」

　ヒーくんが、いきなり窓枠から手を放した。ヒーくんを引っ張っていたから、勢いが止まらずに二人で床に倒れ込んだ。同時くらいに、扉が開いて、ソウマ王子が入ってきた。

　ソウマ王子は俺たちの姿を見て、目を丸くした。

「何してるの？　大丈夫？」

　ソウマ王子はまず、俺を抱き起こしてくれた。ヒーくんにも手を差し伸べたけど、ヒーくんはそれを無視した。ソウマ王子は少し強引に、ヒーくんを抱き起こした。

　体格の良いヒーくんを、ソウマ王子は軽そうに扱った。

「さ、さわるな」

　抱き起こされたというのに、ヒーくんはお礼どころか悪態をついた。

　ヒーくんはゆっくりとした動作で、ソウマ王子を見上げた。様子がなんかおかしかった。顔が赤い。それに瞳ひとみも潤んでいる。体調でも悪くなったのだろうか。

　ソウマ王子は動じることなく微笑ほほえむと、ヒーくんの頬に手を這はわせた。

「人の姿も可愛かわいいね。愛してるよ、俺の火竜」

「……っ」

　ヒーくんの目が泣きそうに歪ゆがんだ。あれ？　さっきヒーくんはソウマ王子に人になれることを教えていない、と言っていなかったっけ。どうしてヒーくんが自分の火竜だと分かったのだろう。

「う、こわい……」

　か細い声でヒーくんが言った。ヒーくんの変へん貌ぼうに驚いていると、ソウマ王子がくすりと笑った。

「何が怖いの？」

　ソウマ王子は、ヒーくんの耳を撫なでて、親指で唇を触った。ヒーくんは体を震わせ、細い喘あえぎを漏らした。

　どうしたんだヒーくん。俺はどうすればいいんだ。足が勝手に後退していく。

[image: ]

「ま、まて。いくな。ここにいろ」

　ヒーくんが絞るような声を出した。妙な色気が出ていて、思わず唾つばを飲み込んだ。

　ソウマ王子の指が、開いていたヒーくんの口に入った。見ちゃいけない気がして顔を背けた。ぐちゅりと水音がするので、かき回したりしているのだろう。たぶん。

「さっきから素直じゃないね。どうしたんだい？　竜の時はとても素直なのに。きみは竜の時、ここを撫でられると、とっても気持ちよさそうにするよね。どうだい？」

「う」

「きもちいい？」

「あ」

　俺が聞いていられたのは、そこまでだった。

　部屋を出よう。ここには居られない。愛し合っている二人の邪魔になる。退散退散、お邪魔虫は退散だ。

　急いで部屋から逃げ出し、丁寧に扉を閉めると隣の部屋を何度も叩たたいた。出てきたシノは、俺を見るなりめんどくさそうな顔をした。

「なんだ、子供は寝る時間……」

　言いかけたシノの腕を掴んで引っ張った。

「シノさん！　今日は俺と夜を過ごしませんか！　ここじゃない、どこかで！」

「は？」

「行きましょう、ここじゃない、どこかへ！」

「ちょっと待て、俺は今魔法書の作成を」

「早く行かないとだめです、ここじゃない、どこかに！」

　もうすぐ俺の部屋で始まる物音をシノに聞かせるわけには行かない。それにヒーくんも嫌だろう。だったら行くしかない、ここじゃないどこかに。







　飲んで飲まれる







「雨か。最近多いな」

　シノが王宮の外を眺めながら言った。確かに最近雨が降ることが多くなった。

　この国では、長引く雨は水竜が招いていると伝えられている。本当だろうか。

「お前、本当にリュースに用事なんてあるのか？」

「もちろんです。凄すごく大事な用事があります」

「こんな夜中に訪問しに行くなんてあいつの思うツボだぞ」

「ええ。なので、こうしてシノさんを誘いました」

　シノは何な故ぜ俺が……と不満そうにぶつぶつ呟つぶやいた。

　シノは俺が強引に部屋から連れ出してしまったので、機嫌が悪かった。だけど、色々なもののためにこうするしかなかった。リュースへ用事なんてないのに、嘘うそまでついてしまった。

「本当に今じゃないとだめなのか。明日の昼間にでも行けばいいだろう」

「今じゃないとだめなんです」

「ちっ。もう少しで魔法書を完成できそうだったというのに」

「魔法書？　なんの魔法書ですか？」

　シノは苛いら立だたしげに、外からくる雨粒を避けた。

　廊下は二人で並んで歩くには、少し狭かった。強い雨が、足元まで浸食している。

「魔力供給の術だ。以前お前に教えてもらったことを参考にしながら完成させた」

「えっもう完成したのですか？　さすがシノさんですね。凄いなぁ」

「なぜお前が得意顔をするんだ。気持ち悪い」

　リュースの部屋まで着き、扉を叩くと、すぐに出てきた。リュースは俺とシノを見て目を丸くした。

「あれぇ？　ふたりとも、どうしたの？　僕に何か用？」

「ラルがお前に会いたいと言うので連れてきた」

「え、そうなの？　なにかな、ラルくん」

　しまった。リュースへの用事をどうするか考えていなかった。

　言葉に詰まったとき、リュースの横から何かがひょっこり現れた。顔を真っ赤にしたアドネだった。アドネはふらふらとこっちに歩み寄ってくると、正面から俺に抱きついてきた。うえ、酒臭い。細身だけど、アドネも大人の男なので重い。遠慮なしにのしかかられて背中が反り返った。

　胸を押し返していたら、アドネは急に笑い始めた。

「捕まえましたよぉ、逃がしませんよぉ」

「……なんだ、これは」

　これ、とシノがアドネを指差して言った。

「いやだなぁ見て分かるでしょ？　アドネだよ」

「お前たち、飲んでたのか」

「うん。アドネに飲ませたらすぐ酔っ払うから面白くてね。僕たち、二人でたまに飲んでいるんだ。あ、シノたちも加わる？」

「いや、俺はいらない」

「遠慮しないでよ」

「いらない」

　シノとリュースが話し始めたけど、とにかく俺はアドネをどうにかして欲しかった。さっきから酒臭くて重くて苦しい。

　アドネが俺に抱きついたまま耳元で内緒話をするように言った。

「ラル、知っていますか？　ラウルさまの目には、この世で一番美しい宝石が埋め込まれているのですよ」

「ええ、何それ怖い」

「だから、ラウルさまの目はいつも美しく、いつもキラキラと光り輝いているのです」

「違います。ラウルの目は真っ黒な炭のような目ですよ」

「ラウルさまと呼びなさいといつも言っているでしょう！　こっちに来なさい、鍛えてあげます！」

　いきなりアドネは怒り出し、俺の腕を掴つかむと部屋の中へ引きずった。

　シノとリュースはアドネの奇行に目を丸くした。

　シノは溜ため息いきをついて、部屋の中に入った。楽しそうなリュースに反して、シノは諦あきらめたような表情だった。

「こんな危ない部屋にラルを置いて帰ったとなれば、俺がイルマ王子に叱しかられる」

「仕方がないよ、ほらほら、シノも楽しもうよ」

　リュースがシノの持っている杯にお酒を注つぐのが見えた。

　俺はベッドの上に座らされ、アドネのラウル語りを聞かされた。

「いいですか？　ラウルさまの名前には力があるのです。安易にラウルさまを呼び捨てにすれば、あなたの体が飛び散って消えてしまいますよ」

「そうなのですか」

「これはとっておきの話なのですが、ラウルさまの歩いた道には花が咲き乱れるのですよ、ご存知でしたか？　そしてその花は、百年間咲き続けるのです」

「凄いですね」

　アドネの中の俺は一体なんなんだ。ラウルにまつわる恐ろしい話を延々と聞いていたら時間が経たっていた。

　アドネは話しながらうつらうつらし、やがて俺の太ももに頭を乗せて、猫のように丸くなって眠った。

　ようやくアドネの口撃が止やんだ。一息ついていたら、シノたちの話が聞こえてきた。

「リュース、俺はお前に恨みがある。忘れたとは言わせない。俺が昔、黄金の竜を見たと言った時、お前は馬鹿にし、笑っただろう。だが、あれは見間違いじゃない。俺は絶対に黄金竜を見た」

　昔って多分、あの夜のことだ。シノも黄金竜を見たんだ。

「え？　そうなの？　覚えてないなぁ。でもさ、黄金竜ってもう亡くなってるでしょ？　そもそも神話の話だから本当に居たのかも怪しいし。寝ぼけて見間違えたんじゃない？」

「見間違いじゃない」

「はいはい、分かったよ。あんまり絡まないでね」

　リュースは興味なさそうに相あい槌づちを打つと、俺に気付いてにっこりと微笑ほほえんだ。

「ラルくん。アドネ寝ちゃった？　ほっといていいよ。ベッドの上で寝かせといて。ラルくんもこっちに来る？」

「おいリュース。俺の話を聞け」

「もぉーシノ、飲み過ぎたんじゃない？　アドネじゃないんだから、めんどくさいことにならないでよね」

　シノの頬はほんのりと赤くなっていた。アドネほどじゃないけど目が据わり始めている。いつの間にそんなに飲んだのだろう。

「あと昔、毒で苦しむ俺を見て、お前は笑っていたな。お前のバカ笑いを見ながら、いつか酷ひどい目に遭わせてやると誓った覚えがある」

「え？　なにそれ？　知らないなぁ。それっていつの話？　この前のことじゃないよね？」

「俺が王宮に来たばかりの頃ころだ」

「んー？　あ、もしかして、ユマ王子の教育者をしていた宮廷魔術師から、毒を盛られた時のこと？　違うよ、あれはシノを笑ったんじゃなくて、激怒したシノに半殺しにされた宮廷魔術師が無様で面白かったから笑ったんだよ」

「どっちにしろ、あの時のお前は、毒で苦しむ俺を助けようとせずに見捨てた」

「だってあの頃のシノと関わりたくなかったんだもん。全すべてを恨んでるような顔してさ。何がそんなに気に食わないのって感じ。怖かったんだよ」

「よく言えたものだ。お前は楽しんでいただろう」

「もぉ、ずっと根に持ってたの？　そんなに怒らないでよ」

　リュースは片目をつむり、ばつが悪そうに顔をしかめた。シノに酒を勧めたことを後悔しているようだった。

　シノが昔のことを話すのは珍しい。俺はシノの十年間のことは何も知らない。

　もっと知りたくて身を乗り出した。すると、リュースを睨にらんでいたシノの目が動き、今度は俺を捉とらえた。

「おいラル、お前は飲まないのか。お前に連れてこられたせいで、俺は今こんな状態になっているというのに」

「だ、だって俺、子供ですし」

「子供だからなんだ？　この国に、子供だから飲まなくていいという法はないぞ」

「シノ、ラルくん困ってるじゃん。やめなよ」

　シノはリュースの制止を無視し、酒瓶を掴んでこっちに近づいてきた。シノの尋常でない様子に驚き、ベッドの上で後ずさりした。

「逃げるな。アドネ、やれ」

「ふぁい」

　俺の太ももの上で寝ていたアドネがシュッと起き上がり、腰に腕を回した。

　アドネの重みで動けなくなり、その間にシノは近づいてきた。シノはベッドに乗ると、俺の腕を掴んできた。

「な、何を」

　シノは酒瓶の注ぎぐちに口をつけ、中身を含むと、俺の唇を塞ふさいだ。

　ぴったりとくっついた唇から含んでいた酒を注がれ、どうすることもできずに飲み込んだ。な、なんだこれ、どうしてこんなことに。

　リュースがシノの後ろで、あらあらと興味深そうにこっちを見ていた。シノの舌がぺろ、と俺の唇を舐なめ、こぼれそうだった水滴を拭ふき取っていった。

　呆ぼう然ぜんとしていたら、シノがしてやったりという顔で、俺を見下ろした。

「一口じゃ足りないだろう。もう一度飲ませてやる」

「も、もういいです。十分足りています」

「いや、まだだ」

　知らなかった。シノが飲ませたがりだったなんて。

　シノは再び含んだお酒を、俺に口移しで飲ませた。

　どうして口移しで飲ませるんだろう。まさか、酔ったときはいつもこうやって周囲に飲ませているのだろうか。俺ならばいいけど、もしもリュースとかにしていたら許さない。

　シノが俺の顎あごを指ですくい、三度目の口移しをしようとしたとき、いきなりうずくまり、ベッドの上に倒れた。

　驚いたけど、ただ眠っただけのようだった。寝顔が可愛かわいかった。アドネは既に眠り込んでいた。

「あーあ、二人共潰つぶれちゃったね。シノも珍しいね。こんな風に酔ってしまうなんて」

　さっきまで傍観を決め込んでいたリュースが、ひょいひょいやってきた。

「それにしても意外だなぁ。潔癖なシノが口移しでお酒を飲ませるなんて。シノって案外ラルくんのこと気に入ってる？」

　シノと同じように飲んでいたのに、リュースの意識はしっかりしていた。

「リュースさんは強いんですね、お酒」

「まあね。酔った記憶はないよ」

　まあ元々酔っているような人だからちょうどいいのかもしれない。普段のリュースに酔いが追加されたら、どうなるか分からない。

　シノの寝顔が可愛くて、じっと見ていたら影がかかった。見上げると、リュースが目の前まで来ていた。距離が近い気がする。

「シノもアドネも潰れちゃったから、誰だれも邪魔する人がいないね。ラルくん、これって絶好の機会じゃない？」

「何の機会ですか、ちょっと、やめてください」

　引きずられそうになったので踏ん張った。

　俺の膝ひざで丸まっているアドネと、無防備な寝顔を晒さらしているシノがいるというのに、襲われるわけにはいかない。いつもより必死で抵抗していたら、焦れたようにリュースが言った。

「ねぇラルくん。僕はね、自分で考案したまじないをいくつか持っているんだ。そのうちのひとつを、ラルくんに使ってあげるね。意識が吹っ飛ぶほど気持ちよくなれるんだよ」

「げ、やめてください、嫌です」

「だいじょうぶ、だいじょうぶ」

　リュースの目の奥が妖あやしく光ったとき、奇跡的に目を覚ましたアドネが、寝ぼけながら俺の体を押した。

　俺は押されて、ベッドの上に仰あお向むけで倒れた。

「え、ちょっと、うそぉ」

　頭上でリュースの困惑した声が聞こえた。アドネから光が湧わいて、その光がリュースに飛んでいった。

　リュースにまじないをかけられたアドネが、寝ぼけながらもまじない返しを発動させたようだ。

　まじないを返されたリュースは床に倒れた。時折、体がびくんと震える以外、声も出さなくなった。アドネは再び猫のように丸くなり、俺の太ももで眠り始めた。

　シノとアドネをちゃんとベッドの上に寝かせたあと、俺も寝ることにした。

　リュースが床の上で、虚ろな目をさせながら、時折体を跳ねさせていたけど、あまり気にしないようにした。




「起きろ」

　まだ寝ていたかった。

「ラル」

　やだやだ、と首を振った。

「五秒以内に放さないと、どうなっても知らないぞ」

　迫力のある声で脅され、慌てて目をあけた。

　腕の中に何かがあることに気付き、それがシノの頭だと分かってすぐに放した。シノは気怠そうに起き上がり、俺を睨んだ。

「人の頭をよくも一晩中大事に抱えてくれたな。おかげで首に違和感が残った」

「す、すみません」

　昔はシノを抱えて寝ていたから、覚えていた体が勝手にそうしたのだろう。今は体の大きさが逆転してしまったせいで、中途半端に頭だけ抱えることになってしまった。

　シノはしきりに首を回して具合を確かめていた。悪いことをしてしまった。

　シノはアドネとリュースを起こした。アドネは宿酔ふつかよいにうなされながら起き、リュースは地獄からたったいま生還してきたかのようにフラフラになっていた。

「昨日きのうリュースの部屋に来てからの記憶がない。ラル、何があった」

　昨日のことは知らない方がいいと思って、言葉を濁した。

　体調の悪そうなアドネに肩を貸し、フラフラしているリュースを残して部屋を出た。

　アドネを部屋まで届けて、祈りながら自分の部屋に戻ると、ヒーくんとソウマ王子はいなくなっていた。帰ったのだろう。

「そういえば、結局リュースへの用事とはなんだったのだ？」

「え？　あ」

　そんなことすっかり忘れていた。言葉に詰まっていたら、鋭い目で睨にらまれた。

　シノは自分の部屋に入ると、扉を乱暴に閉めた。怒らせた。嘘うそだったことがばれてしまった。







　メロメロヒーくん







　昼間、ずっとシノは機嫌が悪かった。あと、すごく首を気にしていた。時々イルマ王子に「大丈夫か？」と心配されるほどだった。シノはイルマ王子に原因こそ言わなかったけど、無言で俺を威圧してきた。

「シノ、ラルの居い心地ごこちが悪そうだ。あまり睨むな」

「申し訳ありません」

「二人の間で何かあったのか？」

「何もありません」

「そうか。では、もうラルを睨むな」

「はい」

　シノは相変わらず俺を睨んだままだ。

「昨日は酷い雨だったな。雨水が溢あふれて廊下まで浸りそうになっていた。ここのところ、ずっと雨続きだ。王都が雨水に呑のまれたらどうしようと心配してしまう」

「どこかで水竜が暴れまわっているのでしょうね」

「驚いた」

「は？」

　イルマ王子の言葉に、シノは怪け訝げんそうな表情を浮かべた。

「シノは言い伝えや伝承を信じるのだな。何も信じない人物だと思っていた」

　イルマ王子が目を見開いて驚いた。イルマ王子の心底驚いている表情が気に障ったのか、シノはムッとした。子供みたいなシノの表情に頬が緩む。シノはたまにこういう表情をすることがある。とても、可愛い。

「ラル、何がそんなに面白いんだ」

「いえ、何も面白くありません」

「そうか、なら良かった」

　シノのきつい視線で笑みが引っ込んだ。

「そういえばシノ、最近よく眠れていなかったらしいな。今はもう大丈夫か？」

「……誰に聞いたのですか」

「アドネから聞いたぞ」

　シノは溜ため息いきをついた。

「はあ……まあ、眠れていませんでした。今はもう改善しましたが……そこのラルの調薬のおかげです」

「ラルが？　ラルは調薬もできるのか？」

　イルマ王子は意外そうに言った。

「今度教えて欲しい。調薬は難しいと聞くが、私にもできるだろうか」

「できますよ。治癒術師なら誰だれでも」

「ありがとう。よろしく頼む」

　ふと視線を感じて振り向くと、シノがこっちを見たまま何か考え込んでいた。そして「そういえば昨日はよく眠れたな」と呟つぶやいた。独り言だろうか。薬が効いているみたいで良かった。

　部屋に帰る途中で、柱にもたれている人物を見つけた。ヒーくんだった。

　ヒーくんは俺と目が合うと睨みつけながら歩いてきた。

　ヒーくんと話したのはつい昨日のことなのに、随分久しぶりのように思える。ヒーくんはあの後、大丈夫だったろうか。

「お前が見捨てて逃げるから！　俺、あの後酷い目に遭ったんだからな！」

　ヒーくんが大きな声で俺を責めた。

「見捨てて逃げるってそんな大げさな」

「完かん璧ぺきに見捨ててただろ！　俺、言ったよな！　行くなって言ったよな？　だけど、お前は逃げたじゃねぇか！」

　ヒーくんは俺の襟元を持ち上げ、グラグラと揺さぶった。く、苦しい。

「げほっ、やっぱりあの後、あのまま？」

「あのままってなんだよ！　あのままの後に続く台詞せりふ、言ってみろや！」

「ソウマ王子に抱かれ」

「言うな！」

「ヒーくんが言えって言ったのに」

「ヒーくんじゃねぇ！　馬鹿！」

「今日の朝帰ったら、部屋のベッドが乱れてたんだよね」

「言っとくけどな、お前の部屋では最後までしてねぇからな！」

「俺の部屋〝では〟ってことは……やっぱり最後までしたんだ」

　ヒーくんは蹲うずくまり、耳を覆って「ああああ！」と叫んだ。どうしてこんなに嫌がってるんだろう。

「ヒーくんとソウマ王子は愛し合っているんでしょ？　なんでさっきから嫌そうなの？　愛してる人となんて……幸せじゃない？」

「お前は気付かなかったのか？　明らかに昨日、ソウマの前で俺の様子はおかしかっただろ！」

「いやまぁ、気付いていたけど。昨日のヒーくん途中からおかしかったよね」

　ソウマ王子が俺の部屋に来たときから、ヒーくんの全身から力が抜け、人が変わったように大人しくなった。

　その変へん貌ぼうぶりには驚いた。今、ぎゃあぎゃあと騒いでいるヒーくんからは想像もできない。

　はっとして、ヒーくんのおでこに手のひらを乗せた。

「もしかしてヒーくん昨日熱あったの？　気付かなくてごめんね」

　ヒーくんは真顔で俺の手を払いのけると、そのまま腕をひねりあげてきた。

「いたた、ごめん。ヒーくん、ごめん」

「あのな、教えてやるよ。ソウマは、あいつは、俺たち竜にとって怖い存在なんだ」

　ヒーくんは俺の腕を許さないまま、世にも恐ろしい話をするように言った。

「ソウマは……竜を魅了するんだ。メロメロにな」

「メロメ……ぶふっ」

　真ま面じ目めな顔でメロメロと言ったヒーくんがおかしくて笑ってしまった。拘束する力が強くなった。

「い、いたいって、ヒーくん、ほんとに痛いから。折れるから」

「お前、笑ったな？　信じてないだろ！」

「信じてるって、すごい信じてる。分かってるよ、昨日きのうのヒーくんの様子がおかしかったワケ。なっちゃったんでしょ？　メロメロに。ふふ」

「なんで最後笑った？」

　俺の腕を拘束するヒーくんの力がさらに強くなった。

「……っごめんなさい！　もう笑わない！　信じるから！　メロメロに誓って！」

　ようやくヒーくんは俺の腕を放した。

「メロメロに誓うってなんだよ」

「お、折れるかと思った」

　痛む腕をさすった。

「でもやっと分かったよ。ここ最近のヒーくんの怪しい行動。俺の前に現れて消えてを繰り返していたのは、ソウマ王子から逃げ回ってたんだね。ソウマ王子に近づいてメロメロしちゃわないように」

「ああ」

　ヒーくんが真面目な顔をしながら頷うなずいた。笑いがこみ上げそうになって、咳せき払ばらいをした。メロメロはだめだ。なんかツボに入った。笑ってしまう。もう自分からは言わないようにしよう。

「ソウマのような人間はたまにいるんだ。竜を虜にするような匂においをさせ、無自覚で魅了するやつ。ソウマの口から出る言葉は全部良い音になって竜の耳に入るし、触られればどこもかしこも気持ちが良い。見つめられたときには、愛されたくてたまらなくなり、なんでも願いを叶かなえてしまう。そういうやつの前では、どんなに乱暴な竜でも生娘のように大人しくなる。俺たちからしたら、恐ろしい存在だ」

　知らなかったけど、竜の間では有名な話なのだろうか。たまにいると言ったからには、昔にもそういう人物が存在したのだろうか。

「生娘ねぇ。ってことは、あの時のヒーくんは生娘だったってこと？　生娘にしては色気が過ぎるよ」

「は？」

「ごめんね？」

「お前はそうやってさっきからからかってばっかりだけど、お前も少しは感じるだろ？　ソウマの近くに行くと、なんか良い匂いがしねぇ？　お前が感じる微かすかな良い匂いを、俺は濃厚にされてじかに押し付けられてる感じなんだよ」

　ああ、確かにソウマ王子からは甘くて良い匂いがする。喋しやべる言葉も耳に心地が良いし。見つめられて愛されたいとは思わないけど、そういったものを感じることはあるから、素直に頷いた。

「お前さ」

「ん？」

　ヒーくんはいつの間にか真剣にこっちを見ていた。

「ラウル、お前さ、シノのこと、どういう風に思ってるんだ？」

　いきなりシノの話題とは、いったいどういうことだろう。転換にも程がある。

「どういう風って？　ヒーくんが何を聞きたいのかよく分からないけど、シノのことはとても大切に思っているよ。シノが危ない目に遭っていたらすぐに助けに行くし。俺はシノのためならなんでもする」

　昔、シノを巡って多少の無茶もしたことはある。俺はシノが絡むと見境がなくなる。ちゃんと自覚はあった。

　そのとき、ほんの一瞬だけ、ヒーくんは暗い顔をした。そして、俺の目を見据えながら言った。

「先走るなよ。あいつとちゃんと話し合えよ。まともに話してないんだろ？」

「あいつってシノのこと？」

「ああ、うん」

　ヒーくんは目を逸そらしながら頷いた。

「今の姿じゃ、まともになんて話せないよ」

「俺がシノに言ってやろうか？　お前のこと、ラウルだって」

「別にいいよ。二人共頭がおかしいって思われるよ。本当にいいんだ。俺はシノの傍にいられるだけで。それに、ラウルは十年前に死んでいる。ラウルとしての俺は、十年前に終わったんだ。今はラルだ。結構楽しいんだ。イルマ王子に魔術を教えることの喜びもあるし。不満なんて何もない。俺は今凄すごく幸せなんだ。余計なことを言って、今を壊したくない」

「……そうか。ごめんな、ラウル」

　どうしてヒーくんが謝るんだろう。

「……ヒーくん？　どうしたの？」

「あ、こんなところにいた」

　ソウマ王子が現れた瞬間、真剣な面持ちだったヒーくんの顔が、瞬時に真まっ赤かになった。

　よろよろとよろめき、苦しそうに、はあ、と息を吐ついて地面に手をついてしまった。

「だめじゃないか。部屋から出ちゃ。まだ腰きついんじゃないかい？」

　ヒーくんの体をソウマ王子が支えるように、腰に手を回した。ヒーくんは甘えるように、ソウマ王子の胸元にすがりついた。

「かわいいね」

　ソウマ王子は機嫌良さそうにヒーくんの頭を撫なでた。

「ラル、ごめんね。見ての通りきつそうだから、連れて帰るよ」

「は、はい」

　ソウマ王子に近づくとヒーくんはあんな風になってしまうのか。昨日も見たけど、とても大変そうだ。

　ヒーくんがソウマ王子に連れていかれる途中「ごめんね、昨日のきみがあんまりにも可愛かわいかったから」というソウマ王子の謝罪が聞こえた。







　魔法学校へ







　イルマ王子は基礎魔法を全すべて覚え、すでに応用魔法も覚え始めていた。

　それは、イルマ王子が魔術の勉強を始めた時期を考えたら、驚異的な速さだった。

　頭ひとつ抜けた魔術師の素質があると周囲が分かり始めた頃ころ、そろそろイルマ王子を魔法学校へ編入させよう、という話が出てきた。そして、トントン拍子に話は進んで行き、魔法学校へ編入する日取りが決まった。

　魔法学校は全寮制だ。俺も昔生徒だったので魔法学校のことは知っている。

　魔法学校は、王都から少し離れた楽竜山と呼ばれる険しい山を登った先のてっぺんにあった。楽竜山は登るのも下るのも険しすぎるので、生徒は長期休み以外親元に帰ることをしない。

　イルマ王子も、魔法学校へ行ってしまえば、帰ってこなくなるだろう。イルマ王子が、魔法学校へ行くことは最初から決まっていたことだったけど、いざその日が来るとなると寂しかった。成長するイルマ王子を見守るという毎日の楽しみがなくなってしまう。

「何を言っているんだ？　お前も一緒に行くんだぞ」

　イルマ王子が魔法学校へ行くのを寂しがっていたら、シノが言った。驚くと、イルマ王子と目が合って、苦笑された。

「ど、どういうことですか？」

「ラルは王宮の人間ではない。知っているわけがなかったな。すまぬ。私が説明していなかった」

「イルマ王子、私から説明致します。ラル、教育者は、王族が魔法学校へ行くときは付き従う。俺もユマ王子が魔法学校へ行くとき一緒についていった。王宮の仕事もあったから、ずっとはいられず、通い妻のような生活をしていたが」

「シノさんは今でも魔法学校へ行かれているんですか？」

　忙しそうだ。

「ユマ王子が補助を必要としないほど成長されてからは、呼ばれれば行くが、それ以外で足を運ぶことはもうない」

「そうですか……」

「しばらくは魔法学校生活だな。これでお前の謎行動に振り回されずに済むと思うと、せいせいする」

　俺が魔法学校に……？　いきなりのことだったから反応ができなかった。

「お前はたまに意味があるのか分からない行動をする。この前のだってそうだ。付き合わされるのは迷惑だ」

　魔法学校へ行けば、シノと離れ離れになってしまう。魔法学校と王都の距離は遠い。空を飛んでも時間がかかる。

「おい、聞いているのか」

　シノと離れるのは嫌だ。でも、俺はイルマ王子の教育者だ。

「聞いていないな」

　イルマ王子が魔法学校へ行くのを寂しいと思うのは本当だ。だけど、俺はシノとも離れたくない。どうすればいいんだ。

　黙っていたら、イルマ王子が俺を気遣うように言った。

「ラル、いきなり言われて戸惑い、不安かもしれないが、私と共に来て欲しい。そうだ、ラルも一緒に生徒になって授業を受けたりしないか？　楽しいと思うぞ」

「それはいいですね。実のところ、魔法学校でラルにイルマ王子の教育者を名乗らせるのを迷っていたのです。子供がイルマ王子の教育者だと知られれば、生徒から妙な風当たりを受けるのではないかと心配でした。イルマ王子のご提案通り、ラルは身分を隠し、仲の良い生徒としてイルマ王子のお側そばに居させましょう」

「ラ、ラル。私はそんなつもりじゃ。ただ、ラルと学校生活を楽しみたいと思って」

　シノの言うように、俺が魔法学校で教育者と名乗れないほどの恥ずかしい存在ならば、俺は行かない方がいいんじゃないか。

　魔法学校へ行ってしまったら、この前のようなことがあっても、シノのところへ駆けつけることができない。俺はシノの近くに居たい。

　だけどそれを口に出すのは、俺を教育者にしてくれたイルマ王子に悪いと思い、言い出すことを躊躇ためらった。

「ラル、何か心配事があるのか？　さっきから暗い顔をしておる」

「え？　いえ、そんなことは」

「そうか。では、私と共に来てくれるな？」

「は、はい」

　返事をしてしまった。イルマ王子は嬉うれしそうに、にっこりと笑った。

「良かった。ラルがいてくれるなら心強い」

　こんなに嬉しそうにしてくれるイルマ王子に、俺は行けませんなんて言うことはできなかった。

　その日の夜、シノがやってきて紙を渡された。記入項目があり、その項目を全て埋めろと言われた。

　俺を魔法学校に編入させる書類を作るために、必要なことらしい。項目には、名前、年齢、身長などがあった。全て書いたあと、シノに渡した。

「イルマ王子は初等部を飛ばし、中等部から編入される。お前も中等部に編入させるようにしよう」

　シノは俺が渡した紙を、じっと見ながら言った。

「出身地は、バロマの街か。意外と都会に住んでいたんだな」

　バロマの街というのは嘘うそだ。俺が生まれたところはもう残っていない。

「お前の背丈だと、魔法学校の制服は小さめのものが似合うだろう。だが、あえて大きいものを用意しよう。成長するだろうからな。俺もお前くらいのときに、うんと伸びた」

　シノはそれっきり、長い間黙った。

　俺が渡した紙を読み込んでいるようだけど、裏面に遮られて、ここからじゃ表情が見えなかった。

「シノさん？」

　声をかけたら、シノはびくりと震えた。こっちまで驚いてしまった。

「あ、ああ。確かに預かった。もう用はない。ゆっくり寝ろ」

　シノは一度もこっちを見ずに、部屋を出て行った。

　気になったけど、声をかけたらまたうるさいと言われそうだ。構いすぎるのはよくない。俺はシノに良く思われていないのだから。

　魔法学校行きがあと少しに迫った頃、シノに呼ばれた。ついていくと、リュースがいた。

　リュースはちょっとふてくされた顔をしながら腕を組んでいた。

「リュースがお前に謝りたいことがあるそうだ」

「謝る？　僕はすすんでやったんだよ。後悔していないし、反省だってしていない」

「反省はしろ。馬鹿が」

「そんなに怒らなくてもよくない？　僕はただ、ラルくんが小さな子たちに囲まれてわちゃわちゃしているところが見たいだけなんだよ」

「ラルは何のために魔法学校へ行くと思っている？　イルマ王子の補助をするためだぞ？　なのになぜ、ラルの編入先が初等部なんだ。イルマ王子は中等部に編入するんだぞ。知らなかったのか？」

　……初等部？

「そりゃ知ってたよ。知らない筈はずないじゃないか。シノから何度も中等部って聞いてたんだから」

「だったらなぜラルの編入先を初等部にした。これではイルマ王子の側につかせることができない」

「だからさっきから言ってるじゃん。ラルくんが小さい子たちに囲まれてわちゃわちゃしているところが見たかったんだってば」

「馬鹿が！」

　シノは憤りが頂点に達したように、傍にあった机を叩たたいた。それでもリュースは顔色を変えず、ふてくされたままだった。

　シノは一いつ旦たん落ち着いて、眉間みけんに手を当てると、はあと息を吐いた。

「そういうわけだ。ラル、お前の編入先は中等部ではなく初等部になった。すまないな、編入枠の確保をリュースに任せた俺が間違っていた」

　初等部は、魔術を知らない子供たちが入ってくるところだ。魔力操作もおぼつかない集団の中で、同じように振舞えるだろうか。初等部では知り得ようもないことを知っているな、とか、魔力の扱いが上手だなとか、怪しまれるかもしれない。俺の演技力が問われる。

「あの、それって、変更したりとかできないんですか？」

「無理だ」

「あ、そ、そうですか」

「とりあえず初等部に紛れ、いずれ中等部にあがる試験で合格するか、中等部の枠を確保できたら連絡をする。それまで初等部で耐えろ」

「ええー。すぐに中等部行っちゃうの？」

「リュース、お前は黙れ」

　リュースは子供のように頬を膨らました。

　シノは後ろにあった袋を開いて、俺に渡した。

「なかには、制服が二着入っている。着回せ」

　相変わらず真っ黒な制服だった。釦ぼたんと紐ひもだけは白だ。

「着方は分かるか？」

「はい」

　魔法学校の制服はローブのような構造になっている。慣れれば簡単に着られる。

「……そうか。魔法学校には一人、宮廷魔術師がいる。そいつはお前がイルマ王子の教育者だということを知っているから、何かあったら相談すればいい」

「メディはねぇ、使役者なんだよぉ。僕、たまに使い魔を貸してもらったりしてるんだ」

「メディ？」

「さっき言った、魔法学校に一人いる宮廷魔術師だ」

　魔法学校にいる宮廷魔術師は、メディというらしい。

「この前メディに、サキュバスとインキュバスを同時に貸してって言ったら断られちゃった。せっかくラルくんに楽園を見せてあげようと思ったのに」

　サキュバスの性器は、すべてを癒いやし包み込む快楽の壺つぼと呼ばれ、インキュバスの性器は絶頂の終わらない悦楽の鍵かぎと呼ばれている。リュースはサキュバスとインキュバスを使って俺に何をするつもりだったのだろう。楽園どころか、地獄を見せられそうだ。メディという人が断ってくれて良かった。

「特殊な環境に居させるわけなので、何かあったときはこちらからも補助する。お前、コムニは使えるな」

「コムニ？」

「音魔法で通信ができる魔術だ。知らないのか？」

　音魔法で……通信？　知らない。

「あれ？　知らないの？　ラルくんって、フロウも知らなかったし、誰だれもが知ってそうな魔術知らないことがあるよね」

「俺が考案した魔術だ。便利だから覚えておけ。離れたところでも音魔法で相手と通信ができる。たとえばこんなふうに」

　いきなり何もないところに画面が現れ、そこにアドネが映し出された。アドネは一瞬驚きの表情をしたあと「なんですか？」と喋しやべった。

「わ、アドネさんが喋ってる」

　画面の中のアドネが俺を睨にらんで「そりゃ喋りますよ。私のことをなんだと思ってるんですか」と言った。

　映し出されているのは、本物のアドネのようだった。音魔法でこんなことができるなんて。

「標しるしが立っているところにしかコムニは飛ばせないから、どこでも通信できるというわけではないが、魔法学校は標が立っている。何かあったらコムニで連絡をとってこい」

　標というのはなんだろう。あとで魔法書を読んで勉強しよう。

　それにしてもアドネがいる場所はどこだろう。王宮ではなさそうだった。外のようだ。後ろに、草原と青い空が広がっている。こんな何もなさそうなところに、標というのを立てたのだろうか。

　じっと見ていたら、シノは手をひと振りして、アドネとの通信を切った。







　魔法学校初日







　イルマ王子は俺より先に、魔法学校へ行った。

　俺はコムニをまだ覚えていなかったので、イルマ王子より一週間遅れて魔法学校へ行った。

　昔と少しも変わらない不規則に切り裂かれた岩の棘とげをフロウで避けながら、険しい楽竜山をひたすら登っていたら、急に風が吹き荒れ、頭上から何かが落ちてきた。

　火竜が目の前に降りて、全身が光ったかと思うと、ヒーくんに姿を変えた。なんだ、ヒーくんか。ってヒーくん？

「ヒーくん、どうしてここに」

「お前についていこうと思って」

　ヒーくんは歯を見せて笑った。いたずらが成功した少年が見せるような快活な笑顔だった。

「ついていこうって……ソウマ王子は？　許してくれたの？」

「置いてきた」

「置いてきたってどういうこと？　ヒーくんがここに居るって誰か知ってるの？」

「誰も知らない」

「黙って来たの？　ヒーくん、帰った方がいいんじゃないかな？　ヒーくんはソウマ王子の火竜なんだから」

「別に俺あいつの所有物じゃねぇし」

　ヒーくんはそっぽを向いて素っ気なく言った。

「行こうぜ。魔法学校行くんだろ」

「ちょっと待ってよ。魔法学校行ったところでなにするの？　どこで寝泊まりするの？」

「お前のところに置いてもらう」

　魔法学校の寮は狭くて、二人で泊まるのは厳しい。本気だろうか？

　ヒーくんは俺が止めるのを無視して先へ行った。棘を避けるのが上手うまく、ひょいひょいと登っていく。

　少し感心してしまった。この楽竜山というのは、名前の通り、竜なら楽に登れるという由来からきているのだろうか。

「もう、知らないからね」

「なぁ、早く来ないと置いてくぞ」

　ヒーくんはなんだか楽しそうだった。

　魔法学校へ着いてすぐ、シノとコムニで連絡をとり、ヒーくんがついてきてしまったことを伝えた。

「ヒークン？　ああ、人間になれるという、ソウマ王子の火竜か。ヒークンという名前だったのか。そういえばソウマ王子が探していたな。おい、すぐに戻ってこい」

　ヒーくんはシノの呼びかけを無視して、すたすたと校舎の中へ入って行ってしまった。表情は変わらないけど、シノの怒気が伝わってくる。

「あの、すみませんシノさん。また後で連絡します」

「おい待て」

　シノと通信を切って、急いでヒーくんを追いかけた。

　ヒーくんは正面玄関を入ってすぐの、生徒の靴入れで待っていた。良かった、遠くへ行ってなくて。

「ヒーくん！」

「おー」

　一応返事をしたけど、ヒーくんはこっちを見なかった。生徒たちの靴入れを眺めながら歩いていた。

「何してるの？　人の靴見るの好きなの？」

「ばか。ちげぇよ。魔術を習ってる人間がまだこんなにいるんだと思ってな」

「リオレア国は魔術師大国だよ？　当たり前じゃん。あ、でも俺が学んでいた頃ころは生徒数がもっと居たかも。最近は魔術師の数が減ってきてるんだってさ」

「ふーん……」

　ヒーくんは特に言うことはないとでもいうように、靴入れを通り過ぎた。

「待ってヒーくん。どこ行くの。勝手に行かないでよ」

「ていうかお前がどこ行くんだよ。俺はぜんぜん分からないんだから、お前が先行って案内しろよ」

「もう。まずは職員室に行くから」

　日中の今は授業中のようで、生徒たちはみんな教室にいた。ヒーくんが教室を覗のぞこうとするのをたしなめながら職員室に向かった。

　職員室は俺が在学していたときと変わらない場所にあった。

　近くにいた教師に名前を告げると、その教師が別の教師を連れてきた。亜麻色の髪を持つ可愛かわいらしい雰囲気の女性だった。

　どうやらこの人が初等部の担任教師のようだ。女性教師は名乗った。マリア先生というらしい。

「そちらの人は？」

　マリア先生はさっきからヒーくんの存在を気にする素振りをしていた。確かに赤髪で背の高いヒーくんは存在感がある。

「ラルの兄です。弟がお世話になります」

「あら……お兄さん？　あまり……似てないですね」

「よく言われます」

　ヒーくんは俺の兄を演じるつもりらしい。だけど、兄だからなんだというんだろう。たとえ家族でも、魔術師の素質がない者は、魔法学校に入れない決まりになっている。

　マリア先生は困ったように眉まゆを寄せた。

「でも、ですね。お兄さんは、魔術師ではないですよね？　ラルくんは私たちが責任を持って預かりますので、お兄さんはお帰りになられては」

「弟が心配です」

「あの、この人兄じゃないです。気を遣わなくていいです」

「あっお前何ばらしてんだよ！」

　色々めんどくさかった。

「この人、帰れない事情があって家出中なんです。なんか仕事とかさせるので、しばらくの間、魔法学校に居てもいいですか？　寝泊まりは僕の部屋でさせます。体が丈夫だから、力仕事とかできます」

　マリア先生は悩みながら「ちょっと待ってて」と言うと、奥に引っ込んでいった。その間、ヒーくんは俺に文句を言っていた。

「勝手に仕事するとか言ってんじゃねぇよ。あと、家出ってなんだよ。ガキじゃねぇんだから」

　ヒーくんの言葉を全部無視していたら、マリア先生が戻ってきた。

「この間、用務員の先生が辞めちゃって募集していたところだったのよ。用務員は力仕事が多いから、あなたがやってくれると嬉うれしいのだけど」

「えーめんどくさい。やりたくな」

「なんでもやります。ありがとうございます」

　ヒーくんの代わりに頭を下げた。

「じゃあ、用務員をやるあなたはこっちに来て。仕事のやり方は、あの先生に教えてもらって。ラルくんは私と一緒に来て。初等部の教室を案内するわ。間違えたといっても、ちゃんと初等部の授業は受けてもらうわよ。今日はもう終業の時間だから、明日からね」

　マリア先生に初等部の教室まで案内してもらった後は、寮の部屋で休んだ。そして夕暮れ時になって、イルマ王子に会いに行った。

　シノに聞いた話によると、魔法学校に在学している間、王族は王族として扱われないらしい。一般生徒と同じような生活を送るそうだ。

　寮の部屋も、食べるものも同じで、授業も同じように受け、勉強が遅れていれば教師に叱しかられる。

　教育者が王宮からくっついてくる以外は、普通の生徒と同じような生活らしい。

　今までと一転した窮屈な生活に困ってないかと心配していたけど、イルマ王子は意外と気楽に生活していた。むしろ、俺より一週間早く到着していたから、もう慣れているようにも見えた。

　イルマ王子は俺に、麦で煮出したお茶をいれてくれた。

「イルマ王子にお茶を注いでもらったなんて、アドネさんに知られたら激怒されそうです」

「ここでは私は王族ではない。気にしなくていい。だが、確かにアドネには知られない方がいいな」

　二人で笑いながらお茶を飲んだ。イルマ王子がいれてくれたお茶はおいしかった。

「足りなかったら言ってくれ。おかわりはまだある」

　イルマ王子は、食物を腐らせないよう保存ができる魔法道具を指差しながら言った。

　その魔法道具は、中に入れたものを冷やしてくれる。冷たいお茶も仕舞っていて、いつでも飲めるようにしているのだろう。

「今日は水魔法の授業をしたんだ。みんなの前でラルに教えてもらった魔術を披露したら驚かれた。ラル、私は嬉しかった。私の魔術をみんなが褒めてくれたのだ」

　元々、イルマ王子の才能は素晴らしかったけど、宮廷魔術師がいる王宮では、それを実感することはなかったのだろう。

　自分が人よりも飛び抜けた魔術師であることは、きっとこれから知っていくことになる。

「早くラルが中等部にあがってくるといいな。ラルと魔術を習うなんて初めてだからとても楽しみだ。ああ、だがラルは退屈だな。すまぬな、私ばっかり」

　そう言ってはにかんだイルマ王子の部屋を退出して、自分の寮部屋へ戻った。しばらくしたら、部屋の扉が乱暴に開けられた。ヒーくんだった。

「つかれたー！　今日一日で仕事内容覚えろって言われて、色んなところに連れて行かれたんだぜ？　歩き回って汗かいたぜ」

　そう言いながら、部屋にひとつしかないベッドに飛び込んだ。

「ちょっと！　汗かいているのなら先に洗い流してよ！」

「えーケチケチするなよ。俺は疲れてるんだよ」

「浴室はそこ！　ほら、立って！　動いて！」

　ヒーくんを浴室に入れたら、鼻歌が聞こえてきた。浴室の扉は閉まっているけど、防音はされてないみたいで、鼻歌と一緒にお湯の流れる音が聞こえてくる。

　さっぱりしたヒーくんは、髪を濡ぬらしたまま部屋に戻ってきた。仕方ないので呆あきれながらも髪を拭ふいてあげた。

「自分の髪くらい自分で拭いてよね」

「仕事したあとの風ふ呂ろって気持ちいいな」

「聞いてる？」

「今日はソウマがいないからゆっくり寝られる。あいつのせいで毎日寝不足だったから。……昼に寝ても、なんか違うんだよなあ」

「……毎日？　もしかして毎日ソウマ王子と？　よく体もったね」

「もってねぇよ！　だからこうして逃げてきたんだろうが！」

「怒鳴らないでよ」

　そのとき、音魔法の波動を感じた。誰かが俺にコムニを送ってきたに違いない。

　通信画面を表示させたら、シノの上半身が映った。

　シノは俺たちの姿を見ると、少し驚いたような表情をした。そういえば、ヒーくんは上半身裸で服を着ていないし、俺は裸のヒーくんの髪を拭いている。ちょっと驚くような構図かもしれない。

「お前たち、仲が良いんだな」

「はあ？　仲良くねえよ。こいつが勝手に」

　次の瞬間ヒーくんは、ひぎゅっと喉のどを鳴らした。シノが画面から居なくなり、ソウマ王子が代わりに映ったからだ。

「仲が良いんだね」

　ソウマ王子は微笑ほほえみながら言った。いつも以上に柔らかい雰囲気を出していた。だけど何な故ぜか怖かった。

「どういうことかな？　どうしてそこにいるの？　きみは俺の火竜だろう？」

「あ、わ」

　ヒーくんは狼狽うろたえ、画面に釘くぎ付づけになったまま、後ろ手で俺の膝ひざを叩たたいた。

「こ、これ、消して」

「消さないでね、ラル」

　有無を言わさないようなソウマ王子の笑みを見て消せるだろうか。くっ、非力な俺ではヒーくんを助けられない。

　ヒーくんは悔しそうに「このやろ……っ」と俺を責めた。

「ねえ、きみが勝手に居なくなったから、俺は今日一人で寝なきゃいけないんだ。寂しいんだよ。分かってくれるよね？」

　ソウマ王子の隣にいるシノが、俺をじっと見ながらパクパクと口を動かした。

　何かを伝えようとしている？　注意深く、よく観察した。へ、や、を、で、ろ。部屋を出ろと言っているような気がする。

　どうしよう、でもヒーくんが。

「ラル、ごめんね」

　ソウマ王子が謝った。うーん、これは……。

　こういうこと前にもあった。また見捨てたって言われるんだろうなぁと思いながら、外へ出た。

　外に出た後、もう一度シノと通信を繋つなげた。

　画面に映ったシノはしばらく何も言わなかったけど「なんだあれは」と呟つぶやいた。そういえばシノは何も知らない。さぞ驚いたことだろう。

　二人は愛し合っていることを伝えたら、シノはふぅんというような顔をした。意外にも気にしていないようだ。

　潔癖なところがあるから、もっと異種愛や同性愛に嫌悪を示すと思っていた。

「意外です。相手は竜だぞ？　それも男同士など汚けがらわしい。とか言うかと思いました」

「それは俺の真ま似ねか？　俺はそこまですかしていない。それに俺は他人の愛をどうこう言うつもりはない。言う権利もないだろう。ソウマ王子は人に興味がなく、竜しか愛せないお方だったから、人間に化けられるあの火竜はちょうど良い相手だろう。幸せならばいいのではないか」

「へえ」

「へえ、とはなんだ。画面越しにジロジロ見るな。癇かんに障るやつだ」

　シノは愛に寛容らしい。でも確かに、当人同士の愛を制限するような権利は誰だれにもない。

「もしもソウマ王子が王位についたときは世継ぎの問題も出てくるだろうが、俺の知ったことではない。まあソウマ王子は、王座に興味はなさそうだがな」

　確かにソウマ王子は王に興味はなさそうだ。イルマ王子も将来は王様になりたいなんて話は聞かない。むしろ、ユマ王子に追いつきたくて頑張っているという感じだ。それならユマ王子はどうなんだろう。

　シノはユマ王子に王になって欲しいのだろうか。淡々と言うから、どういう気持ちで言っているのかは分からない。

「シノさんは、ユマ王子に王になって欲しいのですか？」

「俺はユマ王子が王にふさわしいのではないかと思っている」

「……それは、イルマ王子が王にふさわしくないと暗に言っているのでしょうか」

「イルマ王子は純粋すぎる。お前は知らないと思うが、昔は今のように平和ではなかった。王宮は三兄弟を支援する派閥に分かれ、内部争いが起こっていた。ユマ王子はソウマ王子を支援する大臣に暗殺されそうになったこともある。ユマ王子はそれを憂えて、力を身につけた。そして国の宝と呼ばれるようになると、周囲を黙らせることに成功した」

　今の王宮はとても平和だから、昔そんなことがあったなんて想像もできない。

「俺の前にユマ王子の教育者をしていた宮廷魔術師は酷ひどいものだった。ソウマ王子を支援する大臣に命令され、ユマ王子にわざと魔術を教えていなかった。ユマ王子に頼まれ、俺が教育者になった後も、何度か嫌がらせを受けたな。……いや、こんな話はどうでもいいか。とにかく、イルマ王子はユマ王子に守られていたから、のほほんと生きてこられたが、王になればそうはいかない」

　相変わらず淡々としていたけど、言葉の隅でユマ王子への情を感じた。

　シノは宮廷魔術師になってすぐに、教育者になったらしいから、十年間ユマ王子の側そばにいたのだ。俺よりも過ごした期間は長い。

「お前は今日、どこで寝るんだ。今日はもう自分の部屋に戻れないだろう」

　今いま頃ごろ、ヒーくんとソウマ王子は愛を確かめあっているかもしれない。今日は自分の部屋に戻るつもりはなかった。

「失礼だとは思いますが、イルマ王子の部屋に泊めてもらうことにします」

　シノは微妙な顔をした。言いたいことは分かっている。王族の部屋に泊めてもらうなど気安すぎると言いたいのだろう。だけど非常事態だから仕方ない。

「まあ、いいのではないか。俺も教育者として魔法学校に滞在している間、ユマ王子の部屋に居候させてもらっていた。何も言うまい」

「……居候？　ユマ王子の部屋に、ですか？」

「ああ。ユマ王子が来いと言うからな」

「へえ」

　それって、毎日一緒に寝てたってことですか？　魔法学校に滞在している間、ずっと？

　寮の部屋って狭いですよね？　教育者という立場なら、他に部屋をとるくらいできたんじゃないですか？

　生徒が暮らす寮の他に、教師が暮らしている寮もありますよね。そこを借りることもできたんじゃないですか？　今日突然押しかけたヒーくんじゃないんだし。

「なんだその顔は」

　変な勘繰りをしそうになる。シノはユマ王子に情を持っているっぽいけど、それはどこから来るものだろう。もしかして。いや、まさかそんな。

「突然黙るな」

　さっきシノが、ヒーくんとソウマ王子のことを気にしていなかったことが今になって効いてきてる。同性を気にしなかったのは、シノもそうだから？　だめだ、俺は何を考えて。

　気付いたらシノとの通信が切れていた。画面は真っ暗だ。俺はどのくらい考え込んでいたんだろう。

　イルマ王子の部屋に行ったら、イルマ王子は快く受け入れてくれた。

「ああ、そうだな。そういう噂うわさはあったな。そういうのもあり、私はシノを敵視していた」

「へ？」

「なんだ、どうしてそんなに驚いている？　ラルから聞いてきたのではないか。ユマ兄上と、シノが恋仲だった可能性を」

　確かに聞いたけど、冗談のような気持ちで聞いた。はは、そんな筈はずないだろう、とイルマ王子が否定するのを想像しながら。だから、肯定されるとは思わなかった。

　いや、ただの噂だから肯定とは違うけど、俺の中では当たりに近い。

「宮女が見ている前で、ユマ兄上はシノの頬に口づけしたことがあるらしい。宮女が騒いでいたのを聞いたことがある。昔は、常に二人一緒にいたな。それは弟の私が嫉しつ妬とするほどだった。だが、今思えば私もラルとよくいるから、教育者とはそういうものなのだろうな。ラル、聞いておるか？　さっきから固まってるな」

　俺の知らない間にシノは恋人を作っていたようだ。しかも、相手は王子様。どうりで、シノの周りに女の人の影がないと思った。だって、あんなにかっこいいのにおかしい。

　さっき、愛を語っていたシノを思い出した。

　同性でも異種でも、愛があって幸せならいいんじゃないか、と語っていた気がする。

　男女だけが愛の形ではない、男同士だって愛し合うことができる、とか言っていたっけ？　いや、言ってなかったかな？　どうだろう。言ってたかも。だめだ、気持ちがまとまらない。

　シノは、男が好きなのだろうか……。

　シノのことを全部知っているような気でいたけど、そんなことはない。俺は何も知らない。

「ラル、そろそろ寝よう。もう遅い時間だ」

　イルマ王子は明かりを消した。

「ラル、私はラルが王宮に来てくれるまで、寂しい毎日を過ごしていた。ラルがそんな私を救ってくれた。もう寂しくないんだ。私にはラルがいるから」

　イルマ王子は囁ささやくように言った。暗くて表情は分からなかった。床で寝ようとした俺を引き上げ、イルマ王子は自分のベッドで寝かせてくれた。

　窮屈ではないのだろうか。俺なんて、イルマ王子の従者なのだから床で寝かせればいいのに。だけど、疲れていたので、その優しさに甘えてそのまま眠った。

　次の日の朝、制服に着替えるために自分の部屋に戻ったら、部屋を出ようとしていたヒーくんとばったり会った。分かってはいたけど、とても機嫌が悪そうだった。

「ヒーくん？　……あの、おはよう。もう行くの？」

「……おはよう。用務員の朝は、生徒よりも早いんだ」

「昨日きのう、大丈夫だった？」

「……昨日、ソウマに許してもらったんだ。俺はしばらくここに居ていいって」

　ヒーくんの声は暗かった。昨日ヒーくんを置いて部屋を出たことを責められるかとも思ったけど、何も言われなかった。

「ヒーくん、何があったの？」

　ヒーくんは、屈辱の表情をしながら言った。

「好きって言わされた」

「え？　好き？」

「魅了持ちにはさからえねぇ。何度も好きって言わされた。あいつが納得するまで何度も何度も！　夜中までかかったんだからな！」

　ヒーくんは叫ぶと、部屋を出て行った。大変そうだ。

　マリア先生に連れられて初等部の教室に入ると、編入生ということで紹介された。予想はしていたけど、生徒は小さな子供ばかりだ。七つか、八つくらいの。

「じゃあみんな、ラルくんと仲良くしてくれるかな？」

　マリア先生の元気な掛け声に初等部の生徒は目をキラキラさせながら元気よく返事をしてくれた。

　子供たちは、俺の金色の髪が珍しいのか、好奇の目で見てきた。

　隣の席になった女子生徒なんて、こぼれそうなほど目を見開きながら、俺を凝視していた。

　あんまり見てくるので気まずくて「あの、隣、今日からよろしくね」と声をかけたら女子生徒は目を二、三回パチパチさせたあと、はっとしたように「よ、よろしくぅ」と苦笑いした。

　彼女の、この世の全すべての青を溶かし込んだような、海色の瞳ひとみが印象に残った。




　魔力とは細い糸のようなもの、扱い方で絹にも麻にもなれる。

　色をつけてもいい、丈夫な糸にするように、丹精込めて鍛えるのもいい。

　糸は布になり、布は生地になる。魔力の糸に制限はない。あらゆるものに形を変えて私たちを助けてくれる。

　思考を止めなければ、どんなことだって可能にしてくれる。




　マリア先生は歌うように、魔力の根源を読み上げた。

　生徒たちはマリア先生が読んだものを全員で復唱した。これは魔力の可能性を表した文章だった。

　俺も昔は散々復唱した。魔術のことを、不可能を可能にする力と言われる由来は、ここからきている。

　はっきり言って、初等部の授業自体はとても退屈だった。昔も経験したことだから途中で飽きてくる。だけど、マリア先生の授業に必死でついていこうとする生徒たちは可愛かわいくて、見守るのは楽しかった。一人の生徒が緊張しながら手をあげて、マリア先生に質問した。

「先生！　どうやったら、宮廷魔術師になれますか？　僕は、これからどういう生活をしたらいいですか？」

　可愛い質問だ。俺も宮廷魔術師に憧あこがれていたから、その気持ちは分かる。

「そうねぇ。好き嫌いせずいっぱい食べて、いっぱい寝て、ちゃんと真ま面じ目めに授業を受けていれば、なれるかもしれないわよ」

「はい！　そうします！」

　微笑ほほえましさに思わず口元が緩んだ。質問した生徒は、素直に頷うなずいて着席した。

　ところで俺はさっきから気になっていることがある。隣の席の女子生徒のことだ。

　彼女は、真っ白なノートの上に片かた肘ひじをついてこっくりこっくりと居眠りをしていた。大半の生徒が真面目に授業を聞いているなか、彼女だけは異端だった。朝、挨あい拶さつを交わしたときから、今まで彼女がまともに授業を聞いているのを見たことがない。大丈夫なのだろうか。

　開いている窓から入ってきた風が、彼女の青色の髪を弄もてあそんだ。抵抗なく、彼女の髪がふわふわと揺れた。

　彼女の目がぱちりと開いた。パチパチと瞬きしたあと、俺に気付いて破顔しながら手を振ってきた。

　居眠りしていたのに随分堂々としているなと思いながら愛想笑いを浮かべると、彼女は再び目を閉じて眠り始めた。大丈夫なのだろうか。







　魔法学校の食堂







　イルマ王子とお昼を食べる約束をしていたので、食堂で待ち合わせをした。

　イルマ王子は味み噌そを溶かした油汁に麺めんを入れた料理を食べていた。お気に入りらしい。

「美味おいしいな。今まで食べたどの食事よりも美味しい」

　味噌まみれの麺を持ち上げながらイルマ王子は言った。すべてが初めてのイルマ王子にとっては、どれも新鮮で、おいしく感じるのかもしれない。だけど、王宮で働いている一流の宮廷料理人が聞いたらどう思うだろう。

「音を立てても誰だれも気にしないところも素敵だ。気兼ねなく食事ができる。今度ユマ兄上とも一緒に来たいな」

　ずるずると麺をすすり、おいしそうに口を動かしたあと、イルマ王子は言った。そういえば、ユマ王子とは一度も会っていない。魔法学校には居ると聞いているけど。

　その時、音魔法の通信が送られてきたのが波動で分かった。誰だろうか。画面を表示させたら、シノが現れた。

「ああ、食事中か。そんな時にすまないな」

「いえ。大丈夫ですけど、どうしたんですか？」

　イルマ王子が肩を寄せて画面を覗のぞき込んだ。

「シノ」

「イルマ王子も一緒だったのですか。お元気そうでなによりです」

「元気だぞ。魔法学校は思っていたよりも楽しいところだった。聞いてくれ、色んな授業でシノの名前を聞く。魔法書の授業では、空を飛ぶ魔術を考案した偉大な魔術師だとか、リオレア史の授業では、わずか十四歳で宮廷魔術師試験を突破した天才少年だとか、あと女性教師がすごいイケメンと言っていた。イケメンとはなんだ？」

「お元気そうでなによりです。ラル、メディには会ったか？」

　そういえば、魔法学校に宮廷魔術師が一人いると言っていた。その人はメディという名前だった。まだ会っていない。

「いえ、まだお会いしていないです」

「そうか。できれば早めに会っておけ。何かあったときに助けてくれる。それだけ言いにきた。ではな」

　シノが通信を切ろうとする素振りを見せ、既のところでそれを止めた。そして、シノが画面から消えたあと、ソウマ王子が顔を出した。

「あ、ソウマ兄上」

「やあイルマ。ラルも昨日ぶり。通りかかったらシノが通信してたから、待ってもらったんだよ。ラル、昨日はごめんね？　部屋を追い出すような真ま似ねをして。一言謝りたいと思っていたんだ。迷惑をかけたんじゃないかと思ってね。もう大丈夫だから」

　なにが大丈夫なのか分からなかったけど、頷いた。

　そのとき、食堂の入口が騒がしくなった。見ると、ヒーくんが女子生徒に囲まれながらだるそうに入ってきていた。手には大きな袋を持っていた。

　ヒーくんは、ごみが入っている箱を持ち上げると、中身を大きな袋の中に入れた。

　どうやらごみの回収にきたようだ。ヒーくんもちゃんと用務員の仕事をしているらしい。女子生徒に囲まれているのはなんでだろう。

「ねぇ用務員さん知ってる？　みんな噂うわさしているんだよぉ。新しく来た用務員さんすっごく格好いいねって！」

「へー」

「用務員さん、私の部屋の明かりが点滅しだしたの。魔法電球取り替えて欲しいなぁ」

「自分で取り替えろ」

「用務員さん冷たぁい。でもイケメンだから許しちゃう」

「はいはい」

　なるほど、どうやらヒーくんはモテているようだった。それで、あの女子生徒の群れか。

　ヒーくんは俺たちに気付かないまま、女子生徒たちを引き連れて、だるそうに食堂を出て行った。

「またイケメンか。ラル、イケメンとはなんだ？」

「ラル」

　画面からソウマ王子の声がした。ソウマ王子は微笑ほほえんでいた。

「ごめんね、今日もイルマの部屋に泊まってもらっていいかい？」

　有無を言わせないような迫力に押されて頷いた。

「ありがとう。やっぱりまだ話し足りなかったみたいだから」

　……ヒーくんも間が悪い。

　通信を終えた後、食事を再開した。サラダのトマトを避けながら、葉っぱをフォークで突き刺して口の中に入れた。

「イルマ王子は、ユマ王子とは会いましたか？」

「ラルが来る前に一度だけお会いした。ユマ兄上は、卒業に備えて忙しそうだったから、それ以降は会えていない」

「そうですか」

　一度、ご挨拶に行こうと思っていたけど、忙しいのなら邪魔をしないように、行かない方がいいのかもしれない。

　その時、再び食堂の入口が騒がしくなった。またヒーくんが来たのかな、と思ったら、ユマ王子だった。ユマ王子の周りには生徒があふれていた。人気者だ。

　ユマ王子は誰かを探しているようだった。味噌の麺に夢中になっているイルマ王子の肩を叩たたくと、イルマ王子は目を輝かせながら、嬉うれしそうにユマ王子を呼んだ。ユマ王子はこちらに気付くと晴れ渡るような笑顔で来た。

「初等部の担任のマリア先生に聞いたら、食堂へ行ったということだったので、追いかけてきたのだ」

　ユマ王子は、俺の目を見ながら言った。

「あれ？　わたしのことを探していたのですか？」

　てっきりイルマ王子を探しているのだと思っていた。

「そうだ。ラルが来たことをシノに聞いた時から、ずっと会いたいと思っていた。来るのが遅くなってすまないな。イルマのことをよろしく頼む」

　ユマ王子は「私もお腹なかがすいた。何か食べよう」と言いながら料理を買いに行った。

　ユマ王子とは接する機会が少なくて、イルマ王子やソウマ王子に比べたらよく知らないけれど、イルマ王子の懐きようから、良い兄なのだと伝わってくるし、シノの言い方からも、良い主なのだと分かる。

　そういえば俺も初めてユマ王子を見たとき、とても惹ひきつけられる魅力のある人だと思った。

　あの芯しんまで絆ほだされるような声を聞いていると何かが満たされる。人をたらし込む術というのを理解しているのかそれとも無意識なのか分からないけど、ユマ王子はとてもしっかりと人の目を見て話すので、ドキリとさせられる。

　さっきもまっすぐ目を見られながら会いたかったと言われて、うっかり胸を熱くしてしまった。

「ラル？　何を考えておる？　大丈夫か？」

　イルマ王子が見たこともないような目で、俺をじとっと見ていた。な、なんだろう。

「ユマ兄上は、結構、誰にでもさっきのような言葉を言うぞ。そんな人だから、ユマ兄上は好かれ、魔法学校内でも人気だ。見ろ、この差を。私だってこの国の王子なのに、ユマ兄上のように囲まれたりしない」

　さっきのヒーくんの倍はある生徒たちが、ここぞとばかりに、ユマ王子に話しかけていた。その中には女子生徒だけでなく、男子生徒も入っている。

　イルマ王子はずず、と麺をすすり、飲み込んだ。俺は少しの間、何を言うか迷った。

「イルマ王子は優しいです」

「ああ、すまぬ。気を引くような言い方をしてしまった。違うんだ。私は慰めてもらう気なんてない。私は嫉しつ妬と心から言ったのではない。以前は、ユマ兄上と自分を比べ、己の至らなさに落ち込んだりもしたが、私とユマ兄上は違うのだから、そんなことに意味はなかったと今は思える。私の器は小さく、大勢を囲うことなどできないことなど知っている。だからその分、周囲を慈しみ、大事にしていきたい。ラルが王宮に来て、私を導いてくれるまでは持たなかった考えだ。ラルが私を見ていてくれたから、私はラルのおかげで自分を知ることができた。これからも私にはラルが必要だ。だから目移りはするな。ラルは私の教育者だ」

　イルマ王子は言い終わったあと、にっこり笑って器を持ち上げ、味噌まみれの油汁を飲んだ。

「っぷは。美味しいな。体に悪そうなところがなんとも背徳感をそそる。王宮に戻ったら、これを食事に出すように、料理人に言ってみようか。ラル？　どうした？　さっきから食べていないな」

　イルマ王子は減っていない俺の皿を見てきょとんとした。

　慌てて食べ始めたけど、何回か喉のどに詰まりそうになった。もしかして俺は今、牽けん制せいされたのだろうか。

　うっかり胸を熱くした俺の心を見抜き、たしなめられたのかもしれない。イルマ王子の顔がまるで知らない人のように大人びていた。イルマ王子は知らない間に自己を確立していたようだ。色々考えていたなんて知らなかった。少しも目を離さずにいなければ、この年頃の少年は、ぐんぐんと成長していくのだろう。

　俺は反省しなければならない。イルマ王子は俺を教育者として大事にしてくれているのに、魔法学校に来る前は、シノと離れるなんて嫌だと駄々をこねていた。

　無責任だった。さっきの真剣なイルマ王子の瞳ひとみを思い返し、改めて申し訳ないと思った。

　戻ってきたユマ王子は、俺の隣に座った。

　ユマ王子が購入した料理は、油で炒いためたご飯に味のついた海鮮がたくさん入っているものだった。

　油で米が光っている。兄弟揃そろって油っこいものが好きなのだろうか。

「イルマ、魔法学校の生活には慣れたか？　しばらくは不便もあり、不安に駆られることもあるだろう。何かあったら、いつでも私を頼ってきなさい」

「大丈夫です。私もだいぶ慣れました。それに、ラルがいるので、不便はあっても不安はありません」

　ユマ王子は「ああ」と微笑んで、俺を見た。

「そうだな。イルマには誇らしい教育者が居た。イルマが私に甘えず、きっぱりと言い返したのは初めてかもしれない。前までは、私の後ろをくっついて歩き、兄上兄上と甘えていたのに。いつの間に兄離れしたのだろう」

　ユマ王子の赤色の瞳が綺き麗れいに細くなった。見つめられ、逸らせないでいると、イルマ王子がわざとらしく咳せき払ばらいをした。

「兄上。ラルを惑わさないでください」

「惑わしていない。金色の瞳が美しいから、見つめているだけだ。なあ、ラル？　ラルの瞳は、ずっと見つめていたくなるくらい美しいな」

「……こほん。そういえば兄上、この前初めて料理をしてみました。卵を割って、焼いてみただけですが」

「料理？　なぜ料理など？　食事がしたいなら、寮内に食事処どころがあるだろう」

「部屋に調理する環境が整っていたので。とりあえず試しに一度。ユマ兄上は料理をしたことがありますか？」

　ユマ王子は困ったような顔をした。王子という立場なら、料理などしたことがないのが当たり前だし、むしろ料理に興味を持つイルマ王子が異端なのだろう。

「料理に興味があるのなら、シノに習うといい。シノは器用に調理する」

「シノは料理をするのですか」

「ああ。私も驚いた。あんな顔をしながら、上手な手際で、とても美味おいしいものを作るのだ。シノが魔法学校に滞在している間は、よく作ってもらっていた。めんどくさいと言いながらも、ちゃんと作ってくれるからおかしかった」

　ユマ王子はくすくすと笑いながら言った。

　シノの手料理は俺だけのものだと思っていたので衝撃だった。シノの味を知っている人が、俺の他にも居る。

　今となっては食べられなくなってしまったシノの手料理。羨うらやましかった。

「ユマ王子は……どうしてシノさんに料理を作らせていたんですか？　寮内には食事処があるのに……。わざわざ作ってもらわなくても」

　ユマ王子は俺の質問には答えず、匙さじで米粒と海老を一緒にすくうと、口に運んだ。そして、それを飲み込んでしまってから、口元で微笑んだ。

「気になるか？」

「え？」

「ふむ」

　ユマ王子は楽しそうな閃ひらめきを瞳に宿した。

「何な故ぜそんなことを聞く？」

「えっと……」

「宮女が噂うわさしているようだな。私とシノが恋仲だとか、なんとか。ラルも気になるか？」

　イルマ王子が麺をすすっている音が聞こえる。

　ユマ王子は、匙で米粒をかきわけ、すくって口に入れると、噛かんで飲み込んだ。そして俺の顔を見ると、おかしそうに笑った。

「気になります、という顔をしている」

「ユマ王子が、シノさんの頬に口づけをしたと聞きました」

「そういえばしたかもしれない。そうだ、思い出した。宮女の前で見せつけるようにしてやったな。何やら喜んでくれていたようだから、やってよかった」

　まるで他人ひと事ごとのように話すユマ王子に、違和感を覚えた。もしかして。

「事実無根だ。私とシノはそういう関係ではない。どうしてそういう噂が立ったのか分からないが、面白いのでシノにはそのままにしておけと言っている」

「そうだったんですね」

　緊張が切れて、溜ため息いきをはいた。

　良かった、シノは男を好きというわけではないらしい。俺がただ勝手に勘違いしていただけのようだ。

「安あん堵どしているな。どうしてそんな反応をする？　もしかして私たち二人のどちらかに恋でもしていたか？　どっちだ？　シノか？　私か？」

　イルマ王子の麺をすする音が止まった。

　ユマ王子の目の中に、悪戯いたずらっぽい光があった。軽口がお好きな人らしい。

「そうではないです。驚きが溜息に変わっただけです」

　イルマ王子の麺をすする音が再び聞こえ始め、ユマ王子はつまらなそうにした。

「なんだ、そうか。つまらないな。ラルが私のことを好きだと言ったら良かったのに」

　そんなことを言って、もし俺がユマ王子を本気で好きだと言ったらどうするつもりだったのだろう。真剣な想おもいを向けられて、困るのはユマ王子だと思うのだけど。

「わたしに好かれても、困るのはユマ王子だと思いますが」

「そうだろうか？　私は全く困らないぞ。受け入れよう、ラルの愛を」

　ユマ王子は楽しそうに言った。軽口がお好きな方のようだ。

「ユマ王子の教育者のシノさんは、わたしがユマ王子を好きだと知ったら、許さないと思いますが」

　シノは、ユマ王子を王に、と思っているらしいから、男の俺がちょっかいを出せば怒るだろう。以前、世継ぎの問題を口にしていたことを思い出した。

　ユマ王子は笑った。

「いや、ラル。それよりも許さない人物がいるだろう？　ラルは人の好意に疎うといのだな。その清さは賞賛に値する。イルマもそう思うだろう？」

　イルマ王子が麺めんをすするのをやめて、顔をあげた。

「なあイルマ？　さっきから黙っているが、その料理はそんなに美味しいか？　だが、あまり進んでないように思える」

「兄上、それはどういう意味でしょう」

「特に意味はない。いきなり兄離れしてしまった弟が寂しかっただけだ。けれど、さっきのイルマの戸惑った顔を見て、気が晴れた。私も弟離れをするために、恋人でも見つけようか。いっそのこと、あの噂を真実にしてしまってもいいな。今日の夜、シノに告白でもしてみようか」

　カターン、と音がした。俺がフォークを取り落とした音だ。それと同時に、ガラガラガッシャーンと食器のぶつかり合う音が響いた。

「きゃー！　シノノメくん派手に転んだね、大丈夫!?」

　向こうの方で女子生徒たちが騒いでいた。

　落としたフォークを拾っているあいだ、ユマ王子がこっちを見ている気がした。

「ユマ王子はシノさんが好きなんですか？」

「ああ、好きだな。シノは良い男だ。妙に潔癖で、たまに面倒くさいがそういうやりにくさも気に入っている。ほの暗い闇やみも、たまに見せる哀愁漂う寂しさも、可愛かわいいと思っている。冷たい仮面を剥はがし、優しく抱きしめたらシノはどういう反応をするだろうな」

　水を飲んで唇を湿らせた。黙っていると、ユマ王子は、ぱっと笑顔になった。

「冗談だ。さっきも言ったように、シノに特別なものは抱いていない。私は弟しか愛せない性質たちなのでな。そういうわけで、今夜はイルマの部屋に夜よ這ばいに行こうと思っている。近づかないでくれると嬉うれしい」

　今度はイルマ王子が箸はしを取り落とす番だった。

　同時に「きゃー！　シノノメくんが芋を丸まる呑のみしちゃった！　息してない！　誰か、誰か！」と聞こえてきた。どこもかしこも大変そうだ……。







　シノノメという男







　夜、ソウマ王子とヒーくんを通信魔法で繋つなげた後、イルマ王子の部屋にお邪魔させてもらった。

　イルマ王子は、昼間のユマ王子の発言に怯おびえていた。きっと冗談で言ったのだと話したけど、イルマ王子はしばらく警戒をやめなかった。

　朝になり、自分の部屋に戻ったら、ヒーくんは既に居なかった。用務員の仕事に行ったのだろうか。

　寮を出て、校舎へ向かう途中でヒーくんを見つけた。ヒーくんはしゃがみこんで、何かをしていた。

　登校する生徒の波の中、ぶつからないようにヒーくんに近づいた。

「何してるの、ヒーくん」

　ヒーくんはのろのろと顔をあげた。

「なんだラウルかよ」

「ねぇヒーくん。いい加減に人がいるところでラウルって呼ぶのやめてくれない？　誰かが聞いていたらどうするの？」

「お前こそ、いい加減ヒーくんって呼ぶのやめろよ。お前のせいで、王宮の人間からヒーくんって呼ばれてんだけど」

「昨日きのう、大丈夫だった？」

　ヒーくんは半眼になりながら「大丈夫じゃねぇよ」と言った。

「あいつ嫉しつ妬と深ぶかすぎ。半端じゃねぇよ。モテるな、だとさ。俺にどうしろってんだよ」

「愛されてるね」

「俺は嫌なんだよ。あいつは自分が魅了持ちだって分かっていない。無自覚だから尚なお更さらタチが悪い。あいつのせいで俺も自分を保てない。理性が本能に食われる瞬間、お前にも味わわせてやりたい」

「ヒーくんさ、いい加減素直になれば？　本当に逃げたいなら今すぐ逃げればいいじゃない。いくら悪態ついたって、そうしない時点でお察しなんだよ」

「ああ？　お察しってなんだよ」

「ヒーくん自覚ないの？　俺は気付いてるよ。教えてあげようか？」

　本当に嫌だったら今すぐ火竜になって、竜の棲すみ家かに逃げるなりすればいい。だけど、なんだかんだでここにいる。

　自分で気付いていないようだけど、ソウマ王子を愛しているからそうしないんだろう。ヒーくんは意外と鈍いようだ。

「お前もしかして変な勘違いしてねぇか？」

「さぁね。そういえばさっきから何してるの？」

「ここに花を植えるんだよ。だから害虫とってんの、ほれ」

　ヒーくんは足のない虫を、俺の足元に放り投げてきた。虫はうねうね動いて俺の足先にくっついた。

　虫は平気だ。調薬の材料に使うこともあるし、食べたりもするから怖くない。俺の反応が期待していたものと違ったのか、ヒーくんはつまらなそうに溜息をついた。

「用務員の仕事も大変だね」

「まあな。ほれ」

　効かないと分かっているのに、ヒーくんはまた虫を投げてきた。

　今度は足のある虫だったので、投げられた拍子に跳ねて、近くにいた男子生徒の足にくっついた。虫がくっついた男子生徒は、大きく驚き、尻しりもちをついた。

「うわわわわわ」

「シノノメくん！　大丈夫!?」

　尻しり餅もちをついた男子生徒は、近くにいた女子生徒にシノノメと呼ばれた。覚えのある名前だ。どこかで聞いたことあったっけ？

　男子生徒は、尻餅をついた後もアワアワしていた。虫が苦手なのだろうか。

　尻餅をついた男子生徒に手を伸ばした。

「あの、大丈夫ですか？」

　男子生徒は、俺の言葉にハッとすると、慌てるのをやめ、伸ばした手を払って自分で立ち上がった。

「人の手を借りずとも自分で起き上がれるさ！　虫を投げてよこしたのは君かい？　なんてことをしてくれたんだ。服が汚れちゃったじゃないか」

　確かに、男子生徒のお尻は砂がついて汚れてしまっていた。

　ヒーくんを見たら、そっぽを向いて、さも「自分は関係ありません」というように土いじりを再開していた。

「僕の服を汚してしまったことについて、何か言うことはないのかい？　君は人に迷惑をかけた時、謝ることもできないのかい？」

　男子生徒は俺の目を見ながら言ってくる。虫を投げたのは俺じゃないのに。

　隣のヒーくんの肘ひじをつついた。

「ヒーくんがやったんでしょ、ヒーくんが謝ってよ」

「んだよ、こいつがビビって勝手に転んだんだろ？　だいたい、虫如ごときであんなに驚くこたないだろ？　軟弱すぎ……」

「聞こえてるよ！　悪かったね、虫が嫌いで！　あと僕は君たちみたいな育ちの悪そうな奴やつも嫌いだ！」

　怒った男子生徒は、荒い足音をさせながら校舎の中へ入って行った。怒らせてしまったようだ。それもこれもヒーくんが悪い。

「ヒーくんのせいだからね」

「虫が跳ねてあいつの足にくっつくなんて予想できないだろ？　俺は悪くねぇよ」

「そもそも人に向けて虫を放り投げたのが悪いんでしょ」

「さっきからゆっくりしてるけど、そろそろ授業始まるんじゃねぇか？　もう行った方がいいと思うけど」

　ヒーくんに言われて気付いたけど、授業開始まで五分を切っていた。

　急いで校舎に入って廊下を早歩きしていたら、後ろから躊躇ためらいなく廊下を走ってくる生徒がいた。隣の席の女子生徒だった。

　女子生徒は俺を追い抜き、先に教室に入ると、ほっと胸を撫なで下おろした。間に合って安心したのだろう。

　廊下を走っているところを教師に見られたら、怒られるということを教えた方がいいのかなと迷いながら席につくと、女子生徒が朝の挨あい拶さつをしてきた。「おはよう」と返した。

　一限目の授業は、実技だった。魔力操作を練習する授業だ。初等部の間はこの授業を繰り返して、魔力操作を覚えていく。俺も昔は散々やった。

　適当に頑張っているフリをしていたら、後ろの席から、洟はなをすする音が聞こえてきた。振り返ったら、男子生徒が泣いていた。

「ど、どうしたの？」

　俺は慌てて椅子ごと男子生徒の方に向いた。

　男子生徒は泣きながら「魔力操作が上手にできないの」と打ち明けた。

　魔力操作の上達には個人差がある。今できないからといって泣く必要はない。だけど、不安なのだろう。

「泣くことはないんだよ。誰だれだって最初は難しいんだから。気を鎮めないと、魔力操作はできないよ。ほら、涙を拭ふいて」

　男子生徒の涙を拭いて、頭を撫でたら、くりっとした目でこっちを見てきた。

「ねぇ、きみって、好きな食べ物はある？」

　男子生徒はしばらく悩んでいたけど、やがて「りんご」と言った。

「りんご、りんごね。ほら、りんごだよ」

　俺は空中にりんごの絵を描いた。

「魔力操作で描いたこのりんごを消してごらん。指先に魔力を込めてそっと触れるんだ」

　まず先にお手本を見せようと、りんごの絵にちょんと触れたら、その部分だけりんごの絵が消えた。虫食いにあったみたいだった。

「魔力を込めた指の先の熱さを保ったまま、ゆっくりと触れて撫でるんだ。やってみて」

　男子生徒は、俺の描いたりんごの絵に集中して、指で触った。はっきりとは消えなかったけど、微かすかにりんごの絵が滲にじんだ。

「やったね、まだ弱いけど、ちゃんと魔力操作できてるじゃないか。完かん璧ぺきにできなくったって泣くことはないよ。少しずつでいいんだ。頑張って」

　男子生徒は頷うなずいた。もう悲しそうじゃなかったので安心した。

　視線を感じたので振り向いたら、隣の席の女子生徒と目が合った。そして何故か微笑ほほえまれた。というか、さっきから女子生徒は魔力操作の練習をしている気配がないけど大丈夫なのだろうか。この男の子よりもよっぽど焦らなきゃいけないと思うのだけど。







　宮廷魔術師メディ







　魔法学校は他国から狙われやすい。リオレア国の魔術師を育てる唯一の施設だからだ。狙われやすいのは重々承知で、そのために王宮から宮廷魔術師が一人派遣されている。

　昼休みになって別棟へ向かった。宮廷魔術師のメディは普段別棟で過ごしていると、シノからあらかじめ聞いていた。

　メディの部屋の前まで来たとき、誰かが出てきた。顔に見覚えがあった。

　朝、ヒーくんの投げた虫が、足にくっついてしまった可か哀わい想そうな男子生徒だった。確か、名前はシノノメ……だったかな。ちょっとシノに名前が似ている。

「ありがとうございました。また来ます」

　シノノメは俺に気付かず、ニコニコしながら扉を丁寧に閉めた。

　そしてくるりと振り向いて俺の顔を見たとたん、とても嫌そうな顔をした。

「君は朝の……！」

「あの、今け朝さはすみませんでした」

「ふ、ふん。もう別に怒っていないさ。僕は寛大な男だから」

「ありがとうございます」

　そのまま通り過ぎるかと思ったけど、何故か立ち止まって俺のことをジロジロ見てきた。

「そういえば、昨日、君、食堂に居たよね。たしかユマと……」

　ユマ？　ユマ王子のことだろうか？　気安く呼ぶなんて、随分仲良しなのかもしれない。

「君はユマのなんだい？」

　イルマ王子の教育者ということは黙っておかないといけないことだ。どうやって誤ご魔ま化かそうかな。

　考えあぐねていたら、シノノメの視線が俺のチョーカーに向いた。魔法学校のチョーカーは等級ごとに色が違っていて、初等部は白、中等部は黒、高等部は赤になっている。シノノメはユマ王子と同じ赤だった。

　俺のチョーカーを見たシノノメは首をかしげた。

「君はまだ初等部なのかい？　君くらいの年の子はみんな中等部にいるよ？　可哀想に、中等部にあがる試験に合格できないんだね。魔力操作はできるかい？　教えてあげようか」

　シノノメの表情に嘲ちよう笑しようが入った。侮られてしまったらしい。

「初等部からつまずくなんて、どうやら酷ひどい落ちこぼれのようだね。君みたいなやつがどうしてユマと？」

　シノノメは顔を歪ゆがめながら言った。美青年と言っていいくらいの綺き麗れいな顔が台無しだった。

　シノノメはうす茶色の瞳ひとみを得意げに細めて、柔らかそうな亜麻色の髪を手でかきあげた。

「身の程知らずの落ちこぼれくん、ここになんの用だい？　ここには宮廷魔術師のメディさまがいるんだよ？　まさかメディさまに用があるのかい？　メディさまは忙しくて、君みたいな落ちこぼれに割く時間はないのさ。あまり邪魔しちゃダメだよ」

　俺はさっきからシノノメという名前が妙に引っかかっていた。いや、シノに名前が似ている、ということではなく。

　シノノメという名前をどこかで聞いたことがあるのだけど、どこで聞いたんだろう。ずっと昔の出来事な気がする。

　うーん。

　あ、そうだ。思い出した。

「この前の卒業試験で、ユマ王子と初戦であたった人だ」

　シノと王宮で再会したとき……シノとユマ王子の会話を聞いていた時のことだ。

　シノが言っていた。雷魔法が得意のシノノメ。シノと似たような名前だったから、印象に残っていた。

　魔法学校の卒業試験では、ユマ王子が首席で合格したらしいから、シノノメはユマ王子に負けたということになる。そして、負けたということは、シノノメは卒業試験を合格できなかったのだろう。

「君、僕のことを知っていたのかい？　まあ魔法学校で優秀なこの僕を知らない生徒はいないだろうけどね。ああ、そろそろ昼休みが終わってしまう。じゃあね、落ちこぼれの初等部くん」

　シノノメは高飛車に言うと去っていった。

　シノノメの言う通り、昼休み終了の鐘が鳴りそうな時間だったので、とっととメディに会うことにした。

　扉を叩たたいたら、返事が聞こえたので、重量のある扉を両手で押し開けた。

「いきなり押しかけてすみません。ラルといいます。あの、シノさんから聞いていると思いますが」

　と言いかけ、思わず口を閉じてしまった。目の前に、いきなり上位妖よう精せいティターニアが映り込んできたからだ。

　ティターニアは口をぱくぱくさせながら、俺の頬を撫なでたあと、背中の薄い羽を翻し、奥へ飛んでいってしまった。

　奥には緑髪の男がいた。あの人がメディだろうか。

　ティターニアはメディの耳元に唇を寄せて何か喋しやべっていた。

「うん、そうだね。あはは、分かったよ」

　俺にはティターニアの言葉が聞こえないから、メディが一人で喋っているように見える。ティターニアとメディはしばらく笑い合っていた。

「あの……」

「ああ、ごめんなさい。あなたはラルさんですね？　シノから聞いていますよ、イルマ王子の教育者らしいですね。驚いたな、本当に子供なんですね。いえ、子供だとは聞いていたのですが、予想よりも小さい方でした。ああ、すみません、小さいなどと。可愛かわいらしい、という意味ですよ」

　喜んでいいのか分からない言葉を聞きながら部屋の中に入ると、甘い匂においがした。花の蜜みつを集めて煮詰めたような匂いだ。長居すると胸焼けがしそうなほど甘ったるい。

「この部屋は、彼女たちの好きな匂いや物が充満しているんです。異界から持ってき花などを勝手に置いていくんですよ。すみませんね、馴な染じみのない匂いかもしれませんが、少しの間、我慢してください」

　彼女たち、とはさっきから部屋の周りを飛び交っている妖精たちのことだろうか。

　小指ほどのピクシーから、人間くらいのティターニアまで、様々な妖精が部屋の中にはいた。それといたるところに、見たこともない花や植物がある。あれが妖精たちが異界から持ってきたものだろうか。外とはまるで世界が違う。この部屋だけ異空間のようだった。

「おもてなしの準備ができていなくてすみません。本来こちらからお伺いするべきですよね。ここのところ忙しかったので」

「いえ、そんな。お構いなく。俺こそ、急に押しかけてしまってすみません。シノさんから、できるだけ早めに会っておいた方がいいと言われたので」

「そうだったのですね。シノから聞いているとは思いますが、僕はメディと申します。魔法学校を任されている宮廷魔術師で、気付いているかと思いますが、使役者です。あなたに苦難が降りかかったとき、助けるようにとシノから言われているので、何かあったら相談してくださいね」

　メディは柔らかく微笑んだ。良い人そうで安心した。

「それにしても、リュースの悪戯いたずらで初等部に編入させられたことは災難でしたね。まあマリア先生は良い人なので、心配はないと思いますけど。リュースは昔から子供っぽいところがありますからね。今度会ったら叱しかっておきますよ」

　メディは自分の長い前髪をいじりながら、口元を綻ほころばせた。

　メディの目元は、長い前髪で隠されていた。感じの良い雰囲気は柔らかく笑んでいる口元から伝わっているけど、その前髪は邪魔ではないのだろうか。

「すみません、人と目を合わせるのが少々苦手なのです。昔から使い魔とばかり話していたので」

　俺の視線に気付いたのか、メディは困ったように言った。

「それに、人と話すより使い魔と話す方が落ち着くんです。僕はそういう変わり者なので、この別棟に来る生徒はあまりいません。あ、そうだ。さっきシノノメさんと会いましたか？　彼はよく来てくれるんです。品行方正な優秀な生徒で、将来は宮廷魔術師を目指しているんですよ。王宮のトウウン大臣の息子さんなんですけど、驕おごった感じもなく、良い子なんですよ」

　俺が受けた印象とだいぶ違う。シノノメはメディの前では人格が変わるのだろうか。

「もうそろそろ昼休みが終わりますね。良かったらまた来てくれると嬉うれしいです。彼女たちも、あなたの美しい顔が好きだと言っているので、来てくれると喜びます」

　メディの隣にずっといたティターニアが、こっちを見ながら笑っていた。口をぱくぱくと動かしていたけど、俺は使役者じゃないので、相変わらずなんて言っているか分からなかった。







　隣の席の女子生徒







　午後は、外で体を動かす授業だった。

　魔術師は魔力を使うから体力なんて関係ない、と思われていることが多いけど、それは違う。

　たとえば、高位魔術を詠唱するときは早口で唱えなくてはいけないので、腹筋を使ったりする。

　体力はあっても困ることはないから、筋力をつけている魔術師は多い。

　俺もできることなら体力はつけたいけど、昔から筋力とは無縁の体だったので鍛えることは諦あきらめていた。この体になっても体力のなさは相変わらずだった。

　運動場を周回して持久力をつける授業だったけど、さっきから立ち止まってばかりだ。

　辛い、きつい。もう走れない。

　そのとき、ひゅんっと風を切って通り過ぎた生徒がいた。隣の席の女子生徒だった。

　隣の席の女子生徒は、さっきから俺が一周するのを待たず、何度も何度も追い越していく。

　室内の授業では何もせず寝てばかりいたのに、今はとても活いき活きとしていた。

　体を動かすことが好きなのかもしれない。そういえば、朝、廊下を走って俺を追い越した時も、すごく速かった。

　隣の席の女子生徒と目が合うと、手を振られた。つられて手を振り返すと、彼女はにっこり笑ってまた走り出した。

　やっと授業が終わった。疲れた、もう歩けない。

　膝ひざをついて息をしていたら、目の前に吸水性の良さそうな白い手巾ハンカチがにゅっと現れた。顔を上げると、隣の席の女子生徒が俺に差し出していた。

「だいじょうぶ？」

　隣の席の女子生徒は舌足らずな喋りで俺を気遣った。自分よりも小さな子に気遣われるなんて恥ずかしい。

「ありがとう」

　差し出された手巾を受け取り、額に流れる汗を拭ぬぐわせてもらった。貸してもらった手巾は俺の汗で汚してしまったから、洗って返すことにした。

「ごめんね、洗って返すよ」

　隣の席の女子生徒は「気にしなくていいよ」と言ってくれたけど、そういうわけにもいかなかった。

　無様なほど汗をかき、息を乱している俺とは違って、隣の席の女子生徒は汗の一滴すら出ておらず、ついでに息も乱していなかった。

「きみは疲れていないんだね。さっきあれだけ走っていたのに」

「うん、ミミは丈夫だから」

　体力があるのと、丈夫さは、また別の意味になるのだけど、疲れていて突っ込む気にはならなかった。

　夕飯をイルマ王子と一緒にし、半分ほど食べ終わった頃ころ、前からシノノメが歩いてきた。

　今から食事を始めるところなのだろう。手には料理を持っていた。

　シノノメは俺を見てから、イルマ王子を見たあと「おやおや」と言った。

「これはこれは、イルマ王子、ご機嫌はいかがでしょうか。ついでに初等部くんも。よく会うね」

「誰だ？　ラルの知り合いか？」

「まさか僕をご存知ないですか？　僕はシノノメと申します。あなた様の兄上であるユマとは、入学から今まで、ずっと同じ学年だったのですが」

「……シノノメ？　ああ、中等部で生徒たちが噂うわさしていた。おぬしが、あのシノノメか」

「そう、そうです。僕がそのシノノメです」

　どのシノノメなのだろうか。

　イルマ王子がすんなりと頷うなずいたことに驚いた。シノノメは魔法学校で有名なのだろうか。

「イルマ王子が私の名前を知っていたことは光栄の極みです」

「おぬしは有名だ。とても優秀だと聞いておる。今日の決闘授業のことで、女子生徒たちが盛り上がっていた。負けなしだったらしいな。ユマ兄上以外」

「ふふ。ユマに負けてしまったのは、少し油断したからです。それに、いつもより体調も良くなかったし」

　シノノメはいい訳がましく言うと、俺の隣に座った。どうやら一緒に食べようとしているらしい。

　それはいいのだけど、シノノメの持ってきた食事は、トマトをふんだんに使ったトマト料理だった。あの甘酸っぱい嫌な匂においが鼻についた。

　気持ち悪くなって鼻をおさえたら、気付いたシノノメが目め尻じりを吊つり上あげた。

「人のご飯に鼻をおさえるなんて失礼だよ」

「すみません、トマトの匂い苦手で……」

「まったく、なんて失礼な初等部なんだい。イルマ王子、この初等部とはどういうご関係で？」

「初等部ではない、ラルだ。ラルは私の友人だ」

「この年になっても初等部の落ちこぼれなんて、イルマ王子のご友人にふさわしくありませんよ。人の足に虫をくっつけてくるような粗野な人種のようですし」

　朝のことをだいぶ根に持っているらしい。というか、虫を投げたのは俺じゃなくてヒーくんだ。

　昼間、メディがシノノメを品行方正で良い子と言っていたけど、なんか違う気がする。

　それとも、俺に対してだけこういう態度なのだろうか。虫のことがそんなに気に喰くわなかったのだろうか。

　シノノメは黙々とトマト料理を口に入れた。そろそろ食べ終わるという頃、後ろの席に女子生徒が座った。

　その女子生徒もシノノメと同じの、トマトをふんだんに使った料理を口にしていた。

「君の後ろの子、僕と同じものを食べているよ」

「そうですね」

「今度は鼻をおさえないのかい？」

「何な故ぜですか？」

「何故ってトマトの匂いがすごいだろう。君はトマトが嫌いだって言ったじゃないか」

「そうですね。それがどうかしましたか」

「……君、僕のことけっこう嫌いだろう」

「別に」

「奇遇だね、僕も君なんか嫌いだよ。ユマとご飯を食べたからって調子に乗らないでくれよ」

「なんの話ですか」

「二人共、喧けん嘩かをするな」

　どうしてユマ王子とご飯を食べただけで調子に乗るなと言われるのだろうか。意味が分からない。

　イルマ王子は俺たちのいがみ合いを見て、呆あきれたような顔をした。

「イルマ王子、明日の決闘授業、良かったら見に来てください。僕はユマに勝ちますから」

「見に来いと言われても、そのときは私も授業中だろう。まさかサボって見に来いというのか？　それに、私はシノノメと兄上だったら兄上を応援するぞ？」

「今日敗北して色々と分かりました。明日は足りないところを補って、ユマに勝ちにいきます」

「聞いておるか？」

　イルマ王子は半眼になった。

　決闘授業は高等部になったら頻繁に行われる授業だ。この授業で魔術師の戦い方を学んでいく。

　俺も在学していた時は散々やった記憶があるけど、攻撃魔法が使えなかったから一度も勝てた記憶がない。

　そういえば、相手の魔力が暴走して自爆したのが一回と、定められた舞台から、足を滑らせた相手が落ちてしまい、運良く勝てたのが一回あるから、二回は勝利している。

　どちらにしろ、自分の力で勝ったことはない。対戦相手からも舐なめられまくっていたから、決闘授業はすごく嫌いだった。

　さっきからこっちを気にしていた男子生徒が近づいてきて、シノノメに話しかけた。

「シノノメさん、今日の決闘授業、惜しかったですね。明日の決闘授業も頑張ってください。俺、シノノメさんを応援していますから」

「ああ、ありがとう」

　シノノメは、見たことない爽さわやかな笑顔になった。

「ユマ王子はとてもお強いですが、生徒相手にどこか手加減しているところが癇かんに障ります。俺、シノノメさんがユマ王子に勝つところを見たいです」

「うん、頑張るよ。明日は期待していてくれ」

「はい。そもそもユマ王子は、宮廷魔術師がついているから、最初からずるいんですよね。それに王子だから、教師からは特別待遇だし。俺、ユマ王子が教師から怒られているの見たことないですよ。俺なんて、この前授業中居眠りしていただけで、廊下に立たされたんですから」

　授業中居眠りするのは普通に悪いことだろう。

「うーん、そうだね。でもユマはいつも課題も授業も完かん璧ぺきにこなすから、教師から怒られる要素がないのかもしれないね。とにかく、明日は頑張るから」

「なんですか、それ。俺が悪いって言うんですか？　そういえばこの前、食事処でユマ王子に会ったとき、話しかけたんですよ。そんで、メシ食ってたから一緒に食べてもいいか、って聞いたら、何故だ？　って言われたんです。何故だ、はないですよね。日頃一緒に勉強している仲間ですよ？　おかしくないですか？　だから、俺だよって言ったんですよ。ユマ王子の斜め後ろの席のオタニだよって。そしたら、あいつなんて言ったと思いますか？　誰だ？　って言ったんですよ。ありえませんよね。あいつ、俺のこと知らないって言ったんですよ」

「あ、ああ。それは災難だったね。ユマは忘れっぽいところがあるから仕方ないよ」

「いや、忘れたんじゃないと思いますよ。あいつ、きっと俺のこと普通に知らないんですよ。興味がないんですよ。その他大勢の、クラスメイトの顔なんて。シノノメさんだって……」

　オタニの言葉が、どんどん勢いを増していっているので咳せき払ばらいをした。

　オタニは、俺をじろっと睨にらんだあと、呆ぼう然ぜんとしているイルマ王子に今更気付いて、やばいっという顔をした。

「そ、そういうことなので、明日は応援しています。頑張ってくださいね、シノノメさん」

　オタニが居なくなったあと、シノノメは気まずそうにイルマ王子をチラチラ見た。

　イルマ王子はしばらく考えたあと、呟つぶやくように言った。

「ユマ兄上は恨まれているのだな」

「そんなことありません！　イルマ王子、あれは、一部の生徒だけが言っていることですよ！」

　いきなり大きな声を出したシノノメに、俺もイルマ王子も驚いた。シノノメは喋しやべり続けた。

「ユマは誰だれにでも優しく、公平に接します。頭も良くて、王子で、強いのに、誰とでも話してくれるんです。そんなことをされたら、勘違いする奴やつも出てきます。そして、ユマの優しさを特別なものだと勘違いしたさっきのような生徒が必要以上に近づくと、特別でなかったことに気付かされ、酷ひどく落ち込むんです。その落ち込みが、陰湿な発想や妬ねたみに変わるんです。ユマは王子なのだから、本来僕たちなんて話しかけることもできない筈はずなのに。さっきの奴は愚かで可か哀わい想そうです。勘違いなんて、してはいけないんです。自分の立場を、理解しなくてはいけないんです。イルマ王子、恨むなんてとんでもありません。みんな、ユマのことが大好きですよ。公平で、誠実で、弱音を吐かず、いつでも気高くいるユマを美しいと思っています」

　シノノメは言葉を続けた。

「魔法学校の同級である今だからこそ、肩を並べて話すことができる。そのことを忘れてはいけないんです。僕だって、身に染みています。今だけなんです。でも、ユマはもうすぐ魔法学校を卒業してしまう。だから、僕はその前に勝ちたいんです。そうしたら、ちょっとは僕のことを見てくれるかな？　なんて思っていて」

　シノノメは、呆然としている俺とイルマ王子の顔を見て、ハッと目を見開いたあと、顔を真まっ赤かにした。その様子がトマトみたいだなぁと思った。

「あ、あの、さっきのはちょっと行きすぎた表現というか……別に、僕はそこまでユマを意識したりしていません」

「……明日、ユマ王子に勝てるといいですね」

　心の底から思い、言ったのだけど、シノノメは顔を真っ赤にさせたまま「そんな目で僕を見るな」と激情を向けてきた。

　シノノメが俺に対して攻撃的だった理由が、なんとなく分かった気がした。そういうことなら、仕方がない。

　さっきからトマトの匂いが甘酸っぱい。シノノメを見る俺の目も、甘酸っぱくなりそうだ。そう、これが青春。俺は今、青い春を見ている。

　目を細めたら「だからその目はなんだ！」と再び怒鳴られた。







　月夜のお迎え







　夜、ヒーくんがなかなか帰ってこなかったから、心配になって探しに行った。

　用務員の仕事が忙しいのは分かるけど、月が出てからも帰ってこないなんてちょっと働きすぎじゃないだろうか。朝早くから花壇の手入れをして、夜も遅くなるなんて。

　職員室に残っていた教師に聞いたら、ヒーくんはちょっと前に帰ったと言われたので、入れ違いか、と後悔して寮に戻った。その道の途中で、突っ立ったまま月を見上げていたヒーくんを見つけた。

「やっと見つけた。ほら、帰るよ」

　声をかけたら、ヒーくんはこっちを見て、なぜか驚いたような顔をした。

「……あ、ラ……」

　ん？

「ウル」

「ラ……ウルってなに？　さっきの間は何？」

「別に。俺のこと探してたのか」

「うん。なかなか帰ってこなかったから」

「そっか」

　ヒーくんは目を細めて笑った。

「今まで何をしてたの？」

「切れそうになっていた魔法電球を取り替えていたんだ。これがけっこうあってさ」

「ヒーくん、用務員の仕事が忙しいみたいだけど、ほどほどにしておきなよ。朝早くに出て行って、夜遅くに帰るなんてことしてたら、いつか倒れるよ」

「へーへー。ていうか、さっきからなんか変な臭いするんだけど。匂い袋みたいなの持ってる？」

　ヒーくんは、俺の肩口に鼻を寄せて、すんすんと匂においを嗅かいだ。

「何それ、変な臭いってどんな？」

「五百年くらい日干しにされた乾燥昆布みたいな臭いがする」

　よく分からないたとえだ。五百年日干しにされた昆布？　それって美味おいしいの？　逆に良い出汁だしがとれるのかな？

「匂い袋なんて持ってないよ。五百年の昆布ってよく分からないんだけど、要はくさいってこと？」

　もしかしたら、外の授業の時に流した汗がにおっているのかもしれない。

「くさいっていうか……」

　ヒーくんが言いかけたとき、耳鳴りがした。

　音魔法の波動を感じた。波動を読み取ってコムニを起動させたら画面にシノの上半身が現れた。

「また一緒にいるのか。仲良しだな、お前たち」

　ヒーくんはソウマ王子を警戒して、俺の背中に隠れたけど、シノが「ソウマ王子はいない」と言うと安心して背中から出てきた。

「ラル、メディには会ったか？」

「はい、今日の昼休みに少しお話ししました。いつでもおいで、と言ってくださいました」

　シノは「そうか」と言ってしばらく黙った。

「シノさん？　どうかしましたか？」

「……ん？　ああ、メディは頼りになるから、安心していい」

「はい」

　シノはまたしばらく黙った。

　不自然な沈黙が二回も続いたので不思議に思った。なんとなく、シノの顔色が悪い気がする。仕事が忙しいのだろうか。

「大丈夫ですか？　疲れているんですか？」

「いや、疲れていない。大丈夫だ」

「シノさんが俺に通信してきたのは、俺がメディさんに会ったことを確かめるためですか？」

「あ、ああ、そうだな……」

　珍しくシノは言いい淀よどんで、俺をじっと見た。

　首をかしげると、シノは「なんでもない」と言って通信を切った。一体なんだったんだろう。

「なんだ今の。あいつ、仕事のしすぎで頭おかしくなったんじゃねぇか？」

　確かにいつものシノらしくなかった。どうしたんだろう。大丈夫かな？

　立ち止まって考える俺に構わず、ヒーくんは興味なさそうに先を歩いた。

「なんかあいつって、感情ってもんがなさそうだよな。いっつも仏頂面で、何考えてんのか分かんねぇ」

　シノのことを悪く言われそうだったので、咄とつ嗟さに反論した。

「そんなことないよ。シノは時々可愛かわいい顔をしたりするんだよ」

「あいつのこと可愛いなんて言うの、お前だけだよ。どこが可愛いんだ？」

「たまに膨れっ面とかするんだ。子供みたいに。ムッとした顔も可愛い。癖なのかな？　昔を思い出すんだ」

　前を歩くヒーくんは、はあと興味なさそうな相あい槌づちを打った。

「昔って、シノが弟子だった頃ころだろ？　あいつって昔からあんなだったのか？」

「ううん、昔はよく笑って、素直で、優しい子だったよ」

「よく笑う……？　素直……？　優しい……？　今と正反対じゃねぇか。どうしてあんな風になってるんだ？」

「きっとシノにも色々あって変わったんだと思う。ていうか、そろそろシノのこと悪く言うのやめて」

「はいはい。ラウルはシノが可愛いもんな」

　夜の風が吹いて、金色の髪が無造作に揺れた。

　そのとき、風に紛れて、胸焼けがしそうなほど甘ったるい匂いを感じた。つい最近どこかで嗅いだことのある匂いだったけど、どこだったか思い出せなかった。

　寮に帰って、ポケットの中に手を入れたら、隣の席の女子生徒に借りていた手巾ハンカチが入っていた。危うく洗うのを忘れるところだった。取り出して洗い、夜の風に当てて乾かした。

　乾かしている途中、ヒーくんが見み惚とれていた丸い月が目に入った。綺き麗れいだったので、少しのあいだ、ぼうっと見ていた。







　ラルとラウル







　ラルとの通信を切ったあと、寝不足で疲れた頭を振った。最近は寝る時間がないほど忙しく、体が疲れていた。目眩がしたので、柱にもたれ、しばらく目を閉じた。

　ラル。

　この前、あいつを編入させるために書かせた書類を見て驚いた。書いてある内容に驚いたのではない。書いてある文字そのものを見て、あることに気付いたとき、心臓が止まりそうになった。

　ラルの筆跡は、ラウルのものにひどく似ていた。

　このまま目を閉じ続けると、立ったまま寝てしまいそうだったので、歩きながら眠気を吹き飛ばすことにした。

　今夜は月がいつもより輝いていた。最初は休憩がてら見上げていた。

　見上げているうちに、ラウルを思い出した。ラウルとも、昔はこうやって月を眺めたことがある。二人で見上げる月は綺麗だった。一人で見上げるものとは違い、とても尊く思えた。懐かしかった。

　懐かしさついでに、筆跡の件を、思い切ってラルに確かめてみようと思った。だが、何も聞けずに終わった。

　今思えば何をどう確かめれば良かったのだろう。お前はラウルか？　と聞くのか。まさか、ありえない。どうしてあの子供がラウルになるんだ。

　十年前に居なくなったラウルが子供になって戻ってくるなんて、馬鹿げた想像だ。仕事のしすぎで疲れているのかもしれない。

　筆跡も、今までのことも、ただの偶然だ。俺には馬鹿げた想像をする時間なんてない。再び機会が訪れても、聞くことはないな、と思った。

　階段を降りて、地下室の重厚な扉の取っ手を掴つかんで押すと、石畳がこすれる音をさせながら開いた。

「おかえり」

　リュースが四よつん這ばいの格好で、石畳に大きく線をえがきながら言った。

「ラルくん、元気そうだった？」

「……ああ」

　魔法ペンで描かれた巨大な陣は、脈打つように光を放っていた。

「どうだ？」

「どうもこうも、よくやろうなんて言い出したよね。僕やアドネまで巻き込んで。途方もないよ」

「だが、今のところ道筋は外れていない。順調だ。これが完成すれば、楽にレーヴェル国に攻め入ることができる」

「毎日毎日地下室に引きこもって、いい加減うんざりしてくるよ。僕もラルくんと話したいな。シノばっかりずるいよ。ねぇねぇ次にラルくんに用事があったら、僕に通信させてよ」

「勝手にやれ。特に問題はない」

「わぁい」

　別にさっきの通信は用事というほどのものではない。ただ、確かめたいことがあったから通信しただけだ。リュースには黙っているが。

「あ、でも、ラルくんは僕よりもシノと話したいだろうなぁ。まぁいっか！」

　軽そうに言われた言葉を無視しようとも思ったが、内容が不明確で気になった。

「なんだそれは。何な故ぜあいつが俺と話したがるんだ」

「あれ？　言ってなかったっけ」

「何をだ」

「ラルくんはシノに会いに王宮に来たんだよ。シノのことが大好きで、一目でいいから姿を見たかったんだってさ。わざわざウルルから歩いて来てたよ。健気だねぇ」

「は……？」

　俺に、会いにきた？　初めて知ることだった。

　それに、ウルル？　ラルはバロマの出身ではないのか？

　魔法学校へ入る際の書類作りのために書かせたものには、確かにバロマと書かれていた。わざわざ嘘うそを書いたのか？　なぜだ。

「やっぱり、稀き代たいの最強魔術師っていう称号は、吸引力があるよねぇ。ラルくんみたいな美少年呼び寄せちゃうなんて。えっと、この前も弟子入りを望んだ子がシノに会いにきたよね。無下に追い返してたけど。あれは見ていて可か哀わい想そうだったなぁ。シノ、聞いてる？」

「……聞いている」

　かろうじて、聞こえていた。全すべてが分かりそうな気がしていた。リュースが喋しやべっている間、俺の意識はラルに向けられていた。

　ラルの今までの仕草や言動を、抽出していくように、ゆっくりと思い出していた。

「僕だってシノが次の年に試験を合格するまでは、十七歳という若さで宮廷魔術師試験を合格した天才少年とか言われてたのになぁ。シノのせいですぐに塗り替えられちゃった。僕の偉業なんて世間の人は覚えていないんだろうなぁ。ま、別にいいんだけど」

　リュースはぼこぼこした石畳の上に、魔法ペンを滑らせた。

　俺も魔法ペンを持ち、リュースから少し離れたところで記号を書き込んだ。

　ラルが俺を見る時の目は、いつも優しい表情をしていた。今までも何度も感じてきた違和感があった。どうしてそんなに構うのかと、気味が悪かった。

　蜃しん気き楼ろうのような、得体の知れないものを相手にしているような気分に何度も陥った。

　疑ったこともある。あいつがラウル本人か、関わりのあるやつなら、絶対に言ってくると思い、書庫でわざわざ聞いた。だが、あいつは違うと言った。だから、俺は違うと思った。

　ラルがラウルなら、俺に隠す必要はない。だから、違うと言うなら、違うのだと思った。

　だが、それが嘘だとしたらどうだ？　俺に故意に隠していたとしたらどうだ？　何故隠すかは分からないが、理由を持って隠していたとしたら？

　思い出していた。毒を飲んだ俺に、苦しそうな声ですみませんと呟つぶやいた表情。レミラの睡眠薬を当たり前のように調合し、俺の部屋で髪を耳にかけた仕草。あの時感じた、陽ひだまりのような匂におい。リュースの部屋で、ラルに頭を抱かれながら起きた時の懐かしさ。一緒に空を飛んだ時に見せた、ラルの涙。

　リュースの悪戯いたずらにも、アドネの小言にも物もの怖おじしない鈍感さ。

　魔術の教え方、魔法書の話。王都での出来事。破滅的な料理。攻撃魔法が使えない魔術師。

　俺の名を呼ぶ時の、優しい声。

　いや、待て。だが、あいつは違うと言った。いや、惑わされるな。ラルは嘘をつく。

　ゆっくり思い出す。今までのことを。嘘に惑わされてはいけない。今まで、何があった。ラルはどういった時に、何を言った？　ラルを動かしていたものはなんだ？

　俺が感じていた違和感の正体は？

　リュースがその場に寝転んで仰向けになり「眠い」と言った。

「僕仮眠してこようかな。いい？　いいよね？　もう三日寝てないんだから。シノだって同じくらい寝てないでしょ？　そろそろ限界じゃない？」

「寝てこい。俺はもう少しやっている」

「あっそう。頑張りすぎても良いことないよ。そうだ、寝る前にラルくんとお話ししたいな。ねぇ、画面越しでも、まじないって効くと思う？」

　ソウマ王子に見つめられ、顔を真まっ赤かにしていたヒークンを思い出した。

　画面越しでも、まじないや魅了の技というのは効きそうだった。

「……画面越しでは効かないだろうな。やるだけ無駄だ、やめておけ」

　俺が止めるのも聞かずに、リュースはコムニを発動させようとしていた。

「おい。無駄だと言っただろう。やめろ」

「……あれ？」

　リュースは首をかしげた。

「通信が繋つながらないんだけど。標がおかしくなっちゃったのかなぁ」

　コムニを起動させたリュースの画面は乱れていた。俺の方でもコムニを使ったが、同じように画面が乱れ、通信は繋がらなかった。標を管理しているのは宮廷魔術師のメディだった。まさか、メディに何かあったのだろうか。

「ねぇこれってまずいんじゃない？」

　顔を引きつらせながらリュースが言った。
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　俺は焦っていた。さきほど遭遇した八つ目の魔物たちは、飽きずにずっと追いかけてくる。このままでは、ラウルが俺を守るために自分を囮にすると言い出しかねない。そうなる前に、どうにかしなくてはならなかった。




　魔物と遭遇する前、ラウルと俺は、薬草の生えている村へ行くための山道を歩いていた。

　久しぶりに二人きりの時間を過ごしたから、嬉しくて浮かれていた。だから、八つ目の魔物に囲まれていることに気づけなかった。魔物達は、いつの間にか俺たちの周りで唸っていた。

「シノ、怖くないからね。大丈夫だよ」

　ラウルは俺が怖がっていると思い、心強い言葉をかけてくれた。見あげると、ラウルの喉が上下に動くのが見えた。緊張している様子だった。きっと、魔物たちからどうやって逃げようかと、必死に考えを巡らせているのだろう。

　目的は違うが、俺も必死に考えを巡らせていた。

　ラウルにばれないように魔物たちを処理するにはどうすれば良いだろうか。

　氷魔法で圧倒しても良いのだが、普段からラウルの前で可愛い子を装っている身としては、そのような所は見られたくない。可愛いシノのまま、この場を切り抜けたい。どうしようか。闇魔法で一匹ずつ消していくか？　一匹ずつならば、バレないで済むかもしれない。よし、そうしよう。

　悟られないように、慎重に八つ目の魔物の背後へ闇魔法を忍ばせた。もう少しで届くという時、ラウルが真剣な表情でこっちを見た。

「シノのことは俺が守るからね」

　胸がキュンとした。俺を大切に思ってくれている気持ちが嬉しい。

　この時、ぶりっ子して「師匠、僕怖いです」と言ったのがいけなかったのかもしれない。ラウルは覚悟を決めた顔をすると、俺の手をしっかり握り、身を隠せる林の中へ逃げた。

　いきなり動いたせいで、魔物のすぐ後ろに忍ばせていた闇魔法が消えてしまった。

　魔物はしつこかった。逃げても逃げても追いかけてきた。このまま追いかけられ続けたら、ラウルはどんな行動をするか分からない。以前のように、俺を守るために自らを囮にすると言い出すかもしれない。そうなる前に、この状況を打開しなくてはいけなかった。

　思い切って、繋いでいたラウルの手を離した。

「……っシノ！」

　驚いた顔をしたラウルが、俺の方に手を伸ばしたが、転んだフリをしてその手を避けた。そのまま草陰に身を隠してラウルから離れる。

　魔物は子供の柔らかい肉を好む。目論見通り、魔物は俺の方についてきた。その中の一匹を氷像にし、他の魔物に見せつけるように蹴り倒す。地面に叩きつけられた氷像がバラバラに割れ、目の前で仲間を奪われた魔物たちは、怒りで吠えた。

　よし、これで一匹もラウルには向かわないだろう。

　念の為、追いかけてきている魔物を数えた。全部で八匹いたはずだ。さっき壊した魔物を引いたら七匹。

　七匹が全て俺に向かっているのを確認して走った。後ろでラウルが俺の名を呼んでいる。声が聞こえなくなるまで走った。

　十分な距離を稼いでから立ち止まった。これから俺につられた魔物たちを全滅させる。

　こっちが動く前に、魔物が一匹飛びかかってきていた。牙が届く前に魔物を凍らせ、更に風魔法で切り刻んだ。残り六匹。

　次はどこから来る？　唸る魔物たちと睨み合った。

　気配を後ろに感じ、すぐに振り返ると、いつのまにか木の上にいた魔物が、俺めがけて飛び降りてきていた。大地魔法で掴み、力任せに木の幹に叩きつけたら、魔物は血を吐いて息をしなくなった。あと五匹。

　次は二匹同時に飛びかかってきた。咄嗟に両腕で顔を庇ったが、腕と膝に傷を受ける。飛びかかった魔物二匹を、着地と同時に土魔法で串刺しにした。あと三匹。

　一匹の魔物が俺の傍にピタリとくっついてきた。距離を取ろうとしても、鬱陶しく追いついてくる。俺が魔術を使う隙を与えないようにしているのだろう。頭を使ったのかもしれない。だが無駄だ。

　考案中のフロウを使い、空を飛んだ。完成にはまだ至っていないが、少しの間ならば飛ぶことも可能になっていた。

　魔物は、空を飛ぶ俺の姿に怯んで逃げ始めた。後ろ姿を見せる魔物に狙いを定め、空から降らせたいかずちで命を奪った。あと二匹。

　順調に倒すことができて気が緩んだのか、一瞬の隙をつかれて魔物に体当たりされた。衝撃でゴロゴロと体が転がる。

　腹をおさえて起き上がったら、目の前に大きな口を開けた魔物が迫っていた。だが、一瞬でそいつは消し飛んだ。闇魔法を使い、存在を消したのだ。

　あと一匹。けれど、最後の一匹が見つからなかった。どこを探してもいない。まさか、逃げたのか？　ラウルの方へ向かっていたら危険だ。

　急いでラウルの元へ戻った。

　小さな悲鳴が聞こえた。ラウルの声だった。声を辿り、ラウルを見つけ、襲いかかろうとしていた魔物目掛けて氷魔法を放った。手加減なんてものはする暇もなく、一瞬で魔物は氷像になった。きっと心臓まで凍りついてしまっただろう。やりすぎたかと心配にもなったが、ラウルは気にした様子なく、氷像を指でつつきながら、俺に礼を言った。

　はぐれたことを謝られたが、俺がわざとやったことだ。むしろ俺が謝らなければいけない。心配させてしまったことを申し訳なく思った。

「シノ、怪我しているね」

　魔物との戦いでできた傷を言われ、一瞬行いがバレたのかと思った。だが、「治すからこっちにおいで」と言われ安心した。バレていないみたいだ。

「もう夜も遅いし、今日はここで休もう」

　野宿することになり、調理して持ち歩いていた握り飯をラウルに渡したら、美味しいと言いながら食べてくれた。

　元々料理はできていたが、ラウルに喜んでもらうために更に練習し、色んな料理を作れるようになった。味付けは、ラウルが食べているときの反応を見て、好みの味を覚えた。お陰で今では胃袋をがっちり掴みまくっている。

　夕食を終え、月を眺めていたら視線を感じた。俺を可愛いと思っている時の目だった。自分をかなぐり捨て、思いっきりぶりっ子をすると、可愛くてたまらない、というような顔をされた。よし、今日もラウルは俺にメロメロだ。

　夕食が終わった後、本を読んでいるラウルの背後に忍び寄り、会話しているふりをしながら首筋の匂いをかいだ。ラウルはいつも陽だまりのような匂いがして、俺はこれが好きだった。

　ラウルが読んでいた本は、宮廷魔術師の本だった。相変わらず宮廷魔術師が好きなようだ。興味はないが、俺が宮廷魔術師になったら、もっとラウルは俺のことを好きになってくれるのだろうか。

「あの、もしも僕が宮廷魔術師になったら、師匠は嬉しいですか？」

　聞いてみたら、ラウルは少し悩むように視線を上に向けたあと「とても嬉しいよ」と言った。そうか、ラウルは嬉しいのか。

　だが、宮廷魔術師になったら王宮に住むことになる。本気で言ったわけではなかった。ただ聞いてみただけだ。宮廷魔術師になったらラウルは会いに来てくれると言ったけど、会いに来られるよりも傍に居られる方が良い。

　冷たい風が吹いた。これを利用してラウルにくっつくことに成功する。その後寝ることになり、ラウルはいつものように俺を抱きしめて眠った。

　陽だまりの匂いが鼻をくすぐる。我慢できなくなり、ラウルの体を抱きしめてしまった。すぐに気づいて腕の力を緩めたが、変に思われなかっただろうか。様子を見るために顔を覗き込んだら、既に眠りはじめていた。相変わらず寝つきが良い。心配することはなかった。

　寝息を立てるラウルの顔をじっと見た。心臓の音が一定になりはじめたのを見計らって、唇にキスをした。一瞬だけ感触を楽しんですぐに離す。起きないのを確認して、今度は目の上にキスをした。

　ラウルは一度眠ったら、何か事件でもない限り起きない。それを利用して、たまに悪戯することがあった。

　今度は首筋に唇を寄せて軽く滑らせた。くすぐったかったのか、「うぅーん」と声をあげたので、すぐに離し、様子を伺う。

　起きる気配はなさそうだが、今日はここまでにしておこう。眠りを妨げてしまうのは良くない。

　温かなラウルの体に身を寄せ、目を閉じた。




　朝、ラウルよりも先に目覚めた。起こさないように離れてから、考案中のフロウの魔法書を開く。

　空飛ぶ魔術フロウは、ラウルを驚かせたくて内緒で考案しているので、完成するまでバレてはいけない。だから、こういう時しか考案する暇はなかった。ラウルが空を飛びたいと知った日から、少しずつ考案を進め、やっと完成できそうなところまできている。

　昨日の魔物との戦闘で閃いたことを書き記していたら、視線を感じた。ラウルがじっと俺を見つめていた。驚いて魔法書を閉じた。

「お、おはようございます、師匠。起きていたんですね。いつから？」

「おはようシノ。さっき起きたんだよ。何をしていたの？」

「読んだ魔法書の要点をまとめていたんですよ」

　なんとか誤魔化して、朝の支度を始めた。

　フロウのことは、まだまだ秘密にしたい。ラウルに披露するのは完全に考案を終えてからだ。

　フロウは、大好きなラウルへの贈り物だった。どんな反応をしてくれるだろうか。喜んでくれるだろうか。驚きが先に来るか？　もしかしたら、感動のあまり涙を流すかもしれない。考案を始めた日から、そのような顔を何度も想像しては待ち遠しくなる。もう少し、もう少しで完成しそうなんだ。

　昼間、ラウルは何度も後ろを振り返っていた。何かの気配を感じているようだった。

　魔物が現れたのかと疑ったが、嫌な感じはしない。ラウルも首をかしげるだけで、警戒はしてなさそうだった。野兎が餌をもらえると思い、尾けてきているのかもしれない。

　夕食を終え、川の水で体を洗っていたら、いきなり昼間のように明るくなった。そして、夜の空に眩い塊を見つけた。

　あれは、なんだ？　本で見た竜とそっくりだった。どうしてこんなところに竜が？　と思ったが、美しい姿に見惚れて何も考えられなかった。

　竜の姿が消えるのを見送ってから、体を拭いて、ラウルの元へ戻った。ラウルもさっきのを見ただろうか。聞いてみようと思った。

「ラウル師匠、さっきのを見ましたか？　あれは竜ですよね！　あれ、ラウル師匠……？」

　だが、ラウルはどこにも居なかった。

　考案中のフロウの魔法書がポツンと置いてあるだけで、ラウルの姿はどこにもなかった。

「いない……？」

　ラウルが張った結界が消えているのが気になった。俺が居ない間に魔物が出たのかと焦ったが、争った形跡はない。入れ違いで散歩にでも行ったのだろうか。あまり深く考えずに待つことにした。

　夜が明けた。それでもラウルは戻ってこなかった。

「まさか、先に村へ行ったのか？」

　ラウルが俺を置いて行くはずはないとは思ったが、帰ってくる気配もないので、目的地の村へ向かった。だが、やはりラウルはいなかった。村人全員に、ラウルを見ていないかと尋ねたが、見た者はいなかった。

　それからも色んなところを探し回った。だが、ラウルは見つからなかった。

　毎日一人で見上げる夜の空は寂しかった。




　あれから十年経った。

　明日から、ユマ王子が通っている魔法学校で、魔術師試験が始まる。今日はその準備のための大事な日だった。

　ユマ王子は忘れっぽいところがあるから、試験を受けるための証明書を持っているか、ちゃんと確認してほしいとお願いしていた時だった。

「あと何度言わせればシノの夢に出てくるかな。登場したら教えてくれ」

　ユマ王子が笑いながら言ったあと、柱の方で気配がした。誰かがこちらを見ている。

　敵意のようなものは感じない……が、気になった。

　柱から出てきたのは子供だった。見事な金髪をしている。リュースが好きそうな綺麗な顔をしていると思ったら、案の定リュースの名前を出した。それにしても無垢な表情をしているが、こいつは何故リュースに連れてこられたのかを分かっているのだろうか。

　一応聞いてみたが、子供は自分から頼んでリュースに連れてきてもらったと言った。何もかも承知で王宮に来たらしい。無垢な表情をしながらも、考えていることは卑しいやつだと思った。そうまでして王宮の暮らしをおくりたいか。

　何か言いかけた子供を振り切り、歩き出す。

　歩いている途中で、十年前の夜のことが頭に浮かんだ。さっきの子供の金色の瞳は、あの夜の空に見た黄金竜を思い出させる。あの日居なくなってしまった愛しい人とは、いつになったら再会できるのだろうか。

　はあ、と息を吐いて、ユマ王子の元へ急いだ。
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